五三 味 線 考 ニ 一四 

ぅ 寺 どの 御 かつし ^ - 御所、 どんげ ゐ ん どのなる、…… まいの のち 宮の御 かた 御 か はらの % 
山しろといふ、しやみせんひかせらる、、 

とい ふので ある ◦なほ 後の 物 だが 紅梅 千 句に 琉 球と 三味線との 關係を 示す 句が ある。 

琉球に 宿 かす 法は 珍し や 友 仙' 

むしろを し a て a ける 三味線  政隱 


% 


/ 


昭和サ 六 年 十二月 十日 印刷 
昭和 廿六年 十二月 廿日 發行 

日本 藝能史 - 中世 歌舞の 研究 丨 

定價 二八 〇 圓 

著 者. 岩 橋 小彌太 

東京都 練 馬區江 古田 町 ニ 〇匕 五 

發 行者  雖赋藝  苑 社 

代表者 近 藤 銀 男 

東京都 豊 島區椎 名 町 ニノ 一九 四 四 

印刷所  藝苑社 印刷所 

印刷者 霜 田 政 美 

發行所 _|'藝  苑 社 

振替 口座 東京 一四 九 五一 七 


著 作 
權 

所 有 


五 三味線 考 ： ニ . ニ： 

を 與べ た。 ィ ー トン 君は 三味線 (shamsh H* ) を 彈く 座頭 serts) に殘 6 のを 與 へた。 

と あつて、 三味線を Shu  mshin と 綴つ て ある。 勿論 此の 日記に 見えて ゐる 日本語は 隨分誰 6 が 
多い が、 併し それは 當時シ ャミセ ンと 呼んで ゐた 一の 證據 とはなる であらう。 かく 古くから 一 
般にシ ャミセ ンとい a 、 又 三 藐院 記に 須彌 山を 記して あるのは、 頗る 三 線の 支那 音に 遠い とい 
はなければ ならぬ。. 是は 決して 支那から 三 線の 名稱 で、 直接に 我が 邦に 傳つ /2 7P のでない とい 
ふ 事を 語つ てゐ るので は あるまい か。 

然らば シャミ センの 語源は 何で あるか。 此の 問に. 對し ては、 殘 念ながら 今 直に 其の 適 當な签 
案を 作る ことが 出來な S。 私は 前に シャミ センは 決して 三 線の 支那 音では な S といつ たが、 併 
し 三 線の 文字には 全く 關係が ない とは S はぬ。 信 尹 公は 薩摩に 下つ て、 琉球 人の 奏絃を 見て： 
それを 須彌 山と 記， して ゐ るので、 其の 音は 恐らくは 琉球 人の ロに 近 S % のでは なかつ たらう 
か。 即ち シャミ センと いふ 語は 或は 琉 球の 方言では なから うか。 其の 琉 球の 方言が、 或は 三味 
線の支那音を彼の撖の方言で訛つたか、或は他に其の語源を求むべきか。其の邊までは私のカ 
に 能は ぬ 事で、 他日の 研究を 期し、 同時に 世の 識者の 敎を希 ふ處で あ！ c o , . 

私が 此の 一一： 味 線考を 發 表してから 大分 後に、 高 柳光壽 君は 私が コ ックス 日記の 千 六 百 十六 年 


十月 九日 S 記 f 引 s て、 其 Q 日付 臭 和 一 一年 八月 二十 九日 S 算し si 月 九日— 
し、 IQ 記事— 日本史 料の 譯文 によ？、 私の 誤譯— た。 其— 文と エ のは 
ァダム 5 人 及び 其 ニ子、 昨日 I より Is せり、 佘 はシジ 了の 子に 一分— へ 
ィ丨 トン 君 7P 亦 一分を 三味線を 奏せし 片眼 者に 與 へたり 
とい ふの— る。 私 、—頭と 譯 した tls と X の 5 ペィン 語で、—。？ i の 意で 
あると いふ 注が 付いて S が、 それ— 頭と 譯 したのは— 大膽 過る。 ！ エ の— 
せなかつ たが、 乙れ を 一分と 譯 せられた のは 成程 妙案で ある。 

私が 三藐院 記に 三味線を 須彌 山と 書いて ある 記事を 見出して 得意に なつて ゐたジ を屏 君は 
藤原惶 嵩の 日記 慶長 元年の 條に 記事に 沙彌 仙と— とい ふ 事— た。 それ S 

七月 七日 曉發： 而已刻 泊 |依嵯 峨關 一海 雲舍 五六 十 許、 午時僦 = 漁 f 行 浴、 削 レ 瓜 斟レ酒 

消 レ 暑、 瞽者 友 珍 播之龍 野之產 也、 哥手家 鼓 = 沙彌仙 一 
.と ある。，. 其の後 和 田 正 夫君は 御 湯殿の 上の 日記の 天 正 八 年 二月 十六 日の 條 I 三味 各の 言 事の あ 

る 事を 指摘せられ た。 これは 今の所では 正確— 付の ある 三味線の 記事— ものて あ 
らぅ。 其の 記事は 

け ふ 上？ よ り 御 申、 咬い 管、 なは かぅ 若と. いふ、 わかし— り、 宮の f た大 しや 
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是を三線と號は、三の線あるゆへな.-、三の字 5 みと云は閉ロの音にて、はねがなをかと 
S ふ 也、 目論は もくろみ、 燈心 はとうし み、 御帶 はお. み帶 などの 類 a 也、 しかるを いつの 
ころ、 何者の 書 そめし にや、 味の 字を 加へ て、 世間 一統に 三味線と 書 云々、. 

とい a 、 墨 水 消夏 錄に 見えて ゐる所 も 不思議に TP ?: れと始 ど 同文で ある ◦菊 岡 沾涼や 東 蘭 州の 
いふ 處は 、大きな 考へ違 a TP あり、 又僧義 門の 男 信が：. 3 れない 以前の 事で， p あるから、 其の 
所論が 肯綮に 當つ てゐ ない のは 是非 毛ないが、其の論旨を汲んでいは>、三の字は韻鏡の第四 
十轉、咸摄所屬の字、即ち唇內撥音の文字、觅に新しくいは> 111 の韻の文字であるから、日 
本では目論がモクロミ、燈心がトゥシミとなる樣に、其の韻を活かせて％と發音して、三線を 
ナミ センと いつたと いふ 意味で,， らう ◦此の 議論は 一 わたぅ は語學 者の 同意を 得さう に. 思 はれ 
るが、. 仔細に 考へる と少 々缺陷 が ある。 

義 卩の # 山所攝の文字、か 11 の韻で、深咸所攝の文字が 171 の韻であるといふのは、古韻の事 
で、近代の支那音は兩攝共に 11 の韻に攝せられてゐる。故に三味線の渡來が假に永祿から少し 
遡る と 見ても、 まさか 明 代を 出る 事は あるまい から、 其の 煢時の 三の 字の 音は 決して ggp 
ではな かつた ので、 從つ .て 其の 韻を 生かせても . 、、 とはなら ない ので ある。 又 一方 我が 國 語で 韻 
尾を 活かせて 一音節に 發音 する 事は、 鎌 倉 幕府 時代 以前の 風で、 戰阈 時代 又は 其の後まで、 其 


の樣な 風が 殘つ てゐ たとは 思 はれない。 だから 三味線が 支那から 直接に、 三 線と いふ 名で 輸ス 
して、 それを 日本で サミ センと 訛つ たと 見る のは、 餘程 無理が 多い といは なければ ならぬ" 

我' が 記錄 其の 他に、 三味線を サミ センと 記して あるのは 極めて 少 く、 尤の 草紙に 「小ぅた に 
のせて 5 ° 。 み。 せ。 心 を a く」 とい ひ、 吾吟我 集に 「さか せぐ のい とのょり/、 に」 •と ある 位の もの 
で、 其の 他は 大方 シャミ センと あるので ある。 即ち ナミが シャミに •訛つ たと 見る ょりも。 シャ 
ミが ナミと 訛つ たと 見る 方が 數の 上からは y. 勢で ある。 上方 地方では 先生を シェン シェィと 抑 
音に 發音 する 風 も あるが、 又 反對に 寫眞を す シンと 直音に 發音 する 事が 多い ので あつて、 シャ 
、、、センが ナミ センと なつた と 見る 方が 寧ろ 穩當 である。 又 文字に 三 1 味 線と 書く のは ナミ センの 
音に 宛てた 樣でも あるが、 又 三味線が、 三絃で ある 處 から 類推して、 シャミ センに 三味線の 字を 
宛て、 遂に その 文字から ナミ センと いふ 訛が 出た とも 見られな い 事 もない。 漢字の 宛字は 其の 
元の 正確な 發音を 知る には 不適 當 であつ て、 寧ろ 假名で 記した 毛のを 典據 としなければ なら 
ぬ。 殊に 羅馬 字で 記した ものが あれば 更に 好都合で あらぅ。 然るに 元 和の 頃に 來 朝して ゐた英 
國商 館員 n ックス の 日記には、 千 六 百 十六 年 十月 九日、 即ち 我が 元 和 ニ 年 八月 廿 九日に 當る日 
■の 記事に、 

.アダムスと 彼の ニ兒が 昨日 浦賀 からこ、 に着い た。 私は セ ゼロ スの兒 に ィチェ、 ボ cchebo 
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世の 書物で ある だけに、 中央の 風俗が 西陲に 推し 及んだ 結果と も 見られな い 事 もない。 併し 私 
は 近頃 ゆく  6 なく 文祿の 頃に 近衛 信 尹 公が 薩糜に 下っ て琉球 人の 三味線を 彈く のを 聞いた とい. 
ぶ 事を 知っ たので ある。 それは 當代 記の 記事よ 6 も 亦 約. 十五 年 ばか 6 溯る 名ので、 我が 邦の 健 
な 記錄に 三味線の 事が 見え 始めた 年代と 餘 6隔6が なく、 又津田 氏の 疑問の 最も 有力な 媒介 地 
の 問題に ついて 7P、 カ强き 解決を 與へる ものであると 信じる。 

信 尹 公は 豐 臣秀吉 との 間の 事に よっ て、 文祿兰 年の 春 京都を 後に して 薩 摩の 坊の津 に 到 6、 
留る こと 約 一年 半、 翌慶長 元年の 秋に 京都に 歸っ たので ある。 其の 日記 (三 藐院 記) によ. る 
と、 文祿 ーー：年五月十九日.に薩摩の山川の津に着いて居って、其の翌日の記に、 

琉球 人禮ヲ 云、 唐紙 墨酒ヲ ド 進上 也、 麻 父仁ト 云、 從レ是 油煙 三 廷 、ミブ ヒキ五 把 遣 之.、 
酒宴 ノ時 須彌 山な ^ a かせ、 小童 雨 人め し 出し、 こぅたな どぅた はする、 興 一入 也、 主 も 
須彌⑴ を ヒ キヌ、 

と 見えて ゐる 。こ、 に 須彌山 即ち シユミ センと あるのは、 三味線の 事で あるのは いふまで もな 
い。 即ち 當時 日本では 漸く 三味線、 が 行 はれ 出した. ばか 6 の 時に、 信 尹は 藤 摩に 下っ て、 琉球人 
の 奏絃を 見た ので ある。 これは 決して 三味-線を 弄ぶ 風が 京都 地方から 薩摩に g って 行った 後の 
事と； t 見る ことが 出 來ない ので、 殊に 三味線を 須彌 山と 異様な 文字を 以て 記して ゐるの け、 信 


尹 公が 嘗つて 京都に 居つ た 時に、 三味線の 名に 熟して ゐな かつた 事を 示して ゐる ものでは なか 
らぅ か。 此の 三藐院 記の 記事は 唯一つ の典據 に過ぎないが、 有力なる 櫻 井 氏の 引據 に、 更に 一 
層 有力なる ものを 加へ 得た といは なければ ならぬ。 曩に擧 げた 中 國描談 の 近衛 東求院 公が 薩摩 
で 獲た とい ふ 說は 、此の 記事に 少し 近い 樣では あるが、 ょく 思へ ば 却て 反對 であつ て、 信 尹 公 
は 其の 父の 時に 獲た とい ふ 三味線に 就いて、 深い 知識がない 譯は ないから である。 

以上の 所說に して 甚しい 過誤が な s とすれば、 三味線の 琉球傳 來說は 十分に 信用に 足 6 ると 
思ふ。た〉中小路若しくは石村檢校が、それに手を加へて、始めて世に行ぅたといふの.は、他 
に 何等の 證明す る ものは 無い が、 恐らくは 是 等の 檢校は 組 唄の 創始者で 、も あつて、 それを 直 
ちに 三味線 其の ものの 元祖と 思 a 誤つ たもので も ある ^ いか、 三味線の 傳來 は琉 球との 交通の 
結果、 又は 薩 摩を 經由 して、 ぼつ^^ 次第^^に 輸入せられ たものと 見る 方が 事實に 近く、 必 
すし も 一人の- 千から 廣 く全國 に弘 まつた と 見る に 及ぶまい かと 思 はれる。 

.次に 三藐院 記に 三味線を 須彌 山と 記して ある 事に ついて、 今一度 考 へて 見なければ ならぬ 事 
が ある。 それは 三味線の 語源に' 關 してで ある。 津田氏 も 其の 語源を 論じて fe 皮 線と する のは 採 
るに 足らぬ とい はれた のには.、 私 毛 同意を 表したい と 思 ふ。 そして 同氏は 墨 永 消夏 錄ゃ 近代 世 
事談. を 引いて、 三 線の 轉訛で あると いはれ てゐ る。 近代 世事 談に は、 

五三 味 線考  一一 ◦九 
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大ぬ さと 糸竹 初心 集とは 中 小路と 石 村と で、 其の 元祖に っいて 各々 異を 立て、 ゐるが 、潭 海に 

は 石 村を 中 小路の 弟子と して 會通を 試みて ゐ る。 又 其の 年代に っいても、 永祿 と文祿 との 兩說 

に 分れて ゐる が、 嬉 遊笑覽 には 室町 殿 日記に 「遊女 二人を 中に 置て、 何 心なく 三味線を 彈て遊 

び居ける」とあるのを引いて、永祿說に賛成してゐる。室町殿日記は天文、永祿頃の事を記して 

ゐる からだと いふので あらぅ。 又 同書に 狂言 記 外 五十 番の內 、昆布 賣に 、ロし やみ せんにて 上 

る 0 ぶしに 賣る とい ふ 事が あるのを 引いて ゐるが 、これは 著者 信 節 翁 も 疑っ てゐ る樣に 、勿論 

後世に 出來 たもので 是を以 って 三味線 渡來 の古い 證據に 引く のは 宜しくない 。三味線は 渡來 

當時は 4 唄 又は 組 唄に 合せて 彈かれ た 7P ので、 淨瑕璃 に 合せる 樣 になった のは 少し 後の 事で あ 
る 0 

右の三味線渡來に關する諸說の內、何れが正しいか、又何れも正しくないか、今日では_に 
確な證 據ヵ ない 事 だから、 何ともい ふ 事が 出 來ない が、 要するに かぅ いふ 事物の 起源に 關 する 
說には、後から種々の附會が添はる事が多いのだから、何れもー槪に信じる事が出來ないので 
ある。た ^' 右の諸說の內「中國描談」を除けば、皆琉球から傳來したといふ事だけはー致して 
ゐるの だから、 これには 何 か 相應に 根據が ある 事 かも 知れない と 思 はれる。 

處ヵ 先年 ニ 大正 元年 正月- 津田左 右吉 氏は、 東洋 學報 誌上に 三味線の 俾來と 題して、 此の 琉球 


讓說に 疑を' 抱かれ、 18 球に 三味線の ある. 事が 物に 見えて ゐ るのは、 中 山 傳信錄 が 始めで、 そ 
れ は 餘 ^ 後の もので あり、 日本で 琉球 人と 三味線との 關 係を 見得る のは、 ® パ實 記の 天 和-一年 
.の 記事 以上には 溯れな S。 又琉 球から 傳來 した ものと すれば、 媒介 地た る薩 摩の 事が 少しも 見 
えて ゐない の も 疑は しく、 多分 是 等の 傳來に 關 する 諸 說は檢 校 家の 家說で 、信用に 足りない と 
いはれた。然るに其の後櫻井秀氏は、歷史地理誌上で、此の說を反駿して、當代記慶長十五年 
八月 二十 五日の 條 に、 琉球 人江戶 到着の 事を 記し、. 年 r. 七 八 之 小. i、 十四 五ノ 小姓 兩人 有、 
ンャ i ンヲ 引： と S ひ、 屬 1 永士一 一年 十月 二十四日の 條 に、 其 の 後 仙尝て の琉球 人の 
音 樂御聽 問の 事を 記し V、 「奏 n| 墨 一 挽 n 四 線 三 衆 一 j 線 一 了」 と ある 證據を •提出して、 琉球 人と 
三味線との 關係の 記事が 天 和ょり 遙かに 溯る 事を 示され、 又、 西遊記の 薩 摩の 事を 記した 菌所 
に、 三味線 # 行の 有樣を 叙して ゐ るのを 引かれ、 津田 氏の 媒介 地なる 薩 摩の 名の 見えて ゐない 
とい ふ 疑を 解かれて ゐる。 

私は 此 S 櫻 井 氏 S' 努力は 津田 氏の 疑を 解く に 十分で あると 信じる が、 而も 假に猶 S 固に、 
疑 a 深く 疑つ て 見れば、 當代 記、 隔蓂 記の 記事は、 琉球 人と 三味線との 關係の 知らる、 年代を 
勺 /\ 十年はか6引上げ得たけれども、當時日本には三味線が盛行してゐたのだから、是を以て 
琉球 傳來の 動かせな い 證據 とはなら ない と s a 得る かも 知れない。 又、 西遊記の fp 事 も 餘程後 
五 三味線 考 ーー〇セ 
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但肓 僧の 一派 永存 之 旨 趣に 無 レ 之候條 、爾後 肓子養 取、 或は 他人へ 傳業候 等の 義は 勿論 不 = 
相 成 I 筋に 候 事、 

と あって、 已に 政府の 方針が さぅ いふ 風で ある 上に、 我々 の國の 一切の 舊物は 皆 打破せられ て、 
全く 新しい 世臾が 建設せられ 方の だから、 彼等 肓僧の 哀な 一縷の 命脈 も、 此の 明治の 時代に な 
って 殆ど 斷絕 したので ある。 併し 今日に も 西國に は 盲 僧が ゐる 事は ゐ るので、 細々 ながら 有る 
か 無き かに、 其の 命脈を 保持して ゐる やうで ある。 九州 四國と 大和との 以外に も、 肓僧が 居た 
らうと いふ ことは、 中 山太郞 氏名 說か れてゐ るが、 地 神 座頭 目錄 には 河 內國種 林 座頭と いふ 地 
神 座頭の 名が 見えて ゐるが 、併し これは 例の 如何は しい 辍起だ から、 引いて 證慶 とする ことは 
果して 如何で あらう か 0 


玉 三味線 考 - 

三味線の 傳來 につ S ては 五六の 說 ％ ぁつて 區 々でぁるけれ ど气琉 球から 渡來 したと いふ 事 
ついては 大方 一致して ゐる 。其の 諸說の 中で、 (一) 先づガ § には 永 祿 年間 琉 球から 泉 


州拂 に渡來 し、 蓮の 中小 路檢 校％ 手を 加へ て是れ を 世に 弘め たとい ひ、 松の 葉、 疆 、近代 
世事 談 など， 此の 說に從 つて ゐる 。竹豐 故事には 其の 渡來の 年を 永祿五 年と いひ、 始めて 彈さ 
出した 人を 瀧 野 檢校だ として ゐるが 、 先づ大 體大ぬ さ說で ある 0 其の 人の 名を 瀧 野と したの 
は淨遐 璃 節の 起源に 關する 傳說と 混同して ゐる樣 である。 (ニ) 次に 糸 ゲ初、心集には文祿の頃 
石村檢 校が 琉琼へ 渡り、 始めて 小 弓と いふ 毛のを 見、 乙れ を 基と して 琵琶を や.. つして 三味線を 
作つ たと s ふので、 世事 百談も 此の 說では あるが、 小 弓に 代 ふるに 蛇 皮 線を 以てして ゐる 
(三) 又琉球 年代記に よると、 後柏原 院の 御宇、 梅 津少將 とい ふ 人が 琉 球に 漂流し、 其 處の兼 
城按 司 の 女と 態 ® を 通じて 夫婦と なつた ◦共に 月 琴の 名手で あつた 其の 自作の 姐 S が 今の 琉球 
組で ある。 其の後 豐 後の國 に歸 6、 間に 一子を 擧げて 石麻呂 とい ひ、 父母から 月 琴の 秘術を 學 
んだが 、後年 瞽 となり、 月 琴の 制を 改めて 三味線を 作り、 任官して 石村檢 校と なつた とい ふジ 
である。 餘程 傳奇が かつては ゐるが 、これ も 石 村說の 變 形と 見るべき であらう。 (四) 更に 江 
p*n rd' には 信 長の 時琉 球よぅ 始めて 渡来し、 其の 命に より 伏 見の 里の 盲人なる 琵琶の 名手 
に彈 かせた と ss、 s)  S M' 费の 記とエ ものには、 琉球？ 麗に 渡つ たといつ てゐ 
る。 たけは 是 等と 少 々樣子 I にして、 天 正の 頃 某 儒官が 筑紫 にて 之 i、 又 
近衛 前 久公編 摩 宰る時 こ f ど 見、 ー官 人が SSQ 中小 SS 與へ たといつ. てゐ る。 
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興 福 寺 大乘院 門 主 孝尋の 日記には 應永十 年 正月 十三 日に 盲 僧が 參賀し たとい a、 更に 古く 興 
福 寺の 延慶 一一 一年 記に よれば、 同年 正月 五— 僧が ー乘院 公文所 fi 賀 したと s S、 六月 二日に 
は 修理 目 代 初 任の 參賀 に來 たと も ある。 此の 肓僧を 地 神 經肓僧 だと すれば、 彼等の 起原 名 餘程古 
く 溯 6 得る * となる。 

德川 時代に なつて 當道が 幕府の 保護を 受け、 其の 總檢 校が 一切の 職業的 盲人を 支配す る樣に 
なぅ、 肓僧を 7P その 自由にし ようとした。 そこで 兩 方に 衝突が 起つ たので ある。 幕府は 延寶ニ 

年に 霊の 總檢校 S によ？、 SQ 官位、 院號 、謹 f 停止し S で— ニ乘院 文書 

の內に 『領主 江 申 遣 書付」 と 端 裏書の ある 文書 案が あつて、 

一、 地 神 經讀肓 僧 江 申 渡 候 書付 一通 遣 候 間、 其 通 相 守 候樣に 可 ぃ被こ 申 渡 一事 
一、 地 神 經讀肓 僧 袈裟 衣幷 補任 其 外院號 免許 狀可ぃ 被， 取 上 I 事 

一、 色 衣 色 袈裟を 着、 又は檢 校と 名 乘候肓 目共義 、新規 不厘者 之 間、 五十 日 籠 舍可レ 被 ご 
申 付 一事 

右 之 旨 若 違背 之 者於ぃ 有， 之 者、 急 度 可 ぃ被レ 行， 一曲 事-候、 其 所々々 に罷有 座頭 方よ 6 名、 可 
レ 爲 M 相改 一之 旨、 岩船檢 校、 香 坂 檢校江 申 度 候、 以上、 

と 見えて ゐる 。それには 日付がない が、 香坂檢 校が 江戶 で總檢 校を 勤めて ゐた 年代から 推して、 


恐らく 延寶ニ 年の もので あらう' 

そも^^ この度の 一件は、 九州 邊の肓 僧と 當 道との 公事で、 大和の 盲 僧の 與らぬ 事では ある 
が、 その 結果 かう いふ 苛酷な 御沙汰を 聞いた 大和の 者 達は 定めて 寢耳に 水の 感が あ. つたで あら 
う 0此 の卸觸 流ノに ょつ て 彼等は どうい ふ 事に 成つ たらう か。 京都 大學 に ある 一 乘院 文書の 內 
盲 僧に 關 する もので 最も 新しい のは 延寶ニ 年 十月の 補任 狀で ある。 勿論 文書 力 保存 せら f るの 
は禺然 な 事で あるから、 散. 0<^-になつたニ條家の反古のー部が大學に購入せられたわけだヵ 
ら •、これ 以降の ものがない とい ふ 事 も、 或は 偶然で ある 事 かもしれ ない が、 併し 私は 乙の 事は 

決して 幕府の 裁 5 結果と 全く 無關 係な こと だとは 考 へられない 。大和の 雾達も 此の 年 必ず 
衣 袈裟を 剝がれ 、補任 狀を 取上げられた ので あらう と 思 はれる。 此の 時 名 幕府は 全然 地 神經の 
祈禱を 7P 止め 5 せるつもりではなかつた事は、憲敎類典に收められてある同年の御條目に明ヵ 
に 見えて ゐる から、 これにょ つて 大和の 肓 僧は 斷 絶した とは 思 はれない が、 その後の 消息は 史 
料を 缺くた め 杳 として 知る ことは 出來 ない。 

九州中國の肓僧は相變らす其の祈禱を續けてゐたらしい。天明年間に靑蓮院の酉下に入り 

明治 八 年に 天 裏 SQS 文つ た M とは 1 Qf である。 その 時 Q 警奮蠢 三十 五 
號には 
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彼等 盲 僧の 生活 資料は 其の 持 場の 旦那から 受取る。 旦那は 彼等の 唯一の 財源で、 從って 伊勢 
や 能 野の 御 師の樣 に、 旦那の 取 遣りが 行 はれた。 寬永 十六 年 八月 武內村 法 印の 訴狀 には、 彼が 
振舞の 飯 料の 償 a だとい って、 旦那 二十 ニ 軒を 取られた といっ て 訴 へて ゐる 。彼等は 每年 九月 
には 必す 旦那 廻りを したら しい。 前掲の 八 田 村 左 京の 書狀に  ： 

此度 我等 罷 6 上 6 候て、 可 レ 得 ，一 御意と 存 候へ ども、 九月に 而 檀那め に不： ，得 ぃ隙を 、以： 
書 狀一申 上 候、 

といっ てゐ る。 丁度 御寺から 御盆の 棚經に 廻る 樣な體 裁であった の だら う。 

彼等の 旦，： ； 廻りは、 いうまでもなく 地 神經を 讀んで 竈祓を したので あらう が、 それ 以外の 音 
曲に 毛 携っ たの だら うと 思 はれる。 それは 寬永八 年 卯月の 某 座中からの 訴狀 に、 

ー、先度貳位と申者之在所に作善事御座候へば、貳位居申をもょく存ながら、理6をも 
不 .，申 罷出 候を、 歸 りかた にし やみせ んを取 候へ 共、 各々 旦那衆 色々 御鉈言 被 Z 成 候に 
付、 宥 候へ ば 云々、 

と ある 樣に 、三味線を もっ て步い てゐ たのは、 竈祓 以外の 音曲を 演じた ことを 示して ゐる ので 
はなから うか。 又诈 善事の 場所へ 行っ たとい ふのは、 彼等は 又當 道の 琵琶 法師 や 瞽女の 樣に、 
その 配當を 受けて ゐた ものと 察せられる。 


肓讲 日は 可 時 頃から あつ' /? 力 _ u i-v, は . 

兎 こ 角 S 僧 f 一 團1 倉 時代の 末期から 存在した 痕跡は 認められる。 蟹の 肓 人は 昔 

から 刀 基し 511 僧の 養— SS 事で、 又— 5 代— 僧 S 作— 用 

した こと も c 三 國名稱 圖會〕 共に 霊と して 見る 事、 か出來 ょぅ 
と 言つ て 居られる が、 餘り簡 f- 說 明せられ てゐ るので、 其の 理由は 少し 了會— しむが、 餅 
し 響 時 slsn」s つ f-s 令と— 1 成した 1 。地—. 錄に 「應 
永 ニ 年 二月 上旬 蠢ヌ」 と—。 此 S 錄 S 分 如何 樣言§ から 信用 1 ぬと xf 
れ まで だが、 て 加減 集號を 出 管龜 したの だと すれば、 もぅ 少 •し 古 ハ 所へ 持つ て 行き ネ 
I の だ。. 何 しろ SS では— の 起源 \ スット 古く 人 王 八 S 元 1 御 即位 元年に 係け て 
ゐる位 だから、 地 神 座頭の 估 券を つける のなら ば、 應永ニ 年 位では 滿 足し—— はれない 
假令此 Q — 暫く  f とし？、 iQtss 與の覺 書では— ニ 年？— れる 。，殊 
に 又 雷 1 にょれば、 應永 一一 一 JS 神經 SSS つ S で—。 これ S 僧では ない 
にしても、. 兎も角 室町 時代の 始め 頃 y 地 神經甚 誦する 事の 行 はれ？ とは 確實 であつ て 乙 
れ がその 五 年 や 十 年 以前に 始つ？ の..、 とは 思 はれな S ら 、少 くと 蟲食 時代の 末 頃には あ 
つたので は あるまい かとい ^ 風に 考 へて 見たい と 思 ふ。 
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せ 給 候へ と 申 候に 付而 、中間よ 6申候は、それにてはーかぷたへ申事に候間、左樣に被，成 
まじき と 申 候へ ば、 其 儀に て 候は、 > 、我等 弟子 長 春を 大仁 あとへ しすへ 可 レ 申に 付、 左 候は 
S 當 年よ 6 長 春へ 座 人を 3 せ、 三 石 之 出世の 米、 當 年よ 6 子の 年 迄 三年に 相濟 候へ と 申 候 
得 ば、 其 段 堅 請 分 申に 付而 、大仁 丹那之 帳を 則 戌の 年 八月に 相 度し 申候處 に、 右 之 約束 相 
違 仕、 漸 子年に 米 六 斗 出し 座 入を させ 申 候、 其 時よ 6 長 春を 讃岐と 申 候、 

と ある 樣に長 春と いふ 兵 部の 弟子が 座 入を し、 一 株 毛つ て 一人前になつ て、 そこで 讃岐と 任官 
したので ある。 彼等の 服装は 九州のと 同じ 樣に 、衣に 袈裟を 掛けて、 出家の 樣な 風を して ゐた 
ので ある 0 

右の 陳狀 にい ふ處 によると、 彼等の 座には それ 定員が あつて、 これが 株に なつて ゐた樣 
である。 弟子が 出世して その 株を 繼 r 時には、 仲間へ 三 石の 出世 米を 出さなければ ならな かつ 
た。 又 寬永八 年 卯月 十六 日付の 某 座々 中からの 訴狀に 

一、 我等 座 之 中 神樂寺 村に 內 記と 申 者 之 弟子 豐 後と 官途 仕 候、 官錢之 儀 手前 難. 成 候 間、 
少し 述候て くれよ しと 申 候に 付、 述 候へ 共、 永々 無沙汰 仕 候に 付、 

といつ てゐる 樣に 、出世 米は 當道の 樣に又 官錢と 毛い つたら しい。 一 藤 か ニ 藤に 昇進す る 時 
は、 又 一 藤 成、 ニ 藤 成の 官錢を 出す ので ある。 是 等の 官錢 、出世 米は 座中に 分配せられ る。 


かう いう 風に 新に 座 入を した 時 又は 昇進した 時は、 大 行事から 補任 狀を 受けなければ ならな 
かった。 その 補任 狀に對 しては、 前に も 述べた 樣に 補任 料を 出す ことにな って ゐるが 、それに 
困っ て 補任 狀を 受けな StP のが あつたら しく、 寬永九 年 三月 田舎 座の 請狀の 中に 
一、 補任の 儀 座中に 頂戴 不 ，仕、 曲事 之 由 被， 一 仰 出-候、 御 尤に奉 A 存候、 

といっ てゐ る。 其の 補任 料は 彼等の 階級と 身上と にょつ て 多少 厚薄が あったら しい。 九月 十五 
日付の 八 田 村 左 京の 書狀に は、 

田舎 座の 一老、 ニ老 、我等の 處へ參 、ぶにん 頂戴 之 由 申 候、 身上ょ わき ざた うにて 御座 候 間、 
御ぶ にん 兩を 十疋か 二十 疋 にて わび 事を 申 候、 其 くら y にて は 成 6 不レ 申と 云 聞 申 候、 
先ぶ， にん 頂 載 させを き、 其 上 身上 聞 合、 にん 料を 取 立 可 申と 存申 候、 此者に 一老ぶ 
にんと ニ老 ぶにんと 御く だし 可 レ 被 A 成 候、 

と 見えて ゐ る。 又 押 上座 大木 村の 侍從が 一 藤に 次った 時 銀 子 五 匁 出し /? 様で ある。 此の 外大行 
事に 對し ては 八朔の 憑の 禮を 持っ て 行つ たらしく、 同じく 此の 手紙に 其 事が 見えて ゐ る。 

右の 外 座中からは 一 藤へ 五升づ V の 上米を 差し出した。 座中には 當道の 石塔 や 納涼に 匹敵す 
5 7P のに 年 三度の 妙 音講が あつて、 又 「座拜 と Tps a 、 此の 時 座中の 諸事を 相談す る。 そして 其 
の 講の 費用は 官途の 昇進す る ものが 負擔 する ので ある。 
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の內 で田舍 座と いふの が 1番大刍い樣に思はれる。座の名は大方地名に因んで名づけられたも 
ので あらう が、 宇陀 郡 古市場の 宮內 とい ふの が 宇多 座に 付かないで 田舍 座に っいて ゐる樣 に、 
‘又十 市鄕に 住んで ゐる阆 禪とい ふの が、 寬正 三年 奈良 座に 入った が、 後に 田舍 座に 轉じ 、久度 
の 住人 正 圓とい ふの が、 永祿ニ 年に 田舎 座に 入って、 後に 奈良 座に 轉じた 樣に 、其の 住所と 座 
とは 必らす しも 不可分の 關係が あった わけでは ないやう である 0 

當 道の 琵琶 法師には、 大衆、 勾當 、檢校 等の 階級が ある 樣 に、 肓 僧の 方に もい ろ/ \ の 品に 
分れて ゐ る。 敷 山の 方の 盲 僧は 四っの 段階が あったら しく、 明治 八 年の 靑蓮院 の 書 上には 
一、 格式 之 儀 、 . 

‘ 頭、 小頭、 宅 持、 平 僧 、 

1 、袈裟 法衣 之義 、格式 ニ 隨ヒ 、色目 ノ 次第 御座 候、 

俱 杖同斷 

と 見えて ゐるが 、例の 金銀 出入 帳には、 小頭 格と いふ 名目 も 見えて ゐる 。裝裳 法衣の 色目と い 
;3、杖の差別といふのはどういふものかょく判らないが、右の出入帳忆は布小五條とか黃色衣 
とか、 又春慶 塗の 杖な どの 免許の 禮金が 見えて ゐるが 、何れ 名 平 僧から 名 宅 持から 毛 差 上げて 
ゐる から、 平 僧は どうい ふ 色目の 袈裳 、どうい ふ 杖、 宅 持は 何とい ふやうな 定った 規則は なか 


つたら しい。. 

大和の 方では どれ だけの 階級が あつたか 明で ない が、 補任 狀や交 名を 彼是 照し 合せて 考 へる 
と、ー菔、ニ藤、三藤、衣等に分れてゐたらしく、ブ藤は其座の頭分であつて、又惣上と名い 
った。寬文七年ニ月押上座淨閑、延寶ニ年十月宇多座朝.日僧正の補任狀には、僧正職とい、ふ名 
目が 見えて ゐるが 、これは 恐らく 惣 上の 宛字で あらう。 衣 職の 補任は 最下 級の ものに くれ るら 
しく、 補任を 有つ てゐ なくして 且那 場を 稼いで 步く 座頭を かけ 座頭と も聖 ともい つたら しい。 

琵琶 法師の 名は 大抵 僧侶ら しい 名を 選んで ゐる 。當 道の 方では、 一方の 僧 名の 下に 一 或は 者 
の字を押し、 *1 がでは名の上に城の字を頂くことが普通であるが、花園院宸記には唯、1といふ 
琵琶 法師の 名が 見え、 蔗 軒日錄 には 宗住 、梅花 無盡藏 には 端正と いふ 名が 見えて 居って、 多少 
の 例. 外が あつたら し S。 盲 僧は 常樂 とか 玄淸 とか、 又禪 心、 圓觀 、了禪 、圓宗 などと 坊さんら し 
s 名を 付ける。 天 正 頃から 後の 大和の 盲 僧は 俗人め いた 中將 、少將 、左 京、 中納 言、 兵 部な ど 
の 官職 名 即ち 所謂 假名を つけ、 中には 僧正と いふ もの 毛ゐ る。 弟子が 一人前になつ て 座 入を す 
ると、'  所謂 任官して、 かう いう 官職 名の 假名を 付ける の. である。 寬文ニ 年 十月の 辰 ノ市座 出入 
の時、座中から大行事に土げた陳狀に、 

其の 時 兵 部 中間へ 理ぅ •申 候は、 大 仁と 我等とは 相弟子 之 儀に 而候 間、 此旦鄉 我等 支配に さ 

M 盲僧考  一九 七 


四 盲僧考  一九 四 
本來座といふのは、神社の神事や祭禮を維持する神人の圑體の稱呼であつて、彼等は神辻こ 
對して或は祭器を奉造し、或は神田を耕作し、或は神樂、猿樂などに屮2仕する等の義務を負ふ 
かは 6に、神社から其の義務の履行に對して下行 |- 受け、或は神田のー部の得分を支配し、又 
は神社の勢カ範圍內でヽ其の保護にょ6て、種々の營業に從事する等の權利を得る。後世商エ 
業 r 一 種の 專賣權 を 有する 團體を 座と いふの もこれ から 岀た ものである。 猿樂や 田樂の 座と い 
ふの 7P B 吉 神社 や 春 日 神社の 祭禮 r 出仕す る圑體 で、 そのために 神社から 下行を 受け、 又 その 
勢力 範_內 奧 行して 步 くこと を 許された。 大和の 四 座の 猿 樂は春 日 若宮 祭と 薪 能に 出仕す る. 
義務が あ 6、 これ k 所當 年貢と 稱して ゐた 。それに 對 して 大和 ー國の 興行 權を もつ 事が 出來 
た。 宇治 猿 樂も亦 興 福 寺の 天 滿宮の 神事に 出仕す るた めに、 大和 一 國 r 出入す る ことを 許され 
た。肓僧の座といふの冬當初はこれとほ、>同じ樣な事であつたのであらぅ。.  . 

肓僧の補任狀は前にもその例を示して置いたやぅに、西金堂御手水所から春日社若宮拜殿の 

肓目僧正職或はー藤職ニ藤職又は衣職等に補任するといふ形式になつてゐる。是等の補任氏案 

の出來た德川氏の初世に於いて、彼等は實際若宮拜殿で_そぅいふ仕事を負擔してゐたのかどぅ 

かは判らないが、兎に角これにーょつて嘗つて彼等の團體は若宮拜殿の或種の職務に從つてゐた 

のだらぅといふことが神像出來る。彼等はそのために大和國中に於いて各自の繩張內の旦那か 


ら 、地 神經の 祈 禱の御 布施を 貰って 生計を 立て、 ゐ たので ある。 十二月 十七 日付 大 行事 上座 ニ 
條 法眼より 田 舍座ー 藤に 宛てた 書 狀の內 に 

. 田舎 座よ 6 春 日へ 之 神 樂錢ゝ 押 上座へ 從 ，一 先年 一渡 申候處 に、 先大 行事 時分よ 6 押 上座へは 
渡不 ，申 由申來 候 間、 如何 樣事に 候 哉、 來 正月よ 6 如， | 先年 〖押 上座へ 渡 可 レ 申 候 云々、 
と見えて居って、此の江戸時代の初にあっては、各 ]^ ヵら春日神社へ神 10 木錢を上納してゐたの 
である。 これは もと/ \ 彼等が 春 日 神社の 神事に 對して 一種の 義務を 負って ゐた 代償と して 上 
納じ てゐる ものであると 見なければ ならない。 

勿論 九州の 盲 僧 も、 靑蓮院 の 支配に 屬して ゐた 時分には 靑蓮院 へ 献金して ゐた樣 である。 敷 
山 正覺院 に屬い てゐた 時 も同樣 であった らぅ。 上掲の 盲 僧 方 金銀 出入 帳に よると、 靑蓮院 で 
は、 每月 九州 邊の盲 僧からの 献上と いふ 收入が ある。 併し それは 盲 僧の 團體 から 日吉 神社への 
上納では なく、 彼等 個人の 入門 或は 昇進の 御禮 、布 小 五條 架裟 御免、 黄色 衣 御免、 春 慶塗杖 御 
免等の禮金であって、かぅいふ種類のものは、大和に於いても神樂錢の他にも座入又は昇進の 
際に 貰 ふ 補任 狀に對 して、 補任 料，. とい ふ 吃のを 大 行事へ 納めて ゐ たので ある。  . 

一乗 院文 書中に 見えて ゐる 座の 名稱 は、 奈良 座、 田舎 座、 押 上座、 辰ノ市 座、 鹿 島 座、. 宇多 
座、 ヵラ コ 座 等が ある 0 併し これが 果して 全部で あるか どぅか 判らない。 そして これ 等の 諸 座 

四 盲 僧考  一九 五 


と 記されて SQyi と、 當道 q 一方 i 頭 2 神 f S て S こと％ 知ら S?、 始 
め S 道と 盲 僧と 明. 確 5 別の あっ fQ ではない と i 事が 推察せられ る。 されば 肓僧も 元 
來は藝 人の 琵琶 法師であった ので ある。 

かく肓僧はー種の藝人であるから、其の大和の國に居るものは、七道者などと同 * に、昌5 

師の 取締— け、 興 福 寺から 支配せられ て— のは 當然 のこと で 音。 然 孟中國 、九州の 盲 

僧ヵ數 山の 支配篇 して 矣 とエ のは、 どう エ 理由に 基づく 妄ら うか。 敷 山は 興 福 寺と 

違っ て必 す しも、 中國 、九州の 藝 人を 支配して ゐ たと XQ ではな S から、 大分 困っ た 問題の 

樣だけれども、これは中世の社會組織から容易に說明、が出來得る事だらうと思ふ。神社と串人 

の 座との— 1 したら 5 1 は S 商 51 神社 佛閣又 S 門 勢家の 威力 美み、 そ 

れを本 所 is で、 1 の 特殊 q 利益 S 護. しょうと し 5 憤が やは 4 人の 間泛 あって、 

•當 道の 琵琶 法師が 久 我家 某所と 仰 SS と 同じ 樣 气中國 九州 邊 S 僧、 ■山の 力に 依頼 レ 

たのでは！ まか。 II 山と S 係 f れだ けで あって、 地 神？ 天台宗との 間に 

敎 1 S あった？ SS? 私 S じ まと IQ で S。 ？1 達— 敎 上の 

信 私は 層 寺と か 興 福 寺と かの 配下に あっても 、その 宗派とは 全く 無關 係で あって、 ー乘完 
文# の 中に、. 1 Kr 


一、 此法印 義 地神經 座頭に 而 、眞言 宗に候 間、 左樣御 心得 可 レ 有 候、 爲 "其 伋而如 レ 件 

寬文 欠 年 丄ハ月 一一 十 丄ハ日  大行事 一 一條 •到 

む 5 し 村 

理 兵衛 

參 

とい ふ 一種の 寺 請 狀の樣 な ものが あって、 それに 興 福 寺 配下の 盲 僧が 眞言 宗 であると いふ 乙と 
を證明してゐる。乙れにょって毛彼等の仕事が宗敎上の敎理といふものと左程深い關係があっ 
たもので はない とい ふこと が 知られる。 

大和の 肓 僧の 九州 邊の盲 僧と 違って ゐる 特に 注意すべき 點は 、彼等' か 幾 等 かの 團體に 分れて 
居て 座を 組織して ゐた ことで ある。 九州 邊の盲 僧には 常樂院 とか 玄淸 とかの 分派の 名稱が ある 
、が、 それは 恰 毛 當 道の T が、 il 馬の 一一 流、 或は 師道、 玄 正、 戶島 等の 丄ハ 派の 樣な もので、 流派 
の稱 であっ て、 團體と 見るべき ものでは ない。 當道要 集 其の 他當 道の 方の 記 錄に屢 々座と か 座 
中と かいふ 語が 見える が、 乙れ は 當道 全體を 一團體 として 見る 時の 稱 呼であって、 田樂 や猿樂 
の座といふものとは全く意味が異ふのである。然るに大和の盲僧の座は此の田樂。猿樂とほゾ 
同じ 意味の ものである。 

四 13- 僧考  一九 三 


拽盲  僧考  . 一九 〇 
奈 良の 五ヶ所 及び 十 座の 唱門師 に 取締ら せた。 其の 支配を 受ける 七道 者とい ふ藝 人の 中に、 猿 
樂や 白拍子と ー緖 に、 巫女 も數 へられて ゐるが 、此の 巫女が やは 6 肓 僧と 同じ 補任 狀を ニ條家 
から 受けて， Q る ことが、 亦 一 乘院 文書に ょつ て證 せられる 。他方 此の 文書 中に ある 二月 朔 H 寸 
の 辰 市 座中の 肓 僧の 目安に、 座中の 今 庫 村の 內記と いふ 座頭が 座 入して、 其の 時の 官淺も 出さ 
す 又 年に 三度の 座拜 r も 出仕し ない 3 ら 、「上 # ょ 6 さんとぅの 者に 被 こ 仰 付 『卸 成 敗 候 て 皮 ■ 
レ丁候ば恭可レ奉レ存候」といって願出てゐる。三黨の者といふのは、非人や唱門師等の階級の者 
を 指す 稱 で、 大乘院 寺社 雜事 記の 文明 ニ 年 八月 五日の 條に 「但 近日 ハ 不レ見 こ 土民 侍 之 階級 一之 
時 |! 也雖レ爲！1三黨之輩『可レ成，1守護國司之望ー不レ能，ー左右ー者也」とある三黨の右傍に、非人と 
註して ゐる 。其の 三黨の 者に 肓僧 達は 取締ら れてゐ たのであって、 それは 七道 者の 藝 人と 同じ 
振合であったのである。 ^ れば大和に於ける肓僧はやは6ー種の藝人と見るべきものであらぅ 
と 思 ふ。 

.盲 僧は 地 神 經を讀 ん で 竈祓を する だけでは なく、 本來は やはり 琵琶 法師の 樣に 、小唄を 歌 
a 或は 物語 ^ 語ったのではあるまいかと思はれる。大和の肓僧にはそぅ，いふ證據は見看.らな 
いけれ ども、 三國 名勝 圖 會に據 ると、 薩 摩の 盲 僧には、 松風 村雨、 杉 登、 簷の 水 ^ どの 十二 樂 
と S ふ もの、 或 名所 盡 、花の香、 松 雛な どの 葉 歌と いふ もの、 又 崩れと いふ 古合戰 物語を 語 


る ものが あると いふ 事で あ'-、 又筑 前、 筑後邊 の 琵琶 引 坊主と いはれ てゐる 盲 僧には、 大坂崩 
れ 、長 門 合 ® 、 姬 路合戰 等の 物語を 語る ものが あると いふ ことで ある。 是 等は 地 神經を 讀む肓 
僧とは 別派の もので、 恐らく 今 y の 藤 摩 琵琶 や筑前 琵琶な どの 前身と なる もので あらう が、 其 
の 源流に 溯る と、 もと 地 神 經の盲 僧と 別の ものでは なく、 當 道の 琵琶 法師と 同じ 樣に 本來 
は往昔の如く琵琶に合せて色々な物語を語6、歌を歌ってゐたのであったらう。その內平家琵 
琶を專 門と する ものが 後に 當道 となり、 地神經 を讀む もの' が 所謂 盲 僧と なった ので、 薩 摩や筑 
前で 歌 や 物語を 彈いそ ゐる肓 人は、 寧ろ 琵琶 法師 本來 の樣 子を 維持して ゐる もので あらう。 孟 
良不 稽な緣 追では あるけれ ども、 例の 三國 名勝 圖會 には、 かう いふ 方の 盲人 も賴 朝の 時に 始め 
て 藤 摩. へ 下って 來た地 神經の 盲僧寶 山の r 流派で あると 言っ てゐ るのは、 多少 その 邊の 事情を 
說 明して ゐ るので あるか も 知れない。 歌を 歌 a 、 物語を 語る 琵琶 法師の 間から、 地神經 を讀ん 
で竈祓 をして 步く 祈禱師 ％出て來 たとい ふのは、 甚— 明し 難 S の樣 5 れ ども、 i は 平 
家な どの 物語 や、 小 f 歌 ふ表藝 8間£ へて、 餘興 又は 添へ 物の S 體裁 Q も？ あったの 
が 遂に 獨 立して、 果は 祈禱師 の樣な ものに なった ので あらう。 看 聞 御 記の 應永 三十 年 八月 五日 

の條に 

夜 召，， 朱 一座 頭， t 引 n 地心 經- 未- ft 聞-之 間、 祈 禱旁令 之、 檀紙 十、 茶 等 賜 レ 之、 

.四. |4 僧考  一 ゴー 


四 盲 僧 考 一… 

の 補任、 同 九 年に 亦田舍 座の 今 市 住圓觀 S へ，^ ー藤職 の 補任で ある。 そして 其の 補 壬 狀の案 
文 S つて は、 寛 永 十九 年 二月 辰 ノ市座 越後 S へ £ 職の 補任 狀から 、下 S 賣ニ年 
十月に 出した 宇多 座 朝日 僧正の 僧正 職 補任 狀まで 約 十 通 ほど t。 其の 響 ニ 年に 止まつ てゐ 
るのは 或は 偶然の ことか もしれ ない が、 又 多少 意味の ある ことかと も 思 はれる。 それは 追つ て 
說明 する こと、 する が、 その 補 壬 狀の钐 式は、 

西 金堂 御手 水 所 

補 任 ' . • ' 

春 B 社 若宮 拜殿 盲目 衣 職 事. 

辰の 市座ヲ トキ 村 

後 越 ， 

右以 k 人 補，， 任 彼 職； 狀如 ，件、  • r 
寬永 十九 年 壬 午 二月 二日 
大 行事 丹 波 上座 宣乘 大和 尙位判 

とい ふ 風 f 。 s£s 中の 出会 關 する 訴？ 、其 S 許狀、 S 請狀 など 約 
十 通 かあつて、 これにょ つて 座中の 法式 や 震の 習慣を 知る ことが 出來 て、 盲 僧の 事を 調べる 


のに 大變重 •寶な ものである。 

中 山太郞 氏が 歷史 地理の 第二 十八 卷に 書かれた 「日本 盲人 史の 一節と いふ 論文には、 盲 僧 
の 地 神經を 讀 誦する のは、 專ら 天台宗の 敎義 に從つ たもの だと 見えて ゐる 。さぅ すると 彼等が 
叙 山の 配下に あると いふ ことは 極めて 因緣が ある 樣 であるが、 それが 興 福 寺の 配下に も あった 
とい ふことは 少し 解せない こと、 なる。 勿論 佛敎の 宗派が 非常に 嚴 重に 品 別せられ る樣 になつ 
たのは" 江戸. 時代に 宗門 改の 事が やかましくな って、 寺 請の 制が 設けられてから 後の 事で" そ 
れ以前 匕 左程 宗旨の 事を むっ かしく はいはなかった が、 それにしても 天台宗の 敎義に 基いて 起 
った 職業が、 奈艮の 寺の 配下に あると いふ ことは 何としても 不思議な ことで ある .0 

そして 其の 琵琶に 合せて 誦する 所の 地神經 とい ふ ものは 私は まだ 見て ゐない 。東 山往來 にょ 
れぱ土地の怪異などの祈禱に轉讀してゐたやぅである。そして「抑地心經者日域的人爲レ辟-1佛 
敎 S レ 求 M 利 養 i 自僞作 也、 是故多 有 n 和 言 f 非 三 ニ 藏聖文 in 多 相違 C と s a 、 嬉遊 笑覧には、 「佛 
說地神 經ー卷 あり、 鄙 俗の 文字に して、 藏中に なきもの といへ 6」 と あるが、 三國 名勝 圖會卷 
之 六に 見えて ゐる 鹿兒島 の 地 藏堂綠 起 や、 筑 前の 玄清 派の 所傳を 記したら しい 盲 僧由來 にょる 
と— 地 神 陀羅尼 經」 と 見えて ゐる 。それが 天台の 敎 羲と關 係の ある もの かどぅ か 明で ない。 

興 福 寺の 兩門 跡は 自ら 大和の 國の 守護 職 だと 稱し て、 その ー國を 管領し、 國內の 藝人共 L ぱ 
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と題する安政元年以降靑蓮院門跡に於ける盲僧の金銀の出入帳がある。そして此明治八年 /\ 月 
から 盲 僧は また 天台宗 管長の 所管に. 移って ゐる 。此の 通 6であるから、肓曾といふ毛 (7> 4天台 
宗の門 末と なって、 中國 、西國 地方に 分布して ゐた 名のと 信じて ゐ たので あるが、 處が亦 京都 
大學に 、もと 南都 興 福 寺 一 乘院の 會所目 代を 勤めて ゐ た ニ條 家の 文書 記錄が ある。 其の 內にセ 
の肓僧に關する多數の資料が含まれて居って、それにょれば大_和の國にも肓僧が居って、.興ー虽 
寺の 支配 下に 屬 して ゐた ことが 知られ、 今までの 盲 僧に 關する 私達の 智識は、 これにょ って 多 
少の 動搖が 免 かれ 得ない こと、 なっ ^ 。 

ーず院の文書の內には、先づ盲僧の由來を述べた「地神座頭目錄ー卷がある。これは世間 
にあ— 8 と 同じ 菅、 12 いの 5 巨 出 5 話で 一杯— って S が、 其の 奧書 

一、 此目錄 ハ 鹿 島 座 ョタ應 永 ニ 年 こ 亥 二月 十日 寫畢ヌ 、其 元年 二 平家 座 ト松バ ャシ ノ時座 
爭ヒ アリシ カバ、 公方へ 被 一一 召 出 『位 ヲ御尋 有 シカ パ、 奈良座 ョリ此 重 書 ヲ持テ 出 デ、 懸こ 
御 目 一言 上ス 、座頭 ノ營 節會ノ 釋頭モ 、日本 國ノ 大小 御 神拜. 一千 七 百 七 拾 五 度 ノ其內 一一 
有フ 、其 故、 ノ 御門 ョジ 官ヲ被 ，一成 下, 上 ハ ト申ヶ レバ、 公方 モキ コ .シメ シ分ー フン、 扱 ハ 殿 
上ノ 位也ト テ、 松林 ヲ被 4 有、 f 天下 ノ御 祈禱 一一、 地 神 經ヲ可 レ 行 蒙 レ g、 然上 ハ爭下 
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-寬文 頃の 俳 枕に 

奧淨 瑠璃 緖絕の 橋 や 古 扇 調和 
とい ふ 句が あ 6、 元祿 年間の 其 袋に 

陸 奥の 三絃 聞けば 扇 哉 鋤 立. 

とい ふ 句が ある 事 r ょって、 奧淨 瑠璃は 三味線の 伴奏を 用 a 今、 扇 拍子で 語られた もの だとい 
ふ 事を 早くから 說かれ てゐる 。今日 纔に殘 つて ゐ る奧淨 瑠璃の 末裔は 三味線を 彈い てゐ るが、 
古くは 扇 拍子の 時代 f ったので あらう。 前記 編 永 正 保 頃 の 古 圚とエ も gss 考に資 
せられる ◦奥淨 瑠璃は 諸 流の 內 最も 古風を 傳へ てゐる ものと して、 淨 瑠璃 全體が 三味 婊に乘 せ 
られる 以前に、 扇 拍子 時代％ あっ 交 s ふ q % 淨雲 史家に 通じ 金 說の やう， y なって ゐ る。 
そして 淨 §?璃^ 三味線を 合は；^ た Q g 澤住檢 校に 始る といろ 併し 奧淨 璃が扇 拍子で あった 
か プとい つて 古淨璃璃が敍じて扇拍子であったと斷定するのは甚だ危險であるやうに思はれ 
る。 私は やは 6 琵琶 法師が 淨 瑠璃を 語る 時 も 琵琶を 彈い たのでは 無から うかと 考 へる。 それが 
三味線が 廣く 用 a られる やうに なって、 琵琵を 三味線に 乘換 へたので あらう 0 三味線を 彈くの _ 
も 琵琶 法師の 後 身の 盲人 だからで ある。 


近世に なっ ては、 霊 崔 雪師峯 謹 1 瞧 とする 所の 霞と、 地 S 基し、 竈献 

をして 步く肓 僧と Q ニ S 分け Jf る。 SI と s ふのは 主に 九州に 多く、 防 長雨 
國にも あった 樣で 、自らは 傳敎 大師の 時からの 門徒で あると いって、 敷 山 正 覺院の 支 _ 下にっ 
S てゐ た。 憲敎類 典に よると、 延寶 年中の 御法度と いふ ものに も、 

地 神 經讀致 こ祈禱 一候肓 僧は、 傳敎 大師 山門 関 闢之 節より 事 始まり、 中國 、西 國餘多 有 之 

右 之 筋目 故、 山門よ 6 受 ，， 支配 f 相續 來候處 云云、 

とい ふ 記し v ゐ る％、 天明 中から# ら靑灣 の 下に 驚して ゐ S で、 明治 八 年 八月 靑蓮 

院 から 京都府 廳 への 書 上には、 

. 一、 肓 僧之義 、天台宗 往古 山門 延曆寺 末派 之處 、亂世 之 後 種々 變化 、無" 何と-無 支配に 相 
成、 不 取締に 寸 、天明 中舊 幕府へ 申立、 中國 、西國 、其 外 共、 靑蓮院 配下 相 成 申 候、 

と ある。 又 現に 京都 大學文 雲の 羅に歸 して ゐ. 騰の古 S の 中に 盲 僧 方 金 普 入 帳」 
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普通の 淨 瑠璃 起原 說は 駄目に なった。 其の後 も 山 科 言繼卿 記の 元 亀 ニ 年 七月 二十 五日の 條 に、 
上京中の 大踊 r 各 町 組から ー組づ 、の 踊が 出て、 幕府で 踊った 事の 委しい 記事が あって 西陣 ニ 
十一 町 組から 出た 大踊に 、田 植ゃ座 .頭の 淨 瑠璃の 風流の 一っ 物が あった 事が 見えて ゐ るので、 
又淨 瑠璃が 古くから あ' った 一っの 證據を 提出せられ た。 嬉遊 笑覽に は 狂言の 昆布 賣に淨 瑠璃 節 
r 賣れ と. いふ 事が あるのを、 これ も 其の 古い 例の 一つに 數 へてゐ るが、 狂言の 詞とい ふ ものは 
不 斷に變 動が あるので、 これは 證據に はならない。 此の 通り 淨 瑠璃 節 起原の 通說を 贬 ける 考が 
績 々と 現 はれた が、 近頃は 又 それを 折衷す る 說も 出されて ゐる 。私は それには 從は うとは 思は 
ない。 凡て 藝 能の 諸 形式の 起原 說とい ふ ものは、 皆 かう いふ 薄弱な 毛ので、 これを 折衷して ま 
で 擁護す る 程の も のでは ない。 併し 私は 今 此の 問題に 深 入す る考 はない。 唯淨 瑠璃 節と いふ も 
のは 平 曲を 表藝 として， Q た 盲人の 間から 產れて 出た とい ふ 事 だけを 問題と する ので ある。 平 曲 
と淨 瑠璃との 關 係に っいては 早ぐ から 注意せられ てゐ た。 齋藤 月 岑の聲 曲 類纂と いふ 淨 瑠璃 史 
も 平家物語から 筆を 起して ゐ る。 併し 月岑は 淨 瑠璃の 先行 藝術 として、 平 曲を 擧げ てゐ るので 
あって、 其の 間の 關係 にっいて は 親切な 說明を して ゐない 。寺 山 星 川 氏の 淨 瑠璃 史 r は淨 瑠璃 
の 源流と して、 平 曲と 謠曲 とを 擧 げてゐ るが、 平 曲が 其の 源流と して どうい ふ 位置に あるかと 
いふ 事に っいては 又說 明して ゐない 。月岑 は 十. 一一. 段 草子の 十二 段と いふのは 平家物語の 十二 卷 


を模 した もの だとい a 、 寺 山 氏 もこれ を 承け て ゐる が、 卷と 段とは 別であって、 平家物語は 一 
段 ニ 段と いって 語られる がー. 卷を 語る とか、 ニ卷を 語る とかい ふ 事は ない。 かう いふ 比較は 餘 
6 意味が 無い。 唯 私は 一半 家 物語を 表藝 として ゐた 琵琶 法師が、 其の物 語る 叙事詩の 一種と して 
淨谐璃 物語を も 語って ゐ たとい ふ 事 だけを 問題と したい ので ある。 此の 事は 淨谐璃 節 か 盛 行し 
て 匹 田 淡 路椽や 薩摩淨 雲の やうな 眼 明の 大夫 にょって 語られて ゐた 時に も、 なほ 行は れてゐ た 
と いふ事に注意しなければなら立い。西翁十百韻に、 

月に平家をー句望ぞ 
語る 夜の 長淨 瑠璃の 其 後に 

と S ふ 句が ある。 これは 座頭が 長淨 瑠璃を 語った 後に、 更に 平 曲を 所望せられ たとい ふので、 
座頭が 表藝 とする 平 曲と 同時に 淨 瑠璃を も 語って ゐ たとい ふ 事を 示す ので、 而も それは 延寶 頃 
の 事だった ので ある。 又聲曲 類纂の 卷ーに 「寬永 正 保の 頃の 古畫 六枚屛 風の 內の 縮圖」 とし 
.て、 肓 法師が 其の 左側に 琵琶 一面を 置いて、 扇 拍子で 何 か 唄って ゐる圖 を 載せて ゐる 。琵琶を 
持っ てゐる 盲 法師は 所謂 平 曲を 考藝 とする 琵琶 法師で ある 事は いふまで 毛ない が、 それが 琵琶 
を 側に 置いて、 扇 拍子で 語っ てゐ るのは、 それは 平 曲では 無い。 平 曲では 決して 琵琶を 手放す 
拿は 無い。 これ ^ 恐らく 淨 瑠璃を 語っ てゐ るので あらう。 
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平家 琵琶を 表藝 とする 琵琶 法師は 一方 も 城 方 もー團 となっ て、 これを 當道 といっ た。 當 道と 
いふのは それに 對應 する 他の ー團が あるからで、 それは 地 神經を 誦 ん で、 竈祓 をして 歩く 盲 僧 
とい ふ ものが あったので ある。 當道 には 京都に 總檢 校と いふ ものが あって、 それを 支配した？ 
其の上を 久 我家. が 管領した。 江戸 幕府の 頃になる と、 江戶の 本 所に 總檢 校が 出來 、後に 總錄と 
い a 、 両頭の 形と なった。 總檢校 も 總錄も 皆 盲人で、 色々 の 階級を 經て成 上 名ので ある。 最下の 
ものを 初心と い a 、 . 尋いで 衆 分と なり、 更に 勾當に 上り、 

^ /\  て 檢校 となる。 當 道では 京都 四 
簾 仁 寺淸聚 庵で、 輩 二月 に 石塔、 六月に 納涼と 工事を して、 祖 神の 雨 夜 尊 基る。 これ 
丨出席する度數に準じて階級が經上るのである'か、金錢沙汰でいくらでも飛上る事、が出來た。 

石塔で も 納涼で も、 雨 夜 尊の 靈前で 平家物語が 語られる。 これは 後に. 肓人が 箏 、三味線を 表 
藝と する やぅに なって 後まで も變 6 はない ので ある。 此の 事は 元來 琵琶 法師の 表藝が 平 曲で あ 
った 事を 示す 7 P ので ある。 併し 彼等は 平 曲 ばか 6 を 語って ゐ るので はなく、 今 樣 などを も 唄つ 
たことは 前に も 述べた。 室町 時代になる と、 尺八を 吹き、 小歌を 唄 a 、 又 曲舞が 盛になる と、 
其の 詞 5T 7P 唄っ た。 又 語 物で も 平曲ば か. 〇 で 7P なかっ たらぅ とい ふ 事 名前に述べた。連歌市宗 
長の 日記 享祿四 年 九月 十三夜の 條下に 


旅 宿た すかる 一雨 輩、 人を っかは し、 小 座頭 あるに 淨 瑠璃を うたは せ、 興じて ー盃に をょ 
ぶ、；..  • 

と あぅ、 荒木 田 守 武の飛 梅 千 句に、 

いと  > だに 座頭 まが a の 杖つ きの 
淨璃璃 かたれと もし 火の もと 
こょ a はや 時は. うし 若 ふけは て V 

とい ふ 句が ある。 此の 千 句は 天文 九 年の 獨吟だ とい ふ 事で ある。 されば 此の頃 座頭 即ち 肓人が 
淨 瑠璃を 語つ てゐた 事が 知られる。 

淨 瑠璃 節 r は 種々 多くの 物語は あるが、 其の 最初は 牛 若 丸と 矢矧の 長者の 娘淨 瑠璃 姬との 情 
事を 十二 段に 作った 淨 瑠璃 物語 或は 十二 段 草子と いふ ものを 語った ので、 それ 故淨 瑠璃 節と い 
はれる ので ある。 普通に 此の 物語は 織 田 信 長の 侍女 小 野 お 通の 作で、 それを 岩 船 檢校に 節を 付 
けさせて 語らせた のが 其の 起り だとい はれて ゐる 。お 通は 秀吉の 侍女で あると も、 北 政所の 侍 
女で あると 7P、. 淀 君の 侍女で あると も、 或は 上 東 門院の 女房で あると もい はれて ゐるが 、何れ 
にして 毛 宗長 日記 や 守 武千 句に 座頭が 淨 瑠璃. t 語る 事が 見えて ゐ るの だから、 通說で は 甚だ 都 
合が 惡 くなる。 柳 亭種彥 が 其の 隨筆還 魂 紙 料 や 足 薪 翁 之 記に 始めて 此の 事を 論じてから、 所謂 
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に當 ては ま f のとい ふわけ ではない。 又 平家物語と 琵琶と S 觸が如 一に 始る とか 覺ー に始 
ると かいふのは 何等の相據もない、空しい臆斷に過ぎないのである。殊に |« 倉時代の記錄に 
所見なしといつて、其の接觸を遙に後世1持つて行かぅとするのは、吾々には到底考へられな 
い。几そ史料といふものは歷史上の出來事を細大漏 5 す記錄して殘して置くものでもなく、そ 
の 史料が 悉く 保存せられ る もので もな く、 又 世に 存在す る 史料が 悉く 歷史 家の 眼に 觸れる もの 
で# ない 記錄に 所見がない からと いつて、 事實を 否定す るのは 穩當 ではない 。其の t こ、 前 
に 擧げた 花 @天皇铐記に、唯心といふ肓人が琵琶に合はせて、平治、平家等の時の事を語つた 
と 見えて ゐるか ら 、平家物語は 琵琶の 伴奏で 語られる 事 も 古い 事 だとい はなければ ならぬ， 
次に 第二に、 S 田 氏は 又 響 法師の 語 4 が 平家物語 のみに 限— かつた ことを いひ、 當時 
( 南# 草 時代を 指す ものら しい、 の 琵琶 法師は 平家物語ょ 6 も 寧ろ 宴 曲の 如き ものを 盛に 誦したり し 
ならん と S S れた氏 Q 說 の 根據は jj 着 法師が その 富 g 事を 當 道と〗 ふが、 宴 曲を 集めた 撰 
宴目錄といふ書の序に「夫當道の郵曲は」云々といひ、又同じ宴曲の書物に' 1: 宴曲集といふも 
の、 f 身と いふので、 此の 當 道と いふ 二字が 氏の 說の機 g となつ てゐ るので ある。 (宴 曲 達 
とい ふ ものは— が、 11 集と いふ ものは 無い。 併し さぅ いぅ 稀な 異本が— の— 知れない。) さて 宴 曲とは 可 
3といぶ事については少しも說明せられてゐない。宴曲といふのは私共の早歌といつてゐるも 


ので、 鎌倉時代の 末の 頃から 廣く行 はれた 謠 a 物で ある。 これにっ いては 別に 說 明した ものが 
ある。 私 も 琵琶 法師は 全く 郵 曲とは 無關 係で、 平家物語 ばか 6 語っ て ゐた ものとは 思は な SQ 
塵 袋の 第 六卷に 

今樣 ゥタ フ事モ 、今 ハ メクラ シブ 冠者 原ナ ドノ コノミ スル コト ナル ユへニ 、力 ミツヵ タニ 
ハモ テ ナサ ヌ體ノ 事歟、 

とい a 、 後の も _Q ながら 樂家錄 第 四十 七卷 にも、 

.所謂 瞽者 非 11 今 之 琵琶 法師 f 彼者謠 一一 今 樣淫聲 ー且以 -1 比 巴 一 爲レ誦 -- 平家 之 節 ー戯- - 漫樂器 m ジ惡之 

甚 也、 何 足 A 言 焉、 

とも あるから、 彼等が 郵曲を 歌った ことは 否定し ない、 が、 琵琶 法師の 多くが、 これを 表藝 にし 
てゐ たもの だとは 信じられ ない。 又 撰 要目 錄 等に 當道 とい ふの も、 何も 早 歌の 別名を 當道 とい 
ふゎけではない。 撰者の 明 空が 自分の 藝を當 道と 言っ た ^ で、、 觀 世世 阿彌が 七十 以後 ロ傳 
r、 猿樂の 事を 當道 といつ てゐ るのと 少しも 變ら ない。 琵琶 法師の 當 道と 宴 曲の 當道 とが 同じ 
ものを 指して ゐる とい ふこと を證 明し ょぅとす る裝 は、 ほて 同じ 時代の 用例を 擧げて 論す る必 
要が ある。 要するに 琵琶 法師は 平 曲 ばか 6 を 語っ たもので はない けれども、 早くから 平 曲が 其 

の 表藝 であっ たことは 爭はれ な い。 
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他の ものを. 全く 語らな くな つたので は 決して 無い。 

所謂 元祖の 生佛以 後の 平家 琵琶の 系統に っいては 當道要 集、 當道 大記錄 などの 書に 記された 
所 多く、 又 隨筆雜 著の 中に も屢 々其の 記事を 見出す ことが 出來 る。 勿論 それ 等の 記事は 全部 信 
用 出來る 筋の もので ない ことは いふまで もない。 それ 等の 所傳に は 何れも 多少の® 違は ある 
が、 大體に f の 後に 城 一と エも QS って、 其の 門人 如 一 及び 城 元から 兩 流に 分れて 後世 
に 及んだ とい ふ 事に なつて ゐる "如 一の 門 流は 皆 名の 下に 一とい ふ 文字を 押して ゐ るので、 此 
の 方を 1方といひ、又坂東 ^ 居ったから坂東方ともいふ。又城元の門流は名の頭に城といふ文 
字を 戴いて 居る から、 城 方と い a 、 又 八 坂の 塔の 傍に 住んで ゐた から、 八 坂 方と もい はれる 事に 
なつたり 文字では 城 方と 書く が、 ロでは やは. 〇 ャナ 方と 訓ま れてゐ たので ある。 此の 兩流は 後 
世に なって 更に 一方が 志 道" 戸島、 玄 正の 三 派に 分れ、 城 方は 妙觀 、妙 聞.‘ 大山 三 派に 分れ、 
都合 六 派と なった。 此の 城 一 以下め 檢校に っいては 史上 甚だ 明瞭を 缺いて ゐるが 、如 一とい ふ 
のは 前に 述べた 醒醐雜 抄に了 義坊如 I と ある ものに 相當す るので あらぅ。 彼の 門&て 覺 一とい 
ふ ものが あって" 此の 道' Q. 中興 だと 尊崇せられ てゐ る。 彼は 足 利 思の 一族で 明 石に 所領が あっ 
たから 明 石 殿と いふとの 事で ある。 太平 記には 彼が 高 師 直の 招に ょっ て 源 三位 賴政鶴 退治の 一 
齣を 語っ た 事が 見えて ゐるが 、又 九州の 高 良 神社 や大 原の 三千 院に覺 一本の 平家物語 とい ふ も 


のが 專 へられて 居つ て、 それは 應 安四 年の 奧書が ある 彼の 正本で ある。 

生® の 平家 琵琶に ついては や、 注意すべき 異說が ある。 其の 一は 那珂通 高 翁が 洋 々社談 第二 
十四 號に發 表せられた もので、 生佛が 平家物語を 演する 時には 未だ これを 琵琶に 施さす、 扇 拍子 
を 用 a たもの だ らう とい a 、 琵琶を 用 ひ る 樣に なつた のは 遙に後 の 如 一とい ふ檢 校の 時から だ 
らうと いふので ある。 或は 覺ー (/t 始る とい ふ說も ある。 山 田 孝 雄 氏は 平家物語の 伴奏に 琵琶を 
用ゐたことは鎌倉時代の記錄に殆んど所見なしといはれてゐる。平家物語が最初は眉拍子で語 
られ たらう とい ふのは 多少の 根據 らしい ものがない でもない。 それは 那珂 氏が 奥淨 瑠璃を 例に 
引かれてゐる樣に、淨璃璃で三味線に乘、せられる樣になつたのはや、後の事で、始めは扇拍子で 
語られた もの だとい ふ 普通の 說 から、 平家 琵琶の 初期 も 多分 そんな 事で あつたら うとい ふの 力 
V 此の說の思ひつきなのであらうが、琵琶は前に述べた通り、旣屺平安時代から物語に伴はれて彈 
かれて ゐた ので、 平家物語 とい ふ ものが 前に 名 述べた 通 6 ヽ 元來 琵琶 物語の 一の 新曲で あつたに 
過き ない ので あるから、 那珂 氏の 推測は 實は當 を 得て ゐない ◦抑 も淨 瑠璃と 三味線との 關係は 
淨瑠璃は室町時代に古くからあつ穴のに、三味線はや>後に琉球から輸入せられたものだから、 
淨 瑠璃が 三味線に 乘 せられる 樣に なる のには 少 々間が あつたと いふのは、 無理の ない ことで あ 
るが、 琵琶の 場合は これと 違つ て、 古くから あつた もの だから、 淨谐璃 の 場合の 理屈が 必ず これ 
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はない。 平 曲の 元祖が 生佛を いふ 盲目の 法師で あると いふ 事です ら 、今日 存 して ゐるだ けの 證 
據で は、 直ちに 信じる 事が 出 來ない ので あるが、 其の上 此の 生佛 法師が 綾小路 資時 入道で ある 
などとは 猶更 信じ 難い 事で ある。 又 それが 數 山の 高僧で あったな ど、 いふ 事 も 元より 信すべき 
限で ない。 

平家物語 S 者？ 謹琶 Q1S ことは、 S 篇史を 論じ is 大事 f とで t ぅ 
が、 當 面の 琵琶 法師の事を述 ベる には 產 重大な 問題では ない ◦たと へ 平家物語の 作者が 行 長 
で、 平 曲の 元祖 s 生佛 であっ て气琵 霍師 が此 の 時から 始まっ たので 3 ことは 前述の通り 
である 又 K 上琶 法師 力 物語を 語る こと も、 此の 時に 萠し たもので ない とい ふことは 前に 新猿樂 
記を 引いて 述べた 所に よっても 明で ある ◦旣 に 以前より 琵琶 法師が あり、 彼等が 物語を 語って 
ゐた とすれば、 平家 琵琶と s ふ ものは 當道 要： 集な どに よっ て傳 へられ、 又 世間から も 深く 信じ 
られ i な、 全く 新し S 形式の も QIS こと S 察 ■く SS。 平家物語と S ふ もの 
は 琵琶 法師の 物語の 新曲と して 作られた か、 或は 當時 世上に 流布して ゐた 軍記 物を 彼等が 其の 
物語の 新曲と して 採用した までの もので あって、 それが 時好に 投じた 爲め に、 他の物 語が 餘 6 
彼 % の ロに 登らない ことにな 6、た ^ 平家物語のみが永く後世まで殘6、遂に平家琵琶が琵琶 
，師の物語を代表するに至.ったものに過ぎないのであらぅ。 


平家物語が出來てから後も、彼等琵琶法師は唯そればか6を語ってゐたのでは無い。當道の 
方では 普通に 四 部の 合 戰狀と S って、 平家物語の 他に 保 元 物語、 平 治 物語 及び 承 久合戰 記、 合 
せて 四 部 ^ 語っ たとい ふ。 承久 記を 語っ たとい ふ 證據は 無い が、 花園 天皇 宸記 元應 三年 四月 十 

六日の 條に 

今夜 俄 御 n 幸 中 園 准 后 第 〖步行 也、 召.-- 盲目 唯 心 〖令 ぃ弾」 比 巴 〖以 -- 比 巴 一如 レ 筝彈 之、 誠 不可 說殊 
勝者 也、 平 治平 家 等 時 之 語 也、 女房 多 聽聞 之、 微明還 御、 
と見ぇて居って平家物語に平治の頃の平家に關する事が全く無いゎけではないが これは 平 治 
物語、 平家物語 等-とい ふ 意味に 解すべき 毛 のと 思 ふから、 少 くも 平 治 物語は 法師 達に ょっ て 語ら 
れてゐ たと 言 じて 差 支がない。 久 能寺緣 起に ょると、 永久 頃 同 寺の 星 光坊見 蓮と いふ 學匠が 、無* 
明 法 性合戰 物語と いふ ものを 作っ て、 盲目を 裝っ てこれ を 語っ たとい ふ 事'  あるが、 其の 無明 法 
性 合戰狀 と. S ふ 擬似 戰記 にっいて は、 私の 舊著に 少し 記して 置いた ものが ある" (京 畿 社寺 考參 照) 
恐らく 琵琶 法師は かぅ S ふ ものを も 語って ゐ たので あらぅ。 故に 琵琶 法師は 平家物語の みを 語 
った ものでは な s が、 平家物語は 最も 聽衆 r 悅ばれ た爲 めに、 これが 彼等の 表藝 となっ たので 
ある。 後には 其の 平家物語を すら 全篇を 語る 事の 出來る 法師が 少く なった の だから 況んや 他 
の物語も自浅に語るものが少くなってしまったのであらぅ0.併し彼等は後々も平家物語のみで 
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にっいて は、 私は 更に 聞知す る處 はなく、 又 これが どうい ふ 風 r 唄 はれた かとい ふ 事 も 明に す 
る 道を 知らない から、 一休 和尙 のい ふ 所、 又 東 陽の 隨筆に 見えて ゐる 所、 或は 又 此の 現に 彼の 
地に 行 はれて ゐる彈 M とい ふ もの や、 燉 « 遺書中の叙事詩にょって、直に唐代に於いて已に琵 
琶に 合せて ^ はる、 叙事詩が あつたと 速斷 する のは 頗る 輕卒 であると 思 ふが、 元來 琵琶と いふ 
樂器は 漢土 傳來の もので あぅ、 其の 奏法 も 亦 終始 彼に 學び 、且っ 琵琶行に 歌 はれて ゐる樣 な 風 
俗 か 我 か國 にも あったと すれば、 此の 樂 器に 合せて 叙事詩を 語る とい ふ 事まで も、 其の 系を 漢 
土 力ら 弓いて 來 たものと 見ても、 或はょ いでは なから うかと も 思 はれる。 私 ^: 何も 此の 彈詞ゃ 
燃 煌 遺書で 以て 琵琶の 物語の 漢土 起源 說を證 明し ょうとす る ものでは ない が、 さ 6 とて 是等の 
ものが 琵琶 法師の 物語と 全く 無關 係な 7P の だと 斷言 する ことに も 躊躇す るので ある。 

平家 琵琶と いふのは 琵琶に 合は せて 平家物語を 語る 名のであって、 世間では 普通に、 兼 好 法 
師の 徒然 草に、 後鳥羽院の 御 時 信 濃 前 司 行 長が 遁世して 慈 鎭和尙 の 扶持を 受けて ゐたが 、平家 
物語を 作っ て 生 佛とい ふ 盲目に 敎 へて 語らせた とて、 「彼の 生佛が 生れっきの こ焱を 今の 琵琶 
法師は まなびた るな 6」とあるのに據って、平家物語の作者を信濃入道中山行長とし、平家琵 
琶の元 通を 生佛 とい ふ 盲 法師と して ゐる 。平家物語の 作者に っいては 他に 二三の 異說が ある。 
即ち醍醐雜抄に見える了義坊如ーの說や、鵲談集といふものを引いて 廿四卷 本の 平家は 行 長 


の從兄弟時長の作で、十ニ卷本は吉田資經の作だといひ、又天地板元歷代圖には信西入道の子 
憲耀法師作とし、臥雲日件錄 ^ は最ー檢校や薰ーの說を載せて、菅原爲長(文法五年八月十九日 
の條)とか玄惠法師(文明ニ年 1£ 月四日の修〕とかの作と云つてゐるが、.徒然草を始め、何れも孤 
證で 、どれが よいと も 極められす、 どれ も 亦 確な 證據 とては な sa 山 田 孝 雄 氏の 調べに よる 
と、 行 長は 當時の 學 匠で、 九 條兼實 の 家 司で あると いふ ことで あるから、 徒然 草に いふ 樣 に 慈 
鐘 和尙 とも 關係が ある ♦が、. 古來 彼は 從兄 人の 時 長と 共に 作者の 最も 有力な 一人と 見られて ゐ 
る。 

平家 琵琶の 元祖 だとい ふ 生佛は 、また 性佛 とも 記 さ れてゐ る ばか 6 で、 他に 何等の 異說 もな 
s が ヽ當道 要 集には 此の 生佛を 敷 山の 住僧で、 僧正の 高官に 昇つ たもの だとい ひ、 山 田 孝 雄 氏は 
琵琶 曲の 名家 綾小路 右 馬頭 資時 入道 寂 阿が 正 佛坊と 呼ばれて ゐるか ら 、平 曲 元祖の 生佛は 此の 
人で あらう とい はれて ゐる 。是 の說は なほ 右 馬 入道 寂 阿が 肓目に なつた かどう かとい ふこと を 
明に する 必要が あるが、 また 此の頃の 琵琶 法師が どうい ふ社會 層の もので あつたか とい ふこと 
を 考へて 見れば、 是 等の 說 では 到底 滿足 出來な s ことが 分る であらう。 兼 盛 集 や 散木弃 歌集の 
歌に よつ て も、. 彼等の 身分は 大抵， わかる 箸で ある ◦堂上 家の 入道 や、 僧正の 高官に 居る 僧な ど 
が、 盲目に なつて 如何に 困つ たと て、 琵琶を 流して 門 付を して 步く樣 な 琵琶 法師の 群に 交る 箸 
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の眞 似を した ことが 見えて ゐる のを 始 として、 兼 盛 集の 職人 繪の 歌のう ちに、， 「びは のはう 

し」 を、 

よつ のをに 思 ふ 心を しらべつ v a き あ- 〇 けど 名 知る 人 もな し 
と 歌 a 、 又 散木弃 歌集に も 

あしやと いふ 所に て、 びは 法師の びは を ひ刍けるをほのかに刍、て、むかしを思；5.い 
.でら る、 事 あ. 〇 て、 

流れく る ほどの 1 下にび はのを、 a き あはせ て もぬ る、 袖 哉 
など 歌 a 、 又記錄 では 小 右 記 寬和八 年 七月 十八 日の 條に 
召 こ 琵琶 法師 『令レ盡，才藝『給，，少祿ー 

とも 見えて ゐ る。 此の 兼 盛 集の 歌は 後世の 門付けの 樣 に 琵琶 法師が 琵琶を 彈 きっ、 家々 を 訪れ 
て 行っても、 遂に 誰も 顧る 人の ない 同情すべき 樣 子を 歌って 居り、 散 木 集のは、 水驛の 遊女の 
樣 r 、 驛舍に 於て 旅客を 慰めて ゐた 琵琶 法師の あった ことを 示して ゐる 。小 右 記の 記事は、 こ 
れに よっ て、 貴族の 邸宅 にも 時々 召されて 行く 事の あつた ことが 推察 出來 よう。 

此の頃の 琵琶 法師と いふ ものは、 どう い ふ 風に 琵琶を 彈刍 、又 どうい ふ 風な 歌を 唄っ たもの 
0、 少し 名 知る ことが 出來 ない が、 た <新猿樂記の中に「琵琶法師之物語」といふ語が見えて 


ゐ るから、 早くから 後の 平家 琵琶の 樣 r、 琵琶に 合は せて、 何 かの 物語 即ち 一種の 叙事詩が 語 
られ てゐ たらう とい ふ 事 丈は 分明に する ことが 出來 る。 

一木 和尙の _戒集.に「ヵラニハ瞽者琵琶をヒィテ門々ニ史ヲョム」とあ6、これは蓋し當時 
唐 山に 往來 した 禪 僧の 見聞に 基く もので あらう。 津坂東 陽の 薈瓚錄 に、 

堯山堂 外 記-一 云 ハク、 杭 州 男女 瞽者 多學 n •琵琶 一 唱 ，一 古今 平 話 f 以覓 n 衣食 T 謂 .n 之陶眞 f 大抵 
宋 時事、 蓋汴京 遺 俗也ト 、瞿佑 過 V,. 汗 梁 詩 ニ、 高 宗ノ懦 慢ヲ刺 テ、 陌頭盲 女 無 ュ愁恨 一 獨抱ー 
琵琶 ー說 ニ趙 家一ト ァジ、 此方 琵琶 法師 ノ 平家 ヲ謠フ ニ 似 タリ、 薩州ノ 城下 一一 於 テ ハ 陌上 ニ往 
來シ テ喧シ ト ナン、 薩、 ノ杭州 ニ 近ヶレ バ 、彼 風 ノ移ル ニャ ァラム、 

と あり、 これ も 蓋し 明 代 南方の 俗を 談つて ゐる もので あらう。 松屋 筆記に 明の 姜南が 洗硯 新錄 
といふものを引用してゐるが、それにも同じ事が書いてある。今又大陸の南方には現に彈詞と 
いふ ものが 行 はれて ゐ る。 これは 琵琶 や 三絃 r 乘せて 唄 ふ 歌で、 此の 歌を うた a つ、 芝居を す 
る。 即ち 一種の 歌劇で ある。 其の 起源は 明かで な い、 がヽ 左程 古い ものには 所見が なく ヽ少 くと も 
辛うじて 淸 朝の 初期 位まで 遡る ことが 出來る 位の 毛の だとの 事で ある。 所が 狩 野 直 喜 博士は 藝 
文 (七ノ 三) 誌上で、 英 の 大英博物館なる スタィン 氏 將來燉 煌 出土品の 中に、 此の 彈訶に 似た 
叙事詩が. あると いふ 事を 紹介せられ てゐ る。 これは 果して 彈訶の 前身で あるか どうかと いふ 事 
三 琵琶 法師 考 一七 一 


3 て 琵琶は 我國 では 士大 夫の 弄び 名のと なって ゐたが 、又妓 女が 是を 以て、 驛亭の 旅客に 侍 
して、 其 旅愁を 慰めて ゐた ことは、 又 本朝 無題 詩の 釋蓮禪 の 詩に 見えて 居っ て、 有名な 白樂天 
の 琵琶行を® ばし める ものが ある。 即ち 
聽 U. 妓女少 一 琵琶 I 有レ感 

琵琶 轉 ，軸 四絃 鳴、 妖艷簾 中 薄暮 程、 清濁 未 A 分 空 側， 耳、 弛張始 理自 多， 情、 
飛泉 濺 ，石 逆流 咽、 好 鳥 遊 レ 花 商 韻輕、 蕭瑟暗 和風 冷曉、 松 琴 誰玩月 秋晴、 

不 ，思 客路 入， 胡 典、 無， 飽妓窓 激越 聲、 腸 斷何誰 湓浦畔 、 夜 舟 彈處樂 天 行、 

と あって、 最後の 句 「夜 舟 彈處樂 天 行」 とい ふのは 即ち 琵琶行を 指して ゐ るので、 當時 我國に 
も漢七 同樣の 風俗の あつた ことが 知られる。 

この琵琶が盲法師の手に入ってからは、職業的に廣く行はれること、なった。其の起源は普 
通に 宇多 天皇の 皇子 式部 卿 宮敦實 親王の 雑色に 蟬 丸と S ふ ものが あって、 琵琶に 勘 能であった 
が、 肓 目と 5 って、 逢坂に 庵を 造っ て 住んで ゐた處 が、 源 博雅と いふ 人が 三年 も 夜々 これに 通 
って、 其の 秘曲を 傳へ 得た とい ふ 物語が、 今昔 物語 や江談 抄 に 見えて ゐるが 、今昔 物語には 
r 其 ョリ 肓琵琶 ハ 世 一! 始ル 也ト ナン」 と 見えて 居っ て、 世間では 大柢 此の 說に從 って ゐる樣 であ 


る。 源平 盛衰 記 や謠 曲蟬 丸な どに よると、 蟬丸は 延喜第 四の 皇子と いふ ことにな つて 居つ て、 そ 
こで 其の 庵の あつた 邊を 四の 宮とい ふの だと S ふこと である。 蟬丸 について は 種々 の 異傳が あ 
るので、 それは 他の 機 貧に 述べたい と 思 ふ。. 當道集 や當道 新式 目な ど 琵琶 法師の 方の 傳 によ 
ると、 仁 明 天皇 (光孝 天皇に も 作る) の 第 四 皇子 人康 親王に 始る とい a 、 此の方を 祖神 として 天 
夜 尊と s つて ゐる 。併し 此の 樣な 事物の 起源を 一人の 個人 r もつ て 行く 事は、 大抵の 場合 當ら 
ぬ ことが 多い。 窗人が 視覺 不能の 爲め に、 精神が 聽覺 など 他の 方面に 集注せられ て、 注々 音樂 
に 其の 天分を 發揮 する 樣に なる もので、 是は獨 我が 日本 ばか 6 の 事で なく、 漢土で も 昔 瞽とい 
つて、盲目の樂官、があつた。されば盲人が當時世上に廣く行はれてゐた琵琶によつて生計を立 
てよぅと する のは 自然の 事で ある。 當時の 琵琶 法師は 一種の 賤業 であるから、 決して 仁 明 天皇 
や 醍醐 天皇の 皇子な どと いふ 高貴な 方から 始まつ た 事で なく、 又蟬 丸の 樣 な隱遁 者の 慰み半分 
に始めたことでも ^ ヵつたらぅと思 ^ 。 

當 時の 藝人 とい ふ ものは 世間から 決して 立派な 職業と 認められす、 其 社會的 階級は 極めて 低 
く、 僧形は彼等の生活に頗る便利であつたものであらぅ_。 他の 藝人 田樂 法師、 千秋 萬歲 法師 
など 皆 其の 例に 漏れす、 乞食が 又 多く 僧形で あつた こと も 其の 理 によるので あらぅ。 此の頃 琵 
琶法師の事の物に見えてゐるのでは、 先づ 源氏物語の 明 石の 卷に 、明 石の 入道が びは の 法師 
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かる 業の 子供は 蝶に おくれ じと  泰德 
鞍馬の 坊を 出て 春の 野 安昌 
とい a 、 大矢數 に 

夢 じ や 物 まくら 屛 風に 花暌て 
飛で 胡蝶の 曲乘 かる 業 

とい ふ 句の あるのは、 何れも 身の 輕い 事を 蝶に たと へてゐ るので、 大矢數 の 前 句に 枕屏風の 事 
の あるのは、 屛風を 飛越え る やうな 技が あつたので あらう。 

HI 琵琶 法師 考 

琵琶は もと 胡 國の樂 器で、 それが 漢土に 來ては 丁度 日本で 今日 三味線が 弄 ばれて ゐる樣 に、 
通俗に 廣く行 はれた ものである。 我が 國に 輸入せられ たのは、 一般に 仁 明 天皇の 頃 藤 原 貞敏が 
漢土から 傳へ .たもの だと 信ぜられて ゐる 。それは 三代 實錄貞 觀九年 十月 貞敏 卒去の 條下 に 見え 
て ゐる 記事に 基いた もの だら う。 此の 記事は 餘程 傳奇が かつた 話で、 貞敏は 承 和 五 年 遣 in 使 准 


判官と な. つて 唐に 渡' o、 琵琶に 秀で、 ゐる劉 ニ 郞とい ふ 人から 祕傳を 受け、 其の 女と 婚し たと 
いふので 、宇 # 保 物語の 俊 蔭の やぅな 筋で ある。 是に ょつ て 西 園 寺と か菊亭 とか、 其 他所 謂 音 
樂の 家々 では、 彼を 琵琶の 祖師と して ゐ る。 併し 又 琵琶 血脈には 貞敏の 師を廉 承武だ として ゐ 
るが、 此の 說は已 に 古く 平安朝 時代から あつた ものと 見え、 本朝 無題 詩なる 三宮眞 寂 親王 か) 
の , 彈 Vf 琵琶 ことい ふ 詩の 「塵 遺 n •十 葉 一 遠 傳 レ風」 の 句の 註に 「從 ュ 大唐 琵琶 師廉 承武 一至 於 ? 
已及ュ十代ー故云」と見えてゐる。3れど我が國の琵琶が貞敏に始るといふのは誤で.、旣に類聚三 
代 格の 大同 四 年 三月 廿 一日の 太 政 官符に 、雅樂 寮の 樂師の 員 敷を 定める ことがあつ て、 それに 
唐樂師十ニ人の內に琵琶師といふのが見えてゐる。同じく嘉祥元年九月廿ニ日の太政官符に雅 
樂 寮の 雜色 生の 定員を 減す ことがあつ て、 それには 唐樂生 三十 六 人の 內に 琵琶 生 二人と いふの 
が 規定せられ て ゐる 。だから 我國の 琵琶は 承 和 以前に 古くから 唐樂 と共に 渡つ て來 てゐ たこと 
は明である。又現に正倉院にも古い琵琶が立派に保存せられてゐるのだから、從來樂家の信じ 
で 來た說 は從 a 難い ことが 判る。 三代 實錄の 右の 條下を 讀んで 見ても 「少耽 ニ 愛音樂 一好 學レ鼓 レ 
寒、尤善彈ぺ琵琶ことあるから、彼が渡唐以後始めて琵琶を知つたのでないことはいふまでも 
ない。 當時 遣唐使には 音樂 とか 陰陽道と か 一能 ある ものが 准 判官な どに なつて 隨つて 行く の 
で、ー種の留學生でゎる。貞敏は夙くから琵琶に秀で、ゐたので、遣唐准判官となつたのであら 
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と S ふ 句が ある。 共に 繩に 衣裳を 干して あるのを 蜘蛛 舞に 見做した ものである。 德 利子と いふ 

.のは 手足の 無い 不具者を いふので、 往時 蜘蛛 舞 同樣に 見世物 r 出てゐ たので ある ◦西 鶴の 大矢 
數に  ^ 

あれ 烏賊 幟は や 6 出の 風 

蜘舞が 命を 懸けて 申 やぅ 

浮世と いっぱ 酔で も 水で も 

といぶ のか ある ◦風の 絲の 先に あるのを 蝴蛛 舞と 見做し、 酢は 骨を 軟か くす ると いふので、 恐 
らく蝴 蛛 舞の 徒の ょく 嗜 ん だものな ので あらぅ。  . 

後 撰 夷 曲 集に 「寄，， 蜘 舞， 戀 」 とい ふ 題で、 無 極の  . 

問き て もはや 立 かへ る 蛛 舞の 曲 も ござらぬ 心中の 程 
といぶ 狂歌が ある。 

紀海 音の 神 功 皇后 三韓 責に 

無筆の猿手と名も高き、五十反の柱帆へ、片手放しに駔あが6、蛛まひ、れん飛船中の 
锥慰 r なる 男、 とくな 物 じ やと 賣付る 、 . 

と ある 五十 反 机 Q 帆柱へ 片手 放しに 駆 上る jgj 業を 蜘蛛 舞、 れん 飛と いったので、 これにょ っ 


て 蜘蛛 舞と れん 飛とは 似た もので あ， る 事が 知られる 。れん 飛の 事は 前に も 少し 言及した が、 京 
都 御 役所 向 大槪覺 書に 見えて ゐる れん 飛 座の 名代を 唐人 與左衛 門と いふと ころから 察する と、 
これは 西土 系統の ものな ので あらう。 輕 業と いふの も是 等に 似た ものであるが、 これ も 西土 種 
であらう。 喔 物語に、 

長 崎よ 6 名譽の 輕業 上ぅて、 四條 河原に 芝居を かまへ、 5 ま t 藝を盡 しけ 6、 中に もち 
やる めら とか や a ふ 鳴 物を 吹 立、 太鼓 かねを 打て、 長さ 八 尺の 籠の 中を 走 か、 つて 拔ける 
が、 身の かるき 鳥のと ぶが ごとし、 見物の 貴賤 群集し けり、 

といつてゐるのによつても、 5 う考へられる。訓蒙圖彙大成に 

輕業 はむかし よ 6 其の 傳 ある 事に や、 始を 知ら f、 き 6ん 太夫と い a しもの ーッつ なわた 
6 始めし よ 6、 輕わざ しを すべて 世俗に きりんと よぷ、 
とある。尤の双紙の「あぶなき物のしな /, \」の條に、 

少人 のげ いの ふ、 老人の かろ わざ、 

.と あるが、 これが 若し 藝人 のす る輕 業を 意味す る ものなら ば、 慶 長の 頃から 行 はれて ゐた もの 
と s へる。 江戶 八百韵 r 

散る 迄 遠く かけ 廻る 花 一鐵 

ニ 蜘蛛 舞考  一六. 五 


ニ蜘 銖舞考  一六 ニ 

蛛 舞-也、‘ 

と あ 6、 早. 蛛長吉 とい ふ 蜘蛛 舞が 金閣寺へ 來て 舞っ たとい ふので あるが、 早 蛛長吉 とい ふのは 
勿論 此の方が 遙 に早いのだが、京都御役所向大槪覺書に見ぇてゐる早||長大夫と同じ座の者で 
あらぅ。此の長吉は五條で興行してゐる者であるが、五條は趣谷越を控へた東國への出ロであ 
るから、 古くから 繁日！ ！してゐた所である。座の者は五條で興行する傍、方々に呼ば，」て、七\ 
人で 三百 文から 五 百 文 ばか 6 貰って ゐた もの V やぅで ある。 此の 記事で 注意す y きは 間の 狂言 
をした とい ふ 事で ある。 間の 狂言と いっても 能のと は 違っ て、. 蜘蛛 舞の 間に 物眞似 狂言を した 
ので あらぅ。 蜘蛛 舞に 物眞似 狂言の 發 達した 事は 旣 2 述べた ところで ある。 

民間の 景物に 多く 取材す る 俳諧の 世界では、 屢 蜘蛛 舞が 顔を 見せる。 油 滓 r 蜘蛛 舞の 芝居の 
句の ある 事は 旣 r 述べた が、 狗鍋 集には 
a かへ 繩に蜘 舞 させょ 放家鋅 

とい ふ 貞 德の發 句が ある。 これは 祗園會 の 放 下 鉢に 控繩を 張って あるのを 蜘蛛 舞に 聯想した の 
で、而も » 蛛舞は放下の緣に引かれてゐるのである。同集に「絲ほどになる繩ぞあやし刍」と 
s ふ 前 句に 貞德が 

蝴舞や 高き 所へ あかるらん 


と 付けて ねる。 乙れ は繩が 絲程に 見える とい ふので、 高い 所に 張つ たものと 見做して 蜘蛛 舞 
と 付けた ので あらぅ。 又 「繩 手の譬 露 もたら/ \」 とい ふ 前 句に 德元が 

蜘舞のあつ3ょ6先汗かきて.  . 

と 付けて ゐるが 、こたは 暑さの 汗ょ 6 も 先 冷汗を とい ふので、 _蛛 舞の あぶな さを 敍して ゐる 
のである〇鷹筑波集に「繩張の地形に月の影移5」といふ前句に 
秋の 夕 部に 敕舞 をせ 6 

とい ふ附 句が ある ◦建築の 繩 張の 繩 から 蜘蛛 舞と 受けた 詞 付で、 月の 影と いふのから 秋の 夕と 
付けた ので. あらぅ。 檀林十 百韵に 

.どつ とお 聲をた のむ 蜘舞  正 友 
旦那方 ^ ^ るめでたき猿廻し  一 朝 
とい ふ附 合が ある。 どつ とお 聲を とい ふのは 見物の 喝采を とい ふ 意味、 それを 旦那 方と 受け、 
蜘蛛 舞から 同じく 賤 業の 猿 廻と 付けた ものである。 俳諧 東 日記に 
蜘舞や 身は それながら 土用 干 隨笑 
俳諧 雜巾に 

德 利子の 蜘 舞と 見ん 土用 干.  杉 嵐 


ものら しい。 杜佑の 通 典に 「梁 有 U 高 絚 之 技 『即今之走索也」とあって、高經は即ち綱渡ぅの事 
を云ふのである"然るに晋書の樂志によると、：.漢、正旦天子臨こ德陽殿 2 ? 朝賀『(中略)以こ兩 
大，1綱1 ^ こ|雨柱頭〖相去數丈 兩 倡女對 舞、 行 ニ 於繩上 『相 逢 切 レ 肩 而不レ 傾」 と ある 樣に 、此の 事 
は 蚤く 漢代 から あった ので、 漠の張 衡の西 京賦に 平 樂 館に 於け る 百戯の 狀を賦 した ものの 內に 
も r 跳丸劍 之揮霍 、走， 一索 上 一而 相 逢」 と 見えて ゐる。 

是 等の 散 樂 s 支那の 文物と 共 y 我％ 上代 ^ 輸人 て、 史上では 雲 天皇 Q 御宇に 散樂 の 
あった ことが 見え、 正 倉院 御物の 中， ^ ある 彈 弓の 背に. 美 の 樣子臺 細に 圖し てぬる。 散樂は 
我が 國で も ® に行はれ 宮中では 相撲の 節 鲁の餘 興には 恒例と して 必す行 d れた 。後の 細 蛛舞 
に 物 1 S った f、 昔 S 樂 Q— 藝能 S 達して 後世の 能樂 と？ S で S が、 本 
來散樂 の 內に 含まれて ゐた雜 技、 例へ ば 輸鼓ゃ 刀 玉な どは、 放 下の 手に よって 永く 後世に 傅へ 
られて ゐた 。後の 蜘蛛 舞 も 或は 上代 散樂の 遺風と して 後世に 傳 へられた ものでは あるまぃ— こ 

- - - 

寬永四 年 H 所で： 一蛛舞 Q あっ SSS ベ S、 御 震 2Q 日 Ei と、 それより 
宅 前 天 正 十六 年 二月 一日に も あつた 事が 知られる。 即ち 

COG  o •• 

くもまい， や、 こお ど 6 まい 6 て、 御 か にて まい 申、 くろ どよ 6 御らん ぜら る、、 は 


て、吵ち御ぅたいあぅて、御3か月まいる、 

と ある。 くもまい とや >こ踊とはニ物であつて、や、こ踊は後の歌舞妓である。此の記事は原 
始歌舞妓の史料として注意すべきものである。近衛尙嗣の日記にょれば、寬永十七年七月晦 
日、 同 十九 年 九月 廿 五日、 同閏 九月 廿ー H にも _蛛 舞は 參內 して ゐ る。 鹿苑 寺の 鳳 林 承 章の 日 
記の 寬永 十九 年 正月 八 廿日の 條 に、 

赴， 一于西 川忠味 〖振舞 也、 …… 振舞 以後 赴四條 河原 蜘舞 f 遂 = 見物 一也、 

と あつて、 前に 記した 京都 御 役所 向 大槪覺 書に も 見えて ゐる やぅに、 四條 河原で 獅蛛 舞の 勸進 
が あ 6、 それが 寬 永の 頃から あつたので ある。 同 記 正 保 元年 二月 廿 五日の 條に、 

蛛舞與 レ風來 U 于 門前 f 自， 一吉 權 1由來故、蛛舞呼寄愈、招ニ明王谠1而共見物、吉權三郞、同權平 
亦 致， _ 見物， 也、 種々 之 奇妙 成蛛舞 也、 早 蛛長吉 云 者 也、 蛛舞過 振舞 爲レ給 之 也、 孔方 三十 
疋遺之 也、 

同 三年 七月 六日の 條 に、 

午時自 11 五條 1 蛛舞 仕早蛛 長吉來 也、 幸 各 可 A 令 レ 見 之 也、 方丈 除 レ 疊 、繩 四方 張而 、椽柱 亦繩張 
用意、 先 蛛舞之 者 令レ勸 1! 酉 水 一也、 上下 七 人來 也、 種々 樣 々之蛛 舞 仕、 其 内 間 之 狂言 仕 也、 
蛛舞之 內眞瓜 也、 蛛舞過 於 U 書院 侑 夕 = 後一 也、 蛛舞之 者 共 於 n 茶 堂-出 レ 膳 也、 孔方五 拾疋遺 = 
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ニ. 御 蛛舞考  一 五八 

六 千 人 宛 ほどは 相 寄 云々、 彼 法師の 所作 常途の 人の 分には あち や、 不思議 也、 昔 f 
やうの ことは 不レ可 レ 在の 由 風聞 候、 或 時 彼 法師を 天狗つ かみて 年久しくみ ぇす、 今 又 かへ 
ぅ畢 、其 時 天狗 かやう gn 敎 へ f 忘 日 5 しむ、 何も 人 Qa 傳習 fQ 分に ては 
なる ベから f 所作 f 云々、 奇持也 云々、 又 共 後 來語畢 、たかさ 十 丈 ば t、 ょこ ブ丁尤 
ts を 一筋は ぅて、 其の上を かたあし f をして 行と 云々、 又 或 時は 灯呂 木を 一一 本 上 
へ— て、 其 頂上 £ら£ しあて、、 うつぶし £ て 、く f く f は 1 
•I の ごとし、 見物の 人々— ふく 思 3、 手に あ f に f、 心ょ I は そばこ 
て 目 ^ ^ わし 畢 云々、 

と あぅ、 又翌 天文 十九 年 三月 二日の 第 百 六卷の 奥 書には 

去年五本払にて勸進せるク乇マィ、於こ天王-自ーか日ー三ヶ日之間勸進沙汰之、クモマィ或 

猿 ^ などは ft 樣 世上に を、 き 間不レ 珍、 かやう の 所作は 稽古 にても 又は 習ロ傳 にても‘ ト 

レ 成 先代 未聞の 奇特 也、 初百內 八の 帙 の 第三に 注畢 、仍後 の 物語に とて、 S 類 衆 名 老若 
共に 各 被， 一見 物， 畢、 

と あつ V 當 & 世上に 蜘蛛 舞は 珍しく はない が、 此の 法師は 實は 希代の 名人で あつたので、 牛 
若 丸では ない 力 天狗から 其の 藝を 習得した とい ふ 評判で あつたので あらう。 


蜘蛛 舞は かく 戰國 時代から 德川 時代の 中頃までの ものに 見えて ゐる 。德川 時代の 中頃に なっ 
ては 京都 御 役所 向 大槪覺 書に 「 W 舞物眞 似」 と ある 樣に 、輕業 以外に、 簡單な 茶番め いた 劇が 
蜘蛛 舞の觸 ： 添 物と して 發 達して ゐた ので あらう。 是れ は當時 見世物 界 一般の 趨勢であって、 歌 
舞妓 踊から 歌舞 妓物眞 似が 出來 た樣に .、幸 若 舞' 放 下、 機關 、狂言な どから も 仕形 舞 物質 似、 放 
下物 眞似 、からく 6 物眞 似、 狂言 物眞 似な どが 出來 、それ 等が 四條 河原で 小屋を 並べて 興行し 
てゐ たので ある。 是 等の 物 眞似の 內歌 舞妓 物 眞似だ けが 非常に 發 達して、 遂に 後世の 歌舞伎 劇 
となつ たので、 其の 他の物 眞 似は 是 と競爭 してとう/、 打 負かされて 衰頹 してし まつた ので あ 
る。蜘蛛舞物眞似もかくして亡びてしまつた。そして其の危險な曲藝は輕業がそれに替はるこ 
と、 なつた ので ある。 

然らば 蜘蛛 舞は 何時頃 どうして 起った か。 まさか 奈 良の 五本松で 勸 進した 小 法師の 言 ふ樣な 
天狗から 傳 へた 毛ので も あるまい。 かう いふ 事は 誰でも 考へ っく 事で、 又 練習 3 へ すれば 出來 
る 事では あるが、 人間の 智惠は 案外な もので、 獨創 らしく 見える 事で も、 何處か に 其の 種子が あ 
る ものであって ヽ 此の 蛛蜘舞 も 西土 種の 輕業も 西洋から 來る 曲馬 團の 曲藝 も、 恐らくは 一っの 源 
流から 流れ出た 毛ので あらう。 西土では 古くから 此の 蛛蜘舞 類似の 種々 の 曲藝が 行 はれて 居っ 
て、 それを 百 戯 とか 散樂 とか 呼んで ゐた 。その 散樂の 內高恒 とい ふの が 此の 蛛蜘 舞に 相當 する 
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ニ 蜘蛛 舞考 


一. 五六 

れんと び 


一 .唐人 與左衛 門 
寬文九 酉年 九月 七日 雨 宮對馬 守 在役 之 節 名代 赦免、 

と あるのに よって、 大阪の 千日 前の 奥 田の 席の 樣に 、京の 四條 河原に 早 雲 長大 夫の 蛛蜘 舞の 芝 
居の あった ことが 知られる であらう。 此の ^ 蛛舞は 所々 を 勸 進して 廻っ たう、 或は 芝居で 興行 
した 6 する 他 に、 權門 勢家の 召. にも 應じて 行った もの. で、 績史 愚抄卷 五十 四 寬永四 年 六月 一日 
の 條には 、資勝 卿 記を 引用して、 禁庭 に蛛蜘 舞の あつた ことを 記して いる。 

5 て 此の 蛛蜘 舞と いふのは どうい 5 風な 事を したの かと い へば、 仁勢匆 語の 下卷 こ、 

おかし 男、 身は 重くて、 いと 高き 木のう へへ 登うた 6 けう、 少した て V に や 有け L、 'ふし 
て 思 CA 、 おきて 思 a、 わびて よめる。 

あぶな/、 のぼ 6 はすべし 枝 もな く 高き 木の そらく るし か 6 けう 
昔 7^か、る事はくもまひのしけるにや有けん、 

と s a 、 諸國 遊里 好色 由來 揃の 四の 卷に、 

» 巢を かけて、 心 やすく 軒よう 軒に つた ふごと く、 輕刍 わざを なす ゆ ^ に咖备 と 名づサ し 
‘也、それよ6して竹の獅子、れんとび、籠ぬけなんど、、其品をわけて、飛鳥のごとく自 


由を なしけ 6、 此道の 名人 早 雲長吉 、政 之 助、 連之劢 、やく わう くわん、 次 郞兵衞 なりと 
かや、 

と ある 樣に 、蜘蛛の 樣に綱 渡 6 をし、 其の 他 木 昇 6 や 籠ぬ けな どの 早業 曲藝の 手練を 盡し たも 
ので、 大體 今の 輕 業と 違 ふ 所は な い。更にー層其の樣子を伃細に記したものは前記の大般若經 
の 奥 書で ある。 天文 十八 年 霜月 甘 二日に 書いた 第 七十 三 卷の奧 には 

g, 二 昨日 1 五本松に てクモ 舞の 勸進在 之、 五日 間 人別 六 文 宛 也 云々、 五本松の 上を 二三 尺の 
こし、 それより 繩を 引、 一方には 灯呂 木を ニ 本 上へ つきて、 それへ a かへ た 6、 其 間 一丁 
ばか 6 と 云'  繩ー筋 の 上に _在 にはたら くこと、 クモの 家 ^ どを 作 置て 走 6 ありく より 
も自 ?fc な- 〇 、 足に てと 6つきて、頭を下へさかさまになして、又もとのごとく上へおき 
.あがぅ、 或は 繩にこ しを かけて 居、 又は とんぼう がへ 6 をし、 或は ほねなしを たて、 種々 
無盡に くるう こと、 人の 陸地に ては 穴ら き、 さるの 木 枝に とびは ぬるな どは 中々 物の 數に 
も あらす、 或は 地に ク ギョを 十 ばか' 〇 ならべ、 其 間 ニ 間 ばか 6 づ 、あきて、 クギョ の 上 
を 一足と びに、 一方のは しらよ 6 とびいだ す、. 或は 上へ 十 ばか 6 かさね あげて、 その上 
にて を ど^ 0、又ほねなしをたてなんどすれども、クギョをすこしも損せす、身のかる含こ 
と 限な し、 力は 三人 ばか 6 の ほど あ 6 と 見えた 6、 小 法師な 6と云々、爲ニ見物〗每日五千ス 
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「蜘蛛 舞考 

私は 幼い 頃、 鄕里 大阪の 千日 前 奥 田の 席な どで ょく 輕業を 見た。 子供の 時分から 小心だった 
私は 每度 その 肌に 粟を 生ぜし むる 樣 な あぶない 藝 道に ヒャ /、 して 顔を そむけながら、 而も 
悦んで見物したものだった。今時の子供は利巧になって、こんな大時代な古風な見世物ナご對手 
にしな く なった の 3 近頃は 餘ゥ輕 # の 見世物の * 板？ P 見受けす、 時々 西洋 種の チャ リネの _ 
馬團 など r、 それの あるのを 聞込む ばか. 〇 である。 古い 輕業は 德川 時代の 中頃から 行 はれ 出し 

たもので、 それは 火 技な どと 同樣に 西土 種で ある。 併し その 前に 日本に も輕 業が あつた。 それ 
は 蜘蛛 舞で ある。 

» 蛛 舞の 物の 本に 見えて ゐるの は、 恐らくは 興 福 寺 所 藏賢忍 房 良 尊 一筆書 寫の大 般若 經の奥 
書 であ t。 此 1SSJ 奮し 5 SQ 感想 f 、 世上 Q 出 ssf 記して あ 
って、 そ Q 第 七十 1、 第 百— sy、 天 李 八 年、 十九 年 SI 良 y ク 5S 進の あ 
つたこと が 見えて ゐ る。 尤の 草子 上卷 「かろき もの V しな - の條に i 


麻が ら 、灯心、 つみ わた、. かみぎ ぬ、 ぬか だはら、 くもま ひ、 

と あり、 同下卷 「まふ 物の 品々」 の內に 

<o bt ひ。、 し、 ま a 、 神 子の 舞、 幸 若、 猿樂 、白拍子、 

とも ある。 此の 蜘蛛 舞が 芝居を して ゐた ことは、 油 滓に 「あぶなく も あり、 めでたく も あ 6」 
とい ふ 句の 付 句に 
くも 舞の 芝居で 金 や 拾 ふらん 

と あるので 知られる。 慶長 見 ^ 集の 吉原の 傾城 町の 事を 敍 した 所に、 御蛛 舞、® 子 舞の 芝居の 
ある ことが 見え、 又 雍州府 志の 京の 四條 河原の 記事 中に も、 傀儡、 雲 舞、 幻術、 連 飛、 輪脫の 
見世物の 事が 見ぇる。 此の 連 飛と いふの も 西土 種の 一種の 輕業で ある。 京都 御 役所 向 大槪覺 書 
0 「京 四條 芝居 間數並 名代 之 事」 の條に 

蜘舞 一: 物眞 似. 

一 早 雲 長大 夫 
寬文九 酉年 十二月 廿 八日 雨 宫對馬 守 在役 之 節 早 雲 長 吉ト申 名代 赦免、 其 後 長大 夫と 改め 申 
度 旨、 元祿四 未年 十一月 廿 五日 相 願、 小 出 淡路守 在役 之 節 赦免、 寶永元 申年 九月 八日 ニ 長 
大夫 病死、 枠に 相 讓リ候 故、 同 十日 ニ 安藤 駿河守 在役 之 節、 名代 相 續之樣 相 願、 赦免 
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其 後 或は 眞門を a ら きて 勤行を 致し、 或は 俗塵に まじは りて 恩愛を かへ 6 み、 童子に たは 
ぶれて 輪 鼓を まは す あそびな どもし 給 a き Y ある 時 この 輪 鼓 地に をち てまは ぅやみ ぬ" 是 
を思惟するに、まはせばまはる、まはさ ^ ればまはす、我等が輪廻も又かくのごとし、三 
業 造作に ょりて、 六道の 輪廻た ゆる 事な し、 

と ある。 デァボ ロは 紐の 上で 回轉 して、 紐を 張れば 上に 飛 上る。 飛 上れば 廻は る。 併し 上に 飛 
上る 事ょ* 0も、其の迴はる事の方が興味を持たれたのであらう。 

放 下が 輪 鼓を 弄ぶ 事は、 看 聞 御 記を 引いて 證 したが、 實隆公 記の 永 正 四 年 正月 十八 日の 條に 

も、 

於 1 1 議定 所 前 f 放 家 小兒施 n 風流，. 云々、 仍參內 見物、 輪 鼓、 手 鞠等數 曲、 有 レ 感警 ，目 者 也、 
と ある。 放 下は 太 神樂の やうに、 笛 太鼓で 喔 しながら 輪 鼓を 弄した もので、 それに 何々 の 曲と 
いつて種々の曲があつたものと思はれる。御湯殿の上の記明應三年正月廿日の條に、 

御 やうき う あ 6、 うご まわしまい 6 て、 S 々の 事 どもす る、 

と あり、 同じく 天文 十二 年 六月 十九 日の 條 に 

かの 6 うご a く 物 つれて ま S6 てつね の 御所の 御 庭に て、 a かせら る、" ちかごろみ 事な 
る 事 也、 かのに 小 御所に て御焱 か 刍暌 ついでに、 ーム しまわせら る、、 


と ある。 こ、 に 輪 鼓を 弄する 事を 引く と s つて 心る S は、 二本棒 S 間 5 綱 基る 事を いふので 
あらう。 同じき 廿 八日の 條 に も 輪 鼓 引の 事が 見えて ゐ る。 本 顧 寺證 匆 上ノの 日 f テ 文 ニー-年 十 
月 十七 日の 條 に、 

白 河來儀 .、仍 太刀 樽代貳 百匹罷 m 也、 

一、 小兒へ 樽氏貳 百 匹 輪 鼓 三 狼 一一 一 來、 

と あり、 此 G 輪 鼓は 小兒の S であつ た。 こ-^  fs® は 獨樂の 宛字で ある。 

林羅 山の 丙 辰 紀行の 庄 野の條 に、 

石 藥師の 西、 亀 山の 東に 庄野 あり、 此 所の 民家に 火 米を ちいさき 俵に 入て 每戶 ならへ て 
をく、 其の 俵の 大さ こぷ しの ごとく" 又槌の ごとくなる も あり、 輸 子の せいに 包み、 縛へ 
て あるを、 旅人 買と 6 て、 ^ づとに すと いふ、 

と あり、 丙 辰 即ち 元 和 ニ 年に 名 輪 鼓は まだ 世に あつて、 弄 ばれて ゐ たものと 思 はれる。 馬を 輪 
鼓に 乘 るとい つた 事を 前に 述べた が、 荻 生 徂徠の 鈐錄 (十二 卷〕 に 

馬の 乘樣 にて 足 輕を使 ふなり、 右縣 へ、 右 待、 千鳥 ふせ、 立 鼓 おこし 是れ なり 起て 

と 云 ふ 時は V A 如 此のる。 是れ ぅう ごな 6、 

と ある。 此の頃は 輪 鼓は かう いふ說明をしなければ判らない程になつてゐたのであらう。 

一輪 鼓考  i 一一 


一輪  鼓考  一 五 〇 
千 九 百 六 年までは 復活し なかった。 是年 フランスの 機 關士ギ ユス タブ、 フィ リバ， は 其の 古い 
道具を發見し、それを普及 ^ せるっも6で、獨樂の新しい形式を實驗し、ニっの錐形の型を 
考案し、 兩 端の 周遍に ゴムの タィャを 附 加し、 其の 他の 改良を 施して、 それを 0 £1。 と 
命名した とい ふので ある。 これにょ ると デアボ ロ ば 西土 種とは いふ けれども、 正確に いへ ばフ 
ランス 產 なので ある。 私が 輪 鼓考を 書 S た 時に、 原勝郞 先生は それを 讀ん で、 先生が 鞦韆 考を 
書かれた 同じ 考の 下に、 同じ やぅな 型の 遊戯が 方々 にあっても、 結局は 一っの 種から 出た もの 
で、 デアボ ロの 飛 上った 獨樂が 世界を 一周した ものに 相違ない とい ふ 示唆を 與 へられた。 これ 
は 終 厨に 於 いては正しいのであるが、ブリタニヵの記事を信すれば、今行はれてゐるデア、ボロ 
とい ふ ものは フランス 產 であって、 音 西土から 來た輪 鼓とは 直接には 結 付かない。 併し デ アポ 
C は 元來は 西土 種で ^ 05 CTQ S とい ふ ものから 姿を 變へ たもの だとい ふ 其の KoUngen につ 
S て 新 村 出先 生は 帝京 景物 略に 空 鐘と いふ ものが 見えて ゐるが 、それにょ く 類似して ゐる やぅ 
だと 敎示 せられた。 空 鐘の 支那 音は Kuiig-chung であるが、 此の 音が 歐洲 に 正確に 傳 へられた 
とい ふ 事は 保 證出來 ないから、 此の 比較は 無理では 無い とい はれた。 帝京 景物 略には 「空 鐘 者 
刳 レ 木 中空 旁 ロ、 盪以 1一 瀝靑 .f 卓 レ 地 如 n 仰 鐘 f 而柄 1! 其 上 之 平 〖別 ー繩繞 1- 其 柄 一別 一竹 尺 有 レ孔度 こ 其 
繩 一而 抵 n 格 空 鐘 f 繩勒 n 右 却 〖竹勒 n 左 却ニ勒 m 空 鐘 一 轟 而疾轉 、大 者聲 鐘、 小 亦蛣蜣 飛聲、 一 


身 


鐘聲歇時乃已、製徑寸至ニ八九寸ー其放之ー人至ー1三人ことある。デァボロの元の形が極鈴に 
似る とい a、 中 凹の 獨樂 であつ たとい ふところは 空 鐘が 刳 木 中空 旁 ロと いふ ものに 少し 似て ゐ 
る やうで も ある 。 & 鈴といふのは後世の幼兒の弄ぶォシャブリのやうな酿鈴ではなく、古い型 
の 舌の 無い 鈴の やうな ものである。 併し 空 鐘は 我が 國 にある 博 多 獨樂と 同じ もので、 唯 普通の 
獨樂の 大聲を 立てる だけの ものである。 Koungen は 大聲を 立る 點は ょく 似て ゐる けれども、 
地上に 卓て、 疾轉 させる 毛ので はなく、 飛 上る のが 特徵 である。 それでな けれは ニ 本の 棒の 上 
の惡 魔と いふのに はふ さはない。 私は 始め デァボ 口 には 惡 魔と いふ 威は 無い といつ たが、 今の 
デァボロは沈默し仁ま、で飛上るが、昔の內01111ぬ§は大聲を立てたので、其の點が惡魔を聯 
想 3 せたのであらう。併し結局は.今のデァボロと昔の輪鼓とは、原先生のいはれた通6、ーつ 
の 根源から 出た 毛ので、 其の 棒の 先の 紐が 何處 かで 結 付いて ゐ たのに 相違ない。 輪 鼓 も デァボ 
ロ も 全く 同じ 形で、 全く 同じ ァィデァで ある。 これは 他處の 人間が 別々 に考へ 出した ものでは 
.ない ◦デ. ァボ p の やう ^ 些やか な 遊戯で も、 フランスの 機關士 一人の 發 明に 歸して し ^ ふ說に 
は 疑問が 持たれる。 

輪 鼓を 廻は す 事に つ S ては、 曩に野 守 鏡を 引用した が、 一遍 聖人 もこれ を 廻は したと いつ 
V、 六條 道場 一遍 聖繪に 

一. 輪鼓考  .一 五一 
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聞 御 記の 嘉吉 元年 四月 八日の 條には 

放歌參、手鞠龍子、品玉等施，藝、有，1其興1細美布ー給、い <50 ご甚上手也、 

と あるのを 思へ ば、 喜 多 村 氏の 言 も 亦 根據が ある もの だら ぅと 思は れ る。 又 同 記の 此の 以前 應 
永 二十 三年 三月 二十 五日の 條に も、 

今夜 仙 洞 御遊 有 一一 御 習禮， 云々 ク 、>ッ參、猿樂仕、小童ー人天骨者也、加”。コヲ舞ス、又師 
, 子ヲ 舞、 又ク セ舞ヲ 舞、 種々 施 ニ藝能 一‘ 祿物 種々 賜 之、 棰等同 賜 之、 見物 雑人 群參 云々、 

と あつて ク 、>  ッ即ち 傀儡 子 も 傀儡 子 記 や 新猿樂 記に 記 ^ れてゐ る 通り、 亦猿樂 系統の もので 
あるから、 此の 樣 r 其の 頃までは 猿樂 中の 一曲 技と しての 輪 鼓が なほ 其の 系統に 屬 する 藝 人の 
手に 保存せられ てゐ たので ある ◦前に 掲げた 年中行事 繪の老 乞食の 圖は 或は 放 下 か 傀儡 子では 
ないかと も 思は れるが 、今日では 鎌倉時代に 放 下が 居 . たとい ふ 事は 物には 見えす、 又 傀儡 子 
の特徵 としての 木 偶な ども 描かれて ゐない 。けれども 放 下 や 傀儡 子の 樣な 下賤な 大道 藝人. が 吾 
つて 輪 鼓を 囉し て步い てゐ たもので あらぅ。 

此の 小 稿を 藝文 誌上に 發 表して 後に、 弘前 高等 學 校の 彌富破 魔 雄 氏から 手紙を 頂いて、 「現 
. 今猶 肥後ノ 僻地 二 テ 用ヒラ  <、 原始的 糸繰ジ 機」 の 巧妙 r して 緻密な 繪圖 まで 添/て、 其の 部 


分 裝置 としての リゥ ゴの 事を 敎 へられた。 沼田 賴輔 翁から も 土 佐に も それが ある 事を 注意 せら 
れた 。絲繰 機の リゥゴ とい ふのは、 絲卷を 取 付ける 軸に 在って、 絲繰 車からの ベルトを 受ける 
木製の小鼓形のものをいふので、此の事は骨董集や松屋筆記にょっても多少は知ってゐたので 
あるが、 其の 正確な 智識を 得られた のは 嬉しかった。 

金 田 一 博士からは センチ ュリ 辭典の Devil とい ふ 語の 條下の 丨 on  two  Sticts  ，とい ふ 遊戯の 
.記事の 拔 書を 賜 はった。 此の 事は 小 稿の 內 にも 少し 言及して 置いた。 其の後 私は 千 九 百 十 年 版 
即ち第十ー版のエンナィクロぺデアブジタニカに(】 .^* 13010の非常に詳細な記事を見る事が屮」.來 
た。 今 其の 大意を 紹介す ると、 デアボ ロと いふのは ニ 本の 棒を っない だ 紐で、 卷いた 6、 投げ 
.た 6、 捕へ た 6 する、 頂點を 合せた 二っの 圓錐 形の 獨樂で 遊ぶ 遊戯で、 其の アィデアは 西土 か 
.ら來 た。 それは Kouengg とい a 、 金屬や 木質の 心棒で 貫いた 中 凹の 獨樂 で、 大聲を 立て、 
廻轉 5 せ、行商人が客寄に用ひ /2 。西土から宣敎師の手で歐洲に紹介ぜられ、十八世紀の末頃 
に :: 一本の 棒の 上の 悪魔」 とい ふ 名の 遊戯と して 英國に 行 はれ、 マ カット ニ 公が それに 達して 
ゐると 信ぜられて ゐた 。併し 其の 主要な 流行は 千 八 百 十二 年に 於け る フランスで、 一 ediable 
といふ獨樂としてくあった。當時のフランスに於ける大流行を記した古い出版物がある。 (千 

九 百 七 年刊 フラィ 誌參 照〕 其の 時の ディアブルは 短い 柄の ある 圓い ® 鈴に 似て ゐ た。 其の 流行は 
一輪  鼓考  一 四 九 
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ばか 6 では、 大した 興味 もない ものである。 猿樂は 本來 卑近な 通俗な とは 云 a な、 がら、 兎も角 
宅樂 である。 笛と 鼓で 雛す 事が 主なる 藝 であっ たらう。 併し 猿樂の 中に 品 玉、 刀 玉、 又 獨樂な 
どの曲のあることを考へれば、其の中に輪鼓があることも甚しく異樣なことではない。品玉、 
刀 玉は 今 も 太 神樂で 演じて ゐる ことで、 子供の 弄ぶ 御手 玉に 少しも 變 6 はない が、 それを 笛 太 
鼓の 囉子 につれ て 演じる ので、 始めて 樂 としての 範圍に 入り 込んで 來るの である.。 獨樂 とい ふの 
も、 松 井 源 水の 樣に鳴 物 r 調子を 合せて、 獨樂の 曲藝を した もので. あらう。 輪 鼓 も 亦 これ r 
准 じて 考へる ことが 出來 ょうと 思 ふ。 然るに 新猿樂 記な どに、 猿樂 中の 雜伎 とし. て咒師 、侏儒 
舞、 田樂 、傀儡師、 唐 術、 •品 玉、 輪 鼓、 八ッ 玉、 高足、 一足、 獨樂 などを 擧げ てゐ るのを 以て、 
是等. の 總稱を 猿 樂とい ふ. ことの 樣 r 解して ゐ る もの も ある 樣 であるが、 さう いふ 風に 解して は、 
個々の雜伎の性質を見誤つてゐると共に、猿樂の性質をも誤解してゐるといはなけれぱなら 
ぬ。 是等雜 伎の 中には、 舞踊に 屬する もの も あ 6、 又は 群衆 舞踊 も あ 6、 或は 奇術の 樣な もの、 
- 或は 遊戯の 類 も あって。 それ 獨 立して 發 達した もので、 猿樂は それ 自身は 通俗 ^ 音樂 で、 
其の 樂の 間に、 是等 舞踊 乃至 遊戯を、 鳴 物に 合せて 演じた ものである。 デァ. ' ボ 口、 御手 玉、 一 
本 足な どの 遊戯が その ま、 猿樂の 一所 作では なかつ たので ある。 

前に 引用した 骨董 集や嬉 遊笑覽 などに ょれば、 輪 鼓の 遊戯は 江戶 幕府 時代の 中頃には 已に 肚 
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ぅで 舞は 傳は つて ゐない から、 元來 どんな 所作が あつた もの か 明かでは ない が、 もとく 輝 脫 
は 散樂に 屬する もので、 恐らくは 其 中 r 輪 鼓を 廻は す樣な 所作が あつた もので あらう 。されば 
輪鼓は两土傳來のものであるといふことは大低推測に難くはないと思ふ。デアボロに ^ (て、 
日本 外來語 辭典を 見る と、 語源を 英語の diubolo として 一 西洋 ノ古キ 遊戯 j と 云 a 又 「支那 
ョジ 傳來シ タルモ ノナ リト 云フ」 と 記 ro れてゐる。支那ょり傳來とは、西土ょ6西洋に傳來し 
たとい ふ 事 だら うと 思 ふが、 果して 此の 記事の 通， り だと すれば、 我が 邦に 古く 行 はれた 輪 鼓と 
近頃 アメリカ 邊 から 這 入つ て來た デ アポロとは、 畢竟 其の 源を 一つに する ものである 〇 此の 事 
を <rU 任 確め ょうとして 、オクス フオ I ド、 h ブス タ 、スタン ダ ー ド 等の 英語の 大きな 辭 書、 
又 ネルソン や ィンタ ー ナショナルな どの 百科 辭書を 檢 索して 見た、 が、 同じ 綴りの 「惡 魔のと 云 
ふ意味を添へる接頭語が見つかつたばか6で、此の語は見出せなかつた。然るに後に外來語辭 
.典に 關係 せられた 金 田 一京 助 博士から 新刊の ^ ブス タにも スタン ダ ー ドに も 見えて ゐる とい ふ 
ことを 敎示 せられた。 成程 兩書 には 共に 揷繪ま で 入れて、 丁寧に 說明が 施して ある。 此の 通り 
舊 刊の辭 書には 見えす、 新刊の 分に 始めて 補 はれて ゐ ると いふ ことは、 英米の 方で も亟め て 新 
しく行はれ出したといふことを語つてゐるのではあるまいか0スタンダード(ー九ニー年版)に 
は I 近頃 復興せられ た 往時の 遊戯 j とい a ": ブス タ ( |九ー八年版〕には「此の名の下に復興せ 


ら n た 古い 遊戯 又は 競技」 といっ てゐ る。 そして 西土 傳來の 事には 共に 言及して ゐない ので あ 
る。 H ブス タ に 此の 名の 下に 復興せられ たと あるのに ょれば 西洋では 昔は 此の 遊戯を QJ EO 
とは# ばなかった らしく 思は れる 。西土 傳來 とい ふこと を 眞實だ とすれば、 或は も 少し 西土 風 
の 名稱 で呼ぱ れてゐ たか も 知れない。 ニ iaho o とい ふ 語の 語源に つ S ては、 スタン ダ ー ドには 
ィタリァ 語の 惡魔 とい ふ 語 だとし、 r ニ 本の 棒の 上の 惡魔 r 喩 へて」 といっ てゐ るが、 ニ 本の 
棒の 上の 惡 魔と いふのは、 何 か. 西洋の 古い 御伽話に でも 出て 來る ことか も 知れない が、 私には 
この 遊戯から 惡 魔と いふ 樣な 聯想を 呼び 起す ことは 少し ひっ かしい 樣に思 ふ。 なほ 西洋の 最新 
刊の 百科 辭書 や、 遊戯の 事を 記した 書物な どを 調べて 見れば、 是 等の 事に っいて 少し 詳細な 記 
事が 見っかる かも 知れない が、 此の 稿を 起す までには 其の 機會が 得られな かった。 

私の 些細な 考證も 少し 冗長に 流れて 來た樣 であるが、 最後 r なほ 少し 考へて 見なければ なら 
ない事がある。それは此の樣な小兒の遊び事が、どぅして猿樂の中のー曲に敎へられてゐたか 
とい ふこと である。 此の 疑問を 解く ことは 猿樂の 性質を 考 へる 上 r も 必要な ことで ある。 輪 鼓 
即ち デァボ 口 は 今 も 昔 も 一種の 遊戯‘ y_. は 相違な かった。 樣囊 i^ 卷 I に 「4 兒ノ 爵物ノ 中二 ナ、 
ラ、 コ キリ コナ ド、 其 字 如何」 とい ふ條に 輪 子を も擧げ てゐ る。 此の 遊戯なる 輪 鼓が 猿樂に は 
どぅいふ風に演ぜられたか。單に今小兒が廻はす樣に.、ニ本の棒を操って、輪鼓を跳ね上げる 
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レ墮レ 地爲レ 巧、 今兒輩 舞， I 惜 千々 於繩上 1 者、 有 レ 呼 = 手斧 懸 f 殆 近， 之、 故 江 次第 與 一一 獨樂， 
竝擧 、吏 部 王記與 一一 弄 玉 ー爲レ 伍、 源 君 亦 云，. 其 形 如 一一 細腰 鼓 一而 輪 &轉於 絲上ょ 也、 
といって ゐ るので、 これを 已に 骨董 集に も 引用して ゐる野 守 鏡の 

6 うごを まは すと 風情をめくらすとは、其の美おなじき事にて侍^0、^0うごはょくまは 
せ ば 、んを繩のうへにうかれたちて なげ あ ぐれどもおちす、いま 72' ょくもまはらぬ ^ き 
になげ あぐれ ぱ 、ふ 6\^-としてておっるがごとく、歌も未だたらざる心をまはさんとす 
れば 、、詞 のな はにか、 らす して、 風情の 6 うご おっる 事に て 侍り、 

と あるのと 照し 合せて 見れば、 梳齋 のい ふ惜 千々 又は 手斧 懸とい ふ ものは 果して どんな 物 かょ 
くは 知らない けれども、 其嘗 って 見た とい ふ 古 晝の圆 樣の 記述から 推量って、 此 等の 考 へは、 
ほ S 事實に 近い もので あらう と 思は れ る。 液齋の 見た 古 晝とい ふのは 何で あるか、 私には 判ら 
ない が、 私は 別に 土 佐 光長の 年中行事 繪卷 の稻荷 祭の 卷で 、老乞 丐が 人の 家の 門前で 輪 鼓を 廻 
して ゐ る もの だら うと 思は れる樣 な圖を 見る ことを 得た。 次 頁に 模寫 して 添へ て 置いた 圖は即 
ちそれ である。 此の 圖に はた ':: 空を 仰いだ 老 /V ; が、 その 先を 繩 でっな いだ ニ 本の 棒を 持っ てゐ 
るは かぅ で、 輪 鼓と 覺しき ものは ない が、 輪 鼓は 紙幅 以上に 飛び 上って ゐる 所を 觀者に 想像 さ 
せる 晝家の 用意に 他なら ない ものと 考へざ るを 得ない。 即ち 野 守 鏡の 記事、 掖齋 、信 節 等の 考 


說 、及び 此の 圖 にょって、 輪 鼓 及び それを 絲 上に ii. 轉す ると いふ 事の どうい ふ ものであった か 

は、 ほく 考へ 得られた 樣にお も ふ。  . 

先年 ァメリヵ 邊から 渡って 來て 一時 世上に 流行し 
た デ ァボ -P とい ふ 遊戯が あった。 隨分廣 く 行は れた 
もの だから、 今更 それを 說明 する 要は あるまい と 思 
はれる が、 今までいて 來た處 を 讀まれ た讀 者は、 
すぐ 此の デァボ 口 の 事を 思 ひ出 5 れるであらう。そ 
して 輪 鼓は 畢竟 昔の デ ァボ ロに 相違ない とい ふこと 
を考へ っかれたで あらう。 即ち 往古 猿樂 に は デァボ 
ロの 曲が あった ので ある。 前掲の 江 家 次第の 文に ょ 
n ば、 猿樂 r 獨樂の 曲が あった。 デ ァ、 ボ -D が 猿 樂の曲 中に ある ことは 少しも 不思議では ない Q 
輪 鼓は 恐らくは 散樂 と共に 往時 西土から 輸入せられ たもので あらう ◦我が 邦で 演ぜられた 猿 
樂 中の 種々 の雜 伎は、 悉く 西土 傳來の ものであるとは 斷 言し 難いが、 併し 輪 鼓は 大方は 其の 系 
統の もので あらう ◦雅樂 の 中に 襌脫の 一種と して 輪鼓襌 脫とい ふ 一曲が ある。 唐樂の 大食 調に 

屬する もので、 又 臨 古 襌脫に も 作られて ゐるが 、臨 古は 勿論 輪 鼓の 假借 である、 是れは 曲ぱか 
一輪  鼓考  一四 三 
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リンコ、 其狀如 n 圓腰鼓 f 

車 f 而輪 ニ 於絲 上ー故以 號之、  • 

と ぁる。 後の 學者は 往 々是 n に鎚っ て 考の步 を 進めた。 其の 中 特に 狩 谷 氏の 箋注倭 名 類聚 抄、 
岩瀨 氏の 骨董 集、 喜 多 村 代の 嬉遊笑 覽の說 は 頗る 要領を 得て、 傾聽 する r 足る ものが 多く、 殊 
に 骨董 集は 最も 典據に 富んで ゐる 。以下 是等の 諸家の. 說に 私見を 加へ て、 先づ輪 鼓の 大 體を述 
ベょぅと 思 ふ。 

輪鼓といふのは、此の和名抄などの記事にょつて、小さい鼓の樣な形をしてゐたものでぁら_ 
ぅと 思 はれる。 沙 石集卷 五に、 蟻と 蟎 * との 問答を 載せて、  . 

ナ二 ユエ 一一 蟻 ラ犠ト ナブク ル、 ソ ノコ、 ロイ ヵント 問、 中 ハク ビレテ 前後 ノカ タチ アル ユ 
エニ、 犠 トイ フト 答、 難ジテ 云、 前後 アル モノ ヲ蟻 トイ フべク ハ、 輪 0 ^0 等 ヲモ 蟻 ト云フ ベ 

シ、 

と ぁるのは、 輪 鼓が 中央に 括れて 細く、 兩 端の 太い 鼓の 樣な 形を して ゐる からい つた 名ので、 

此の 事 a、 已眷董 變 &_變も 璧 m て 引かれて sa 屋鐘昼 の 如き 形を 

武家の 幕紋 即ち 後の 紋所に 用ゐ てこれ を 又擎 とい ひ、 更に 又產 の 絞樣 にも 利用せられ てゐ 

た。 壇 囊抄卷 一の 「武士 幕 ノ文ノ 中二 文 宇 * レ 知多シ 、定テ 字 可 レ 有歟」 とい ふ條に 
輪 子 又 輪 鼓 . 


と 見えて ゐ る。 又 輪 鼓 模樣は 七十 I 番 職人 歌合の 繪の放 下の 衣服に 利用せられ てゐ るのは 已に 
人の 知る 所で、 骨董 集には 又寬永 頃の 繪畫か ら 此の 模様の 衣装を 着けて ゐる 子供の 圖を 抄寫し 
て載せてゐる。なほ刀の柄を互違ひに交叉して卷いて行くのを輪鼓に卷くといひ、馬をァラビ 
ャ數 字の 8 の 如く 騎 6 廻す のを 輪 鼓に 乘 ると いふとの 事で ある。 是等 にょって 輪 鼓 其の物は 形 
i ほて 想 象し # られる だら うと 思 ふ。 

然るに 此の 輪 鼓を 絲上に 輪轉 する に 就いて、 其の 技が、 今 世に 絕えて しまった もの だから、 
果して どうい ふ 風に した もの か、 明かに する ことが 出 來ない ので、 骨董 集には 「いかにして か 
まは しけん、 その 所爲は し 6 がた し」 とい a.、 嬉 遊笑覽 にも 「その まは す やうは しるべから ね 
ども」 といつ てゐ るが、 併し 笑覽に はな ほ 想像を 走せ て、 

中のくびれたる ^? の絲を卷て、はかたごまなどまはすやうに、中に投て、緒のうへに承、 
少し づ 、投 上、 廻る いき ほ a っょくなる 處を、 高く 投 あぐる わざなる べし、 輪 ニ 轉於絲 
上！ とは、 是をい ふならん、 

と考 へ、 箋注 倭名抄 には、 一層 委しく、 

嘗見 ，i 古畫 f 唐兒 左右 手 各執ヽ 如， 一鼓 桴一 者ょ有 11 ー繩 ゴ且，， 兩桴 『又 一 細 廳鼓在 空中？ 余 定之 日、 
是弄 U 輪 鼓-也、 蓋 其伎擲 こ 上 細腰 鼓 於 空中 〖墮來 之 際、 弄 者 張-- 兩手 〖以 レ繩 彈令ゝ 升、 以不 
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今 こ、 に考證しょぅとして居る輪鼓即ち「リゥゴ」名、ー足に次いで大分判6さぅになつてゐ 
る もので、 相應 に 書物の 上に も. 見えて 居り、 學者 にょつ て 毛 かな 6 善く 考 へられて 居る もので 
ある。 今 私も亦 先輩 學 者の 說に 二三の 見聞を 補つ て、 も 一度 此の 事に 就いて 考へ 直して 見ょぅ 
と 思 ふので ある。 

猿樂の 曲名と しての 輪 鼓の 名の 見えて 居る 物の 中で、 最も 廣く 人に 知られて ゐ るのは 新猿樂 
記で ある。 即ち 

予廿餘 年 A 還、 歷 11 觀 東西 ニ 京 r 今夜 猿 樂見許 之 見事 者、 於， 一 古今 一未 レ 有、 就 レ 中咒師 、侏 

儒 舞、 田樂 、傀儡師、 唐 術、 品 玉、 輪 鼓、 八ッ 玉、 獨 相撲、 獨雙六 云々、 都 猿樂之 態、 鳴 
許之詞 、莫 不， 一斷 レ 腸 解 p 頤者 t 也、 

と ある もの 是れ である。 又猿樂 は當時 相撲の 節 會の餘 興と して 多く 行 はれ、 或は 童 相撲 や 臨時 

の 相撲 # 覽の 時な どに 7^ 行 はれた から、 相撲の 事を 記した 記事 中に も、 往 々其の 名が 見えて ゐ 

る。 先 づ西宮 記の 此の節 會の 儀式を 記した 條下 に、 吏 部 王 記の 應和ニ 年 八月 十六 日の 記を 引用 
して、，  . 

火 設樂偫 :E 眩 啦六 位、 童 部 相 
^ 交 走 丼 弄 玉、 輪 鼓、 

とい a 江 家 次第 には、又同じ儀式を記して、左方には必す散手、還城樂、散更を舞ひ、右方は 


歸德 、粕 犬、 吉干を 舞 ふとい a 、 其狍 犬と 散更 との 目を 擧. げて、 

白 ^ 戈ー ^ 4\|卜有 1 足、高ぶ、輪鼓い 

ざ ナ f 费乏 弓搦樂 、呪 師 、侏儒. 等 i 

と 見えて ゐる 。此の 散 更とい ふのは、 頭注に も 「裏書 云、 散更 猿樂」 と ある 樣に 、即ち 猿樂の 
事で ある。 又 中 右 記 天 永 ii 年 八月 廿 一日の 條 、相撲 御覽の 記事 中に、 

次陳 直、 左右 亂聲 、出 居 退 入、 左 近 將監粕 光末 振 鉢、 次 右近 將曹 多忠 方振鋅 、次 左右 共振 
鉢 云々、 歸德 、還 城樂 、犬猿 樂 、種々 雜藝 、卷 -1 御簾 一御覽 、攝政 殿 令 レ 候-一 御 傍 1 給、 咒師、 
輪 古 之 類、 閑盡 n 其 藝 f 備 -1 天覽 f 吉千 事畢 、戊 刻 人々 退 下、 

と ある 輪 古 も 輪 鼓の 假借 である ことは いふ ^ でもない。 以上 列記した 處は 其の 數 甚だ 多くは な 
いが、是にょつて、猿樂の中に輪鼓といふ伎のあつたことだけは"十分に認めることが出來 
る 0 . ' 

然るに 和名 抄 には、 本朝 相撲 記に 「輪 鼓 二人」 と あるを 引き、 それを 次の 樣に說 明して ゐ 
る 0 

諸 雜藝之 中 弄 II 輪 鼓-者 二人 也、 今 案 ヽ此物 所 レ 出 未 k 詳、 但其形 如テ細 腰 鼓-而 輪-一 轉於絲 上 一 故 
以名 之、 

とい a 、 又 伊呂波 字 類抄に も是れ と 同じく、 
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往古の 散樂 即ち 猿樂に は 種々 の雜 伎が 含まれて 居た。 其の 雜 伎の 個々 に 就いて、 どぅい ふ 所 
作を した かとい ふことは 品 玉、 刀 玉な どの 樣に 太神樂 r よっ て 今日まで 殘 されて 居って、 其の 
昔の 樣子を 目前に® ぷ ことの 出來る もの も あるが、 多くは 其の 傳が 亡びて 今は 世に 絕え 、纔に 
記錄 や繪卷 などに 鎚って 、朧氣 r それ かと 推量る ことが 出來る もの、 又は 全く 其の 名 ばか 6 が 
知られて ゐて 、其の 樣子の 知ら n ない ものが 多い ので ある。 併し 昔の 猿 樂の樣 子を 明瞭に しよ 
ぅとす るには、 何と ぞ今 世に 殘っ てゐ ない 其の 個々 の雜 伎を も、 それ 明 にして 置きたい も 
ので ある。 其の 內 でも 一足な どは 田樂に よって 比較的 近い 頃まで 傳 へられ、 又 それを 描いた 繪 
も あ 0、 記錄に も 稍々 詳細 に 記した. ものが あ' って、 隨分 其の 樣 子を 考 へて 見る ことが 出 來る。 
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ぃ 。 • 

.かう いふ 意味の 風流と いふ 言葉は、 何時頃まで 行は れてゐ たらう か。 安樂 庵 策傳の 醒醉笑 
に、 旱天に 氏神の 社頭に 風流を 掛けて 雨を 乞うた のに、 一滴 も 降らな かった とい a 、 南 水 曼遊. 
r 、 明曆の 初に" 京都の 祇園に 都風 流大 踊と いふ 興行 物が あった. ことが 見え、 奈良柴 にょる 
と、 昔の 京 坂の 七月 芝居には 風流 踊が あったと いふ。 これ 等は 古い 盆の 風流の 面影を 傳へた も 
ので、 言葉の 上では 風流と いふの が 遺って ゐるが 、興行 物の 舞臺の 上での 踊 r 實 際に 風流が あ 
ったとは思はれない。增補松の落葉には广戀の風流、狐|日 »: 流、斧於 »: 流、1^^獄或は又$ 
茸.狩風流、柴別風流等の曲を載せてゐる。これ等は_古い風流の唱歌の名殘であらうが、併し此 
の元祿の頃まで、實際に風流の踊があったであらうか。恐らく此の頃には、京都にも.江ー'エ 
も、 もはや かう いふ 風俗は 絕えて ゐた のでは なから うか。 兎 園 小 說 に、 西 原晁樹 とい ふ 人が、 
當 陡 筑後 に風 ^ 祭のあることを紹介して.いるので、西睡の地になほ古俗の面影を傳へてゐたの 
であらう。 大正の 初、 文部省 _の文藝委員會で編纂した俚謠集には、福岡縣に秋の收穫後の祭に 
用 a る 風流 歌とい ふ もの、 ある ことが 見え、 長 崎 縣西件 築に 1 ^ 乙 私 かとい ふ もの、 事が 見えて 
ゐるが、これも風流の宛字であることは勿論である。千葉縣安房郡にふ 6: 1' し4といふものが 
あつて 多分 降 雲と いふ 字を 宛てるべき であらう とい ふ 說明が 付いて ゐるが 、これ 名 風流 祭で 


.降 雲の 宛字は 牽 强傅會 でぁる ことは いふまで もない。 同書の 正誤表には 此の 兩者 共に 風流の 誤 
として ゐる 。なほ 安房の 風流 祭に 就いては、 嘉永五 年 r 佐々 晋とい ふ 人が 普 利 雨 考とい ふ もの 
を 書いて、 「•雨 大に 至つ て、 四澤普 流す る」 意味 だと 說い てゐ る。 何れにしても、 當時 風流と 
s ふ 言葉の みが 殘 つて、 其の 意味が 忘れられて ゐた ことが 知られる。 又 俚 謠集拾 遣には、 福 岡 
縣八女郡星野村に反哉歌といふもの、ぁることを擧げ 其の說明に「同地麻池神社に於て風淀 
反 哉と 稱へて 、往昔ょぅ 里 俗の 舞樂を 演じ 來 つた」 とい a 、 同地の 國學者 船曳鐵 門の 池の 山風 
流 舞 歌 解と いふ ものを 收めて ゐる ◦又 千 葉 縣の香 取 神宮の 第 舞の 詞を 載せ、 それに 「ぷ 6 やう 
、がま ゐる とい ふの、 が あるが、 此のぶ うやう も 勿論 風流の 訛で ある。 かく 風流と いふ もの 
は、 近世の 初に 凡そ 絕えた やうで あるが、 其の 言葉 だけは 方々 r 遺って ゐて 、古い 面影を 傳へ 
て ゐ るのは ゆかし s ことで ある。 
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七猪 (~ ネ觸れらる」どあり 多聞院 日記 元龜 元年 七月 十六 日の 條にも 「ナラ 中二 ハ ヲドリ 堅以 
停止シ 了ヌ」 ど ある Q 一方 又 同 記 天文 十二 年 七月 十八 日の 條には 「當 年、 ノー  向 風流 等 無し、 世 
上 功 者のぅ つりなる 故 か」 どあるが、これは世上が利ロになつ仁爲に、風流などに手を出さな 
くなつ |: の |: らぅどぃふ意味である0 

喔物どか風流どかぃふものには、これ等の他になほ樣々なものがあっ仁0看聞御記應永ニ十 

七 年 七月 九日の 條に は、 石 清水 八幡宮の 安居 神事 用の 松を 伏 見の 藏光 庵の 山から 囉物 をし なが 

ら曳 1た こ VJ 力 見え 「風流 無し ど雖 も 出立 結構な り」 どある0甘露寺親長の日記文明三年 /\ 

万 六日の 條に 痕瘡 の惡 神を 送る どぃ ふ囉 物の 事が あり、 「所々 囉物 あり、 毎日の事な り」 ど 見 

ぇて ゐる。 明應 二年^ v 月に 奈良押 上に 辯 才天霊 雲 爲 めに、 ms いどぃ ふ 事が あっ 

た。 ( 大乘院 寺社 雜事 記) 下って 天 正 十六 年に 豐 臣秀吉 は大佛 建立の 石 壇を 築かせる 爲め に、 

洛中上下の衆に踊らせて、餅ど酒どを下行し仁0  (多 聞院 日記) 又 毎年 十月 十五 日の 御 日 待に 

は 御所では 御め ざまし どぃつて、 伏 見宮や 尼 門跡から 踊を 懸けられ、 御所から も 其の 御返しが 
あつた0 

先に引用した言繼卿記に吾妻踊どぃふ踊の名が見えてゐる0室町時代も天文頃になるど、こ 
た 南無 阿 彌陀佛 ぃって 踊っ てゐる ばかりでなく， 色々 な 唱歌を 謠 ひ-多少 手の込んだ ■ 


の振が出來て來たのであらうリ天文九年の細川家の風流に奈良踏といふ踊があった。 (鹿苑 日 
錄) 踏の 文字は を ど* 〇 に 宛てた もので あらう。 大坂 本願 寺の 證如 上人の 天文 年間の 日記には 竹 
枝 躍、 龍 田 躍、 松 躍、 笠 鉢 躍、 花 笠 躍'  雪 躍な どの 名が 見えて ゐる 。松 躍と いふのに は 「新作 
せし む」 と S. ふ 注が ある。 竹 枝 躍と いふのは、 笹に薰 衣香と 帶とを 懸けた とい ふ。 神 樂の執 物 
の やうに、 笹を 持って 踊っ たので あらう。 花 笠 躍と いふ. の も、 花 笠を 冒っ て 踊っ たものに 相違 
ない。  、. 

戰國 時代の 濶達な 氣風が 漲って ゐ t: 時代には、 かう いふ 華やかな 踊りは、 頗る 時 風に 投じた 
もの、やうに思はれる。當時の武將は"何れ毛風流に大きな興味を抱いてゐたやうで、信長公 
記 や總見 記に 見えて ゐる織 田 信 長は、 中々 風流す きで、 弘治ニ 年の 盆 踊には 自ら 天人に なっ 
て、 女 踊を したと いふ'  今 川氏眞 も 伊勢 踊 や 兵 庫 踊に 円を 送っ たといは れ 、秀 吉も德 ill 家康 
宅、 同樣に 風流 見物が 數奇 であった。 德川 氏の ニ 代將軍 秀忠は 物堅き 本性に て、 今樣の 風流 踊 
などは 遂に 見た ことがない と 評判せられ たが、 其の 次の 家 光は 非常に これが 數奇 であつ て、 明 
食 洪範に 風流を 好ませられた と あるの も、 例の 風流 韻事の 意味では ない。 家 光の 行狀で 殊に 著 
名な のは、 寬永 十二 年の 踊御覽 である。 此の 時は 諸 大名から それぐ 踊を 見せた ので あるが、 
其の 踊の 記に ょると、 頗る 大規模で、 善美を. 盡した 名のでは あるが、 旣に 風流は 見えて ゐな 
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出來るやぅになつ仁。 

盆の囉物にも勿論風流があつ仁ので、應永ニ十六年には伏見宮の田向家の靑侍達は笈を負つ 

て山伏の#になつ亿。山村の風流は畠山六郞由比の濱合戰人礫の鉢、石井の風流は爲朝が鬼を 

使ふ風情、舟律の風流は勸進僧であつ仁が、をかしな事に、同ニ十九年の石井の風流は又畠山 

六郞人礫であつ仁〇(以上看聞御記)文明五年に、當時京都の亂を避けて、奈良の大乘院に假寓し 

てゐ f: 一條 兼 良に 觀 せる 爲 めに、 大乘院 では 門跡 衆 W 衆徒 どが念佛風流を催し仁が、其の時衆 

徒の 古市 胤榮は _身大黑になつた0.(大乘院寺社雜事記)山科言繼の日記には隨分丹念に此の風 

流の 事を 記して ゐ る。 天文 十三 年には 世上 物 忽の爲 めか、 風流は 停止せられ 仁が、 其の後には 

殆ど 年々 此の 記事が ある ◦殊に 天文 二十 一年には 先づ 七月の 十八 日に 粟田口 衆が 伏見宮 VJ 幕府 

どへ行つて踊つ仁〇翌十九日に上京の風流が山科家の近邊を徘徊し、ニ十日には武家の奉公衆 

の 風流が あり、 二十 二日には 方々 の 人數が 二百 人 ばかり 吾妻 踊を 踊り、 難 波の 櫻、 獅子 等の 風流 

があつ仁。ニ十四日には武者小路の風流小五月會どぃふのが近所を通つたど見ぇてゐる。翌ニ 

十二 年に も又澤 山の 記事が あり、 田舎の 所領に 隱 れてゐ る 公家 衆が、 風流 見物の 爲 めに 上洛し 

• « 

て來 る。 十九 日には 吉田兼 右が 吉 田の 風流を 率ゐて 禁裏に 參 り* 二十日には 禁裏 御 大工に 命じ 
て、 室町の 風流を 禁中へ 祗候 せしめた。 二十 一日に 禁裏へ 參つた 風流の 意匠は 紅葉 狩の 心で あ 


つ S いふ。 墓は— 七 年の 盆には、 大 坂へ 下？、 本願 寺の 下 間 上野— や 大藏卿 以下の 
風流、 西 町、 北 町な ざ の 風流を 見物して ゐ る。 同 十 年の 盆には 粟田口 衆が 吉 田へ 來 て大燈 
爐 二十 ぼか— 點 して、 其の 下で 踊. つ 仁。 此の 時 又 一乗寺の 念佛 踊を も 見た ど ある。 又 正 親 町 
で 明日の 踊の 稽古を し 仁こ^^ 記されて ゐる 。翌年® 烏 丸の 踊には、 人 數五士 二人 何れも 指 
の 衣裳で、 笠には 金銀を 貼り、 四方に 唐絲を 垂れ 白帷白 帽子 腰卷 には ® 繡を 施し 櫸が 
けで、 金 sf 持つ て f、 中には 四 五 人の 幟 持が るる。 又 中 踊は 紅梅© 織物 f る。 
元 龜ニ年 七月 十七 日に、 禁裏 北 御門 產の 外に 盆 P あつて、 霊は 七士 一一 あつ 仁。 二十 音 
の上京中の風流は前代未聞の見物で、先づー條室町以下の町»の風流は雪に鷺、西陣ニ十ー町 
» では田値ど座頭の淨瑠璃で、當日‘第ーの見物であつ仁。次に立賣組は薦僭の尺八等絹屋町 
トリ 鐘 鑄 等 以下で ば、 道 明 寺、 西 王 母、 黑主 等の 風流で、 各 結構 金銀 金 爛段子 唐 織 織 
物、 紅梅 等 綺羅を 盡 し、 町々 の 見物の 衆 十 餘萬人 ど 注せられ てゐ る。 此の 通り 此の頃の 厘 疣 
W いふ ものは、 思 ひ 切つ-^ 贅澤千 萬な もので、 天文 二十 一年の 奈良 中の 物心 踊には、 町中の 金襴 
を買盡して、和泉の堺まで人を遣つて買はせ仁が、折節堺でも賣切れて、僅に四五端しヵ買つ 
て來なかつ仁ど、興福寺賢忍房良尊の大般若經奥書に見えてゐる。されぼ時々風流も禁止せら 
れる ◦春 日社權 神主 師淳記 明 應六年 七月の 條に 「踊 風流 以下の 事は、 明日ょり 停止すべき 由、 
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此の頃の 盆 踊は 念佛喔 物 どか 念佛 風流 ごかいは れてゐ た ◦看 聞 御 記に よる ど (應永 二十 六 年 
七月 4四日の條) 「念佛 を 申して 拍 す」 ど あり、 甥海會 寺の 季 弘大 俶の 日記 蔗 軒日錄 文明 十八 
年 七月 十四日の 條に は、 「夜間 鐘 鼓擊撞 、阿彌 陀を唱 ふる 聲 天地を 動す、 此の間の 風俗な り」 
ど あるから、 南無 阿彌 陀佛^ - ど念佛 しながら、 笛 や 鉦な Vi で讎 しなが 踊つ たので あ、 らう Q こ 
れは 時宗の 踊念佛 ど いふ ものに 似て ゐる から、 其の 間に 何 か關 係が あるので はない かど 考 へら 
れ る。 併し 盆跟に も 唱歌を 謠は なかった のでは なく、 實隆公 記には， 享祿ニ 年 七 弓 卜 一日に、 
桂 首座 ごい ふ， 禪僧が 三 條西 家を 訪ねた ので、 實隆は それに 「拍子 物 小歌の 料」 どして、 和歌 ニ 
十 首 書いて 與へ たこ が 見えて ゐる 〇 これは 其の 數日 後に 行 はれる 盆 踊の 料で あつたので あら 
う。 山 科言繼 も、 元 龜ニ年 七月に、 島山 次郞 から 賴 まれて m、 象、 だざいの 三色 
⑷ 唱歌を 作り’ 嗟峨の 方からの 所望 fr VJ ぃふので、 勘 修寺晴 右の 賴みで 、 

りの 二色を 作って 遣った。 た：^ に 唱歌を 作って 遣った ばかりでなく 、頃の 調子を も 付けて 遣っ 
たので 町人 達が 其の 家へ 稽古に 來た こどが、. 其の 日記に 見えて ゐる 0 これ も 七月の 事で ある 
か、 ら盆 踊の 料で あらう。 

その 頃の 盆 踊は、 例へ ぼ 看 聞 御 記に よれ ぼ’ 石 井、 舟津 、山村な ど、 伏 見地 下の 村々 の單位 
て 踊られた やうで あり 公家 衆の 日記に よる、 こ、 京都では、 各 町、 或は 大規模な 場合で よ西萆 


二十 一町 W か產組 W かいふ 町組單 位で 踊られ、 大乘院 寺社 雜霊や 多聞院 日記な ビ奈良 方 
面の 1 にょ I、 奈 良では—々 單 位で 踊っ 仁 やうで t。 其の 他 S 々で sf あ 
り、 又 禁裡 及び 院 S 所？ に祗 候の 人々. 或は 武家— な— 踊— る。 そして 武家 か 
—裡 に、 或は 禁裡から 仙 洞 御所に 踊を 御覧に 入れる ◦これを 風流を 懸ける どい ふ。 それ に對 
して 又 其の 御返しの 踊が あった 0 

これ 等の 踊は 燈爐 を點し 連ねて、 其の 下で 踊る ので ある。 其の 燈爐 どい ふの も々 「日の 地口 
行燈の やうな ものでは なく， 大きな もので、 其の上には 色々 な. 風流の 作物が ある。 それが 又 操 
になっ て、 火を 點す VJ 動く やうに なって いる 0 應永 二十 八 年 伏 見 石 井の 念佛喔 物て は 德爐に 
茶屋を 建て、 其の 內に喝 食の 人形が 居っ て、 火を 點す ど、 金を 打っ て 舞 ふ 操に なって ゐ仁 ◦同 
三十年、山村から石井に懸け仁念佛囉物には林間酒を1めて紅葉を燒くどいふ朗詠の、心の燈爐 
が あっ 仁。 石 井の 返しには 石 引の 鉢の 燈爐 で、 騎馬の 者 一人が 先に 立ち、 其の 次に 石を 作り 
石の 上に 人 f 立て、 大勢 が繩 を 付けて 引く 風情 J る。 舟 律の S は 朝 比奈 門 破 Q 風情で、 
朝 比奈が 馬に 乗り、 七道 具を 著け、 又 武者 ニ 騎を率 ゐてゐ る。 又勸進 僧の 燈爐が あり 十 人は 
かりの 僧が 鉦を 打っ 操で ある。 かう いふ 霞は 當時奈 良で® に靈 せられ 奮 燈媳 f j 
每年 盂蘭盆の 頃になる と、 方々 から 公家 や 武家に これを 進献 し、 燈爐 御覧 どい ふやうな 行事が 


筑前博 多に、 幕末の 頃まで、 每年 正月 十五 月に 松囉 どい ふ 事が 行 はれた ◦今 も 其の 遺風は 存 
して ゐる どい ふこ VJ である ◦これは 各 町から、 それ 男女 華やかに 著 飾り、 十歲 ぼかり の 男 
の 童に、 天 冠を 戴かせ、 舞 衣を 著せ、 踊 屋臺に 載せて、 笛 や 太鼓、 三味線で 喔し ながら、 祝言 
の 歌を 謠ひ 、十四日の 夜、 一夜中 市中を 屋臺を 挽きながら 練り 步 き、 十五 日 未明に 福 岡の 城に 
抵 り'  各 町 それ <^、追手の門を叩いて開門を待つてゐる〇夜が明けるど城門が開かれ、本丸 
の廣舖 に參 って、 舞 童が 舞を 奏し、 酒饌を 頂戴して 歸る ので ある。 兒は 最初 謠の高 砂， 老松の 
切を 謠ひ ••其の後 祝言の 歌を 謠ふ ◦其の 歌 どい ふのは 博 多の 商家 富 田 蘭洲の 作、 觀世宗 閑の 節 
付 VJ いふ こどで ある。 其の 詞も むげに 新しく、 決して 中世の 松 _ の 風を 傳 へる もの どは 考 へら 
れな いが'  併し 此の 風 もやは り 古い 松囉が 形を 變 へて 遺っ たもの ど 思 はれる。 

ヒ月になるど秋が立つが、ま ?: -^暑い。日が暮れても、いつまでも戶外が戀しい時節であ 
る。 最も 踊な V> に 都合の い S 氣節な ので あらぅ。 近世に ある 七夕の 小町 踊な どは 此の 時代に 
はまだ見えないが、今日も盛な盆踊は旣に此の頃からあって、寧ろ風流の_物の間でも最も盛 
な、 其の 王座を 占めて ゐた やぅで ある。 此の 時節は 暑い 上に、 無 雨期が 長く 續く ので、 やはり 
昔から 雨 乞が 頻に行 はれた。 其の 雨 乞には 猿 樂の能 や 相撲な ざ も 行 はれた が、 風流が 最も 多く 
行 はれ、 又 雨が 降った どいって は 願果の 風流が 行 はれた。 
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松讎に は當 時の 囉 物の 事で あるから'  勿論 風流が あった。 看 聞 御 記に ょって、 伏 見地 下の 寸 
付の 風流を 抬 上 げて 見る ど. 「種々 の 風流 舞樂を 摸す」 どい ひ'  「風流 鶴龜 舞、 種々 異形 逸 興 
なり」 ど あり 或は 「九郞 判官 奥州 下向の#」 「車 一輔 かぶ 木を っむ* 緞子を 以て 裹み 、大持 
引く 鉢」 「毛 車 金 銅 緞子に て 張り、 官 人拜賀 、僮 僕雜色 以下 其の 儀を 整 ふ」 「布袋、 大黑 、夷、 
毘舍門 等」 「番 匠 棟 上の#」 「流鏑馬の 鉢」 「五條 立 傾城の#」 「田 樂の鉢 」 「師子 舞、 •王 舞」 
「淸凉山の！^: 文殊 師 子等」 「蓬萊 島龜」 等が あった こ と が 見え， 永享九 年の 女房 公 囉に 
は 「駒 舞 唐人 種々 の寶 物を 捧 C 桂 女の 風情」 等が あった。 満濟准 后 日記に 據る ど、 永享 7C 
年の 卩 跡の 松囉に は | 船 笠 等の 造 物 在り」 ど いひ、 永享ニ 年の 赤松の 松喔 には 「一番に 遁 -ffi: 者 
(讃阿 S 號 す) 烏帽子、 水 干に、 如意 寶珠を 持ち、 一興を 申して 退出、 其の後 福祿壽 、去年の 
$ し £ て 物數册 一色 ど 云々 善を 盡し 美を 盡し 了ん ぬ」 VJ あり、 同年の 島山の 松囉 こま 「花 
の 枝を 持っ 童形廿 人、 水 干、 立 烏帽子、 最前に 赤 仕 丁の 六 人の 兒 、次に 延年 衆 數十人 在り、 大 
衆 舞 並に 兒亂 拍子 在り、 南都の 延年を 移す か、 其の 興 殊に 少から ず、 此の 一興 一 鼻 分な り、 セ 
の 如く 色々 十一 鼻 か、 善を 盡し 美を 盡すな り」 ど ある 〇 此の 「一 鼻 分」 ごか 「十一 鼻」 どかい ふ 
はな ごい ふのは 風流の 一組の こどで、 雷 御 記には 頭の 字が 宛てられて so 
此の 風流は いは ^ 松 攤の餘 興であって、 松囉 の本體 はやは り 群集の 踊な ので ある。 松の， 靑ど 


いふ 狂言に、 松囉の 稽古を するどて、 「松 やに-^ や* 小 松 やに^^ や」 どいつて _ さ うどい 
つて 相談す る こどが ある。 勿論 松囉が すべて かう いつて 囉 やした ものでは ない こどは 明で ある 
が、併しかういふ風に何か_の唱歌があつたらうどいふこどは推察せられる〇又將軍義敎が當 
日 見物した 畠 3 : の 松 * の 歌詞を 書いて 出す やうに 満濟に 命じた こどが、 准 后 日記 (永 享四年 正 
月 二十 八日) に 見えて ゐ る。 伴奏の 樂 器は 他の 風流 ど同樣 であらう が、 東 寺 執行 日記の 永享九 
年の 女房 松囉の 記事に ょる ど、 鞮 鼓、 八 撥、 大 % 鉦、 笛 等で 囉し たど ある。 

看 聞 御 記に 所謂 京の 松囉卽 ち 唱門師 の 松喔で は 風流は 無く、 其の 替 りに 後に 能を 勤める ◦伏 
見宮 に參 つた 唱門師 は， 柳 原の 犬 若の 他に 北 畠 及び 蝶 阿な ざの 名が 見えて ゐ る。 北 畠 も 唱門師 
村で. •蝶 阿には 柳 原に 非す どい ふ 注が あるが、 どこの 唱門師 であるか 明では ない。 北 畠は 曲舞 
のど ころで も 述べた やうに、 こ、 からは 萬歲も 出て、 萬歲の 後に 曲舞を 舞つ たので ある。 萬歲 
は 古く 正月 上 元の 夜に 行 はれた 踏 歌. に 源を 發し たもので あるが、 それが 年頭の めでたい 行事で 
ある VJ ころから、 單に 年頭の 御 祝儀に なつて しまつて、 かう いふ 唱門師 の 徒の 身 過の 料に なつて 
しまつた。 松喔 もやは り 年頭の めでたい 囉物で あるから、 同じ 道を 踏んで、 彼等の 生活の 方便 
になつ たので ある。 唱門師 村の 內から * 犬 若 どか 蝶呵 どかい ふ 唱門師 が 權門 勢家を 訪れて 
めでたい 祝儀 ど して 松 雛を 踊り、 其の後に 能を 勤た ので. ある。 彼等は 平常は 手猿樂 どして 能樂 
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務めた が、 別な ものであった やうに、 松 _ も 觀世大 夫が 勤めた けれども、 能 どは 違 ふので あ 
る。 然らば 松囉 どは 果して どうい ふ ものな のか。 それは 幕府の 年中行事に 固定して しま ふ 以前 
の ものを 眺めなければ ならない 0 

松」 _ の 事は 應 永の 中頃から 以後の 日記に 屢 見えて ゐるが 、それょり 古くは 餘り迴 る こどは 出 
來ない 。恐らく 後 崇光院 の 看 聞 御 記が 其の 早い 例で あらう。 併し 満濟准 后 日記 永享 元年 正月 十 
三日の 條 に、 赤松 満祐の 手の者が 幕府に 來て 松_ をす る 記事が あって、 此の 事は 足 利 義満が 幼 
少の 六歲の 時に 播州に 下向した 折に、 赤松の 內者が 、それを 慰める 爲めに 寄 合って 催した、 それ 
以來の 佳例で ある ど 見えて 居って、 義満 の六歲 どい ふ ど、 正 平 十八 年 卽ち貞 治 ニ 年の 事で ある 
から、 少 くも 吉野 朝の 頃、 事に ょる ど顏 金 時代の 末まで 遡り 得る もの かも 知れない ◦看 聞 御 記 
に 見えて ゐる どころ では、 伏 見の 地下 卽ち 山村、 木 守、 三 木、 石 井、 舟津 等の 利々 から 伏見官 
へ參 って 松囉を 御覧に 入れ、 又 殿原 松柏 どいって、 御所 侍 や 庭 田、 田 向 家 等の 靑 侍の 松 囉も參 
り、 何れも 酒肴を 頂戴して、 亂舞 して 歸 って 行く、 又 京松囉 どいって 柳 原の 犬 若 どい ふ 手猿樂 
が 參 って、 松囉の 後に 猿樂の 能を 勤め、 又 酒 饌を賜 ひ、 祿 物を 頂戴して 行く。 満濟准 后 日記では 
諸 大名の 松喔が 幕府に 來て讎 し、 又 觀世大 夫が 松_ を 勤める。 三 寶院の 門跡 祗 候の 輩 及び 寺領 
の松_ が 來る こ、 こが 見えて ゐ る。 萬 里 小路 時 房の 日記 建 內記等 公家 衆の 日記では、 幕府から 大 


名の 松囉を 叙 覽に 入れる こどが 見え、 又 小犬 どい ふ 手 猿樂が 禁裏に 參上 する こどが ある シし 
後に S1 どい ふ 論 5 參內 する。 St  iu.f 《永 享 一一 一年 正月に 「洛 S 
義松バ ャシ ァリ」 ど あ. って、 京都 中の 町人が 大懸 りな 松囉を 催した もの ど 解せられ る。 東 寺 執 
行 日記 永 享九年 正月 十一 日の 條 には 「京 中 町の 女房 松、 X 了 ご 一 テ花ノ 御所 參 、四 條町 女房 沙汰 
ス 、上意 也、 之ヲ 初ム」 ビあ .って、 京都 四條の 町の 女房が 計 書して、 將 軍の 意向を 奉け て 初め 
た 町人の 女房 だけの 松喔 が、 幕府の 三條 邸へ 行っ たどい ふので t， 越えて 十四日には 絲 座' 
コクの 座、 生魚 QS 商人の 女房の 松讎が 幕府へ 行っ 2 見えて— 此の 事は 霞 御 記に も 
見えて 吾った ので、 始め 正月 二日、 幕府の ある 三條 町の 女房が 始めて 十一 日には 六角 町の 六 
座の 座 人の 女房が 寄 合で 催し、 十四日には 五 方 寄 合の 女 松嘰が 催された ので ある。 東 寺の 二十 
一口 方 評定 引 sis 院御 1 の 供 僧の 麗 に、 寺 中の 雲、 中 居 8© 松 f 禁止した 
どころ が、 これは 一つには 祝儀で あり、 一つには 遊戯で、 それ 程 害の 無い もので あり、 諸方を 
C ® して、 漸く 準隨 した ものを、 今更 止めさせられる ど、 面目を 失 ふから 許して もら ひすし 
V! 願っ て 出た どい ふ 記事が ある ◦これらを 相對 へて 考 へる ど 當 時の 松 _ ど いふのは 昔奈良 
朝、 平安朝の 頃、 正月 上 元の 夜、 京 中の 士女が'  漢土の 風俗を 摸して 踏 歌した $ く 正月の-用 
儀 どして 京 田舎の 土民から 侍まで、 讎物卽 ち 踊を 催した こどを いふので ある 0 
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諸 大名し も 本願 寺な ど にも 行 はれた。 黑川道 祐の日 次 記事の 正月 初 三日の 條に 「公武 兩家 松柏 
子 有り、 倭 俗 正月 三日ょり 十五 日まで 謠を唱 へ 或は 鼓舞を 爲 す、 倭 俗 之を視 して 松 拍子 VJ 稱 
す、 松は 長久の 義を 取るな り」、 と あって， 正月の 謠 初の 事を 祝って 松 讎 どいった ど 解して ゐ 
る。 江戶 幕府の 年中行事は 多く 室町 家の 例を 襲っ たもので あるが、 室町 幕府では 正月 四日に 謠 
初があり、十四日に松喔が行はれたので、明に謠初ど松_どは別なものであった。室见家の年 
中 行事の 事を 書いた 長 祿ニ年 以來申 次 記、 殿中 申 次 記、 年中 定例 記、 室町 家 殿中 假名 日 次 記、 
公方樣 1£ 月御事始之記等には明に謠初ど松囉どは區別してゐるのである。幕府の政所別當伊勢 
氏の 被 管 人蜷川 親元の 日記に も、 例へ ば 寬正六 年の 條下 には 四日に 謠 初の 記事が あって、 其の 
十四日には又松_の事が見えてゐる。併し此の幕府の松囉の行事の日次は必すしもー定してゐ 
ない ので あって、 古く 永享 頃には 二月に 入って 行 はれた 例も屢 あり、 又 文明 頃には 正月 二十 五 
日、 二十 六日に 行は れてゐ る。 年中 定例 記に も 「常 德院 (足 利 義熙) 殿御 代には 廿 五日に あり」 ど 
いって ゐる 。かぅ いふ 幕府の 年中行事 もせい 文明、 長 享頃卽 ち 義熙の 頃まで 行は れてゐ た 
が. 義材卽 義植の 代 以後では、 幕府に 常 主な く、 戰亂が 續 いて 年中行事 も 型 ばかりにな ってし 
まった Q それ 故 「其 後 御懸 にて 松奏 在り、 是 はー亂 以前の 事な り」 (殿中 申 次 記) どい ひ、 「或は 
いにしへは 松 ば やし あり」 (年中 定例 記) どい ひ. 又 「古は 今日 松 御 庭に て 松 ば やし あり」 (室 


町家 殿中 假名 日 次 記) ど いつて ゐる やうに、 後には 松囉 も退轉 してし まつた ので、 謠初も r 應 
仁之亂 前までは、 今日うた ひぞ めどて」 (年中 定例 記) どいつて ゐる やうに、 これ も 正しく 行は 
れす 、後には た V 觀世大 夫が 御 目 見す る ばかり どなつ てし まつた。 かく 謠初も 松囉も 形式的に 
なつてしまつたから、此の行事を承繼い ?: 江戶の幕府に於いても、謠初ど松囉どは混同せられ 
たので あらう 0 

室町 幕府の 松囉の 行事 どい ふのは、 當 日夜、 御 西 向の 松の 御 庭卽ち 鞠の 懸 で、 觀世 太夫が 來 
て 勤める。 將軍 ど 御臺 どは 簾 中から 見物す る。 管領 以下の 諸 大名 やら 近 衆の 侍、 又 日 野、 三 
條 、烏 丸 等の 公家 衆も拜 見し、 義敎の 時には 五山の 僧侶 も 相伴した。 大 夫は 松 喔を 勤めて 後 
一 y 更に 能を 十番ほ ど 舞 ふ。 大 夫し は豫 ねて 習禮 卽ち豫 習の 日に 萬疋 、當夜 又 萬疋の 折紙を 下 
行せられ、 御 臺から は 唐 織の 小袖 十 襲 下される。 大夫 はこれ を 著て 松讎を 勤める の tr どい ふ。 
當日諸 大名からは 一献 料を 献 Jh する ので * る。 

かういつただけではま |: 松_どいふもの、事は明にするこどは出來ないだらうが、松讎どは 
能樂 どは 別な ものである こどは 知られる であらう。 卽ち 觀世大 夫は 松囉を 勤めた 後に、 其の 家 
の藝 である 能を も 勤める ので、 それは 恰も 毎年 正月に 權門 勢家を 訪れる 千秋 萬歲が 、萬 歲の言 
立を した 後に、. 其の 專 門の 職なる 曲舞を 舞つ たの ど 同じ 事な ので、 萬歲 VJ 曲舞 どは 同じ 藝人が 
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踊を せらる、、 當 年は 中 踊に 鬼が 責る どころ をせ うどい はれた」 というのは 卽ち これで ある。 

此の 傘 銻ど中 踊 どを 取卷 いて 二重に も 三重に も 輪に なつて 踊る。 これを 立 衆 どか、 蹈衆ど 力 
踊 衆 VJ かいふので ある。 此の 時の 踊 衆は 何れも 紅の 生絹に 金箱を 押し、 龜 甲、 雲 立 涌、 或は 籠 
目な ざに 染め分け、 笠には 金銀を 泥み、 結 花を 飾付け、 金銀の 扇を かざし、 造花を 持ち、 草鞋 
に 至る まで 紅に 染め 1 金箱を 付けた。 踊 手の 內に歌 上げ VJ いふの が 大抵 二人 あつて それ 力 音 
頭を 取り、 總衆が これに 和して 謠 ふ。 此の 臨時 祭の 時の 唱歌は 道行の 歌 どて 

豐國 の-—、 神の 威光は いやましに、 萬 代まで も 久しくめ でた しどうた ひて いざや 神を 
す ^' しめん'此神をいざやいさめん、 

芡 踊 歌には、 

月夜に おり やれ、 月の 夜に おり やれ、^^、 雨の ふる 夜は 中々 ぬる か、 月の 夜には、 心が 
そべ ろに あこがれて. うはの そら、 ながめ 一め も、 ぬる 夜な き 身の、 月の 夜は いや 
返り ざまの 歌 どて、 

戀し やさても おゆかし のみや、 行て はかへ る、 かへ りて は 行、^^、 

ビ いふの が あつた 。此の頃の 踊の 唱歌の 內に は、 小歌 どして 閑吟 集な ざに 載せられて ゐるの 
も、 恐らくは 少く あるまい が、 每 年の 風流に、 其の 都度 新作せられ た 唱歌 も あつたので ある 0 


狂言の 若菜に 見えて ゐる 

木 かう し <• ■大 原木 召され 候へ、 大原靜 原 芹 生の 里、 朧の淸 水に、 影は 八 瀬の 里人、 知 
られぬ 梅の 匂 ふや  < 、此の 藪 里の 春風に、 松が さき 散る 花まで も、 雪は こぼれて 春寒 
し.， 大 原木 召されょ、 大 原木 召され 候へ 

どい ふ 小歌は 西國 諸家 盛衰 記の 宗麟 風流 躍 見物 事の 風流の 記事 中 仁 見える から、 これ も當 時の 
風流の 唱歌 どして 謠 はれた ので あらう。 これが 後の 歌 舞妓の 大 原木 踊になる ので ある。 樂器は 
笛、鼓は勿論、太鼓、銅拍子、尺八、篠なざ、何でも賑に鳴るものは皆用ひられた樣である。 

風流には 今 も 述べた やうに， 祭禮の 風流 も あれば、 物詣の 風流 も あり、 •なほ 今日 も ある やう 
に、 盂蘭盆に なれば 盆の 風流が あり、 又 雨 乞な ざ. の 風流 も あった。 そして 毎年 年頭には 松囉の 
風流が あったので ある。 

松 * VJ いふ 言葉は、 今日 一般に 用 ひられて ゐる どころ では、 かう いふ 風流 どい ふ もの， こは 全 
く 違っ たもので ある ◦卽ち 正月の 始めに 行 ふ 能樂の 拍子 或は 謠 初の 事を いふので、 松 ど いふの 
は 門松 や 松飾な Vi を 聯想せられ て、 何 VJ なく 正月に 緣の ある 言葉で あるから、 正月に 行う 拍 
字を松_どいふど解せられてゐるらしい0かういふ用例は己に夙く近世の初期からあつたらし 

い。 江戶の 幕府では 正月 三日の 夜謠 初が あって、 これを 又松_ どもい ったので ある。 此の 事は 
九負流  ニ 九 
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どころ の弘 長制符 には、 「諸 社 祭の 供奉 人、 綾羅 錦 * の 装束、 金銀 珠玉の 風流は 之を 禁止す ベ 
し、’ 就中 道祖神 已 下の 辻 祭には、 幣帛の 外、. 風流の 過 差、 飛礫、 一向に 停止に 從 へ」 ご 制せら 
れてゐ る。 これに ょれば 祭禮の 風流は 貴族 社 會の物 數奇ば か， りで なく、 庶民 階級の 辻 祭に も あ 
ったので、 これ 等 辻 祭の 風流 どい ふのは、 近衞 使の 車 や 物見 車な ど が あった ど 思 はれない か 
ら 、結局 それは 踊の 風流で あったので ある。 

然らば なぜ 踊の こど. を 風流 VJ いふか どい へば、 當 時の 踊の 團體 には 風流の 造 物を 持 出し、 又 
風流の 假裝が 出た からで ある。 其の 事は 大體 前に 例に 出した 看 聞 御 記 や 満濟准 后 日記の 記事で 
も 推察が 出來 ょぅど 思 ふ。 其の 頃の 踊には 地 藏參詣 の 風流の 樣に 、行列して、 踊りながら 行く 
の も あり、 又 今日の 盆 踊の 樣に、 一所に 輪に なって 踊る の も あった。 此の 輪に なって 踊る 最も 
規模の 大 いものを 大踊 どいった。 そして 風流の 造 物 も假裝 も、 其の 何れに も あった ので ある Q 
ィャ 行列 ど 輪に なって 踊る の ど は 別な ものでは なく、 行列し で嘰しながら踊つて行き、要所々 
々に 行 著く ど、 そこで 輪に なって 踊っ たので ある。 これ 等 踊の 團體 には 先づ 風流の 花 傘 どか 傘 
銻 どかい ふ ものを 持 出す。 これは 大きな 唐傘の 緣に綾 や 錦を 垂れ、 銻の 上に 色々 な 造 物を 取 著 
けた もので、 今日の 祭禮に 出る 山の 起源を 爲す ものである。 此の 他に 大黑 、こか 唐人 どかに 假裝 
して 出る ものが ある ◦これを 風流の 一っ 物 どいふのである〇其の他 0 踊手は錦繡を载縫った揃 


の 衣裳を 著て 出る 聱澤千 萬な ものであった。 此の 行列の 風流を 描いた 繪に北 野 神社 祭 禮繪卷 が 
ある。 これは 應永 頃に 出來 たもの かど 思 はれる。 其の 理由は 應永 本の 融通 念 佛緣起 ど 全く 同一 
の 構圖の 部分が あるから である。. 恐らく 同じ 書家の 筆に なつた もので あらぅ。 これには 笠に 造 
花を 取り 著け、 腰に 御幣を 挿した 踊 手が 歒を摺 って 踊り、 後には 龍 や 天狗の 風流で 踊って ゐる 
ものが 描かれて ゐる ◦圖樣 は 至極 簡單 であるが、 百 人 二百 人の 團體で 踊った ので あるから、 實際 
は遙に 盛な 事であった らぅ。 大 踊の 樣 子は 少し 後の ものでは あるが、 豐國 神社の 臨時 祭の 繪屛 
風に 委細に 描かれて ゐる ◦これは 當 時の 最も 大規模な 完備した 踊の 一形 式を 見る こどが 出 來る 
上に'  繪も 極めて 緻密で ある。 此の 臨時 祭 どい ふのは、 慶長九 年 八月、 祭神 豐臣秀 吉の七 周忌 
に當 って， 特に 重々 しく 盛に 營 まれた ので、 先づ 十四日に 祭禮が あり、 寶前で 新作の 猿 樂や田 
樂な ど が あって 翌十五日は京中の悠を'ビりである。上京から三百人、下京か、らニ百人 何れ 
も 百 人を 一組 どして、 神社の 樓 門前で 踊り、 又 禁中へ 參 って、 風流を 天覽に 入れた。 各 組に 風 
流の傘鉢をー本づ、持ち、其の傍に風流のーっ物が踊ってゐる。ーっ物には或は四天王，或は 
唐人、 或は 大黑 、戎 、又は 高野聖、 念の 入った ものでは、 比丘尼の 胎んだ のを 先に 立て S、 坊 
主が 其の後から 團 扇で 扇いで 行く の や、 富 士の卷 狩、 一の 谷の 逆落しな どが あった。 此の 一っ 
物 ど 共に 踊る ー團が ある。 これ 等を 中 踊 どいった。 狂言の 瓜 盗人 「いっも 盆に なれば 若い 衆が 
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惹い たもので、 當 時の 記錄に 見える 祭禮の 記事には、 每度 必ず これを 特記して 居り、 又 年中 行 

事繪卷 VJ か 文 永賀茂 祭繪な £' にも、 其の ■子が 描かれて ゐる 〇 文 永賀茂 祭の 繪卷に は 牡丹、 こ ^ 

菖蒲 どの 風流を 著け た 放免が 居り . 年中行事 繪卷 の日吉 祭の 圖に は、 秋の 野の 風流を 付けた 馬 

副 等が ゐ る。 又 徒然 草に も、 放免の 付 物に 異樣な 紺の 布 四 五段で 馬を 作り、 燈 心の 尾 髪を 取り 

付け、 蜘蛛の 巢を 書いた 水 干を 著け たどい ふ 有名な 記事が あつて、 色々 な ものに、 屢 引用 せら 
れてゐ る 0 

風、％ はか S る服裝 仁 けに 止ら す 雜多な 道具 や 進物な VIU も 飾られた。 殊に 賀茂 祭の 近衞使 
の 飾 車 や、 見物人 Q 物見 車の 風流は 頗る 聞え てるる。 台 記に 論 ニ年奚 茂 祭に、 日記の 記 主 
宇治 左大臣 賴 長の 子 左 中將隆 長が 物見の 車の 伊豫 簾の 懸緖 に花柑 子、 左右の 簾に 千島の 風流を 
著け たこ〃 ひ 山槐 記に 治 承 三年の 祭に 近衞 使の 車に 五節の 風流を 付け、 明月 記に 承 元元 年 
の 祭の 近 衞使右 少將實 隆の車 には、 催馬樂 の 伊勢 海に 因んだ 風流を 著け たど ある 0 文 永賀茂 祭 
の繪卷 には 「使は 中 將陸良 朝臣、 いま V 少將に てわた o れけ り、 かの 家に 舞樂 の 具を 風流に つ 
けたり、 かざり 車は 定 りて 樂屋に つくり 弘長 制符の 後には、 近 衞舍人 も 略せられ て、 馬 副 ば 
力り なり」 VJ いひ 繪 には、 上 葺ど下 立 板 どに 幔幕を 張り、 W ど 袖 格子の 所に 童 舞の 姿を 書き 
つけ 簾に 鼉太 鼓を 描き、 物見に 樂 器を 懸けた 車の 圖が ある。 これは 卽ち隆 良 朝臣の 家に、 累 


代 定まった 意匠の 風流 車な ので ある。 又 祭の 供奉 人な ざの 笠 或は 差 傘に も 色々 の洲 濱や臺 盤な 
ど の 風流を 付けた 繪が 、これ 等の 繪卷 にも 見えて ゐる 。これは 卽ち 風流の 花 傘 どい ふ もので あ 
る。 又 此の 他 五節の 櫛 棚、 寺院への 布施 物、 權 門への 献上 物な ざに も、 それ t 色々 の 風流を 
競ぅた ので ある。 

風流は 此の 樣に 、結局は 奢侈の 競爭 .こなる ものであるから、 當 時の 識者 もこれ を 憂慮し、 朝 
廷も 平安時代の 末から 鎌倉時代を 通じて、 度々 發 布せられ た 制符卽 ち儉約 令に も、 每度 これに 
言及して ゐられ る。 中 右 記の 永久 三年 四月の 條に 、日記の 記者 藤 原宗忠 は、 祭の 時の 廳の 放免 
が'  錦、 紅 衣を 著け、 鏡、 鈴な ざの 風流を 付ける のは 過 差の 至りで あるから、 制止し ょぅ、 こい ふ 
こどを 申し出して， 白 河 院の御 許を 得た こどが 見えて ゐるが 、徒然 草に も 蒹好 法師は 放免の 
風流の 過 差を 嘆いて ゐ る。 延久ニ 年の 制符 には、 使廳 の放囚 に絕の 類を 着せる のを 禁じ、 又 金 
銀錦繡 等の 風流を 停止し、 又 京畿諸 社の 祭の 供奉 人の 風流、 佛 寺の 布施 物の 風流、 五節の 櫛 棚 
の 風流、 田樂 等の 衣裳の 風流 等を 停止して ゐる ◦建曆 ニ 年の 宣 旨には、 賀茂 祭に っいて、 「斤 登 
車の 風流、 僮 僕の 衣裳、 空しく 十 家の 產を 費し， 偏に 一日の 美を 擅に す、 禁 奢の 法、 豈に 以て 
然るべ ■からん や」 ど ある。 寬 喜の 制符に も、 前 度 ど 略 同樣の 規定が あり， 延應ニ 年に も 1 特に 

賀茂 祭の 風流 等の 奢侈を 禁じられて ゐ る。 殊に 弘長 三年の 新制 符 、卽ち 文 永賀茂 祭繪卷 にい ふ 
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る。 是 等に ょって 當 時の 風流 ど いふ 踊の 樣 子は ほ V 髪髴 する こどが 出來 るで あらう。 

此の 看 聞 御 記の 御文 章の 中に 「風流の 拍 物」、 こか 「地 藏拍 物」 ど か ある 拍物 どい ふの も、 
はやし もの VJ いって、 又 踊の 事で ある。 墻囊抄 に 「年始の 風流を はやし 物 ど 云は 何の 字ぞ」 ご 
いふ 一章が ある。 又 此の頃の 辭書な る 下學 集に も、 風流を 解して 「風情の 義な り、 日本の 俗拍 
子 物を 呼んで 風流 どい ふ」 ど 註して ゐ る。 要するに 今日い ふ 踊の 事を 當 時は 風流 も囉物 ども 
いったので ある。 三條西 實隆の 日記には 踊の 事を 「踊躍 拍子」 ども 記して ゐる 。狂言の 紙 園 
に 厥 園會の 踊の 相談を する こ VJ が あって 立 衆の 歌に  . 

色々 の-^、 祗園囉 に 吹く 風の、 笛を 吹き、 鼓 打ち、 風流の 品ぞ 面白 や^^ 

ど謠 ふこ VJ が ある。 此の 祇園 _VJ いふの も、 祇園 會の 踊の こ VJ で、 今日 祇園 會の 日に、 銘や山 
の 上で 「コン^^ チキ チン、 コン チキ チン」 ご囉してゐるのを祇園_どいつてゐるのどは違ふ〇 
又 狂言の 柑子 俵に も 蘭 罪人に も 「これに 幸 ふりう の 面が ある」 VJ か 「こ、 に 風流の 面が ござる」 
どか ど いふ 風流の 面 ど いふの も 風流の 踊に 胃る 面で ある。 - 

踊の 事を 麟物ど G ふのは 笛 や 鼓の 拍子に 連れて 踊る からで 尤な こどで、 少しも 不思講 で 
はない が、 これを 風流 どい ふのは 其の ま、 では 頗る 解し 難い こ、 こ、 いはなければ ならぬ 。元來 
風流 どい ふ 言葉は 特殊な 意匠を 巧んだ 作物を いったので、 かう いふ 用例は 己に 平安時代から 色 


色な 物に 見えて ゐ る。 今昔 物語 (卷ニ 十四) に、 或る 旱魃の 年に、 高 陽 親王 ど 申す 方は 其の 
御田に、 四 尺 許りの 童の、 左右の 手に 器を 捧げて 立って ゐる 形を 造って 立てられた。 其の 器に 
水を 入れて 一杯になる ど、 自分の 顔に 流 かける 仕懸 になっ てゐ る。 人々 は 面白がっ て、 其の 器 
に 水を 汲み 入れた ので、 御蔭で 其の 田は 水が 十分に なった 。それを 物語に 「此ン モ 御子 ノ極メ 
タ A 物ノ 上手、 風流 ノ至 A 所 也トゾ 、人 讃ヶ  <ト ナム、 語リ傳 ヘタ /> トャ」 ど ある。 又 今 鏡 
(卷 ニ、 もみぢ のみ かり) に 「百 鉢の みあかし、 一度に ほどなく そな ふる ふりう おぼしめしょり 
て」 ども ある。 かう いふ 意匠を めぐらした 作物から， 延いては 意匠を めぐらした 裝 飾を も 風流 
ビ いった ◦極度に 贅澤 になった 平安時代から 中世 期を 通じて、 晴の 場合の 衣服には 色々 奇抜な 
意匠の 裝 飾を 著け た。 それは 單 に文樣 だ けでは なく、 金銀の 切 金、 珠玉、 造花、 或は 鏡 又は 
笛、 鈴な どの 樂 器の 樣なも のまで、 其の 實物を その ま、 取り 著け たので ある。 それ も 美しい ど 
か奇麗だどかいふのではなく、それ<^何か特殊の意味を寓した裝飾が尊ばれたのである。例 
へば 守覺法 親王の 釋氏 往來に 「狩谤 の 風流は® 縣の 菊、 漢林の 葉、 之を 結び、 之を 飾り、 善を 
盡 し、 美を 盡 す」 ど ある 類で あって、 踊り どか 祭禮の 行列な どに 出る ものは、 競うて 種々 の 意 
匠を 凝して、 衣服を 飾った ので ある ◦中に も 諸 社の 祭 禮の引 馬の 馬 長、 又賀茂 祭の 警固に 出る 
總你ど か 放囚 どかい はれた 檢 非違 使の 廳の 下部な どの 衣裳に 著け た 風流は、 最も 觀 衆の 注意を 
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どい ふのは 人々 にょく 知られて ゐるが 、大黑 舞の やうに めでたく、 好んで 度々 舞 はれる ものに 

は 何時 どは なく 一定の 詞が 出來 てし まふので あらう。 大黑 舞の 詞の 早く 物に 見えて ゐ るのは 

梅津 長者 物語 (下 卷) 及び 大黑舞 VJ いふ 假名 草子で、 これ 等は 共に 室町 時代 末 か 近世 初期の 作 
であらう 0 

九 風 流 

風流 韻事 ど 熟し、 みやびやか VJ 訓ぜら る、 風流 どい ふ 語が、 我が 中世では ふりう VJ 訓 まれ 
て、 專ら 踊り どい ふ 意味し 用 ひられて ゐ るので ある。 これは 餘 りに 甚だしい 語義の 變遷 だ どい 
はなければ ならぬ。 醍醐 寺 三 寶院の 満濟准 后の 日記に r 祗 園の 御輿 御 出、 神 行 計り 也、 風流 一 
切 無し」 (應永 二十 ニ 年 七月 四日) どか、 「祇園 會無爲 ど 云々、 當年は ホ コ 以下 風流 物 共、 萬 
里 小路を 上りに、 內 裏へ 參 るべき 由 觸れら る、 間、 悉く 萬 里 小路を 上りに 罷 透る」 (同 三十 四 年 
六月 七日) ど 見えて ゐる のは、 祇園の 祭禮の 踊を いふので ある。 又 「地 藏參詣 の 輩、 ■恒 年の 如 
く 風流 等少 々在り」 (同 二十 三年 七月 二十四日) どい ふのは、 醍醐 寺に 近い 六 地藏に 參詣. する 


群衆が、 隊を 組んで 踊って 行った ので ある。 「今日 地 藏參詣 の 風流は 嗟 蛾より ど 云々、 舟 以下 
種々 の 造 物、 頗る 逸 興な りき」 (同 三十 三年 七月 二十四日) どい ふの も、 嗟峨の 團體が 、舟 其 
の 他の 造 物を 作って 六地藏 に參詣 したので ある。 此の頃 山師が あって、 洛 西の 桂 川に 地藏 尊を 
勸 請し、 種々 の靈 驗を觸 廻っ たので、 都鄙の 信仰を 鳩め、 大變な 流行 佛ど なって、 方々 から 團 
體が 風流を 催して 參詣 したので ある。 其の 事は 群 書類 從に收 めら れてゐ る 桂 川地藏 記や當 時の 
記錄に 委細に 見えて ゐるが 、伏 見 営の 後 崇光院 の 御 日記 看 聞 御 記には 「今日 桂 地 藏へ 風流の 拍 

物參る、室町殿並びに武衞|_由の中間等寄合ひ、.田植の風情を作り、金爛曇子等裁ち著、結 
構 目を 驚かす VJ 云々、 又 或る 方よりは 山臥峯 入の# を 摸して、 負 以下の， 道具 共、 唐物 之を 作る、 
希代の 見物 ど 云々、 此の間 洛中 洛外 經營此 の 事 也」 (應永 三十 三年 八月 九日) VJ あり、 又 「挂 
地 藏へ當 所 地下 人 等の 拍物參 る、 早旦 御所に 參る 、指せる 風流 無し VJ 雖 も、 出立 美麗 也、 警固 
の 隨 兵卅餘 人、 色々 鎧腹卷 、金銀 作の 太刀 刀を 帶 して 練步 す、 次に 御幣 持の 法師、 次に 棒を 振 
り、 鬼面を 著す、 次に 拍手卅 餘人 、色々 風流の 小 笠 各 之を 持ち、 又 風流の 大笠 一本、 各 金爛曇 
子 印 金 等を 著し、 雜 々兵士 等 二百 餘 人、 見物の 雜人 群集す、 日暮 時分 下向す、 又 御所に 參 る、 
棰を賜 ふ、 雨 下る の間忽 ぎ退岀 す」 (同 十七 日)、 「地 藏拍物 四條烏 丸より、 唐人 入洛の 鉢を 學 
ぶ ど 云々、 以前 諸國の 風流に も是程 の 結構 無し、 殊勝々々 云々」 (同 二十 三日) ど 見えて ゐ 
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を 催さん する ぞ 、はや < もてなされよ や」 こい ふ詞 書が ある ◦所謂 大黑舞 や 夷 舞 どい ふの も 
かう いふ 舞の 一種で あつて、 それが 後には、 物 貰の 世 過ぎの 料 ごな り、 每年 正月には、 大黑の 
面を 胃つ て、 家々 を 訪れて 來る やうに なつた。  . 

狂言の 笠の 下では、 宿を 借りた 坊 さまが、 「なう^-御 亭樣 、もはや 夜 も 明けて ござる、 こ 
れから 私は 舞 立ちに 致さう、 攤 いて 下されい」 どい ふ。 亭主が 「何 ど囉 しませう」、 こ 尋ねる 
ど、 「地 藏ま ひど 囉 して 下されい」 どい ふ。 そこで 亭主が r 心得て ござる」 ど て 「地 藏 舞を 見 
まいな、^-」ど_す、僧は  . 

地藏の 住みし 所は、 迦蘭陀 山に 安養 界 、地獄、 餓鬼、 畜生、 修羅、 人 天に 普く、 罪の 深き 
衆生を 救 はん ど 思 召し、 錫杖を おつ どつ て、 かいす くう でが つたり、 ひつす くう でが つた 
り、 昔釋迦 大師の 御說 法の 有りし 時、 忝な くも 如 來の黃 金の 御手を 指 上げ、 善哉 なれ や 善 
哉 ご、 地藏坊 が 頭を、 三度まで 撫で 給 ふ、 今より 後に、 衆生を 地藏に 預け 置くな り、 こ、 仰 
せ罷 蒙り、 走り まは り ま はれ ど、 誰 やの 人が 哀み 、お茶 一服 くれざる に、 此 座敷に 參り 
て、 七 斗 入、 りに どう^^、 緣日に まかせて、 二十 四杯飮 みければ、 麴の 花が 目に 上り、 左 
の 方へ よろ^^、 右の 方へ よろ^^、 よろ り^^^^ ど、 よろめき わたる、 地 藏坊が 踊つ 
たを 見さい の、 


，こ謠 って 舞 ふので ある ◦十二 類 合 戰繪の 猿 舞の 詞は 

萬の 物の 中に、 猿 こそす ぐれ たれ やな、 春は 花の ちらざる、 秋は 月の くもらざる、 思 ふ 人 
にはは なれざる、 つらき 人には あはざる、 巴 猿. みつ 曉 行人の 裳を うるを す どつ くりけ A 
' わりな くぞお ぼ ゆる、 わびしら に ましら ななき そ どみ つねが 詠 じけ る も、 やさしく ぞ きこ 
ゅる、山王の侍者ども、我をぞさだめ給へる、年每の卯月には、我日ぞみゅき成ける、大 
行事 ど 申は 則 我が かたちょ、 神 護 寺の 法花會 、猿の 敎養 どやな、 五日の 猿の はても、 辟 支 
佛 VJ なし、 日出 度ぞ覺 ゆる、 やさ^^ 

ど ある。 勿論 これ 等は 狂言 作者 や 繪詞の 作者が、 然るべ く 作った もので、 此の 通りに 謠 って 舞 
ったわけ では あるまい が、 大體 にかう いふ 風に、 地藏や 猿の 特徵 を謠 った もので、 大抵は 酒席 
の 其 場での ゝ卽興 的な 當作で 、其の 席に 居る 一同が、 「何々 舞を 見まい な—-」 ど囉 す、 こ 舞 
手は 「何々 の 能には'…：」、 こ謠 って 舞 ふので ある。 臥 雲 日 件錄に 見. えて ゐる少 室の 尼 舞では 「尼 
の勝 ^ て尊きは、釋迦牟尼、仲尼"摩尼、_羅尼」どいって舞ったどいふ。大黑舞の貧 

大黑が 能には、 一俵を 蹈ま へて、 ニに につ こど 笑うて、 三に 酒を 作り、 四っ 世の中ょ いや 
•うに、 五っい っもの ごどくに 1 六っ 無病 息災に、 七っ 何事ない やうに、 八っ 屋敷を 廣め 

て、 九っ 小藏を 建て 並" へ、 十で どう^^ 治っ た。 
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一天四海、 波う ちを さめ 給へ ば、 國も 動かぬ あらがねの、 土の 車の われらまで、 道せば か 
らぬ 大君の、 みかげの 國な るを ば、 ひどりせ かせ 給 ふな 
どい ふ 小歌を 謠 って 舞 ふが、 猿 替勾當 の勾當 殿が、 女房に 所望せられ て 舞 ふのに も、 やはり 此 
の 小歌で 舞って ゐる 。これは 謠 曲の 土 車の 一節で ある。 前に も 述べた 當 時の 小歌 ど猿樂 、田樂 
等の 謠 どの 關 係は、 同時に 當 時の 舞 ど、 猿樂 、田樂 等の 能 ど の關 係を も說 明す る ものである。 
其の頃の小歌に猿樂、田樂などの影響の大きかったやうに、舞の手にも亦猿樂、田樂の能など 
の 影響が 大きかった ので ある。 

又 狂言の 相 合挎に 、酒の 上で 舅が 「さうた ベて 申す、 一っ 受 持って ござる が、 めでたう 聱殿 
の 立 姿見た うござる」 VJ 舞を 所望し、 笠の 下で も、 宿の 亭主が、 宿を した 僧侶に 「なう 御坊、 
何ぞ 肴が 見た うござる の」 ど 舞を 所望す る ◦僧が 「私は 出家の 事に て ござれば、 御經な ら では 
存じ ませぬ」 ど辭 退しても、 なほ 「いや 何に て も 立 姿が 見た うござる」 ど强 ひる 0 かう 酒の 肴 
に舞の立姿が要求せられる。そこで肴舞など、いふ言葉が出來た。少し後の物だが、あぶら粕 
に r 當 世の 踊し ほらし 立 姿」 ど いふ 句が あれば、 鷹 筑波集 (卷 五) に 「猩 々の 菊には 蝶 やさ か 
な 舞」 どい ふ 句 も ある。 かう いふ 肴 舞な ど が 高潮して 來る ど、 はては 一座 一同に、 誰も 彼 もが 
巡に 舞は なければ ならない 事になる。 それが 巡の 舞で ある 。狂言の かくすいに 「其の 義で ござ 


るなら ば、 これ i ら 2 て 串 そ、 一っ 受 持っ 55 f、 . 何れも じ 冗© S、 妻が 見た 
ぅ— やる」 ど— 又 i 集 (卷 ニ) に 「蝶 鳥 も 順の 舞せ よ 花の 庭」"」 いふ 句 S"、 紅梅 
千 句. ( 卷 四) に rkf さんど おも ふ 末座の 順の 舞」 ど いふの が あり、 鷹 筑波集 ( 卷 五) に 「え 
しらぬ を 六 七 度まで 順の 舞」 どい ふ 句が ある。 

今 も 例に 引いた 狂言の 笠の 下に、 宿を 借りた 僧侶が 立方に 地 藏舞ど I ふのを 舞 ふこ どが ある 
此の頃の 巡の 舞には よく かぅ いふ 地藏舞 どか 何 舞 どかい ふのを 舞っ たので ある。 中原 穿 富の 日 
記 (文 安 六 年 三月 四日) には、 鷹 司 家の 花見の 連歌の 後は 例の 酒宴に 崩れて 康 富は 主人の 所 
望に よって ■多 禮 舞と いふのを 舞った ど ある ◦相國 寺の 瑞溪周 鳳の 日記 臥 雲 日件錄 (康正 三 生 
六 CPJL A 日) には 少室通 量 VJ いふ 禪 僧は よく 人の 請に よって 尼 舞を 舞った" こし ふ 中 院通秀 の 
日記 (文明 士ニ年 二月 ニ- j- 五日) には 又 建 歌の 後の 麗説 舞に、 小人 嶋舞 及び 天井 舞を 舞っ ナこ 
VJ が 見え、 蔭凉 軒の 龜泉 日錄 には 泰湖 どい ふ禪 僧が 唐人 舞を 舞った どいって 「實に 倭 物に— 
す」 VJ 感心して ゐ る。 (長享 ニ 年 正月. 二十 二日) 春 湖の 唐人 舞は 日記に 度々 見えて ゐる ◦餘馨 

意の も QJ っ 5 見—。 又悦臾 S い 文が 羅震 12 S 二月 音) 或は 鶴— 

舞、 ( Ml 年 五月 六日) 又は 迦葉舞 (長 享 三年 正月 十九 日) などを 舞 •ったこ どが 出て ゐ る。 十二 類 
合戰繪 には 猿 舞の 豐あり、 又 趣の繪 の 古は 「又 酒宴に 成な ば、 狸舞卷 名を 得 たれば、 ® 


八 舞 I 〇 西 
「地下の 小童 申 樂の步 を學ぶ 」 どい ひ、 五月 五日の 條 にも 「北の 庄の富 民 申樂の 步を學 ぶ」' ど 
ある。 碧山 R 錄の寬 正 三年 六月 二十 九日の 條に 、淸原 家の 淨居菴 で 小宴が あり、 「田 樂の 徒を 

召して 其の 曲を 奏せし む、 少納言 (淸 原) 宗賢來 る、 美 容貌 有り、 歌舞を 善くす、‘ 衆望 

.を 以て 起て 舞 ふ」 ど ある、 或は 田 樂の小 舞で も 舞った ので あらう か。 此の頃 白拍子は 漸く 頹勢 
にある。 世人の 好んで 賞翫 したのは 猿樂や 田樂の 能であった から、 其の 歌舞 どい ふの も 恐らく 
其の 影響の もどに あった もので、 中で も 特に 猿樂が 迎 へられた もの ど 思. はれる。 當 時の 物の 上 
に 歌舞の 事の 見えて ゐ るのは もどょり 枚 擧に遑 がない が、. それ 等は 多く 猿 樂の小 舞を 學ん だ も 
ので あらう。 一條 兼 良の 藤 河 記に、 兼 良が 美 濃の 齋藤妙 椿を 訪ねて 下った 時に、 士岐成 賴の子 
が 生年 九 歳で 回 雪の 袖を _ へし、 生れながら にして 天 骨を 得た ど 見えて ゐるが 、これ もやは り 
猿樂の 徒に 學ん だ もので あらう。 又 前に も 記した やうに、 織 田 信 長は 好んで 曲舞の 敦 盛の 小 舞 
を 舞った どい ふ。 曲舞の 小 舞 も 亦 人々 の 間に 玩ばれ たので あらう。 

前に 引いた 狂言の っんぼ 座頭に、 聾の 太郞 冠者が 舞 ふのに 

こ、 通る 熊 野道 者の、 手に 持っ た！： の 葉、 笠に さいた もな ぎの 葉、 これは ど なた の お 聖樣 
ぞ 、笠の 內がお ゆかし、 大津坂 本の お 聖ぢ や、 あ、 冠者 聖ぢや 
どい ふ 小歌を 謠 って ゐる ◦棒し ばりに も 前に 擧げた 番匠屋 の 娘 子の 小歌を 謠 って 舞 ひ、 又 


十七 A ま牵 こ-よした 細 布、 取りより やい し、 たぐりより やい ど 一 > 絲 より 細し 腰を — - +L 
れば 、いたん どな ほい どし 

ぃふ 小歌で 舞 ふこ どが ある。 比丘 貞 にも 庵主の 比丘が 
鎌 倉の 上 藤は、 す \ -f: けの つめたに、 織物の 手 覆、 宇都 宮が 棹き り、 ど 召されて おり や 
ぅ し ませい やぅし まして  さし わし さし ま ^ 

どぃ ふ 小歌で 舞 ふ。 三人 片輪で も 

山から下る小出伏、腰にほらの貝、お手に數珠、お客僧ぅけ給ふ"柴垣越に物ぃはぅ 
W か、  . 

い VJ し 若衆の 小 鼓は、 締めつ 緩めつ、 ゆるめつ しめつ、 ち、 た ほつ ほ、 鳴る か 鳴らぬ か 
どぃ ふ 小歌で 舞 ひ、 又 番匠屋 の 娘 子で 舞って ゐる ◦小歌が 當 時の 謠 物に 最も 主要な 位置を 占 
めてゐ たので あるから、 酒の 肴な どし 舞 ふ 舞 も、 やはり 小歌を 謠 つて 舞 はれる のが 當然で あ 
る 0 

此の 三人 片輪の 中に 見える 舞の 小歌に 

また 花の 春は 清水の、 た ^ 賴め 、たのもしき 春 も 千々 の 花 盛 
どぃ ふの が あるが、 これは 謠の熊 野の 一節で ある。 比丘 貞の 狂言に、 あん 太郞が 


八 舞 一〇ニ 
車を 抑へ て、 「恥の 名 かくに 爪っ びす J VJ いって 踊っ たどい ふ。 かう いふ こどは 此の 時代の み 
に 限らす、 何時でも ある こどで あるが、 私共は さしあたり かう いふ ものまでを 藝 能の 內 し 加へ 
ない。 藝能 VJ いふのに は少く ども 幾分で も 鑑賞に 値する もので なければ ならない。 假令專 門の 
藝 人の 所作で なく ども、 歌って 聞いて 貰 ひ、 舞って 觀て貰 ふ もので なければ ならない。 其の 爲 
めには 師匠に 就いて 習 ひ、 又 練習 もす る 必要が あったら う。 舞の 本の 元服 曾 我に 「承れば ち、 
ぶには 六郞 殿、 三 浦に あさいな、 曾 我には 十郞 殿、 ー師に 付て 舞なら はせ 行 ふが 中に も」 ど あ 
り、 又驻 言の っんぼ 座頭に 「身共は 此 中小 舞を 稽古して ょう 舞 ふが、 そちが 目が 見 ゆるなら 舞 
うて 見せたい な ァ」 ど あって、 素人が 師匠に 就いて 舞を 習 ひ、 或は 稽古した こどの あったのを 
示して ゐ る。 勿論 舞の 本 や 狂言 どい ふ ものは、 史料 VJ しては 餘 りしっ かりした ものでは ない け 
れざ も、 素人が 舞を 習っ たり、 稽古したり な ど した こどは、 これで も 十分に 知られる。 その 素 
人に 舞を 敎 へたのは ど うい ふ 人 かどい へば、 それは 當 時の 職業的な 藝 人であった こどは いふ ま 
でもない。 此の 時代に 祝賀 どか、 物見遊山 どか、 或は 酒の 席な どで、 舞を まふ VJ いふ こどは、 
記錄な り、 文藝 作品な りの 上に 無數に 出て 來る 。それが ざ うい ふ 形式の 舞で あったか VJ いふ こ 
どは、 仔細な 說明が 兎角 缺け てゐ るので、 明瞭では ない けれ ざ も、 當 時の 人が 職業的な 藝人か 
ら 舞踊を 學ん だ ど すれば、 其の 舞 ふ どころ は、 當時 世上に 行は れてゐ た、 職業的 舞踊の 影響 範 


園から 逸れた もので ない こどは 明で ある。 例へ ば 吾妻 鏡. 卷 五、 文治 ニ 年 十二月 一日 條) に 「常 
胤 座を 起ちて 舞蹈し、 善信郢 曲を 盡 し、 催 馬 樂を歌 ふ 云々」 どい ふ樣な 記事が 見える が、 卽ち 
彼等の 歌った のは、 今樣 、朗詠、 或は 催馬樂 等の 郵曲 であり 從 って その 舞った のは やはり 

其の 頃 行 はれて ゐた 白拍子の 舞で あったら ぅ。 

恐らく 鎌倉時代の 末から、 或は 吉野朝 時代から 室町 時代の 初頭に かけて、 猿樂 、田樂 及び 獅 
芋 舞に 藝能 どい ふ ものが 生れて 來た 。これは 又單に 能と もい ふ。 卽ら 今日の 所謂 能樂 である。 
能樂殊に猿樂の能は室町時代を通じて非常な勢で行はれ出して、社會の上下からいたく賞翫せ 
'られ たので ある。 能樂は 一種の 舞踊劇で、 其の 基本的な 要素は 舞踊で ある。 能 樂の謠 物で ある 
謠曲 から 人の 心を 惹く 一節が、 蘭 曲 どか 曲舞 どいつて 謠 はれたり、 はては 小歌 どして 人々 に ロ 
遊 まれた 。舞踊から も 其の 一部が 小 舞 どして、 酒席な ざで 舞 はれた ので ある。 卽ち 今日 も 行は 
れてゐ る 仕舞で ある。 相國 寺蔭凉 軒の 季 瓊日錄 による ど、 寬正四 年 四月 二十日、 赤松 政 則の 邱 
にあって、河內嶽山に於ける畠出義就の沒落したこビを闐いて、人々は皆悅んだが、其の座に 
觀世音 阿彌が 居って、 「小歌 舞して 聽を 驚かして、 皆絕 嘆」 した どい ふこ どで ある。 文 正 元年 
四月 八日 音 阿彌は 又相國 寺に 訪れた が、 其の 頃病氣 U よって 衰老憔 枠して ゐたが 、人の 需めに 
よって 「小歌 小 舞」 した どい ふ 0. 堺海會 寺の 季 弘大 俶の蔗 軒日錄 文明 十六 年 四月 十六 日の 條 U 
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ど 見えて？ ◦田樂 の 謠は 今日では 殆— くな つて、 此の 他に .f いふ 小歌が 倉 か 明に 知ら 
れ ない ◦猿 樂— は、 昔は で、？ ものが S た f が、 今から 知られて ゐる. も 
のて は 共に 同じ 能を 舞つ て 居つ たので、 卽ち 其の 謠 曲は 共通して to 近 江 節、 大和 節 どい 
ふ Q は 節の 上の 話で、 謠ふ 小歌には 區 別は なかつ たので ある。 閑吟 集中 S えて ゐる謠 曲から 
出た 小歌は 澤山 にある が、 次に 其の 數例を 擧げて 置く 0 

一 ■一枝' 雨を 帶びた るょ そ ほひの^^、 太 液の 芙蓉の くれな ゐ 、未央 の 柳の 綠も、 是に 
はいかで まさるべき、 げ にや 六 宮の粉 黛の、 顔色の なき もこ どは り や、 

これは 楊貴妃 から、 

§ 歌ぅた に 憂世の 一節を {、•夕 波 千鳥 聲そ へて、 f びかは す 海士こ 女、 恨ぞ まさ 
る 室 君の、 行 舟 や 慕 ふらん、 謹 舟 どやらん は、 それは 近 江の 海 なれ や、 我 も たづね た 
つねて 戀しき 人に あ ふみの 海、 山 もへ だ、 る あぢ き なや、 浮 舟の 掉の 歌を ぅた はん、 み 
なれ ^- の歌ぅたはん 
これは 室 君から* 

四の 鼓は 世の中に^^ 戀ご いふ 事 も 恨 どい ふ 事 もな きなら ひなら ば、 ひどり 物は 思は 
じ、 九の^- 夜半に も 成た る や、 あら 戀 し、 吾 つまの 面影に たちたり、 嬉し や、 せめて' ブ 


に、 身が はりに 立て こそは、 二世の かひ も あるべ けれ、 此樓 出る 事 あら じ、 なつかしの 此 
籠 や、 あらな つかしの 此樓、 

これは 籠 太鼓から、 

赤き は 酒の vj が ぞ 、鬼 vj なお ぼし そょ 4b それ 給は で 我に 逢 ひ© れ r は^' け ふが る ァ 
ざ お ぼすべし、 われ も そなたの 御 姿、 ぅち 見には <、 お そろ しげ なれ ざ、 なれて つぼい 

は山0 

ビ あるは 大 江山から 出た ものである 。大 江山の 謠 には 「なれて つぼい は 山伏」 どい ふ 小歌を 引 
き、 其の 又大 江山の 一節を 小歌 S して 謠 はれた ので ある。 

* 

〈舞 

S 

人々 は 興が 到れば 直ぐ 歌 ひ 且つ 踊り 舞 ふ ものである 。毛 詩國風 周南關 _ の 詩の 序の 事は 
前に も 述べた が、 山 法師 ゃ奈 良篇 が、 霊になる 二 鳴る は 瀧の 水、 日は 照る f 絕ぇ言 
ぅたり」 ど謠 つて 亂 舞し、 京 童が 「入道 殿下、 小 殿下 」 どいつて 舞 ひ、 乞食 共が 佘盛の 

八 舞 § 
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「田樂 、近 江ぶ しにな り 行く 數々」 どい ふのは、 田樂や 猿樂の 能の 謠の 一節を 尺八に 合せて 
小歌の やうに 謠っ たので、 猿樂 は日吉 等の 近 江猿樂 ど、 觀 世、 金 春な どの 大和 猿樂ど 節が 違っ 
たので、 それを 近 江 節、 大和 節 ごいった ので ある。 相 國寺蔭 涼 軒の 季瓊 眞蘂が 文 正 元年 閏 二月 
有 馬 入湯 中の 日記に、 德阿彌 どい ふ田樂 法師が 「尺八を 吹く、 其聲尤 美な り」 どい ひ、  「小 
歌尤 可な り、 田 樂幷に 近 江 歌、 大和 方 ど 又 別 調に して、 一格を 爲す 也」 ど あって、 德阿彌 が 尺 
八を 吹き、 田樂の 小歌を 謠 って、 田樂 節、 近 江 節、 大和 節の 相違を 說 明した ので ある。 此の 時 
又 永阿彌 どい ふ 田樂も 尺八を 吹いて ゐ る。 同 軒の 龜 泉の 日記 文明 十八 年 六月 十四日の 條に 「 歡 
甫 唐歌を 唱 へ、 且又 倭 曲を 唱 ふ」 ど あるのは、 朗詠 風の 小歌を 謠ひ 、又 大和 節を 謠つ たこ どで 
あらう。 同 記明應 元年 正月 十三 日の 條に 「一沙 一 童 亦 田 歌を 唱 ふ」 ど あるのは 田樂 節を 謠った 
こ VJ であらう。 實隆公 記 文明 十七 年 二月 十四日の 條に、 觀世大 夫の 兄 遁世 僧 宗觀が 「尺八 音曲 
大鼓 等 其 妙を 盡 す」 どい ひ、 明 應七年 三月 十七 日の 條 には 「新 座の 田樂久 阿、 尺八 音曲 等 興 あ 
り」 どい ひ、 文 龜ニ年 八月 十七 日の 條 、將 軍足 利義澄 參內の 時に、 r 少 々大和 節 音曲 等 これ あ 
り、 時宜 快然な り」 こい ひ、 天文 ニ 年 三月 三日の 條に は、 「抑 も 觀世四 郞の子 正 熊 入道 來る 、新 
作の 小歌 ー唱 して 歸る 、不慮の 事な り」 など 見え、 又 淸原宣 賢の 毛 詩抄 (卷 九) にも 「日本に 
は 今 こそ 倭ぶ しを うたへ、 昔は 催馬樂 、朗詠な ど をうた うた、 その、 い ぞ」 i あつて、 是等 にょ 


っても、 is 樂の謠 から、 其の 一節が 小歌 £て謠 はれて ゐ fi 子が 知られょう—。 
殊こ田樂は應永の頃には增阿どいふ名人が居ったが、猿樂どの競爭に次第に敗れて 果ては 尺 
八 吹き や 小歌 謠ひ各 って 行っ たので、 本願 寺 S 上人の 日記の 天 奎年 六月 十六 日の 條に 
「田樂 菊阿彌 尺八 持參 せしめ 候、 其に 就き、 卒度會 度の 由 重ねて 申 候 間、 卒度あ ひ、 百疋遣 
す 」VJ いひ、 又 同 十一 年 三月 ニ 十八 日に、 「田樂 くん (薰) 阿彌一 ^ 禮 どして 尺八 持來 る、 卽 
ち 先々 の 如く、 綱 所に 於いて 一 觴を勸 め、 百疋 遺す」、 こ あり、 此の 後 度々 薰阿彌 は 尺八を 持っ 
て來 ては 鳥目を 貰って 歸 って 行く ◦卽ち 彼等は 尺八 吹きから、 果ては 尺八 作りに なった ので あ 
る ◦其の 頃 尺八 吹きが 多く 何阿彌 どい ひ、 尺八 作り も 又 何 阿 彌ど稱 して ゐ るのは、 恐らく 田樂 
からの 影 ff う。 警 いふ 尺八 f St 死に 死ん 5 いふ のが ある やう 
に、 彼等は 多く 何阿彌 ど名吿 .ったので ある ◦又 尺八の 名物に 頓阿 切、 關阿切 どい ふの が ある 
が、 かく 尺八 作り も 多く 何 阿 彌ビい ったので ある。 

宗長 手記 (卷 下) に 「田樂 のうた ひものに や、 こ ひしの 昔 や、 たち も 力 へらぬ 老の浪 し f 
V く 雪、 ましら がの、 ながき いのち ぞうら みなる」 ど 見えて ゐるが 、此の 小歌は 閑吟 集に も あ 
って、 

今う きに、 思 ひくら ベて いにしへの、 せめては 秋の 暮もが な、 戀 しの 昔 や 
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あったので あらぅ。 僧侶 佳句を 吟する どい ふのは、 昔の 朗詠 や 今日の 詩吟の 樣 に、 當時山 谷 や 
東坡の 詩な ざ を悅ん で 吟誦して ゐた禪 僧 達が、 月下 廊下な どに 佇んで 口遊んだ のが、 廣く眭 閜 
に 行 はれて 小歌 どなった ので あらぅ。 相 國寺蔭 涼 軒の 龜泉 日錄 に、 延德 三年 五月 四日、 龜泉集 
證は小 補 軒の 撗川景 三 VJ 伊勢 貞親を 訪ねて 其の 酒席で 景三が 
誰言シ 蘭 省 花時 錦 帳 下、 廬山雨 夜 草庵 中 

VI 謠つた ど 見えて ゐる 。これは 有名な 白樂 天の 詩の 句で、 山 谷で も東坡 でもない ので ある W、 
それを 謠 った 當時 第一の 學者な る 橫川も 亦龜泉 も.'  それが 誰の 詩な のか 知らす、 却って 貞親に 
朗詠 集に 見えて ゐる どい ふこ どを 敎 へられた。 此の 小歌は 閑吟 集中に も あり、 狂言の 寢聲 にも 
見えてゐる0此の時代に和漢朗詠集はなほ相當に愛讀せられてゐたのである0室町時代小歌集 
には 同じく 白樂 天の 長 恨 歌の 句から 採った 0 

天に 棲ま ば 比翼の鳥 VJ ならん、 地に 在ら ぼ 連理の 枝 どならん、 味氣 なや 
どい ふの が ある ◦閑吟 集の 中から 此の 朗詠 風の 小歌 三っ 四っ 擧げる ど、 

只 吟 可， 臥 一一 梅花 月，、 成， 佛 生， 天惣 是虛、 

春風 細軟 なり 西 施の 美、  。 
吳軍百 萬鐵金 甲、 不 ，敵，』 西施暌 裡刀 ，、 


殘月淸 風雨 聲 どなる、 

.一夜 窓 前 芭蕉の 枕、 淚や雨 S 降らん、 

鷄聲茅 店 月、 人 迹板橋 霜、 

又 序 中に 「あるは 早 歌」 どい ふのは、 前に 引いた 太平 記に、 當 時の 武士が 馬上で、 「早 歌交リ 
ノ雜談 J をした VJ ある 儀に、 早 歌の 一節を 小歌の 樣に 口遊み、 或は 義太夫節の サヮ プの樣 に 其 
のー節だけを悅んで歌つたものであらぅ。應仁略記(上卷)に將軍義政ど義視どが畠山義忠の 
邸に 來た時 に、 義忠の 子が 「花見の 御幸 ど 聞え しは、 保安 第五の きさらぎ」 どい ふ 早 歌を 謠つ 
たど あるが、 これ も閑吟 集に 見えて 居つ て、 宴 曲 集 (卷 一) の 花 どい ふ 早 歌の 一節で ある。 

閑吟 集中の  - . 

桐壺の 更衣の てぐるまの 宣旨 、葵の 上の 車 あらそ ひ， 

况ん や竟 宴の 砌に は、 なん ぞ必す しも 人の す、 めを 待たん や、 

索々 たる 緖の ひ S' き、 松の 嵐に かょ ひ來 て、 ふけて は 寒き 霜夜、 月を こざんに 送るな 
り' 

ど ある 第一のは 拾菓 集中の 車 どい ふ 早 歌の 一節、 第二は 宴 曲 集 (卷 五) の 酒 どい ふ 早 歌の 一節 
第三は 宴 曲 集 ( 卷 一) の 月 どい ふ 早 歌の 一節で ある。 
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逢坂 山の 夜の 月、 曇らぬ 影を やなが むらん、 勢 多の 唐 橋 野路の 里、 霞に 曇る 鏡 山、 不 破の 
關屋 の板廂 、假寢 の 夢は やがて 醒 井の 宿、 むしの いせい や 尾 張の 國 、三 河なる 三 河に かけ 
し 八橋の、 蜘 手に 物 や 思 ふらん、 知る も 知らぬ も 遠 江の、 濱 名の 橋の 入る 汐 に、 さ ^ねど 
•上る 海士 小舟、 こがれて 物 や 思 ふらん、 眞弓槻 弓 引 馬の 宿、 小夜の 中 山 瀨戶を 過ぎ、 宇津 
の 山. 邊 の® Q 道、 手 越を 過ぎて 行く 程に、 月を 淸見 が關 の 戶 を、 押 明 方の 空 見れ ぼ、. 富士 
の煙やなびくらん、夢にも都人こそめでたや、御代には伊豆の浦島が玉手管、開けてくや 
しき 箱 根 山、 錄倉 山を 來て 見れ ぼ、 鶴 か 岡 どや 申す らん、 鶴は 千年の 名 鳥、 松は の 名 
木、 めでたし、 

どい ふので あるが、 ど ぅやら 唐糸 草子 作者の 新作ら しい 〇 しふ吣1^どいふのは狂言の茶壺 
丨 一 しやス 「 #- は 朗詠 しをりは ぎを 謠 ぅて おさへ て 酒を 强ひ たり」 ど あつて、 其の 頃の 謠物 
であつ たこ どが 知られる が、 其の 歌は、 唐糸 草子では 

伊勢の浜荻、難波の葦、鎌倉 111 、武藏野の草の名多しど申せども、しほりはぎにしくもの 
は 候は じ"  . 

ど ある 力 これ も 新作ら しい。 大田南 献が長 崎に 下つ た 時に 書いた 隨 筆の 瓊浦雜 綴に 紀玉堂 ど 
いふ 琴士が 記憶して ゐた しほり 萩の 歌 どて、 


太しお.ればつらき小萩原、袖ふりてもる、酒のなみ |: の露やつもるらん 
ぐ」 いふのを 載せて ある。 硯破 どい ふのは 舞の 本の 和 田 酒 # に「其のころかい ?: うにはやりし硯 
わり ど 云 歌の たいを はつた ど あげ、 半時 ふんで ぞま はれけ る」 ど あつて 

よしや あし、 どて きりすてられし、 くれたけも^^、 本に 一夜は ある 物を、 

よしや あし、 どてつ ぎす てられし、 庭く さも、 •本し の ふ どて ある ものを 
の ニ 首を 引いて ゐ る。 又 高 館には 辨慶が 「もみ ^ ぼし どい ふきよ くを 一 ひよ しばかり ど ふん 
で j VJ あり、 伏 見， 常 磐に 五 人の 女房が それ^^ 生國の 田歌卽 ち田植 歌を 謠つ たど あつて 其の 
1か «' ^' ゃ五首の 0' ^' を引いてゐるが、是等は隨分い、加減な曲舞作者の作品らしい。烏帽子 
折に 

さんろ のく さかりよ るの ふ ^ 、 わかめ かるは 田 ごの うら、 わかくさ かるは むさし 野よ わ 
かめ わかくさは わかの うら 

どい ふ 一節が あるが、 これは 當 時の 小歌 か 其の 斷片で あらう。 閑吟 集の 假名 序に 一懷舊 の 催に 
卯の 糸の 亂れ心 どうち あぐる より、 あるは 早 歌、 あるは 僧侶 佳句を 吟 する 廊下の 聲 、田樂 、近 
江、大和ぶしになり行く數々を」どある柳の糸の亂れ心どいふのは謠の曲舞の尤主にも r { 
载 せた 狂言に も 見えて ゐる 小歌で あるが、 此の 書の 卷頭に も 載せて ある ◦其の 頃 ^ 名な 4 歌で 


れ なり や f し、 据に 着、 吹き— した、 ば？ 散した、 お 方に 名殘が 昔し けれど、 よ 
うらや 濱の 手繰り 舟が 急ぐ 程に の、 やがて 來う ぞい  ' 

な VJif 倉。 番篇 の 娘 子 Q 小歌は 棒し ばりに も 見え 又 花の 春の 小歌は 極の 酉 

(: も 見えて ゐる 。若菜 どい ふ. 王 言に  、 

木 かう しく-犬 原木 召され 候へ、 大原、 雷、 J の 里、 臟の淸 水に、 影は 八 瀬の 里 
人 タらォ ぬ 梅の 匂 ふや-^ 此の 董の 春風に、 松が 唆き 散る 花まで も、® はこ r れて 
春寒し、 大 原木 召されよ、 大 原木 召され 候へ 

どい ふ 小歌が 倉が、 これは 大 原木，」 いつて、 歌 舞妓で も 歌 はれた ものでぁる。 或 1 ぃ 
ら の竄 入した もの かも 知れない。  V」 、 ■ . ' - 

おもしろの 花の 都 や、 筆に 書く  f 及ば じ、 東には 紙 園、 淸 水、 落ちく る 髓の 音 羽の 嵐 
丨免 主の 樓 はちり^- 西は 法 輪、 嗟峨の 御寺、 gj れば 廻れ 水車の 輪の、 り せんせきの 
パ 波 川 波は 水に もまる、 、しだり 柳は 風に— る'  ふくら 雀は 竹に— る、、 都の 牛 
は 車に— る、 茶臼は 挽 木に— る,、 げ にき— れ た？ よ、 こ— こは 放 下 t 
ズ る、 こきりこの ニの 竹の 世々 を 重ねて、 うち 治. まりた る 御代 かな、 

此の 長い 小歌は， SQ 放 下僧に— るが、 S 吟 f る。，」 れ SSQ 謠か 4 


間に瑤ま'れるやぅになつたのを閑吟集に採つたのか、或はー般に謠はれてゐる小歌を謠曲にも 
閑吟 集に も 採つ たの か、 それは わからない 。其の 替歌 ども 思 はれる ものが 又 集中に ある。 卽ち 
面白の海道く. |: りや、何どかたるどつきせじ、鴨川、白川打わたり、おもふ人に粟田ロぐ」 
ょ、 四の 宮 河原に 十禪 寺、 關山三 里を 打 過ぎて、 人 まつ もどに つく どの 見 わたせ ぼ、 勢 田 
のな がは し、 野 寺、 しの 原 やかす むらん、 雨は ふらね どもり 山を ぅち 過て、 小 野の 宿 ど 
ょ、 すりは り 嵩の 細道、 今宵は 爱に 草枕、 かり 寢の 夢を や ^'' て醒が 井 馬場 ヒふけ ぼ 祁さ 
む、 ^ 次歲のはげしきに、 不 破の 關 もり 戶 ざ、 ぬ徙 代ぞ めで デき 
寧ろ 此の 小歌の 方が 本 歌で、 「面白の 花の 都」 の 方が 替歌であった のか も 知れない。 平家物語 
のが 其の 元にな つたの かざぅ かは 明で ない が、 海道 下り どい ふ ティ マは 其の 頃悦ぼ れ たど 見え 
て、 早 歌の 宴 曲 集の ^ にも 海道 VJ いふの が あり、 たまりん ビ いふ 人が 足 利 義満の 勘氣に 觸れて 
東國 (: 下り、 東國 下り どい ふ 曲舞を 書いて 勘氣を 許された VJ 申樂 談義に いつて ゐ る。 此の 時代 
に 出 來た 御伽草子 風の 唐糸 草子 VJ いふ 物語 (卷 下) に、 賴朝炉 鶴 岡 八幡宮の 神 ^ で 十二 人の 
手 弱 女に 今 樣を謠 はせ る どい ふ 事が あって、 第 一番に 手 越の 長者が 娘 千壽の 前が 海道 下りを 續 
け、 第 二番に 黃瀨 川の 龜鶴が レ ほりは ぎを 謠ひ 、第 三番に 熊 谷が 娘の 侍從が 太平 樂を蹈 み、 第 
四番に入間河の社丹が $1> 破を謠ったどあり、其の海道下り€いふのは 


七 小 歌 九〇 
ひ VJ つ こしめ せた ぶ^^ — ( ど、 よるの ど^-^、 お 伽に や 身が 參ろ 

よその 女 藤み て わが 妻み れば み 山の 奧の こけ 猿め が、 雨に しよ 濡れて、 ついつ くぼ 
うた， にさ も 似た、 

寢亂れ 髪を おし 撫で、、 今 かへ り そろの、 構へ て心變 るな、 

名殘の 袖を 振 切りて-^ •さて 去な うすよ の、 吹 上の 眞 砂の 數 、あら 名 惜し やの、 

遙 々ど 送りき て^^、 俤の 立つ 方を かへ り 見 たれ ぼ、 月 細く 殘 りたり や、 名殘 1® しやの 
どい ふの が ある 。大藏 流ので は 

更行 鐘、 別れの 鳥 も、 ひどりぬ る 夜は さはらぬ 物を、 ァヽ 扱、 柳の 糸の 亂 n 、 じ、 いつ、 い 
つ 忘れう ぞ 、寢 みだれ 髪の 面影、 . 

私の 戀は 因果 か緣か 、因果 こ緣 ど は 車の 雨 わの ごこく、 唯 かり 初に、 いつの 春 か、 思 ひそ 
めて 忘られぬ、 花の 宴 や 花の 宴、 

寺々 の 鐘つ くやつ は 僧い な、 戀 々て 稀に 逢 ふ 夜は、 日の づ るまで も寢よ ど すれ； V6、 i tr 夜 
深き に、 ごん^ ごごん-^^、 ごう VJ つくに 又 寢られ ぬ、 

燈火 消えて 暗う して、 いと 物凄き 折節に、 君が 來 たらう にや 

雨の 降る 夜し、 誰が 儒れ て來 うすらう に、 誰ぞ よど 答る は、 人 二人 待つ 身 かの、 たプ置 い 


て.. 雨に うたせ どかは の.，'  ' 、 

夜更けて 來たが 僧い ほ •どに、 

妻戶 きり、 ビ おし ひらく、 御簾の 追風 S 來 る、 人の 心の奥 深き、 其 情 こそ 都 なれ 
花の 春、 紅葉の 秋、 誰が 思 ひ寢ど 成りぬ らん、 

靑の 文は 小 車ょ^^、 た ^ 失うて 叶 ふま じ、 廻り 逢 ふまで 

寢 亂れ髮 を ぼし や^^ど ゅり 下げて、 いつに 忘れう ぞ面影 天竺 震旦 我 朝. 三 國ーぢ やょ 

の、  ’ 、 、 

夜ょ すでに 明け/' れぼ 、すご^^ ど、 a おかへ らうょ の 吹上の眞 «/ の數 さら f 
^ . 

よ 

遙 々VJ 送り 來て 、おもかげの 立つ 方を かへ り 見 たれ ぼ、 月 細く 殘り たり、 名 薄し やの 

ビ ある。 又 狂言 記では、 三人 片輪に、' 

また 花の 春は 清水の、 た ' s' 賴め 、賴 もしき 春 もち^ の 花 ざ 力り 

から 下る hu 犬、 腰に ほらの 貝、 お 手に 數珠 、お 客僧う けた まふ、 柴垣 越に 物い はふ 
いどし 若衆の 小 鼓は、 締めつ 緩めつ、 ゆるめつ しめつ、 ち •、た ほつ ほ、 なる かならぬ か 
番匠屋 の 娘 子の、 召した る や 帷子、 肩に 鉋 箱、 腰に 小の み、 小ぢ ょんの さ〃初< ® 忘 
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七 小 歌 八 八 
ヒいふ 小歌を 挿入して ゐ る。 此の r やよ かり も そよ や」 ど いふのは 囉子詞 で、 狂言に ある 小歌 
では、 多く 「げし もさ あり、 やよ、 げに もさうよ の」 どい ふ雠 子詞が ある o 又謠 曲の 花 月には 
こしかたよ ヶ、 今の 世まで 絕 えせぬ ものは、 戀 ど いへ るく せ 物、 くせもの かな、 身は さら 
7 ^ \ 5 &/\/\/\  さらに 戀 こそ 寢られ ぬ 
どい ふ 小歌が ある。 大 江山に 「馴れて つぼい は 山伏」 どい ふ 一句が あるが、 これ も 恐らく 當時 
の 小歌の 一節で あらう。 又 千 引に 「引く に 引かれて うれしき は、 人歸る さの 块かな 」 どい ふ 句 
が あるが、 これ も 小歌 か、 或は 其の 一節で あらう。 

狂言の 花 子に、 例の 大名が、 花 子 どい ふ 女の 許から 歸 って、 座禪 衾を 被って、 太郞 冠者の 振 
b をして ゐる かみ 樣を 知らす に、 女での 樣 子を 物語る。 其の 小歌に、 狂言 記ので は、 

あやのに しきの 下紐は、 どけて中々よしなや"柳の糸のみだれ心、いつ忘られぬ、はるば 
る ど おくり 來て 、面影の たっ 方を かへ り 見 たれ ぼ、 月 細く のこれり たり、 名殘 惜し やの、 
いどゾ名の立つ折節に、誰ぞや妻戶をきりぐす 

雨の ふる 夜に たが ぬれて こその、 誰ぞ よど 咎む るは、 人 二人 待つ 身 か、 

こ S は 山 かげ 森の 下-—^ 月夜 烏は いっも 鳴く、 しめて およれ の 夜は 夜中 
人の妻見て我妻見れば-_^深山の奧のこけ猿めが、雨にしぼぬれて、っいっく； (±'' うたに 


さも © た 

すて S も おかれす、 取れ ぼ 面影に 立ち まさり、 起伏 わかで、 枕より あどより 戀 のせめ 來れ 
ば、 せんかた 淚に伏 しづむ 事ぞ戀 しけれ 
どい ふの が あり、 又 或る 和 泉 流の 狂言 本では、 

更ブ行く鐘、わか1の鳥も、ひどりぬる夜はさはらぬものを、柳の糸の亂れ心 いつ、 い 

つ 忘りよ ぞ、 寢亂れ 髪の 面影、 あ、 扨、 かの 人の 面影を 
いつの 春 か 見初め 思 ひ 初めて 忘られん、 花の 宴 や、 花の 宴 やらう、 

寺々 の 鐘つ くやつ めは 僭い の、 戀ひ て、 稀に あ ふ 夜は、 日の出る まで も、 によ ど すれ 
で"ま- |: 夜深きに、かう^^^^、かう^^^^ど、擂くに又寢られぬ 
たそがれ 時 もはや 過ぎぬ、 來 ませぬ 君に うかる、 は、 たれ 中 ご どか、 夕顔の 露程 も 人は 怨 
みそ、 我を 怨みよ、 

松風は 訪る S、 燈火 暗う して 物の 淋しき 折節に、 君が 來 たらう にや、 この 木 男の 君、 
ほど^-どた、 いた 水鷄 にさへ も、 身は やつす、 

雨の ふる 夜に、 たが 濡れて かう すろ に、 たぞ よど 咎む るは、 人 二人 待つ 身 かの 
田 r ® こ 細 帶し たもの、、 かいはなさい、 きう さします な、 しげない 戯れは せぬ ものぢ や 
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で、 くせ 舞は かくべっ 也、 然 共、 觀阿白 ひげの くせ 舞を うた ひしょり、 いづれ をもう た ふ 也」 
どいって ゐる樣 に、 能 樂の謠 は 曲舞が、 り VJ 小歌が、 り VJ の 差別は あるが、 小歌が、 りが 其の 
根本な ので ある。 室町 時代の 初に、 猿樂の 能が 新装して 現 はれる のに 當 っては、 當時 最も 人氣 
を 食って 登場して 來た 小歌の 節を 土臺に 置いた ので ある 〇 これが 猿樂道 革新の 成功した 一っの 
原因で も ある 0 

力う しふ 4 歌を 採集し 著錄 する やうな 仕事は その 流行が 暫く 時が 經 ち、 漸く 人の 耳に 熟 
し、 又は 稍々 專門 的な 藝 人の 手に 歸 して、 始めて 行 はれる ので、 平安時代の 今樣な .ど 諸種の 雜 
藝が 、雜藝 集 どして 編纂せられ たやう に、 此の 時代の 小歌が 集められた のは、 室町 時代 も 漸く 
末になら うどす る 後柏原 天皇の 御代、 永 正の 頃で ある。 東國の 或る 僧侶が、 人の 依賴を 受け、 
毛 詩に 准へ て 約 三百 餘 首の 小歌を 集めて、 閑 吟集ど 名 づけた。 其の 序文に 「時に 永 正 戊 寅 八月 
靑燈 夜雨の 窓に 述べて 作る」 ど ある。 永 正 戊 寅は 卽ち 十五 年な ので ある。 最近 公に せられた 奥 
野高廣氏の著言繼卿記にょるど、出科言繼が日記に利用した反故に、小歌七首が見ぇてゐるど 
いふ こどで ある ◦又 笹野堅 氏が 校訂 出版せられ た 室町 時代 小歌 集 どい ふの が ある。 これは 元來 
無名の ー卷で 、久 我敦 通が 出家の 後、 宗安 どい ふ歌謠 ひから 賴 まれて 書いた もので、 小歌 二百 
十九 首が 集められて ある。 敦通が 出家した のは 慶長四 年 以後の 事で あるから、 此の 書の 成った 


のは 近世で あるが、 書中の 小歌は 此の 時代の もので あらう。 閑吟 集に 見えて ゐる もの も 三十 一 
首 ある。 其の 他隆 達の 小歌 集 や 森 繁夫氏 所 藏の越 天樂ど 題した 小歌 集 等 何れも 近世の もので あ 
るが、 此の 時代の 小歌 も 載せられて ゐ るので あらう 。是 等に 收 めら れてゐ る 小歌は 何れも 其の 
頃謠 はれて ゐ たもの が 主ビ なって ゐ るので あらう が、 小歌は 顏倉 時代の 末 室町 時代の 於め か 
ら是 等の 書物の 出來る 頃までの 間には、 相當に 廢れて 行つ たもの も. あらう し 是 等の 書物に 見 
えて ゐ るのは 九牛の一毛で あらう ど 思 はれる o ど ころが 門 左 衞門や 海 音の 淨瑕璃 本に 其の 頃の 
小歌が 澤山に 引かれて ゐる やうに、 謠 曲、 狂言、 舞の 本な ざに も 多くの 小歌が 見えて 居って 
又 小歌の 重要な 研究資料で ある。 謠 曲の 制作は 新古樣 々であるが、 今 行 はれて ゐる 二百 番 どい 
ふのは 槪して 古い もので、 閑 吟集以 前の 古い 小歌が 窺 はれる。 狂言の 中に 見える 小歌は 各 流の 
ものを 人 ロは す ど 七十 首 も あるで あらう。 唯 狂言の テキストは 古い ものは なく、 其の 詞は 流動性 
が あつて、 不斷に 改竄が 施されて ゐる から、 これに 見える 小歌は、 嚴密 にい ふ ど、 果して 何時 
の もの かわからない が、 中々 面白い ものが 多い。 これに 比べる ど 舞の 本には 餘り 多くない 0 
謠 曲の 藤榮 に、 嗚尾 殿の 坂迎 に囉子 物を した ど あって、 

川岸の 根 白の 柳 あら はれに けり、 そょ の、 あら はれて、 いつかは 君 ど 我 ど 枕さ |: めの 

やよ 力り も そよ や 


何時の 時代に でも 必す あつたに 相違は ない。 今日では？ っい ふ ものに 興味を 持つ 人、 或は 研究 
する入が銳意蒐集して、俚謠集の樣なものが澤山に出來てゐるが、昔 0 人はさういふ事はー向 
丨 仕て 置して くれな かつた。 それは 專門 的な 藝 人の 謠物 になる ごか、 或は 少 くも 酒宴 用の 一流 
の謠 物に なつて、 漸く 人々 から 注意せられ、 果ては 雜藝 集な どが 編纂せられ たので ある それ 
でも 平安時代には 土 佐 日記 や 枕 草子には 其の 頃の 船歌 や田植 歌が 見えて ゐるが 、此の 時ャ で 
は さう しふ もの も甚 た 少 いので ある。 纔に慈 鎭和尙 の 愚管抄 (卷 七) に 前攝 政、 關白な ど 多 
かつた ので^' の 小童が 「入道 殿下、 小 殿下、 近衞 殿下、 當 殿下」 ど _ して 舞つ たどい ひ、 源 
平盛蠢 S 四十 S に平蠢 が 捕 へられ 5 都に 還つ た 時に、 乞食 達が 車を 抑へ て、 「恥の 
名 かくに 爪つ？、 勘當 かぶる に齒 かけす」？ 雛して 踊つ f いふ ◦かう いふ 口遊 どか 落首 ど 
ヵしふ馨のものは なほ ^ して 搜せぼ 或は 多少 見付かる であらう 0少し後〕，メ、應仁の亂こ、 
骨 皮 左衞門 VJ いふ 浪人が 東軍に 賴 まれて、 稻荷 山に 陣取つ て、 裏から 破られた 時に も 「長 中 
齋藤 別當眞 盛、- 錦ノ直 垂ヲ給 テ、 名ヲ北 國ノ衢 ニァゲ 、錦 ノ块ヲ 會稽山 ニ 5、 朱 買 臣ガ事 マ 
デ サマぐ 云 ッ、 > ケ 、今 ノ骨皮 左 衞門ハ 、吳服 ノヲジ 物 ヲィ ナソ 山に 翻 スト、 タハゴ トニ 申、- 
小歌 ニ 作リ 、京 童 ド モゥ タヒ ケリ」 ど應仁 別記に 見えて ゐ る。 併し 勞 作歌ぐ」 か 流行 唄 どかい ふ 

ものは 中-^：^ 付か 急い。 此の頃の ■塞め た 着 友の 中惠 SS 昼の 古謠集 こも 


載せられて § い。 神事の 歌 卽ち神 樂歌や 御田 植 神事の 田植 歌な S 此の 時代の もの ど 銘打つ 
，」 もの も あるが、 實は かう いふ ものは 中々 本當の 時代は わからない 。高 野 班 山 博士の 日本 歌謠 
史に 見えて ゐ る磐梯 神社の 田植歌 どい ふ も® や、 名高い 日吉 社^^ 禮 御船 謠など は 或はす の 時 
代の もの かも 知れない。 神社の 祭禮 には 風流、 こい ふ 踊が あつた ◦此の 事は 後に 述べる。 踊には 
勿論 踊 歌が あつたが、 京都 今宮 社のゃ 安 ^ 1 が 前の 時代の もの ど するど 鎌倉時代の 踊 歌 どし ふ 
もの も艮に 觸れ ないやう である ◦酒宴の 席での 謠物 はな ほ今樣 、白拍子 及び それ 等が 崩れて 出 
來 たの fr r うど 思 はれる 早 歌な ざが 謠 はれて ゐた ので あらう 。併し それ ど 共に、 一方では 又漸 
く新しい謠物が謠はれ始めてゐたらうど思はれる〇さういふ踊歌や酒席の歌などが室町時代に 
なる ど、 次第に 表面に 現 はれて 來る 。此の頃 響、 童謠 から、 勞 作歌、 流行歌" 踊 歌 乃至 酒宴 用の 
謠 物までを ひつ くるめて 小歌 どいつて ゐた 。從 つて 小歌には 種々 雜 多— のが あつたら う。 か 
うい ふ 小歌— ふこ ど が、 其の 頃からの 日記？ i 々見えて 來 る。 應 永、 永享 から 應 仁、 文 
月、、 更に 其の後に ど、 年代が 降る に從 つて、 •益々 多くなる ◦思 ふに 古い 謠物が 次第に 不人氣 
になつ て、 それに 替 つて 新しい 小歌 類が 潑刺 墓場し SS であらう。 前に もい つ S く、々 
の謠 曲の 曲節は 大體に 小歌が、 り— 舞が、 り どから 成つ てゐ る。 觀 世の 元 能が 世 阿彌の 物語 
を 記した 串樂 談義に も 「くせ 5 う S 差別 有事を 心得べ し、 さる がくはこう P — のみに 
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催して 以來 、久しく 絕え てゐた 郢律講 を、 盛 河 十三 回忌の 追善の 爲め に、 春 日 京 極の _邱 に 興 
行した。 集ま fQ 當 の 列 衆 董爲に 十六 人、 其の 他 堂上 地下 S 人 一一 一 、「避® の 
n r' 儀 者の 名 仁步を 運び 門前 市を 成し、 見聞 耳目を 驚かし」 た どいふ〇其の後盛阿のニ十 2: 
回忌に も 呈律講 を疆 した。 人數は 前回の 通りの 他に、 四條西 洞院音 德院 、東 山 攝取院 の 蕾 
の 良 匠 十一 Kits で t。 董は 5 他に 4 謹の 薄 社 sf 鐘し、 又 一條 

f の 新作の 早 歌、 讓師 S の 作っ S 季 Qf いふ 早 歌 5 大— 房の 明 師良秀 の 新作な 
る大 原題の 早 歌に、 其の 需 によって 博士を 差した ので ある 0 

こ、 丨 見えて ゐる兼 良が 新作した 早 歌の 他に、 康富 記の 嘉吉ニ 年 六月 五日の 條 によれ ^'' 、 彼 
は 同年の 春 ？ いふ 早 歌を 新作して、 山 名 持豐に 仰せて 博 ま 差させた。 持豐は 先に 雲 等 
を 催し S 熙 の 子で、 f 亦 早 歌の 好士 であ った？ 倉。 永 i 年、 時の 將 軍足 利 義は先 
年 詠ん ナ 「我 宿は 道 わけ こふる 人 も あら じいく へ もっ もれ 庭の 白雪」 どい ふ 和歌を 挿入した 早 
歌 一曲‘ を 作らし めて、 金山 備中 入道 某に 命じて 調 曲せ しめよぅ どした ◦某は 同年 二月 十九 日、 
當時 の歌產 條 5 隆を 訪れて、 其の 新作を 依賴 した， i」 が、 公の 日記に 見えて f。 公は 其 
の 二十日に 新作の 草稿を 授け 穿 ころ、 歌詞が 神？ あ？ いって 非常に 悅ん だ。 其の後 某 次 
連歌の 玄淸 共に 同家を 訪れて 早 歌數 曲を 謠っ たので ある 龜 元年の 七夕の 日に 細 川 家の 被 
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って 集めた ものに 相違は ない。 應永七 年に 新に 信 濃の 守護 職に 補せられ た 小 笠 原 長秀が 入部し 
た 時 陵 人が 其の 所 勘に 從はす 、同 國大 塔に 守護の 兵を 攻めて 亡ぼした 事を 叙した 大塔 物語 ど 
いふ 軍記に、 長秀の 御氣に 入りの 遁世 者頓阿 彌 W いふ もの、 事を 記して 「早 歌は 詉 訪の顯 阿、 
會 田の 彈正が 兩 流を 伺 ふ」 VJ あって、 應 永の 初年よりも 以前に、 此の 二人の 名人が あって、 そ 
れ^、 一流の 節を 謠ひ出 して ゐ たこ ど が 知られる。 敎言卿 記に て 見えて ゐる飯 尾 坂 阿も當 時の 
名人であった ので あ、 らぅ。 今 流布して ゐる撰 要目 錄卷が 飯 尾 彥六左 衞門尉 常 房の 手から 傳 はっ 
たどい ふ 奥 書が ある VJ いふ こ VJ も、 坂 阿 VJ の關 係を 物語る やぅで ある 〇 それよりも 別紙 自 I 加 曲 
の奧 書に r 鹽 冶の 廣田金 吾の 爲に 博士を 差し 畢んぬ 、應永 ニ 年 六月 一日、 沙彌坂 判」 ど あ _ り、 
卽ち坂 阿. は 當 時の 早 歌界の 名士 ご して、 人の 需 によっ て、 其の 書に 博士を 差して 與へ てゐ たの 
である。京朝府立圖書館所藏の宴曲抄には應永ニ年十ニ月十三日附のこれご同文の奥書があ 
り 山 ロ 圖書館 所 藏の究 百 集には 應永 第二 曆應鐘 (十一月) 下 九日 附の 同文の 奥 書が ある 〇 又 
岐阜縣圓德寺所藏の眞曲抄には「應永三年卯月五、沙彌坂河(花押)」どいふ奥書がある〇何れ 
も 流布の 別紙 追加 曲 ど 一部を なす ものであって、 而も 其の 應 永の 原本で ある 〇 但し 暑 名 © 「沙 
彌坂 阿」 どい ふのは 坂 阿ど讀 むのは 稍 困難で あつて、 寧ろ ロ 阿ど讀 める のでは ないか ど 思 ふ 0 
ロ 阿も敎 言® 記の 五 人の 好 士の交 名の 內に 見えて ゐるが 、當時 出席し なかっ たもので ある 0 前 


記の 馨日 f ょれ ぼ、 SSQ? ので f 。 心 敬の？ 各ミは坂阿の|-る £° 
满濟准 后 日記の 永 享六年 正月 廿 八日の 條」 幕府の 連歌の 後に 弘阿彌 等の 早 歌 力 あつす 事を づ 
ベ 一、〕 阿 時に 八十 八歲ど ある。 此の 弘阿も 恐らく ロ 阿の 事で あら ぅ。 黑川道 祐の遠 碧 軒 記 (下 
卷ノ ニ、 典籍) には 其の ロ 阿が 永享八 年 卯月 晉 に、 堀 左京亮 平成 幸 どい ふ 者の 爲に 博士  — 
し S 52 つ—:^ f て 5。 S 書に 政 阿 ^ い 文 sf 差し？ いふ— ニ 年 
九月 五日の 奥 書の ある 玉 林苑の 事— ゐ る。 ひ f 言に 淸阿ど ロ f は 坂 阿の 弟子で 备 
時 二輪 ニ翅 ピ いはれ す 見えて ゐる が、 其の 淸 阿は 田 島 淸阿て 政ち」 は 恐らく 门じ 人、 あ 

應仁 略記 (4)  S 山 方— sf いふ？、 襲 寺 sil— 董 (S 賢 良) 

の 末路を 叙して、— が— に 堪能で あ つ？ ど— ベて ゐ る。 其の 內に 「此人 早 年の 比 ほ 
ひ、 早 歌 S 曲 其 SS むる Li、 都！」 は 盛阿彌 、興 阿 彌晶し 兩人其 名— し、 後小松 院北 
ぷ御 所行 幸の 刻 召れ たり、— 二人共に 仙 洞に 昇殿して 一曲を 沙汰す」 真り、 其の 爵彌 
興阿彌 ど』 ふのは、 先の 警卿 記に 見えて ゐる田 島淸阿 及び ロ 阿に 相違は な" ■は 此の 盛 
?從 つて 鍛錬す る ここ 二十 年、 S 道の 奥義 異説— へた。 元祖 墨は 熊野權 現の 利 生 S 
つて 曲の—— 創し S で、— は— 七 代の 傳 If いふ。 永 享ニ 年に 山 名 時 P 
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か。 甥の 海會 寺の 季弘 大俶の 日記 蔗軒 日錄 文明 八 年 八月 二日の 條 による VJ、 若い 頃 前記の ロ 阿 
に 就いて 早 歌を 學んだ 足矣翁 VJ いふ 醫 者の 話に、 「公家に 郢曲 有り、 曲調 郢 曲より 緩し、 故に 
早 歌 ど 云 ふ」 ど ある。 意味は 少 々明では なく、 或は 說字 でも あるら しいが、 曲調が 普通の 郢曲 
より 早い から 早 歌 どい ふ VJ いふので はなから ぅか。 

祇園 執行 日記に よる VJ、 康永ニ 年 (興 國四 年) 九月 十三 日に、 四條 道場に 郢律講 どい ふの が 
催されて、 早 歌 衆 神 保 入道 某、 三 島 高阿彌 、慈 阿彌 、三 島 勘 解 由左衞 門、 遠 藤 五 郞左衞 門、 公 
阿 ご 管 絃者數 輩 どが 集まり、 早 歌を 謠ひ 、管絃 を 奏した ので ある 〇 後 崇光院 法皇の 看 聞 御 記 
によれ ぼ、 永 享ニ年 十月 二十 八日、 山 名 時熙が 其の 邱で郢 律講を 催した。 其の 頃 暫く 郢律講 が 
中絕してゐたが、時熙が早歌を好んでゐたので、これを再興し、早歌衆三十人の他に、堂上の 
樂 人ど大 原の 魚 山の 法師 どが 集った ので ある ◦此の 郢律講 ど いふのは 早 歌を 謠ふ會 であって、 
其の 講式 ごもい ふべき 郢曲 講物禮 どい ふの が 明 空の 眞曲抄 中に 見えて ゐ る 0 それによ rl ;H 伎樂 
の 菩薩、 梵釋 四禪に 香 花を 供養し、 管絃を 奏し、 神樂 、催 馬樂 、雜藝 、風俗の 郢 曲を 謠 ふので 
あって、 此の 郢曲 どい ふ 中には 勿論 早 歌 も 含まれて 居り、 寧ろ それが 主な ので あらぅ 0 

明 空は 自分 達の 謠 物を 當 道の 郢曲 ごい ひ、 又 郢律講 では 他の 郢曲類 ど 共に 謠 ふので あるか 
ら 早 歌 ど 他の 郵曲 どの 間に 親類 關 係を誕 めて ゐ るので ある 0 併し 平安時代から 鎌倉時代 初期 


までに 謠 はれ S? いふ もの、 內 には、 此の やうな 長い 散文 風の 急は ない。 始め 1 
の 歌 謠を謠 つて 舞つ た白拍 5 、後には 次第 S い 散文 風の ものを 謠ふ？ なつた こ S 前に 
も 述べた が、 殊に 法 隆寺緣 起 白拍子 ど いふ ものは 是 等ょりも 長く 且つ 散. 文 式で ある。 又 源平 ® 

寵—  ? 土 肥 SS?— 的 1 i つ？ 思 はれる から、 早 歌 も 恐ら 

くそれ 等の も Qt 血脈— で— う。 讓 i の謠？ けが、 f 離れて、 音曲 卽ち謠 
曲 S り、 曲舞の 謠物 V けが、 舞 ど 分れて 居 舞— つ？ うに、 白拍子の 舞の 謠物 が、 舞 どは 
別にな つて S する 事 集 へられる。 早 歌— うい ふ もの ど f 證關 S 含ので あらう。 
白拍子は 鼓 Q 伴奏で 謠 はれ；^、 早 歌は 警卿 記に 「尺八を 以て 時々 音 取る」 ラ" る やっ 丨 
時々 尺八を 伴奏に 用 ひた Q で t が、 七十 一 霊 人 歌合には 蠢を 著、 折 烏帽子 S いた 男 力 
扇を 手に して 「かたみにの こるな でし この」 ど謠 つて ゐる早 歌うた ひを 描いて 居り、 其の 早 歌う 
た ひの 坐？？ き ろには、 何 S 伴奏の 樂器 4 いて § い。 f く i 子 51 ふこ 
f あ つ S で t う。 此の 尺八 どい ふのは 古制の 尺八では なく、 鎌倉時代 頃 か Is めら 
れ；： Tl 節 切の こど、 思 はれる。 

早 歌は 前記の 太平 記の 記事 や、 紙 園 執行 日記、 警卿 記に 見えて ゐる やうに、 t して 武家 
Q 間 こ 行ょ x.fQ らしい。 殊 に 應永 十五 年に 北山 第 5 つ S 歌 衆は 當 時の 名流 f ぐ 
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初な のかは 明で ない が、 宴 曲 どい ふ 名は 古くは 殆 ざ 見る どころ が 無い ので ある。 明 空の 書物の 
中には 其の 名は 全く 見出せな いので、 撰 要目 錄卷の 序に 當 道の 郢曲 どい ひ、 神樂 、催 馬樂 、風 
俗、 今樣 、朗詠 等の 謠物ど 同じく、 これを も郵曲 どいつて ゐ たらしく、 た ^ 當 道の 郢曲 どいつ 
てゐ るから、 他の 謠物 ど の 間に 多少の 區 別を 意識して ゐた らしい が、 さて それを 何？ 名 づけて 
ゐた かは 明では ない。 宴 曲 集 どか 宴曲抄 どかい ふ 書名は、 宴會の 歌曲 どい ふ 意味で あつて、 そ 
れか 果して 是 等の 謠 物の 名稱 どして 用 ひた もの か ど ぅかを 知る こどが 出來 ない。 

應永 十五 年 三月、 後小松 天皇は 足 利 義満の 北山 第に 行幸 あらせられ、 約 二十日 ばかり 御駐輦 
あらせられた。 其の. 間、 三月 二十四日の 夜、 義満は 早 歌 どい ふ ものを 敷 聞に 供した。 其の 事は 
山科敎 言の 日記に 見えて ゐ る。 卽ち 其の 夜 細川満 元は 早 歌の 好士五 人を 伴って 參った 。五 人 ど 
いふのは 飯 尾 善 左衞門 入道 坂柯 、ロ 阿、 蔭山 入道 某、 多 田 入道 某、 田島淸 阿で、 其の 內ロ阿 ど 
蔭山 某は 參らす 、角 田 某ど拼 和爲淸 入道 どが 參 上 した ◦其の 謠った 歌は 花亭祝 言、 花、 不老 不 
死、 遊 宴、 法 華、 神祗 等で、 尺八を 伴奏に 用 ひた どい ふ。 此の 時謠 った 六 曲は 何れも 明 空が 撰し 
た 諸 書の 內に 見えて ゐる もので、 花亭祝 言、 花、 不老不死、 神 祗の四 曲は 宴 曲 集に、 遊 宴 ど 法 
華 どの ニ 曲は 眞曲抄 にある。 これにょ つて 明 空の 撰した 謠 物は、 此の頃には 早 歌 どい はれて ゐ 
たこ ご が 知られる ので ある。 兼 好 法師の 徒然 草に、 或る人が 其の 子を 說經師 にしょぅ どした。 


其の 子は 說敎師 になる には、 先づ 、導師に 請 ぜられ た 時には 馬に 乗らなければ ならない からど 
て乘 馬を 習 ひ、 佛 事の 後の 酒宴な どに、 餘に 能の な いのも 如何 どて 早 歌を 習 ひ 遂に 年闌け る 
まで説敎を習ふ暇がなかったどいふ話を載せて「次に佛事の後、酒などす、むるこどあらむ 
こ、 法® のむ デに 能な きは、 檀 * すさまじく 思 ふべ しどて 早 歌 VJ いふ こ VJ を 習 6 けり」 ど あ 
る ◦徒然 草は 何年 頃に 書かれた もの か 明に せられて ゐな いが、 いくら 晚く 見ても 兼 好の 寂す る 
正 平 五 年ょり 後では ないから、 吉野朝 時代の 始の 頃には 旣に 酒宴な. ど の 席で 謠 はれて、 それを 早 
歌 VJ いって ゐ たので ある。 太平 記 (卷 第二 十三) の 土 岐賴遠 御幸に 參 合せ 狼藉を 致す 事の 條に 
「今程洛中ニ、ノ武士ドモ充満シテ、時ヲ得声人其數ヲ知ズ、誰ト、ノ見へズ、逞シキ馬ドモニ、 
思々ノ鞍置テ、唐笠に毛水日、ノキ、色々ノ小袖ヌギサゲーブ、酒暖メ、燒殘シタ /> 紅葉の枝手每ニぎ 
ヵザ シ 、皆 ®:' 交 リノ 雜談シ テ、 馬上 二三 十騎 、大 內野ノ 芝生 ノ花露 ト共二 蹴 散力シ 、傍 プヲ拂 
テ步マ セ タリ」 VJ あって、 太平 記の 出來た 室町 時代の 早い 頃には、 武士 どもが 小唄を 謠 ふやう に 
早 歌を く £r 齡んで ゐた ので ある。 明 空が 宴 曲 集 以下を 撰した 時には、 果して それを 早 歌 どいって 
ゐたか どうかは 明では ない が、 徒然 草 や 太平 記が 出來た 時は、 明 空が 撰 要目 錄卷を 作って から 
五六 十. 年、 玉 林苑を 撰して からは 三 四十 年 ばかりし か經 って ゐな い。 それまでに 旣に早 歌 どし 
つて 世上に 謠はれ てゐ たので あるから、 明 空の 時 も 恐らく 旣に早 歌 どい はれた のでは なから う 
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宴 曲 集 ( 五卷) 、宴 曲抄 (三 卷)、 眞曲抄 ( ー卷) 、究百 集 ( ー卷) 、拾菓 集 (ニ 卷) 、拾 菓抄 
(一 卷) 、別紙 追加 曲 ( ー卷) 、玉 林苑 (ニ 卷) ど 名 づけら れた 歌謠の 詞章を 集めた 一類の 書籍 
が ある。 何れも 皆 明 空 VJ いふ 人の 撰であって、 宴 曲 集から 究百 集までの 四書には 併せて 百酣收 
めら れてあり、後伏見天皇の正安三年八月上旬に、撰者明空自ら其の目錄を作って、それを撰 
要目 錄卷ご 名 づけた。 其の後 更に 其の 拾遺 VJ して、 後ニ條 天皇の 嘉元四 年 三月 下旬に 拾菓 集を 
撰し、 これに 二十 曲を 收 め、 又 花園 天皇の 正 和 三年 三月 五日 拾 菓抄を 撰して、 十一 曲を 收 め、 
なほ 後醍醐 天皇の 文 保 三年 二月までに 別紙 追加 曲、 玉 林 苑のニ 書を 撰して 合せて 三十 曲收 めて 
ある ◦宴 曲 集 以下の 八 書で 都合 百 六十 一曲の 詞章が ある こど、 なる。 是 等の 謠 物の 詞は 和漢の 
古典から 詞を拾 ひ、 故事を 綴り 合せた、 甚 しく 街 學的な もので、 曲 中 一貫した 意味の 無い もの 
も少 くない 。ひ ざく漢語に富んだ散文的なものである。ー曲の長さは謠曲ょりは短いが、所謂 


曲舞 ど いふ ものょりは 長い。 宴 曲 集 以下の 百 曲 中 七十 五 曲は 明 空の 自作で、 其の 調 曲に 成り 
他のニ十五曲は他作であるが、調曲は明空である。拾菓集以下の六十ー酣は槪ね他作であるヵ 
明 空、 月 江 等の 調 曲で ある。 撰 要目 錄卷の 序に 「夫當 道の 郢 曲は、 幼童の くちにす さみ、 萬 
人の ¥こ さへ ぎる たぐ ひ、 さま おほし いへ ど も、 愚老が 撰び あつむる 曲、 すべて 其 軸 
十—— V め、 義百 のかす— はむ」 どいつ U ら 、かぅ いふ 風の 謠ひ 物は 當時廣 く 
行 ょれて ゐた ので あるが、 特に 墨の 庶幾す る 風 調の ものを 集めた ものが 卽ち是 等で ある。 併 
し玆に 集 f れ凝 章の 霞 的な 散文的 S 子は、 明 空の 好みに 基く もの 力 f へは 必すし 
も？ っ S 限— いので t。 震 S 卷には 他 作の ものには 其の 作 S 名— にして ある。 
或は 女房な Vi の 作 も ある。 明 空の 自作で も 他 作で も 其の 調子は 殆ど 親 はらな しので 作者の 

名が もし 知られな かつた f ば、 明審 作ビ 全く 區別が 出 f い 程で 舍。 これは 墨の 囊 

した 風 調には 相違ない が、 また 其の 頃 ほ ^ かぅ いふ 風 調の 謠物が 謠はれ てゐ たので ある。 是等 
一類の 書は 夙く 續群 書類 從璧百 五十 四卷 以下に 收 めら れ 、又 應永 二三 年に 博士 卽ち 音譜を 差 
ノた 古本が 世に 存 し、 大正 元年 九月、 吉田東 伍 博士 等の 校訂した ものが 宴 曲 十七 帖ど 題して 
馨刊 2111 から 出版せられ た。 それ 以來是 等の 謠 物を 雲 S して 廣く 世に 夫ら れる こど 丨ニ 
た 。是 等を 宴 曲 ど 名 づけた のは 歌舞 品目から 始まる のか、 古事 類苑に 基く 力士 口田 博士 等ヵ最 
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夫、 市 太夫の 三人の 名代の 名を 擧げ 、元祿 十 年の 難 波 丸に も 舞 座 名代、 己して 又 太夫 兵 太 
.夫、 市 太夫、. 金 太夫の 四 人の 名を 擧げ てゐる ◦此の 內の兵 太夫が 正 保 元年 六月 ビ慶 安元 年 十月 
ビ に、 仙 洞 御所に 出頭して 舞つ たこ どが 隔蓂記 に 見えて ゐ る。 

曲舞 も 近世に 入つ てから、 次第に 凋落の 一路を 迪る やぅに なつた 。それでもな ほ貞享 元祿の 
頃までは、 京大 坂の 芝居小屋の 他に も、 諸國に 舞々 の 徒が 散在して ゐ たので ある。 隔寞 記寬文 
四 年 九月 士 三日の 條に 、「西陣の 住人 宗圓ど 云 ふ 者 吉左衞門ど云ふ者兩人大 ^ の舞々なり」ぐし 
見え、 醒睡笑 (卷 七) に攝津 平野に 大 頭の 流の 舞々 の 居る 事が ある。 竹 橋 餘筆別 集 (卷ニ ) の慶 
長 十七 年分 御 算用 狀の內 に、 三 河 國賀茂 組に 左 介 W いふ 舞々 の 居った こどが 見え、 新 編 相模國 
風土記 (卷 三十 三) 足 柄 下 郡の 條に .大橋 及び 桐 どい ふ ニ 座が ある 由が 見え、 鹽尻 ( 卷七 十五) 
には 武藏熊 谷 西 新 堀 どい ふ 所に" 女 舞の 桐大藏 座が ある こどが 出て ゐ る。 又 若 狹國郡 志 (卷ニ ) 
に 遠 敷 郡 合 島 町に 舞々 谷 どい ふ 舞々 の 居所の ある 事が 見え •小 濱の靼 屋 恒久が 屋代弘 賢の 風俗 
問 ^ に 答へ た 若狹 風俗に 同國 の高濱 にも 舞々 が 居る こどが 記され 小濱藩の御毕物 ]1 ム異1序書 
ビいふ ものに 鍋屋座 どい ふ 舞々 が 見えて ゐる ◦醒睡 笑 (卷 七) に 越 中に 大瀾 、小 瀾のニ 座の あ 
る 事が 出て ゐ る。 又筑 後の 柳 川 藩の 大江 村に 大頭 o 一流の 後まで 殘 つて ゐる こどは 馬 琴の 烹 ■ 
の 記 (前 集 下) に 見えて、 それが 今 tn まで 傳 へられて ゐる こどは 前記の 通りで ある。 其の 他 諸 


國の 地誌 類を 涉る VJ なほ 所見が あるで あらう。 和泉國 には 泉 北 I にも ^ 南1しも舞ど〃ふ & 名 
が あつて、 或は も VJ 舞々 が 住んで ゐ たのでは なから う 力。 

幸若ー家は幕府の保讓にょって幕末まで其の命脈を續けて來たが、世間からは殆 £' 其の存在 
を 無視せられ たやう になっ た。 春 臺の獨 語に 「寬文 延寶の 比までは、 諸侯 貴人の 宴饗 にも 是を 
用 ひて 心を な ハ、 さめ、 酒を 進めけ るに、 元祿の 比ょり 猿樂 さかんになりて、 幸 若の 舞 世に すれれ 
たり」 ど 其の 末路を 語っ てゐる 。まして 何等の 保護 もない 民間の 舞々 は說經 、髪、 淨瑕璃 及 
び 歌舞伎 等 ど 激しい 競爭に 敗れて、 次第に 衰亡して しまった ので ある。 和漢 三才 圖會 (卷 十六) 
にも「近年淨塯璃甚だ流行してょり以來舞廢る」どいってゐる。兼好法師もいったやうに、古 
いものは 田 舍に殘 る 習 ひで あって、 S 日では 旣に 顧ら れ なくなっ た 舞 も'  地方には いくら 力 後 
まで 保存せられ たらう。 若 狹高濱 の 舞々 は、 後年まで 其の 地の 本 町の 小社の 神事を 勤め、 同國 
鍋屋 座は 天 保 頃まで なほ 殘 されて ゐた ◦筑 後大 江村の 大頭 舞が 遠く 今日まで 傳 へられて ゐ るの 
も 其の 適例で あらう。 陰陽師 ど稱 して 細々 ながら 命脈を 保ち、 一方では 其の 內の 或る 者は 當 
時 旭日の 勢であった 歌舞伎の 內へ 融け 込んで 行った。 女 舞 桐 大藏の 後なる 桐 長 桐が 江 戶市利 座 
の 前身で ある VJ ころの 桐 座の 名代 S なった ( 譚海卷 四、 街談 文々 集 要 文化 十三 年上 卷) どい ふ 
の も 其の 一例で あらう 0 


日の 條 にも 「山 本、 大頭 VJ 號 す」 ど あり、 大頭 自身で も 山 本 氏を 名吿 つて ゐ るので、 幸 若の 桃 
井 ^ ど 別 系 vj 見るべき であらぅ 0 

醒睡笑 (卷 一) に 「大 頭勸進 舞の ヮキに 笠屋 、ッン に 池 淵 どい ふ 者な りしが、 折節 わるぅ 雨 
ふりし、 雨 ふら ばかさ やを きせょ 大が しらこ S も かし こもいけぶ ち どなる」 ど 見え、 池 淵の こ 
どは 他に 所見は ない が、 笠屋は 女 舞で 有力な 舞々 であつ た。 和漢 三才 圖會 (卷 十六) に 「幸 
若、 臺 頭、 笠屋の 三流 有り」 ど" 幸 若、 大頭ど 頭を 並べる 一流に 數へ てゐ る？ 慶長八 年 八月 
十九 日 VJ 二十 二日に 笠 屋が 女院 御所に 參 つて 舞つ たこ どが 時慶卿 記に ある ◦戶田 茂 睡の當 代 記 
の 貞享四 年の 條に r 此 まへ お 勝、 こ 勝、 千 勝、 三 勝な ざい ひて、 女の 犬が しらの 舞を まひし 事 
は あれ ざ」 VJ いひ、 京都 御 役所 向 大槪覺 書 (卷 ニ) に、 京都 四條 芝居の 名代の 名 付を 載せて、 
仕形 男 舞 又 太夫、 女 舞大頭 柏木、 女 舞 笠屋三 勝、 •女 舞 笠屋新 勝、 女舞吉 かつ、 女 舞たち やおく 
に 等の 名を 擧げ てゐる ◦御所の 非藏人 羽倉延 重が 寬文ニ 年 五月に、 此の 小 勝の 舞を 見物した こ 
どが 其の 日記に 見えて ゐ る。 馬 琴の 著作 堂 一夕話 (下 卷) に r 雜劇 にて 笠 屋三勝 ど 作り かへ たる 
は、 慶長 のころ 女舞大 頭の 座元な りし 笠屋三 勝を 擬 したるな り、 事迹 合考ど ふい ものに、 女 舞 
は 白拍子の 事な り、 慶長 のころ 桐 屋大藏 、笠屋 三 勝、 女舞大 頭の 座元な り 云々、 これは 平家 物 
語、鹽衰記等のおもむきをぅたひものにつくり、大鼓にあはせてこれをまふ、舞の打扮は天冠 


をい f、 狩 衣を 穿、 大口を はく、 これを 女舞大 頭— づく 、この 舞に 岩戶 開、 天地 拍子、 
羅生門な ざい ふ 傳受の 舞 ありし どぞ 、永祿 のころ 室町 家より 祿給 はりれ る 舞 女に绝 、ー屋 夏 どし ふ 
もの あり、 5 事— 語 1 たり、 これ 笠 f 名づ くるのは じ s、 Is 霧 
勝、 同 萬 勝、 同 春 勝な どい ふ 女 あり、 みな寬 文の ころまでの 女 舞 也、 一一 一勝 もこの 門より 出た る 
女こて由緖あるものなり、歌舞伎狂言作者並木五瓶どいふもの、三勝がいたプきし天冠をおさ 
むる よしきけ り、 天明 四 年 十一月 桐 長 桐 芝居 興行 免許の どき、 馬 揃 どやらん いふ 狂言を した 
り、天 ^ 、狩衣、大ロのいでたちにて、大鼓ー挺にてぅたひまへり これいにしへ女舞の遺 1 
なるべし、 三 勝は 寬 永の ころ 旣に 老女に て、 京に 住せし どい ふ、 この 一條 醒 世子の 說 なり」 ど 
いふ 0此の頃の戯作者の考說は虛實相半するものだが、これも亦笠屋の舞を髪髴ビするこどヵ 
出來るだらぅ。貞享頃に版になった假名草子のニ休物語(卷ー)に「それよりおごりをやめ、 
かさや 新右衞 門が 勸議 見物に さへ ゆかれ ざり ける」 墓る から、 養には 或は 男 舞 も あっ ブ 
ので あらぅ 0 * 

上記の 京都 御 役所 向 大槪覺 書に よって、 京都 四條に 舞の 芝居が あった こど か 知られる 力 延 
蜜 三年 開 板の 蘆 分 船 (霊) にも 大靈頓 堀に、 歌 舞妓、 淨擺璃 、說經 等 ど 軒を 並. ベて 舞の 
輿 行せられ てゐ たこ どが 見え、 同 七 年刊の 難 波 雀 及び 其の 跡 追に、 舞 座 どして 又 太夫、 兵 太 
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(隔蓂 記) 

幸 若が かく 幕府の 祿を 食む やぅになる ど、 勢 ひ 系圖が 必要 ごな つて 來る 。そこで 幸 若 家では 
越 前の 桃 井 播磨守 直 常の 末孫で、 其の 孫 幸 若 丸直詮 (或は 安直 ども) を 元祖 どす るので ある ◦幸 
若 丸は 叙 山， の稚兒 どなり、 八 島 軍 どい ふ 草子を 翫び 、それに 節を 付けて 旦夕 閑吟 した どい ふ Q 
又 舞 大夫地 福大夫 どい ふ ものから 張 良ど満 仲 どの ニ 曲を 習 ひ、 後花園 天皇の 敷 聞に 達し、 三十 
六番の舞の本を賜はつて、それに節を付けて奉つたどもいふ。併しかぅいふ先齟書は中世の歷 
史の 常識から 剌斷 して 到 ^ 信用 出來な い。 當 時の 藝 人の 身分を 考 へる ど、 大名の 子孫が いくら 
落 ぶれても 寒 人には 成る ものでは ない。 誰でも 身分が 出 來て來 る ど、 所謂 系圖 買で、 周章 どし 
て 系圖を 作る ので ある ◦それ 故 系圖程 信用の 出來な いものは 無い ので ある。 藝能 に携 はる 諸氏 
でも 世に出る 樣に なる ど 大和 猿 樂の諸 座は 皆 秦の河 勝の 子孫 どい ひ お國の ァトを 勤めて 
ゐた猿若が豐太閤の時の大名中村ー成の子孫だど名吿るのである〇蔭涼軒日錄の寬正六年八月 
_の 條に 、幸 若 丸が 御免を 蒙って、 元の 如く 細 川 勝 元ょり 扶持を 加 へられ、 足 利義視 の 小者に 成 
る どい ふ 記事が あるので、 これを 幸 若の 元 * 直詮 tr VJ いふ 人が ある。 而も 一人では ない。 併し 
幸 若 丸 ど いふ 樣な めでたい 有 觸れた 童 名は 史上にい くらで も 例が あるので、 一例を いへ ば 上 杉 
朝 宗の童 名 も 幸 若 丸 どいった ◦又應 永の 初年に、 興 福 寺 大乘院 の稚兒 にも 幸 若 丸 どい の ふが あ 


つた 0 偶然に も 幸 若 丸 VJ いふ やうな 名を 見付けて、 それを 直樣桃 井直設 に 附會す るな，、」 はぎり 
に 世間 狭い どい はなければ ならぬ。 今 帝室 博物館の 有に 歸 して ゐる桃 井 幸 若 丸の 書 像が ある 0 

いふ。 像は 大紋に 折 鳥 掌を 頂いた 實 に 立派な 像で、 書 も 極めて 傑作で、 光信の,」" つても 
決して 不當で S 作で t。 光 f 非常 I 命で、 文 it 一 S まで 蠢を 執つ S る。 其 
の 頃の 幸 若は かう いふ 像を 造る 程 世に 用 ひられて ゐた のか も 知れない。 

此の頃 幸 若 一家が 幕府に 召 抱 へられて ゐ たのに 對 して、 大頭 一流は 主 どして 民間に 勢力を 張 
つて 居つ て、 舞を 大體 Li 幕府の 幸 霊 ど、 民間の 大頭流 どの 二つに 分けて ゐ たので ある ◦雍外 
府志 (卷 八) に 「凡そ 舞兩流 有り、 越 前の 幸 霊 並びに 大 柏流是 f」s る ◦大柏 どい ふのは 
卽ち大 頭 S で、 5 やうに 兩流 ts で—。 勿論 大 頭の 他に— く S 々が あつた 
が、 皆 大頭 に附屬 して 各ので t。 大 頭の 物に 見えて ゐ るのは、 尊鎭 親王 御 記の 天文 十三 年 
ヒ弓 卜' 日の 條が 、ま づ早 いもので あらう。 多 聞 管 記の 天 正 七 年 五月 三日の 條に 「京の 大頭 
舞」— ら 、大 頭は 幸 若が 越 前 t 來 るに 對 して、 こ S 京都の 出身で ある ◦然るに 大頭 
の系圖 では 幸 若の 支流 どい ふこ どに なつて ゐる ◦勿論 これは 後世の 幸 若 ■な 頃に 出來 た系圖 
故、 深く 問題に する には 足りない。 言繼卿 記の 天文 十四 年 六月 四日の 條 にも、 翌 十五 年 三月 九 
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能を 見せた ◦梅 若は 不出來 だ どい ふので 折檻せられ、 幸 若は 大織 冠、 田 歌の 二番を 舞 ひ、 よく 
出來た どて 御 機 綠斜な らす 、御 褒美 黃金十 枚を 下された ど いふ。 (信長公記卷十五、字野主水 
記 等) 信 長は 非常に 曲舞を 好み、 平素 友 閑 どい ふ 町人を 呼んで 舞は せ、 殊に 敦 盛の 「金 谷に 花 
を 詠 じ、 榮 花は 先って 無常の 風に 誘は る、 南樓の 月を 弄ぶ 輩 も、 月に 先って 有爲の 雲に かくれ 
り、 人間 五十 年、 下 天の 內を比 ぶれば， 夢幻の 如くな り、 一度 生を 享け 、滅 せぬ もの、 あるべ 
きか」 どい ふ 一節を 好んだ どい ふ。 (信 長 公 記 首卷) 捅狹 間に 今川義 元の 幕營 を襲擊 しよぅ どし 
た 時 も、 此の 「人間 五十 年」 を謠 って 出掛けた ごい ふ 0 ( 老人 雜話 下卷 ^ 幸 若は 此の頃に なって 
次第に頭を上げて來たのである〇秀吉は曲舞よりも能を好ん /: のであるが、なほ自分の鴻業 
を 物語る 三 木、 本能 寺、 金 配の 三曲を 新作せ しめ、 幸 若 小 八郞、 忠右衞 門、 彌 助の 三人に 節を 
付けさせた VJ いふ。 (幸 若 系圖) 家 康は 能を も 重んじた が、 曲舞を 一層 愛翫 して、 殊に 駿府 に隱 
退して からは、 幸若大 夫を 寵愛した 。駿府 記に よる ど、 幸 若 彌次郞 、八 郞九郞 、小 八郞 等を 時 
時 越 前から 呼び寄せて、 其の 歸國の 際には、 御 暇 どして 銀 三十 枚 ど 時 服 どを 賜は った 0 此の頃 
幸若大 夫は 旣に 江戶へ も參府 し、 これより 幸 若 一家は 舞大夫 ごして、 幕府に 召 抱 へられる 事 ど 
なった。 其の 爲めに 幸若大 夫の 舞が 曲舞 全體を 代表す る やぅな 有樣 どなっ て、 それより 遂に 曲 
舞 ど いふ 名稱が 絕え 果て、 それを 幸 若の 舞 どい ふ樣 にさへ なつた 0 


幸 若 家は 江戶鑑 SS よれば、 S 國丹生 郡 西 田 中 村 居住で、 若年 寄の し、 五家 
•こ 分れ、 祿は 地方で 三百 四十 石から、 最も 低い もので 百 石を 食んで ゐる ◦これを 三番に 分け 
て、 交替 に 江戶に 露す るので、 幕府では 年に一度の 舞を 勤める だけで ある。 それ 故 彼等の 藝 

若 家の 書 上に、 「幸 若の 藝は 古へ より 舞 候 儀は 無" 御座-候、 座 著に 而申候 ゅへ 本名を 音曲 ど 
申、 世間に て 舞 ども 申 候へ 共、 實 名に 而は無 こ 御座 一 候」 どいつて ゐる 。これによ つて、 「幸 若 
は 音曲の みに して 舞踏せ し 事は 非— の辨」 S 史地雪 十— 第五 號) どい ぶ論文を 書いた 人 
す— る 0 彼等は—— んでゐ るから •、謹の 家 元ど同樣 に、 表 向では 大名、 旗本、 乃 
至 町人な じ S ふこ どは 出 S かつ si る けれ f、 內 々は II て 所望す 
1 文、 聽聞 する 事が 出來 、彼等 も 亦 貴人 嘉の酒 間を 取 持つ てゐナ ので ある 氣海餐 十四) 
it、 請 人が 麻 上下で 聽聞 しなければ 聞かせな かつた どい ふ 事で ある ◦甲子 夜話 (續 1 
二十 一、 五十 五) に.、 松 浦 冠 山公齡 管い ふ 者の 取 持で、 幸 若 小八郞 、同 右兵衞の 舞を 聞" 
ここ どが 見えて ゐる ◦併し 一般には 其の 名— いて ゐる ばかりで、 實 際には 1 する 事が 出來 
なかつ たので ある ◦世間 一般には 幸 若 配下の 舞々 が、 幸 若 伊 右 衞門ど 力 幸 若 七 兵 衞どヵ 幸 若 ^ 
i ど S 若 五兵衛 か 或は 幸 若 長 十郞？  i のつ て、 京都 邊を 舞つ て步 いて ゐ S である 
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のこどは前に述べた。其の他北陸道筋の曲舞が多く京都に上って來る。若州九世舞、(蔭涼軒日 
錄)わかさょりのぼりくせまゐ(御湯殿の上の日記)ごいふのがぁり、越前では田中の幸若大 
夫、 (康富 記、 鹿 苑日錄 、言繼 卿 記、 天文 日記、 信 長 記、 御 湯殿の 上の 日記 等)、 香 菊大夫 ( 實 
隆公 記) 幸 春大夫 (勸修 寺 光豊 卿 文案) 等が ぁり、 加賀 からは 加 賀之女 舞、 (敎言 卿 記) 加州 山 
崎久世舞、或は久世舞之山崎彥太郞、(天文日記)か ^ のくにょりのぼるくせまゐ(御湯殿の 
上の 日記) な ど が 來る こどが 物に 見えて ゐ る。 右の 越 前の 幸春大 夫は 慶長 十四 年 六月 二十 三日 
御所に 御 願して 諸 鶴大夫 どい ふ 名を 頂戴した。 後に 承應 三年に 諸 鶴 理右衞 門 ど いふ もの、 居っ 
た 事が 隔蓂 記に 見えて ゐ る。 其の 他何處 の 者 ども 明で ない が、 くせ 舞 小犬 黨 、(看 聞 御 記) 舞 マ 
ィノ 常德 、(鹿 苑日錄 ) 舞 マィ 十二 郞 、(同) 國 一大 夫、 (多 聞院 日記) 藤 井、 (言 繼卿 記) 里 村， 
(同) 久世舞 もち 大夫 、(天文 日記) 掃 部 曲舞、 (祇園 執行 日記) 與八 男、 (康富 記、 東 野 州 聞 書)、 
舞黑介、(本光國師日記)まっー大夫(御湯殿の上の日記)などが物に見え、殊に永正、天文頃 
に 夕霧 及び 其の 子 朝霧 どい ぅ 女房 舞の 事が 屢 物に 見えて ゐるが 、永 正 十七 年には 朝霧は 年 二十 
六 ばかりでぁった どい ふ 0 ( ニ 水 記) 又 彥四郞 及び 張 市 ど いふ ものが 夕霧の 露拂を 舞って ゐる 
力 (雪 鎭親 王 # 記) 九 世 舞 彥四郞 の 事は 長享の 頃から 見えて ゐる ◦(蔭 涼 軒 日錄) 春 霧 VJ いふ 女 
舞は夕霧のー族でぁるかどぅかは知られないが、其の名は御所から賜はったもので、又 3£' ンど 


いふ名を下された曲舞もある。(御湯殿の上の日記) 

尤の 双紙 ( 下卷) の 物の かしらの 品々 の條に 「舞の 頭は 則大 頭、 ^ ち ぜんの かう わか」 こ见 
えて 居って、 尤の 双紙は 慶長 頃に 出來 たどい はれる が、 此の頃になる ど、 諸國に 居る 舞々 を統 
制して、 大頭ど 幸 若 ごの 配下に 附け たので ある。 幸 若は 越 前 田 中 村から 出る 舞々 で、 別段に 始め 
から 特に 勢力の ある もので も 無かった。 其の 最も 早く 物に 見えて ゐ るのは 恐らく 公 名 公 記嘉吉 
ニ 年 五月 二十四日の 條に 「幸 若大夫 先日の 禮 稱 して 來 る」 ある もので あらう。 尋 いで康 富 
記の 文 安五 年 正月 二十 一日の 條に 「幸 若 同じく 來 る」 ど あり、 又 同 記 寶德ニ 年 二月 十八 日の 條 
に 「越 前 田 中 香若大 夫」 ど 見えて ゐる ◦御 湯殿の 上の 日記に ょる ど、 文明 十七 年閏 三月 十一 日 
にも、 明 應六年 九月 十八 日に も 御所に 參 ってゐ る。 應仁 別記に r 三 條 殿の 幸 若 舞」 ど あるのは 廣 
く 人に 知られて、 屢 引用せられ てゐる ◦併し 最も 頻繁に 物に 見えて 來 るのは 永祿以 後で ある。 
其の 頃の 幸 若には 名人が 居って、 世間から 歡迎 せられた ので あらう ◦幸 若 文書に 天 正 ニ 年 正月 
六日 付 幸 若 八 郞九郞 宛の 越 前の 國に 於いて 八 木 百 石を 宛 行 ふ どい ふ 織 田 信 長の 朱印 狀が ある。 
舞々 に 宛てた 信 長 や豐臣 秀吉の 朱印 狀は幸 若に 限らす、 近 江の 森 本の 舞々 も 持って ゐるが 、 
幸 若のは 最も 早い もので、 而も 米 百 石 も 宛 行 ふ どい ふので ある。 信 長は 天 正 十 年 五月 十九 日、 
安土の 總見 寺に 近 衞前久 、德 川家康 等を 響して、 幸 若 八 郞九郞 の 舞を 見せ 翌日は 梅若大 夫の 
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勤めて ゐ たので ある。 玉 海 集 (卷 一) にある 延 政の 句に 「寢る 蝶 や 花のは やしの 居 曲舞」 ど あ 
る 居 曲舞は & ち 居 舞の 事で、 座して 曲舞を 謠ふば かりの ものを いふので ある。 

前に 掲げた 應永 三十 四 年 醍醐 妙法 院に 於け る 曲舞は、 満濟准 后 日記に よる ど、 攝州野 瀨鄕聲 
聞 ど ある。 每年 正月に 御所に 參 って、 萬歲ど 曲舞 どを 勤めた のは 北 畠の 聲 聞、 櫻 町の 聲聞師 及 
び 近所の 聲聞 師大黑 である。 (言 繼卿 記、 御 湯殿の 上の 日記) 又 大乘院 寺社 雜事 記の 文明 三年 八 
月 五日の 條 による ど、 奈 良の 福 寺で 勸進久 世 舞を 興行し よぅどした 處が 、奈 良の 久世 舞は 一人 
も罷 出ない。 それは 久世舞 座 五 人 VJ 五ケ' 所 十 座の 惣衆 どの 間に 相 論が あったから である 。五ケ 
所 十 座 どい ふのは 奈 良の 大乗 院領に 於け る 聲聞師 及び 非人の 黨で あって、 彼等は 五ケ所に あっ 
て 十 座を 組んで ゐた ので ある ◦久世 舞 も 其の 十 座の 內で 、前より 五 人、 當時 追加が あって、 六 
人で 久世舞 座を 組織して ゐ たので ある。 此の 時奈 良の 久世舞 座の 者が 勸進に 出なかった から、 
五ケ所 十 座の惣 衆は 他 國の久 世 舞 ど 座 列して 興行した ◦此の 樣に 曲舞 又は 舞々 どい はれて いた 
ものは 槪 して 聲聞師 の黨で あった ので ある。 應永 二十 三年 三月 二十 五日に 伏 見の 宮に尹 h ( 
ッが參 って 又 曲舞を 舞った。 (看 聞 御 記) 手ク、 > ッ は 又い ふまで もな く 一種の 大道 藝人 である 0 
右の 大乘院 寺社 雜事 記に 久世舞 座 ど あるが、 曲舞は 元 來田樂 や 獅子舞な ざ、 は 違って、 神事で 
はない 力ら、 座 ど いふ ものは 無 かつた ので ある 〇 座 ど いふのは 神事を 奉仕す る もの、 團體 をい 


ふので、 田 樂の本 座、 新 座 どか、 猿 樂の結 崎 座 どか 坂戶座 どかい ふのは 神社に 附屬 して、 其の 
田樂や 猿樂を 奉仕す る もの> 團體 であっ たので ある ◦然るに 曲舞は 神事では ないから、 元來座 
どい ふ ものは 無 かった ので あるが、 文明 頃になる ど 次第に 座の 意味 も變 化して、 神事に 置の 
ない 團體 まで も 座 どいった ので ある。 併し 一般の 曲舞は 聲聞師 村の 曲舞に 堪能な 者の 一家 一族 
が 興行して 步 くので あって、 曲舞の 規模は 家族 的で、 座を 祖 織す' る 程の 必要 も 無かった ので あ 
るが、 奈 良の 久世舞 座は 五 人で ー祖 どなっ てゐ たので ある ◦諸方の 聲聞師 村の 聲聞師 力 皆 悉く 
曲舞を 舞 ふので はなく、 其の 內 でも 曲舞を 舞 ふ 家が あった® である ◦御所 皇 2 する奈 良 松 
どい はれる 曲舞は 櫻 町の 聲聞師 であっ た。 (言 繼卿 記) か、 る 聲聞師 村は 諸國に 散在して ゐた Q 
京都では 北 畠、 櫻 町、 大黑の 他に コク ノ宫の 松大夫 どか、 (後 法 奧院卿 記) 京の 大頭 及び 京の む 
かで や (多 聞院 日記) どかい ふの が ある。 大和では 五ヶ所 十 座の 內なる 久世舞 座の 他に、 布留鄕 
若大夫 どい ふの が 見えて ゐる 0 ( 多聞院 日記) 攝津 では 鹿 苑日 錄に攝 州の 優者 ど ある こどは 前に 
擧げたが、野瀨鄕の聲聞師の他.に住吉の千代松、(鹿苑日錄)森に候久世舞 (天文 日記) 天 王 
寺の くせ 急 (御 震の 上の晶 )？ が ある ◦應永 三十 年 十月に、 近 江、 河內 、美 濃、 八幡 
の聲聞 衆が 連日 京都で 勸 進した こどは 前に 述べた が、 近 江では 北 郡の 衆 (言 繼 W 記 御 ^ 殿の 

上の 日 1S) 近 江の m (御 震の 上の 基) どい ふの が あり、 霞國 人の 美しい 女 S 
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パ どい はれる。 かぅ いふ 筒單な 旋律の もので も、 其の 節 付を伃 細に 分ける ど、 自ら 多くの 種類 
を數 へる こどが 出來 るので、 醒睡笑 (卷 七) に 「幸 若の 舞を 聞き、 さて^^-おもしろの ふ レ やく 
VI き や、 中に もせめ が おもしろき な .VI かんする 時」 どクド キ 、セメ など どい ふ 節 # が あり、 h 
舞の正本曲節集ー本の末に「十六のしやぅの事」ど題して、上 /> 、下 /> 、引、ヽノヌ八、ッッム、 

ノム 、クム、 ツク、 マ フス、 ヲ /> 、 ヲス" フ /> 、 ユ /> 、 シヲ /> 、ィ外、クル、中のしやぅ'..ヲ 

クの しやぅ ど 十六の 聲を數 へてゐ る どい ふこ どで ある。 (幸 若 舞曲 集 序說) 

已に 曲舞には 劇的 要素が 無い ので あるから、 シテ ど か ヮキ どか、舞臺の上で役柄を分ける必 
要が無〃。た ^' 大夫がー人で舞ふのみである。併し言繼卿記の天正四年三月十六日の條には 
「禁中に 於いて 女房 舞 有り" 江 州 北 郡の 衆 ど 云々、 脇" ッぃ 等は 男 父兄 ど 云々」 ど ある 樣 に、 後 
の 幸 若 どか 大頭 ごかの 曲舞では 大 夫をシ テ ど いひ、 大 夫に 從 って 舞臺に 出て、 た ^ 助吟 する ば 
かりの ものを 脇 及び ッレ どい ふので ある o 其の 脇 どいっても ッぃ どいっても別陵に役柄 (: ょ相 
違は ない ので、 畢竟 無意味の 名目に 過ぎない 。これは た ^' 能の 影響に ょって、 其の 名目の みを 
借用した ので ある。 今日 福岡縣 山門 郡 高瀨大 江に 殘存 してゐ る大頭 舞に ょる ど、 舞では 喔 子の 
座に 鼓 打 (も VJ は 大鼓 ど 小 鼓 VJ、 今は 小鼓だ け) が 居り、 その囉 子に っれて、 大夫が 立って 扇 
を もって 舞 ふ。 脇 及び ッン (こ、 ではン テ 及び サシ VJ いふ、 何れにしても 無意味の 名目で ある) 
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に、 木 寺 相模が 四 尺 三寸の 太刀の 鋒に 敵の 首を 刺 貫いて、 

、才 誕劎戟 ヲ降ス 事、 電光 ノ如ク ナフ、 磐石 岩 ヲ飛ス 事、 春ノ雨 二相 同ジ 、然ト ハ 云へ 共、 
天帝 ノ身 II ハ 近ブヵ デ、 修羅 彼ガ爲 ニ 破 ラ 八 

?_子を上：けて舞ったどあるのは、宮の事でも相模自身の事でもないのだから、太平記の乍者 
が、 世上に ある 舞の 場所 相應の ものを 引用した どし か 考 へられない 。これ ど 土 肥の 燒亡 舞ど貨 
狄の 曲舞 ごの 間に、 一縷の 聯絡が ある ど 思 はれる。 曲舞は やはり 白拍子の 一の 分派 ど考 ふべき 
であらう。 かう いふ 理由を 承知して かしないで かは 明で ない が、 太宰春 臺の獨 語に も、 柏 崎 具 
元の 事迹 合考 (馬 琴の 著作 堂 一夕話 下卷 引用、 燕 石 十 種本には 見えす)、 蘭 洲東秋 賴の墨 水 消 
夏 錄 (卷 ニ) にも、 白拍子 ど 曲舞 ど を 一つに 考 へてゐ る。  ' 

曲舞は 白拍子の 如く 歌謠 にっれ て 舞 ふので はなく、 一っの 筋の ある 物語に っれて 舞 ふ もので 
あるから、 此の 點 だ けは 能樂に 幾分 近い。 併し 能 樂の樣 な 劇 どしての 要素は まだ 有っ てゐな い 
ので 簡單な 舞踊に 過ぎない ので ある。 それ 故 伴奏の 樂器 もた ブ 拍子を 主 どす る 鼓の みで、 大 
夫は 扇を 持って 足踏みを して 舞 ふ ばかりで ある。 能の _な 物眞似 どい ふ ものは ない ので ある 
から、假面も用ひなければ、舞臺の上で、役にょって扮裝を變へるどいふこごもない。其の詞耷 
は 散 交 的な 物語で あるから 歌謠の やうに 謠 ふので はなく、 一種の 朗吟 風の ものである 。從っ 


て 旋律 も變化 Li 乏しい もので、 霞？ うに 謠 ふで— ければ、 平家 物 S やう f の 朗吟 
でもな く、 中途半端な もので、 それでも 舞踊で あるから、 拍子を 重く 視る ので ある ◦世 阿彌の 
花傳書 の 逸文に 「曲舞は 拍子が 體を持 也」 どい ひ、 又 「しかれは 曲舞は 拍子 ヵ體 ..募 ゆへ に ま 
ひどい ふ 文字を 曲に そへ たり、 さる 程に 曲舞 どい へり、 たちて うた ふわ ざ 也 風體 ょりし つる 
音聲 なり、 然ば 昔は 各 別の 事に て、 曲舞は 曲舞の 當道 にて、 あまねくう たう 事は なかり し、 近 
代 曲舞を や はらげ て、 小謠に ふし を附てう たへ ば、 こどに く おも しろく きこ ゆる 故 6 當時 
は 殊更 曲舞の か、 り 第一の もて あそび どなれと どいつて ゐ る。 卽ち 曲舞は 舞 故、 拍子が 體を 
もつ も の£ 、それを 和らげて 小唄 風 12 謠ふ S 面白くなる ので、. 能 S 節 付に 主已て それを 
利用して ゐる どい ふので ある。 曲舞の 本 面目は 朗吟 風の た s' 拍子を 主 どす る もの 故、 や、 淋し 
い 音曲で* つた。 長 享ニ年 二月、 前關白 近衞政 P 一献 料を 献 じて、 御所で 串 沙汰が 催される 
時 こ、 曲舞を 召す やうに 仰せ 出された が、 甘露 寺 親 長は 「御 一献の 時、 久世 舞は 餘 にしつ 力に 
て、 御座 敷 等 以ての外 無音、 所詮 一献 申 沙汰の 間、 ち ど わさ  御座 然るべき 歟」 ど 申 上げ 
て、 曲舞を 止める 事 どした (親 長 卿 記) どい ふこ どで ある。 平家物語の 素聲ど 5 句 どの やうに 
等しく 朗吟 風では あるが、 文章が 幾分 律語 的な 調子の 所は や、 謠 ふやう にし、 それに 對 して 地 
の 文 f いふべき？」 ろは 疆風 5 るので、 謠ふ どころ はフざ いはれ、 語る さ」 ろは コト 


った 通り •一種の 物語に っれて 舞 ふ ものである ◦併し 白拍子 も 後には 神佛の 本緣な £' を 作った 長 
い謠物で舞ふやうになり、曲舞も何等の先行藝術の無い全く新しい樣式のもの |: どは考へられ 
ないから、 白拍子な ざ から 筋を 延 いて 發 達した もの ど考 へられる。 源平 盛衰 記の 土 肥燒亡 舞に 
ま 

土 肥 二三 ノ光 ァリ、 第一 一一 ハ 八幡 大 菩薩 我 君ヲ守 リ給フ 和光ノ 光ト覺 タヲ 、第二-一 ハ 我 君 
平家 ヲ打 亡シ 、一天四海 ヲ照シ 給フ 光ナリ 、第三 一一 ハ 光平 ョリ始 テ 君 一一 志ァ A 人々 ノ御屈 
二 ョヲテ 、子孫 繁昌 ノ 光也、 嬉シャ 水、 ®' ヽ,瀧ノ水、悦開テ照シタ<土肥ノ光ノ貴サョ 
我屋、 ノ 何度 モ燒バ ャヶ 、君 ダニ 世 ニ 立 タマ、 ノ V' 、 土 肥 •ノ杉 山 黃ヶレ バ 綠ノ 梢ョモ 盡シ 
伐替 々々造 ラン r 更ー一 歎 キニァ ラジ ヵシ 、君 ヲ始メ テ萬歲 •樂 、我等 モ共ー ー萬歲 樂トソ 舞 
タリ ケ < 

VJ あり、 作り物の 盛衰 記の 事で あるから、 實際 にかう いふ 舞を 舞った ど考 へる には 及は ない 
が、其の頃全く有りもしないものを、想像して書き出すこ€もあるまいから、ほゾこれに似た 
舞が あったので あらう。 蠢 記の 製作 年代は 正確には 知られない が、 平家物語ょりも 少し 遲れ 
て 世に出た もの どすれば、其の頃は恐らくま |: 曲舞は無かつたらうから 白拍子 丨もか うし ふ 
散文的な ものが 派生して ゐ たのでは なから うか。 太平 記 (卷 七) の大 塔の 宮の吉 野御沒 落の 條 
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la 舞 ども 或は 舞々 w もい ふ。 謠 曲の 舞 車では 遠 江の 見附の 國府の 御靈會 では、 往來の 旅人を 雇 
ぅて曲舞を舞はせるどあるが、それは能ごいふ作物の上だけの話で、實際ではさぅいふ事は實 
行 出來る こごでは ない。 京都 東 山の 祇園 社を 始め、 ■方の 祗 園の 社では 其の 御 靈會に 舞 車が 出 
で、 それに 曲舞を 乘 せて 舞は せる ので ある。 中原 師 守の 日記に、 一 貝 治 三年 卽ち正 平 十九 年の 御 
靈會 には 久世舞 車が 出て、. 將 軍義證 が 三 條烏 丸に 棧敷を 構へ て 見物した ご あるが、 其の 翌年 及 
び 正 平 二十 ニ 年には 舞 車が 無かった ご 見えて ゐ る。 又花營 三代 記 (卷 下) には、 應永廿 八 年の 
御靈會には舞車ヵ幕府の花の御所に來て、七番の舞を舞ったどある〇又東大寺法花堂要錄の寬 
正 三年の 條、 大乘院 寺社 雜事 記の 同 五 年の 條に も、 奈 良の 東大寺の 祗園御 靈會に 舞 車の 出た こ 
どが 見えて ゐ る。 

前に 祇園の 感神院 檢校顯 詮が西 大路 大納言 隆 蔭の 所で 掃 部 どい ふ 曲舞の 舞を 見た ど ある 樣 
に 其の 頃の 曲舞は 白拍子な ど S 同じ 樣に 、權門 勢家に 出入して ゐた ので ある。 將軍義 満の外 
戚で權 威を 擅に した 日 野 重 光は 應永 十六 年 鞍馬 寺に 參詣 するどて、 多 數の月 卿 雲 客を 引 連れ、 
同時に 加 賀の女 曲舞 二人を 伴って、 それに 小袖 五重 ど錢 五十 貫 どを 與へた o( 敎言卿 記) 應永三 
十四 年 五月には、 攝津の 能 勢鄕の 曲舞が、 醍醐 寺の 弘然坊 に 召 置かれて 、同 寺の 妙法 院に出 
仕して、 座主の 満濟准 后に 舞を 御覽に 入れた 0 ( 満濟准 后 日記). 永 享十年 二月に ょ 小犬 黨の 
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ける。 次第に 始まって 同じ 次第に 終る どい ふ 形式 も、 是 等には 少しも 見られない 。それよりも 
第一に 文章の 感じが 全く 相違して ゐ る。 あれ どこれ どの 間には 健に 一線を 劃す る こどが 出來 
て、 同じ 曲舞の 流 どは 考 へられない やうで あるが、 一方 又 曲舞 演奏の 記 錄を迎 れば 、此の間の 
區 別は 認められな いので あって、 此の 相違は 時代の 隔り による 變遷 VJ 考へな ければ ならない 0 
謠 曲には 後々 の 新作 もない こ VJ はない が、 こ、 で 材料に 用 ひて ゐる ものは 遲 くも 應永頃 ど考へ 
て 大きな 誤は あるまい ど 思 ふ。 一方 舞の 本に ある 諸 曲は 何時まで 溯る こどが 出 來るだ らう か 0 
舞の 本の 新曲 どい ふのは 太平 記の 一宮 御 息 所 事 ど いふ 一節を 殆ど 其の ま S 取っ たもので ある 
が、 これを 新曲 ごい ふので あるから、 他の 諸 曲は 太平 記よりも 古い もの、 やうに 考 へられ もす 
るが、 太平 記を 何時頃に 舞の 本 どして 取り入れた か、 それが 明 •に 出來な いの だから、 此の 事は 
必中し も 舞の 本の 年代を 考定 する 材料には ならない ので ある 〇 演奏の 記錄の 上では 鹿 苑日錄 の 
明 應七年 二月 二十 九日の 條 に、 攝 州の 優者 兩人が 多 田満仲 並びに 奥州 佐 藤 兄弟の 事を 演じた ど 
あるの が 最も 古いので、 今日の ごころ では それより 溯る こどは 出來な い。 卽ち應 永から 明_ ま 
で、 大略 八 九十 年の 間に、 これ だけの 相違が 出來 たど 考へ なければ ならない 0 併し 舞の 本の 中 
には、 曾 我物が 悅ばれ て 七 曲 も あるが、 謠 曲の 舞 車の 內 には 大 磯の 虎が 祐 成に 名殘惜 みの 曲 
舞のあるこどが見えてゐるから、なほあれどこれどの間にー褸の撒絡があつたものど毘まれ 


含の 內—曲 2 遲く— 1 來る が、 f ば 曲？ いふ" の S 時 頃まで 
溯り 1 で f うか。 至德 元年 五月 十九 日& し^^い ふ觀阿 P 白 髭の 能に 曲舞を 取 入 
れた どい ふので あるから、 其の 頃には 曲舞が 世上に 廣く行 はれて、 一般に 悅ばれ てゐ たもので あ 
る こ VJ はいふまで もない ◦祇園 社© _の 日記の 觀應 元年 卽ち正 平 五 年 三月 十八 日® 條に 「西 
大路 大納言の 許に 向 ふ、 見參 す、 又 一茶を 領收 す、 掃 部 曲舞」 ど 見えて ゐるが 、.私共の 見た どこ 
ろでは、 曲舞、 こい ふ 事の 物に 見えた のでは、 これが 最も 早い もの、 やうに 屈 ふ。 同じ 日記の そ 
れ ょり 前、 康永ニ 年 卽ち興 國四年 十月 十九 日の 條に 「今朝四條道場に參る、聖(作阿)に兄參 
す、 舞 有り」 W ある 舞 VJ いふの も 曲舞の 事で あらう。 後の ものであるが、 靑 震の 尊鎭 親王の 
御 記 天文 十三 年 七月 十八 HI の條に 「四條 道場に 於いて 大頭 舞」 ど あり 大頭 どし ふのは W 舞の 
ー流派であるから、前の興國四年に於ける四條道場の舞どいふのも恐らく曲舞 |: らうど類推出 
來る 。然 らば これが 史上に 於け る 初見で あつて、 應 永ょりも 更に 五十 年は かり 溯り 得る こど、 
なる。 これは 吉野朝 時代の 初期で あり、 其の 頃 酣舞も 相 當に行 はれて ゐ たもの ど 思 はれる 力 
ら 、實 際に 於いては 鎌倉時代の 末まで も 溯り 得る ので あらう。 

右の 紙 園の 社家の 日記に 見えて ゐる掃 部 どい ふのは 曲舞を 舞ふ藝 人で あらう。 それを 又 軍に 


^ らま 出 'L つ 力 
和 泉が 城 一満 箱 i 

是 等の 舞の 本は 刊行の 以前から、 奈良繪 本 S して、 或は 豪華な 繪 卷物已 て、 又 幸 若、 大頭卽 
ち 桃 井、 山本兩 氏の 大 夫の 譜本な どで 見る こどが 出來る ものが ある 。それには 
九け つの かひ  山中 常 磐 
靡 常 磐.  岡 出 
含狀  張 良 

三 木 本能 寺 、 、 、 、 、 

な.？ yj が あり， これを 加へ る VJ 五十 番を數 へる こ VJ が 出來 る。 是 等の 內 には 濱出を 蓬萊山 どし 6 

• K/ i 4 H ごぃ ひ、 い ^; か H どぃ ひ、 那於 の與 一を 扇の 的 どぃ ふゃう に、 異名で 呼は 4 

る こ VJ も屢 ある。 古ぃ 演奏の 曲目を 拾 ふ ど、 言 繼卿記 天文 ニ 年 正月 十五 日の 條に 見える 賴朝都 

A> など ◦此の 他な ほ 幾らか ある やうで あるが、 先づ 此の 五十 番 で、 大略 盡 されて ゐ るので あら 

う ◦最近 笹野堅 氏は 非常な 苦心 努力の 結果、 此の 五十 番を 集大成して、 詳細な 研究を 添へ て 

幸 若 舞曲 集 ど 名 づけて 出版せられ た。  . 

是 等の 所 1Q 本 どぃ ふ ものを 讀む ど、 謠 曲© 內に 見えて ゐる 曲舞 SS に 違つ S じを 受 

五 曲舞  五一 
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も 遊女の 道を 踏み そめし、 心は かなき 色好みの、 家 櫻 花し ぼみ、 たゾ埋 木の 人知れぬ、 世 
の 交 や 蘆 垣の まめなる 所 どて、 初花 薄 露 重み、 種に 出で がた き 身なる べし、 こ、 に 平相國 
淸 盛の 朝臣 どて、 今の 世の 武將 たり、 誰かは 恐れざる べき …… 

ど いひ、 隱岐院 では 

此 君の 昔を 今に かへ す浪 の、 隱岐の 海の 荒磯の、 新 島守は 誰 やらん、 春風に 磯山 櫻暌 くの 
みか、 沖には 浪 の花ぞ 散る、 承久 三年 七月 八日、 時 氏 鳥 羽 殿に 參 じて 申しけ るは、 世は か 

うにて 渡らせ 給 ひ # ふなり 御 出家なくて はかなう i じ VJ、 W なく 申 上 ぐれ、 よ 

ど あって、 普通の 謠曲 どは 少し 行方の 違 ふ 平家物語を 讀む やうな、 流暢では あるが、 散文的な 
文# の 章句が ある。 自然 居士では 「志賀 唐 崎の 一っ 松、 っれな き 人の 心 かな」 どい ふ 次第に 始 
まつて、 

.V 

抑 も 舟の 起り を尋 ぬるに、 水上 黃 帝の 御宇より 起って、 流れ 貨狄が 謀より 出で たり、 こ、 
に妥尤どいへる逆臣あり、彼を亡ぼさんどし給ふに、烏江どいふ海を隔て、、攻むべ.きや 
う もなかり しに、 黃 帝の 臣下に、 貨狄 どい へる 士卒 あり. …： 

ご 貨狄の 故事を 說 き、 藤 榮では 「吉野 龍 田の 花 紅葉、 更級越 路の月 雪」 どい ふ 次第に 始まっ 
て、 自然 居士 ど 同じ 文章の 貨狄の 故事を 說 いて ゐ る。 貨狄の 故事は 自然 居士 ども 藤榮 ども 關係 
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幸若の舞の事は比較的に材料も澤山あって、又や、人に知られてゐるやぅであるが、それど謠 
曲な Vj に 見える 曲舞 どい ふ もの ご は 少し 樣子が 違 ふので ある。 それは 恐らく 觀阿彌 が 白 髭の 
能に 取 入れた 頃の 曲舞 ど いふ もの VJ、 後に 幸 若の 舞 どして 人々 に 知られる もの どの 間には 少々 
の 年代の 隔りも あって、 若干の 沿革が あった もの VJ 思 はれる 〇 早期の 曲舞 どい ふ ものは り 
謠曲を 材料 VJ して 考へ るの が 最も 都合が ょいので あらぅ 。謠 曲には 其の 頃の 風俗が 苗 寫 せられ 
てゐる上に、謠物であるから、當時世 ^ に行はれてゐた白拍子、小唄其の他の謠物の事が反映 
して ゐ るので ある。 なほ 又觀 世世 阿彌が 多く 遺して 置いた 傳 書の 中に も、 屢 此の 舞に 言及して 
ゐる 。それ 等に 見える 曲舞 どい ふ ものは 幸 若の 舞ょりは 餘程上 品で 優美な ものである 0 
謠 曲の 山姥に 百 魔 山姥 ど いふ 遊女が 山 •姥が 出 廻り するどい ふ 事を 曲舞に 作って 謠ふ どい ふこ 
ど が 見え 又 歌 占の 能に も 地獄の 有樣を 曲舞に 作って 謠 ふごい ひ、 花 月に も淸水 寺の 緣起を 曲 
舞广作って謠ふどあり 隱岐院 にも 鳥 羽 殿の 事を 謠ふど ある ◦是 等には 其の 曲 中に 曲舞を 舞 ふ 
こ VJ が あり、 そこの 文句は 當 時の 曲舞の 文句 其の ま、 を 引用した もの どは 考 へられな いまで 
も 其の 樣子を 髪髴 せしめた ものに 相違は ない。 なほ 此の 他に も 舞 車には 遠 江の 國 見附の 國府 
の祗園會に、上下の旅人を雇ぅて、舞車の上で舞はせる事があり自然居士にも居士が人買舟 
の 船頭に 強 ひられて 曲舞を 舞 ふ 事が ある。 又 百 萬、 鸚鵡 小町、 仲 光、 春榮な ざの 能に、 隹舞ふ 


ど あるの も怨 らく 曲舞を 指して ゐる ものら しい。 世 阿彌の 物語を 記した 申樂 談義に  一く せ 舞は 
次第にて 舞 そめて、 次第にて ごむる 也」 ど あるが、 山姥には 「ょし 足 成の 山姥が 山 廻りす るぞ 
苦しき」 どい ふ 次第に 始まつ て、 又 同じ 文句の 次第に 終つ てゐる 一節が あり、 百 萬に も 「親子 
あ ふむ の 花の 袖 なれ や、 百 萬が 舞を 見 給へ」 どい ふ 次第に 始まつ て、 又 同じ 次第に 終り、 歌 占 
にも 「月の ゆ ふべ の 浮 雲は、 後の世の 迷 ひなるべし」 どい ふ 次第に 始まり、 又 同じ 文句に 終つ 
てゐ るの が ある。 かう いふ 形式は 曲舞の 特徵を 傳へた もので あらう ど 思 はれる から、 其の 次第 
ど 次第 ど © 中間の 章句は、 假令能 作者が 能の 謠 VJ して 作つ たもので あらう が、 なほ 曲舞の 面影 
を傳 へて ゐる ものに 相違 ^ い。 仲 光の 能には 「いく 久し さの 酒宴 かな、 をし 鳥の 友な き 水に 浮 
き 沈み、 下 安から ぬ 思 ひこ そ あれ」 どい ひ、 春 榮には 「祝 ふこ、 ろは 萬義 、東 路の秩 父の 山 
の 松の 葉の、 千世の 陰 そふ 若綠 かな」 VJ いつて 舞 ふこ どが あるが、 かう いふ 形式の もの も あつ 
たので あらう 〇 祗 王の 能では、 佛 御前が 白拍子を 舞 ふべき. であらう どころ を、 祗王ど 相 曲舞に 
立つ どいつて、 

それ 金 谷の 春の 花は、 ー衰の 色を 見せ、 姑 蘇臺の 秋の 月は、 涅槃の 雲に 隱れ ぬ、 一 去不來 
の名殘 、送 離累 別の 袂 、いづれ の 日を 經てか 乾す 事を 得ん、 誰 あつて 終日を かたら はん 
あはれ へ ふりけ る 世の中の 夢現、 昨日に かは り 今日に さめ、 幻の 夢 も 幾度 ぞ 我等 賤 しく 


五 曲舞  四 四 

いた 古老 ロ實傳 どい ふ ものに、 奈 良の 白拍子の 他、 他所の もの ど 一所に 物を 食っ てはいけ ない 
VJ ある 。それは 他所の 者は 鹿を 食っ た 疑が あるから だ VJ いって ゐる 。其の やうに 諸方に 白拍子 
が 居っ たもの ど 思 はれる 。此の 時代の ものに 加々 (或は 加賀) どい ふ 白拍子の 事が 物に 見えて ゐ 
る。 (敎言 卿 記、 康富記 等) これは 一人では なく、 代々 其の 名を 襲っ たもので あらう が、 お 國ど同 
時に 歌 舞妓を 踊っ たどい ふ加賀 どい ふ 者に っいて 考へ 合は せて 見る 必要が あらう ど 思 はれる。 

五 曲 舞 

謠 曲の 節 付. にクセ どい ふの が ある。 これは 能樂が 頭を 持 上げて 來る 頃に、 世上に 廣く行 はれ 
てゐた 曲舞 どい ふ もの、 節を 採っ たもので ある。 謠の 曲節の 構成を 大きく 見る ど、 大體に 曲舞 
か、 り ど 小唄 か、 り どの 二種 VJ なる どい はれて ゐ る。 結 崎 座の 觀阿彌 が 白 髭の 能に 始めて 曲舞 
の 節を 取 入れて 見所の 喝染を 博して から、 能には 多く 曲舞を 取 入れる こど、 なった 〇 謠の中 
のクセ どいふ部分が卽ちそれであって 曲 中で も 重く 視られ る VJ ころで ある。 それ 故 大抵の 謠 
曲には 此の クセ VJ いふのを 有って 居って、 それが 無い のは 二百 番中 六十 番に 過ぎない VJ いふ 0 


又 此の 部分 だけが 特に 謠 はれて、 それを 集めた 曲蠢 どか 闌曲集 どかい ふ もの も 出 來てゐ る。 
然るに此の曲舞どいふものはざぅいふものだかどいふこどについては、餘り多く說明せられて 
ゐな かつた。 能樂の 史的 研究が 漸く 盛に なつて、 始めて この 研究 も 試みられる やぅに なつた が、 
なほ曲舞は大昔の久米舞. ?: どいふやぅな牽强した意見すら出たの仁つた。曲舞の事は久世舞ど 
も、 九 世 舞 ども」 或は 癖 舞 f 書かれ、 又 單に舞 ど' のみ もい はれて、 室町 時代の 初期から 末期 ま 
で、 なほ 近世の 始めまで、 記 錄の上 に屢 見えて ゐ るので 謠曲 以外に も 研究の 資料は 少く はな 
い。 曲舞の 大夫が 方々 で 其の 勸進 をして ゐる 記事が ある。 其の 內 には 女大 夫の 女房 曲舞 どい ふ 
のがあり、小兒の稚兒曲舞どいふのがある。或は正月の始めに唱門師どいふ賤しし藝人炉諸家 
に來 て、 萬 歲の言 立を した 後に、 此の 舞を 舞 ふこ どが ある 0 . 或は 又 御所の 御遊 宴に 大夫 が參 つて 
御覽に 入れる こども ある。 山 科言繼 卿の 日記の 曲舞の 記事の 中には、 此の 舞の 曲目 力 多く 見え 
て居り、それが幸若の舞の詞だどいふ所謂舞の本ど完全にー致し、其の上に幸若が曲舞を舞つた 
どい ふこ が、 御所の 女房の 書いた 御 湯殿の 上の 日記、 其の 他 中原 康 富、 興 福 寺大乘 院政 覺大 
僧正の 日記 其の 他に 多く 見えて ゐ るので、 曲舞 どい ふ ものは 結局 幸 若の 舞に 他なら ないどし ふ 
こ ど が 知られた。 私が 其の 事に 氣が 付いて から、 かれこれ 三十 五 年 近くに もなる が、 ま r 世間 
では 曲舞の 事は 明瞭に なつた どはい はれない 0 


四 白拍子  四 ニ 
の 舞を 見、 歌を 聞いて、 「其 曲 ヲキ ヶバ 五音ノ 中二 ハコ レ 商ノ音 也、 コノ 音 ハ 亡 國ノ音 也、 舞 
ノス ガタヲ ミレ、 パ、 タチ マ ハタ テ ソラ ヲア フギテ タテ ヲ 、ソノ ヌガ タ甚物 オモ フス ガタ ナリ、 

詠曲身體トモニ不快ノ舞ナリ」どいったどあるが、唯これだけでは舞の樣子が知られやぅもな 
い。 併し これは 其の 樣子を 說 明した 唯一の ものである。 

白拍子の 舞 女達は 立ち上って 舞 ふ ばかりでなく、 坐って 歌 ばかりを も謠 ったので ある。 其の 
歌は 勿論 今樣 どは 違 ふ。 前に 擧げた 花園 院宸 記に も 法師が 白拍子を 謠っ たど 仰せられて ある 
が、 永 正 頃に 出來 たどい ふ 七十 一番 職人 歌合に も 舞 女が 坐して、 鼓を 傍に 置きながら、 扇を 手 
にして、 「所々 に ひく 水は、 山 田の 井 Vj のな はしろ」 ど謠 つて ゐる どころ が 描かれて ゐる 。彼女 
の謠ふ ど ころは 今樣 ではない が、 併し 酒宴の 席では、 其の 興を 助ける 爲 め、 今樣も 朗詠 も謠っ 
たので ある。 源平 盛衰 記の 祗王 祗女佛 御前 事の 條に佛 御前が 

君 ヲ始テ 見 時、 ノ 、千代 モ經 ヌべシ 姬小 松、 御前 ノ池ナ  <龜ガ 岡 1 1、 鶴 コソ羣 居 テ 遊ナレ 
どい ふ 今 樣を謠 った どい ひ、 平家物語の 千 手の 段には、 「極 樂願 はむ 人は みな 彌陀の 名 號唱ふ 
べし」 ど いふ 今 樣を謠 った どい ひ、 源平 盛衰 記の 其の 條にも ある ◦又 千壽は r 羅綺の 重 衣た る 
は、 情なき こ VJ を 機婦に 妬む」 ごい ふ 朗詠 や 「十 惡ど いへ ざ もな ほ引攝 す」 VJ いふ 朗詠を 謠つ 
たど 平家物語には いひ、 源平 盛衰 記には なほ 此の 他に 「十 方佛 土の 中には、 西方を 以て 望 VJ な 


す」 どい ふ 朗詠を 謠っ たど ある。 併し 源平 盛衰 記には 佛 御前は 淸 盛の 前で 「德 は是 北辰」 の 朗詠 
を謠 って 舞っ 5 いひ、 謠 曲の 船辨慶 では、 靜 御前が 「渡 S 郵船は 風靜 まって 出づ 、波頭 のー調 
所は 日 晴れて 見 ゆ」 ど いふ 朗詠を 謠 って 舞っ たど あるが、 朗詠は 今日の 詩吟 どは 餘程違 ふので、 
詩吟で 劍 舞を する 樣に 、朗詠を 謠 って 果して 舞 ふこ どが 出來 たらう か、 多少 疑は しく 思 はれる。 

前 こも 述べた やうに、 平家物語には、 白拍子は 鳥 羽 天皇の 御宇の 島の 千歲 及び 和歌の 前から 
始まっ た 1 、或は 其の 頃 か— った t 知 S いが、 物に 見えて S のは 六條 天皇 S 
宇に 始まる ◦其の 最も 華々 しく 行 はれた のは 鎌倉時代の 初期で あらう。 承 安に 今樣 合が あった 
やうに、 建 仁 ニ 年 三月、 鳥 羽 殿で 白拍子 合が 催された ◦今樣 合は 道の ものでは なく 上達部 
雲 客な どを 合は された の V けれ .f、 これは 淸 撰せられ S 女 十二 人が 舞っ S である ◦又嘉 
祿 元年 四月には 堀川 通 具の 家で 白拍子 會を 催し 門を 押 開して 道行く 道俗 誰丨で も 見物 させ 
た。 建 仁 ニ 年 六月に、 白拍子を 召された 鄉が 、六十 餘人 も參 集した の'^ 其の 中 力ら 五 人を 私 
擇 せられた VJ いふ。 白拍子は 此の 後 も 長く 行 はれて、 室町 時代の 末' まで 及んで ゐる ◦併し 近世 
の ものに 遊女の 事を 白拍子 どいった もの も あるが、 それは 唯 昔の 名を 假り たものに 過き なしの 

で、 江戶 時代に なつて は 恐らく 跡を 絕っ たもので あらう。 

室町 時代 USVJ、 白 掌 is 散して 住んで ゐ S で I。 奈 §f  S 事を 書 
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舞を 代表して ゐた ので ある。 それは 彼女 等の 舞を 鑑賞す る W 共に、 其の 美しい 容色が 悅ばれ た 
ので、 男子には 眞 似られない、 女子に 特有の 力であった。 其の上に 恰も 異樣の 伊達な 男 裝卽ち 
欹 舞妓 風を して 踊っ たお 國 等の 踊が 歡迎 せられた 樣 に、 水 干を 著、 烏帽子を 引 入れ、 刀を 差し 
て 舞った 所謂 男 舞が 世人の 氣に 入っ たので ある。 平家物語に、 中頃に なって、 烏帽子、 刀を 止 
めた VJ あるが、 後の 室町 時代の 白拍子まで、 なほ 烏帽子は 著け てゐ るので ある。 謠 曲の 道 成 寺 
の 白拍子が 「ぅれし やさら ば 舞 はん どて、 あれに まします 宮人の、 烏帽子を しばし 假に 著て、 
旣に 拍子を す、 めけり」 どやは り 烏帽子を 著る こどが あり、 船辨慶 にも、 靜に 舞を す、 める の 
にも 「あれに 烏帽子の 候 ふ、 召され 候へ」 どいって ゐ る。 謠 曲の 道 成 寺 や 船 辨慶は 勿論 昔の事 
.を仕紙ん ?:' ものだけれざも、能の樣子は當時の風俗を描いたものに相違ないのである。 

白拍子の 舞は 今樣 VJ 同じく、 ニ 句の 短歌の 形式の もの、 或は 四 句の 今樣の 形式の 歌を 謠 って 舞 
ったのである。其の謠ふ所の歌の形は今檬歌ど同じだけれざも、今樣を謠って舞ったのではな 
い。卽ち白拍子の歌が今樣で、今樣を謠って舞ふのが白拍子 |:' どいふのでは決してない。今樣 
の 歌 ど 白拍子の 歌 どは 區 別して 考へ なければ ならない 。今まで 多くの 學者が 此兩 者を 混同して 
考 へてゐ たのは 正さなければ ならない。 今樣 どい ふのは 純粋の 謠 物で、 其の 拍子に も 旋律に も 
多くの 1 類の あつた こ VJ は旣に 以前に 述べた •こほりで ある。 然るに 白拍子には 一種の 拍子 ど旋 


律 VJ が あつたので、 白拍子 VJ いふ 名稱は それ. に 名 づけた ものである。 白拍子 どい ふ 名の 語源に 
ついては、 平家物語に 白い 水 干を 著てゐ たから だ どいつて ゐるが 、それでは 拍子 どい ふ 言葉の 
意味が不明ビなる。後の學者は或は狐べ拍子の意だどか、或は伴奏の樂器が無かつたから素拍 
子の意だどか說いてゐるが、高野斑山博士は聲明では樂道の唯拍子の事を白拍子どいふヵら其 
の 拍子で 歌つ たので あらう いはれ てゐ る。 伴奏の 樂 器は 今 樣ど 同じく 鼓で _ したので. 白拍 
子を 雛す こ VJ を 又 白 掌を 數 へる どい ふので ある。 此の 今樣ど 同じ 形式の 白拍子の 歌が 後には 
次第に 長い もの どなり、 徒然 草に 佛 神の 本 緣を謠 つた ど ある やうに、 長い 幾分 散文的な 歌で 
寺 や 社の 緣 起を 謠つ たのが ある。 彼の 法 撃緣起 白拍子が 其の 一例で ある。 震 寺© 謠 曲には 
「£ の 外 こは ^ 、 ょかり、 暮れ そめて 鐘 や 響く らん」 どい ふ 次第の 句が あるが 其の 頃は 力う しふ 彡 
第から 始まつ たので あら う。 千 手の 能に も住嘉 の 能に も 「わすれめ や、 一樹の 陰 や 一河の 水、 
皆是 他生の 緣 .」 どいふ白拍子を奏でたどある。源平盛衰記の重衡酒宴の事のく仁りに、狩野介 
が 千壽の 前に 「5 擧テ 今一度 申サセ 給へ」 W いひ、 鶴 岡 放生會 職人 歌合の 白拍子の 歌に 一秋 
の思ー聲にてもかぞへばや月見るこどのつもる夜ごろを」どあるから 能の 樣 .に 先つー 1- を 
上げて 舞臺へ 出て、 次第を 謠ふ どい ふやうな 順序で も あつたので あらう。 舞の 樣 子は 文字で 記 
した材料から推量するこどは殆ど不可能事だが、續古事談(卷ニ)に妙音院相國師長が白拍子 
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つて ゐる 。かう いふ 起源 說は 朗詠に っいても 述べた やうに、 餘り 信用に 足らない ものである。 
第一に 此の 二っの 說の 間に 少しも 共通の 點の ないどい ふこ どは、 其の 說を 疑は せる 最も 大きな 
理由 VJ ならう。 共通して ゐる VJ ころは 唯 其の 舞の 樣 子を 述べた 點ば かりで、 それは 其の 頃の 實 
際で、 少しも 起源 說に關 係 ある こ VJ ではない。 信 西 入道は 當 時の 最も 有名な 學 者であった から、 
吉 備眞備 、弘法 大師、 或は 後の 玄慧法 印な 同じく、 何でも 物事の 起源を さう いふ 學 者の ど 
ころへ 持 込む 一種の 偉人 說話 である ◦勿論 信 西は 音樂に 堪能の 人で あり、 今樣 歌を 作っ たこ ど 
は 前に も 述べた が、 又 宮中の 內宴 どい ふ 事を 再興して、 其の 舞姬を 養成した こども 事實 である 
が、 それ ごこれ どは 話が 別で ある。 磯の 禪師 も義經 の妾靜 御前の 母 VJ して 平家物語に も、 吾妻 
鑑 にも、 亦義經 記に も屢 見え、 又 中山忠 親の 貴嶺 問答に も 其の 名が 見えて ゐる から、 當 時相 當 
に 有名な 舞 女であった ので あらう ◦これ も淨 瑠璃 節の 起源 どい ふ 十二 段 草子の 作者を 小 野 お 通 
どい ひ 歌 舞妓の. 起源を 出 雲の お 國 VJ いふ やうに、 何でも 有名な 人に 持って行く、 亦 一種の 偉 
人說 話で ある。 それょりも 此の 兩說ど もに、 白拍子の 舞 VJ いふ ものを 必す舞 女の 舞 ふ もの どし 
て、 舞 女の 起源を 說 明して ゐ るので あるが、 白拍子は 必中し も 女 ばかりが 舞った のでは ない。 
殿上の淵醉にも、殿上人達で白拍子、亂白拍子、或は白拍子ニ人舞どいふものが舞はれた〇淵 
醉には 舞 女が 召される こどは 無かった ので ある ◦文治 ニ 年の 神宮 大役 若轉讀 記には、 如意 どい 


ふ 小童が 白拍子を 舞った どい ひ、 明月 記には 建 仁 ニ 年 三月、 天台 座主の 報恩 講に、 童が 舞臺 
で 白拍子を 舞った どいひ、同年十月、後鳥羽上皇の熊野御參詣の時、籾井の王子で扈從の人 
々が 白拍子の 二人 舞を 舞った ど 見えて ゐ る。 北院 御室 守覺法 親王の 右 記に、 仁 和 寺 邊の兒 童 
は 公達 以下 俗姓の 童は 白拍子を 事 どして ゐるが 、淸華 等の 貴種の 童は さう いふ 事を 眉目 ど して 
はいけ ないど 記されて ゐる 。寺院に 於け る 演藝會 どで もい ふべき 延年 會で は、 遊 僧 達の 手で 亦 
白拍子が 舞 はれた。 所謂 延年 白拍子で ある。 明月 記 正 治 ニ 年 二月 五日 院の御 讀經の 日 僧 達 及び 
上 北面の 輩が 舞 ひ、 又 白拍子 女 及び 舞 僧を 召して 舞は せた 事が 見え、 花園 天皇 宸記 元亨 三年 五 
月 十二 日の 條にも 法師 二人 院參 して 白拍子を 謠 った ど 記されて ゐ る。 後の 室町 時代に 猿 樂の能 
が 盛に 興行せられ てゐる 時に、 同時に 稚兒 猿樂も 女房 猿樂も あった やうに、 又 曲！! にも 稚兒曲 
舞 も 女房 曲舞 も あった 樣に 、なほ 歌 舞妓 も必す しも 出 雲の お國 から 始まっ たのでは なく、 お國 
が 北 野の 松原で 歌 舞妓を 勸 進して ゐる 時に、 同時に 若衆 歌 舞妓 も 盛に 行 はれて ゐ たやう に、 此 
の 白拍子 も、 必ずしも 兒童や 遊 僧が 舞 女の 舞を 眞似 たもの どもい はれない ので ある。 それ 故 舞 
女の 起源は 必す しも 白拍子 舞の 起源を 說明 する 事には ならない ので ある ◦併し かく 白拍子には 
兒童のも男のも遊僧のもあったにはあったのだが、世上に汎く行はれたのはいふまでもなく舞 
女の 白拍子で、 單に 白拍子 どい へば 舞 女を 指す 程に、 壓倒 的に 多く、 舞 女の 白拍子が 白拍子の 
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其の 父 宗忠も 淵醉や 管絃の 席な ど で、 屢貴 命に よって 朗詠 や 今 樣を謠 つたこ どが、 其の 日記 中 
右 記に 見えて ゐ る。 


0 白拍子 

平家物語を 讀ん t: 人は 祇 王、 祇女 VJ いふ お どゾひの白拍子ど佛御前どの哀な物語、又は錄倉 
に 捕 はれた 平の 重衡を 慰めた 千 手の 前 ど いふ 白拍子の やさしい 物語に 淚 を 催された であら ふ 0 
丁度 鎌倉時代の 少し 前から 室町 時代まで かけて、 白拍子の 舞を 舞 ふ 舞 女が 都鄙に 居って、 貴人 
の 宴席に 侍し 屢其 の寵を 蒙っ たので ある。 白拍子を 舞 ふ. から、 其の 舞 女の 事を も 亦 白拍子、 こ 
いつた。 當 時の 記錄な ど には 單に舞 女 ごも、 又 あそび やく  V つど 同じく 遊女 ども 書いて ある 
力 あそび 及びく ^ つど 區別 しなければ ならない 。併し あそび やく  S つど 同じく 世上から もて 
はやされて、 屢貴顯 の 妻室に そな はり、 子女を も 儒け た 例は 少くな い 〇 石 淸水祠 官系圖 にょる 
ど、 同 宮別當 道淸の 子、 兄の 房 淸は神 崎の あそびの 腹に 生れ、 次の 道 俊は 江 ロの^/そ、 びから、 
弟の 永修は 白拍子から 生れて ゐ る。 定家 卿の 明月 記に ょる VJ、 藤原季 時は 五 王 どい ふ 白拍子を 


妻 どして— ま I り、 同實 時は 年來 1 て、 白拍子 S 宿し 2 いふ。 それょりも 麗 
經ど 白拍子 靜 御前 S 情事は 最も 著 聞し S で t。 靜 御前は 其の 頃の 白拍子で 最も 有名な 磯 
の 禪師の 娘 5 いふ。 又 後鳥羽 is 洞 御所の 女房 丹 波 局は— は 簾 編の 男© 娘の 白拍子で 
あった ◦ IQ 御蠢— っ sf いふ 白拍子 i?、 其の 所 領攝津の國長 江、 倉 橋の 兩 
庄の 事が 承 久兵亂 の 一つの 原因. 5 もい はれて ゐ る。 かくて 世上 t もてはやされた 白拍子 
は、 はては 平家物語 にもい ふやう に、 「母 刀 白に もょ 4 造っ て 取らせ、 每月百 石 百 貫を 送られた 
.りければ、 家內 富貴して、 樂 しい 事な のめ 1 どい ふ榮耀 をし f の— っ S であらう。 

白拍子の 舞— 源に っいて 二っの 說 があ る。 其の 一っは 平家物語に 見えて S もので、 鳥 羽 
天皇 の 御宇に 島の 千歳、 和歌の 前 どい ふ 二人の 舞 女が 舞 ひ 出し f ので、 始めは 水 干に S 帽 
子、 白 鞘卷を 指して 舞っ たから 男 舞 どいった のを、 中頃から 烏帽子、 刀を のけられて 水 干は 
かりで 舞っ た。 さて こそ 白拍子 爲 づけた ので いふので ある。 今一つは 徒然 草に 多の 久 
助の 詞 VJ して、 通憲 人道 信 西が、 舞の 手の 中に 興 ある こど .f を 選んで、 磯の 禪師 S いふ 女に 敎 
へて 舞は せた 0白い水干にさうまきを指させ、烏帽子を曳入れたから男舞どいつた。職師の郎 
靜 W いふ ものが 此の 藝を繼 い V。 これが 白拍子の 根源で ある。 佛 神の 本緣 をうた ひ、 其の後 源 
の 光行が 多く S を 作っ た。 後鳥羽 天皇の 御作 も あって、 御 寵愛の 龜 菊に 敎へ f」 られナ 己し 
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いで 朗詠 も、 や、 遲れ て今樣 も、 次々 に 古典 化して 行った。 かく 古典 化して、 華々 しく 謠は て 
なくなる ど、 それを 維持し、 流傳 する 爲め には、 特に 多くの 努力が 拂 はれなければ ならな くな 
る。 其の 爲め には 特殊の 敎養な りロ傳 なりが 必要 VJ なり、 かくて それを 傳 へる 家筋が 固定す る 
ので ある。 郢 曲を 傳 へる 家筋 VJ しては 源 家、 藤 家の 二流 ど いはれ て來 た。 源 家 どい ふのは 宇多 
源氏なる 綾小路 家で、 藤 家 VJ は 道 綱 流の 藤氏 ◦これは 楊 梅、 ニ 條のニ 家に 分れた が、 ニ條 家は 
-¥ く絕ぇ 楊 梅 家が 室町 時代の 中頃まで 命脈を 保って ゐ たが、 それ も斷絕 し、 獨源 家の 棱 小路 
家の みが 近世まで 續い たので ある。 

/ 1 

次 机談 (卷 三) に 「今の 源 家ご號 せらる S は、 宇多院の 御子に 敦實 親王 ど 申し、 親王 音曲 好ま 
せ給けるにょりて風俗、损馬.樂、かやぅの曲共も多く傳させ給ふ、此御子にてー遂左大臣雅ー|ーーロ_ 
六條の 右大臣 重 信な ど こそい ぅなる 君達を はしき、 □に此 音曲の 者 達 どぞ串 める 0 …… これらょ 
り 源 家のは じめ どは 申 也」 ど あり" 前に も 述べた 樣 に、- 綾小路 敦 有の 郢曲 相承 次第には、 雅 信を 
以て、 源 家の 朗詠の ー兀祖 する VJ ある。 雅 信は 神 樂 歌、 催 馬 樂の譜 を も撰定 した どい はれる 人 
で 謠物 に堪 育な 人であった ど 思 はれる。 此の 家で 最も 名の 聞え たのは 雅信七 世の 孫資 賢で あ 
る。 宇治 左大臣 雪の 日記 台 記に ょる VJ、 久霊年 九月 鳥 羽 法皇 天 王 寺 御幸の 御 時の 管絃 に、 
資 賢は 朗詠 今樣 、風俗を 數 々謠 って ゐる 〇 其の 時 法皇は 「資賢 朝臣は 催 馬樂の 長者な り、 宗 tg 


卽あり ど雖 も、 廢 忘年 久し、 雲 朝臣 早 亡せば 此道 長く 絕 えん」 ど 仰せられた i えて 居り 
^の頃11 時 奪 淵醉？ の 朗詠、 if は、 f 雲の 名 £ えて S。 後白河 
天皇の 御 1 にも、 每度資 賢に f 取られ たこ' S1 抄ロ傳 集に 拜 せられる。 其の 爲 めに 
天皇の 御眷顧 S くし、 平 S 繫 is 筆に 遷し 奉つ £ に、 それに 坐し S 濃の 國し 
流された が、 召 返された 時に、 「信 濃に 有ん なる 太曾路 川'」 どい ふ 今様を 「信 濃に 有し」 4 つ 
て、 天皇の 御 感に預 つ g いふ こどが 十 訓抄に 見え. てゐ る。 郵曲界 に 於け る 綾小路 家の 權 威は 
大方 此 Q 時 if れ S で f ぅ。 蒙では 量 i の 孫 SS 名で I。 承 安 今替合 
の 時、 右方 Qisl の 今 樣を謠 つ g ころが、 左方 85 子資 時が これに 付けて 謠は 
なかつ 5 いふ こど S 記に 見えて S ◦それは 權糧 は敦家 流の 他 一」— はない もの S ら 
どい ふので ある ◦これにょ つても 敦家流 どして 一流を 樹 て、 資 賢、 資 時の 源 家の 流赢抗 した 
の も、 古い 事で ある こどが 知られる。. 此の 敦 家の 流の 末が 卽ち楊 梅— る ◦文 机談 (卷 三) 
には 此の— の 一流の 他に、 別の 藤 sf 擧げ て s。 1© ニ 1SS る 中 御門 
の 家で あつて、 彼の 樂 道で 有名な 妙 音 院 師長は 郵 曲の 源 家の 流を 資 賢から 囊の 流を 此の f 
の {1 から 傳授 せられ 2 いふ こどで ある。 宗 能は 鳥 羽 天皇が 天 王 寺で 「宗能 あり ど雖 も」 ど 
& せられた •其の 人で、 當時に 於け る 堪能の 名の 高 かつた 人で f ぅ。 宗 能は 賴窗 世の 孫て 


る。 併し 其の 中頃になる ど 急に 淋しく、 火の 消えた 樣にな つてし まふ 〇 文 永 頃に 出來た どい ふ 
塵 袋 ( 卷六〕 に 「今 樣ク タフ 事モ 、今 ハ メク ラシ ブ 冠者 原ナド ノ コノミ スル コト ナル ユへ二 、 
力 ミッヵ タニ ハモ テ ナサ ヌ# ノ事歟 」 ご あつて、 なほ 其の 頃まで、 肓人や 卑しい 若者 どもに も 
謠 はれて ゐ たらしい が さぅ いふ 方面の 史料に 乏しい ので、 其の 委しい 樣 子は 知られない 。唯 
御所では 正月の 殿上の 淵醉や 五節の 淵醉 に、 朗詠 ど 共に 型の 樣に謠 はれて ゐ たので ある。 淵醉 
は 字義の 通り 酒宴の 無禮講 で、 藏 人頭を 始め VJ して 殿上人が 酒宴を して、 其 三 献四献 等の 間に、 
或は 朗詠、 或は 催馬樂 、又は 今樣 等を 謠ひ 、遂に 肩を 脫いで 、萬 歲樂を 雛して 亂 舞し、 かくて 阿 
聲を 出して 解散す るので ある ◦淵醉 の 華やかだった 頃は、 此の 他に も俱 舍の頌 、白拍子 (二人 
舞)、 王の 舞、' 物 云 舞、 白鷺 亂 拍子、 獅子舞、 散樂 などまで あって、 宛然た る演 藝會 であった が、 
此の時代の中頃から、すっかり型に入った年中行事どなってしまひ、たブ昔の跡を形式的に追 
ふ ば 力り になっ てし まった。 今 •樣も 早くから 靈山 御山 どい ふの が 屢謠 はれた が、 •又 「白 薄樣濃 
染 紙の 紙」 或は r 鬢多 々良 あゆがせ ば こそ」 どい ふの が 謠はれ た 0 始めの 頃は 何 どい ふこ どは な 
く 色々 0 ものが謠はれたらぅが、淵醉が型に嵌るど共に、謠はれる今樣も自然に制限せら1 
る 樣にな り、 朗詠 九十 首抄の 奥に 載せられて ゐる ものは、 例の 靈山 御山 ど 共に 左の 五 首で あっ 
て、それだけが淵醉に謠はれたのである0 


蓬萊 04 には 千 どせ ふる、. 萬歲 千秋 かさなれり、 松の 枝には つるす くひ、 いはほ 力 そは には 
かめ あそぶ 

靈 ぜんみ やまの 五え 2 ら 、ちく 葉な り— 人は いふ、 われ 1 る、 ちく 葉な i り 
もて こ、 ね やの かざしに すろ さ、 ん 

長生 殿のう ちに こそ、 千 ど せの 春 1 ど マめ たれ、 不老 門を もたて たれは どし は ゆけ 'VJ も 
おい もせす 

つるの む れゐる まつ 山に" 千世に 千 つ、、 ょは ひは きみが ため なれ や、 あめの 

した こその ど かなれ  とか ー說 まつの ぇたには 一說 
はるの はじめの むめのは な、 ょろこび ひらけて 身なる はな、 お まへの いけなる うす こ ほ 

り、こ、ろどけ /3 るいまかな 

右に述べた朗詠ど今樣どを唐めかして郢曲どいつた。朗詠だけを特に郢曲どいふ場合もあ 
り、 或は 神 ^ 、 催馬樂 までを ひろく 呼ぶ 時 も ある。 郵は 春秋 時代の 楚の 都で 淫狼な i ili で 
あつたから、 卑俗な 歌曲 どい ふ 意味で ある。 或は 鄭曲ど 書いた もの も あり、 これ も 論語に 鄭聲 
を 放つ vj ある 樣に "響の 鄙 俗な 音？ いふ こどで ある ◦何れも 唐韓の 樂に對 して 我 ヵ國の 
謠 物を 卑下して いつた もので あらう。 是等謠 物の 内に、 神樂 、催 馬樂が 一足先に 古典 化し、 尋 
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大 進、 其の 子の 小大 進、. 又は 五條、 さ、、 浪 、いちめ、 ほそ 九郞 、藏 人禪師 、千 手三郞 、船 三 
郞 、たぅり、 はっ 聲 、こ 前、 延壽 、淸經 、目 井、 ひめ 牛、 及び 鏡 山の あこ 丸、 靑 墓の 才の あこ 
丸、 神 崎の かねな ど いふ 者 どもを召させられ、或は其の謠ふのを聞き習はせられ、或は其に謠 
はせられた〇殊に承安四年九月ー日から十三日まで、上達部殿上人を十五番に番って今樣合を 
催された こ vj は、 吉 記、 玉 葉な Vj の 記錄を 始め ご して、 何 くれ vj 記されて ある。 其の 他 今樣の 
會 VJ か 今樣 談義な. ど 屢 々催させられた。 天皇は かく 御 精進の 上、 遂に 當 時の 今樣 歌を 集大成し 
て、 一種の 雜藝 集なる 梁 塵 秘抄を 御 親 撰 あらせられた。 これは も VJ 二十 卷あ つた VJ いはれ てゐ 
るが、 唯今では 卷 第一の 殘 簡ど卷 第二の ー卷 どが 遺されて ゐる のみで あるのは 誠に 遺慽 至極の 
事で ある ◦天皇は また 神樂 、催 馬樂 、風俗、 今様の 起源から、 各種の 今樣 の謠樣 までを、 俊賴の 
和歌 髓腦に 傚って、 仔細に 記させられて、 梁 塵秘抄 ロ傳集 十卷を 著は させられた。 これ も 惜し 
いこ どに、 今では 卷 第一の 小 部分 VJ 卷第 十の 一 卷どが 傳 へられて ゐる のみで、 他は 散逸した の 
である ◦なほ 卷第 十一から 第 十四までの 四卷が あるが、 これは 後人の 追 書で、 親 撰では ないどい 
ふこ どで ある ◦上に 好む 者 あら ば、 下必す これょりも 甚 しき 者 ありで、 天皇の 此の 御好尙 は、 
必ず 世上の 風を 爲 したに 相違ない。 當時は 好んで 今 樣を謠 ふ ばかりでなく、 四 句の 今様歌を 新 
作す る 人々 も 多くな った。 少納 言通憲 入道 信 西が  - 


牟 尼の 敎釋ひ ろめ たる、 四 依の 菩薩は お ほかれ ざ、 千 部の 論 主 どい はれけ る、 世 親 龍 横す 
ぐれたり 

VJ いふのを 作っ たこ 系 嚴島 神社の 文書に 憂、 糧大 S 左 大雲定 Q 卿は 1 の 京から 故 
鄕の 平安の 古都に 還って、 其の 荒果てた のを 見て 

古き 都を 來て 見れば、 淺茅が 原 募 荒れに ける、 月の 光は くまなくて、 秋風の みぞ 身には 

しむ 

VJ 謠っ たこ VJ は、 平家物語で 廣く 人々 に 知られて ゐるが 、此の 實定は 承 安の 今椽 合の 初日に、 
院の別 當成親 VJ 番 って 謠 ったので ある。 常 磐の 藤 原 爲忠の 子、 三 寂の 一人 どして 聞え た 賴業 & 
ち 唯 心房 寂然は 又 多くの 今樣 歌を 新作し、 其の 集 唯 心房 集には 約 五十 首の 四 句の 今樣を 載せて 
ゐ る。 又 慈 鎭和尙 の 拾 玉 集 (卷 五) にも 有名な 「春の やょひの あけぼのに …… 」 など 四 首の 今 
樣が載せら ^ |てゐるこどは人々の普く知るどころである。又大阪府和泉の金剛寺に「嘉應ニ年 
A 月 十五 日馳 ，一 疎 筆-了 云々」 どい ふ奧 書が あって、 經 文の 上に 今樣を 書いた ー卷が あり 又 先 
年京都の大報恩寺で佛像を修繕したどころが..胎內から法華經の各品を詠んだ今樣の小卷子が 
現 はれ た ◦これ も 鎌倉時代の もので、 卷頭が 少し 缺け てゐ る。 

今樣 歌が 鎌倉時代の 始めの 頃まで、 ® に謠 はれて ゐた樣 子は、 當 時の 記錄ざ もの 上に 窺 はれ 

三 今 樣 ーーーー 


三今樣  1 1 八 

れ たのは 後白河 天皇 御 在世の 頃で ある。 前に もい つた やうに、 今樣が 淵醉 などの 時 宮廷で； 
はれる やうに なつた のは やう やく 後朱雀 天皇の 御 字の 頃 ど 推定せられ るが、 今樣は 朗詠 ど 違つ 
て 草〗奔の間から生れたもの故、それが宮廷にまで入込んで來るのには少しは時日を要したら 
う。 官 家の人々 が 京 や 田舎の 遊女を 寵愛して ゐる 間に、 其の 謠ふ どころ の 今 樣をも 習 ひ覺 え、 
漸く 雲の上に も 行 はれて、 そこに も 次第に 名人が 出る ■になり、 又今樣 歌を 集めた 書物な ども 
出來 て、 それを 見て 稽古す る やうに もな つた ◦後白河 天皇が ロ傳 集に 「又 我 獨雜藝 集を ひろげ 
て 四季の 今樣 法文 早 歌に 至る 迄 書た る 次第を 歌 ひ盡 すを り も ありき」 VJ 仰せられ、 又 
源平盛衰記の紙王紙女佛御前の寧のくたりに「入道打ゥナブキ給テ、景氣ノ今樣ヲィシクモ歌 
フタ  < 者 哉、 此歌ヽ ノ雜藝 集 ト云文  一 i 書ぃ タ < ハ サハ ナシ」 どい ひ、 又 千 五百番 歌合の 顯昭の 判 
の詞に も 「伊勢 物語 もしは 雜藝 集な. ど に、 或は 濱ひ さし ごかけ る 本の 侍る につきて I など、 あ 
つて、それはーつの書物の名なのか、或はさういふ內容の書物を凡く呼んだものか、兎も角も雜 
藝卽ち 今 # 歌を 集めた 書物が 出來 て、 人々 に讀 まれて ゐ たので ある。 其の 頃の 名人 どして は源資 
賢が 最も 聞え てゐ る。 それに 匹敵す る 名の ある 人は 藤 原 成 通で 通 ある 0 成 通が 俄雨の 笠 宿を した 
堂の 軒下で 「雨 ふれば 軒の 玉 水つ ぶ^^  いは ^ や 物を 心 ゆく まで」 ど いふ 神 歌を ロす さんだ ど 
ころが、折から物氣に煩つてゐた人が、其の聲を聞いて急に驗を見せたので、懇請せら ^1 て、 


いづれ の佛 のね が ひょり、 千 手の ちか ひぞ たのもしき、 かれた る 草木 もたち まちに 花 さ 
きみなる ど VJ きたれば  . 

又 

藥師の 十二の 誓願は 衆 病 悉除ぞ たのもしき、 ー經其 耳は さておきっ、 皆 令 満足す ぐれたり 
どい ふ 今 樣を謠 って、 其の 病氣を 落した どい ふ 事が、 古今 著 聞 集 や 十 訓抄に 記されて ゐ る。 な 
$ 成 通の 事は 今 鏡に も 見えて ゐる ◦後白河 天皇は 此の 資賢や 藤 原 兼季 などを 語ら はれて 十餘 
歲の御 時から 卸 老後まで、 夏は 暑く、 冬は 寒き を 顧す、 四季に っけて 折を 嫌は す、 晝は ひね も 
すに 歌 ひ暮 し、 夜は ょもすがら 唄 ひ 明さぬ 夜は なく、 夜は 明れ ざ 部を 上げす して、 日出 づるを 
忘れ、日高くなるを知らす、其聲をやます、大方夜晝をわかす 日を 過し 月を £ られた〇其 
の 間聲を 割る 事三ヶ 度、 二度は 法の 如く 唄 ひかは して、 蕾 出る まで 歌 ひ 出し、 fi 貝め た 
から、 喉が はれて、 湯水の 通じ もすぢ なかっ たが、 かまへ て 歌 ひ 出された。 或は 七 八 九十 日 
もしは百日の歌など始めて、後には千日の歌も歌ひ通された。晝は歌はせられぬ時もぁった' 
が、 夜は 歌 ひ 明 させられぬ 夜は 無かった ビ 御述懷 遊ばされて ゐる ◦此の 御 精進に 御 相伴を した 
のは 成 親、 親 信の 卿、 業 房、 季 時、 能 盛、 廣 時、 康賴 、親 盛 等の 人々 及び 蓮淨 法師な どで、 卑 
しい 遊女 や 地下の 歌謠ひ を も 厭は せられす、 和歌、 其の 夫の 四 三、 其 子の ぁこ 丸、 和歌の 妹の 
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の內の 一種に 屬す るので あらう。 又 「足 柄ょり 始めて 大 曲樣」 どもい ひ、 「或は 足 柄、 黑鳥 子、 
伊地 古な どやう の大 曲の 秘藏の 歌 ども」 ども あって、 足 柄は. 是 等の 內 でも 大物であった らしい。 
足 柄の 中の 駿 河の 國どあ るから、 東國 地方の 風俗の 今樣で あった ど 思 はれる。 ロ 傳集卷 第 十一 
(是は 親 撰では ない) に 「足 柄は 神 歌に て、 風俗 どい へど も、 其 品替る こどな り、 駿河 舞、 東 
遊びな ど、 いふに も、 是なん 足 柄の 中なる べし、 足 柄 明 神の 神 歌 ゆへ に、 風俗 ど雖も その せん 
あり」 VJ、 足 柄の 起源を 餘程 古く 見て、 東 遊 も駿河 舞を も 其の 內に 含め やう どす る說も ある 0 
此の事は又郢曲抄にも見えてゐる〇又吉野吉水院樂書には'「ァシガラ十首、ナビキハ白川院ノ 
御 トキノ 者歟 、ァ シガラ ノ明神 翁 クタ ヒ給ヶ  < ヲ 、ナビ キ聞テ 歌ヒ、 ノジ ムト 云々、 カレ ヲ又ミ 
ヤギ フシ ヲッ クフ、 句 ヲキ  < ト云リ 、村 上、 後冷泉、 一條 院ノ御 トキ ョ フ弘マ 云フ 、遙- 一久 
ク成タヲト云々、能々可尋之、血豚ーー見 /> 歟」ど見えて、白河天皇の御時の靡どいふ遊女が足 
柄 明 神の 歌を 聞いて 謠ひ 出した ども、 村 上、 後冷泉、 一條 天皇の 御 三代の 頃に、 宮城 どい ふ 遊 
女が節を付け、句を切ったものだどいってゐるが、これは彼の孝標の女が感’に堪へて聞惚れた 
足 柄 山の 遊女の 歌ど關 係の ある もの ど考 へられる。 ロ 傳集卷 第 十に r 舊 川は 風俗の 樣 にて こそ 皆 
歌 ひ あ ひた めれ」 ど あるから、 舊川 ど いふのは. や、 古典的に 聲を延 いて 謠つ たもので あらう。 
今樣の 歌の 詩形は 大體に 五 七 五 七 七の 短歌の 形式の もの ど、 五 七の ー聯の 句が 四 句から 成る 


もの どの. 二種 あった やぅで ある。 そして 其の 短歌の 形式の ものは 古い もので、 四 句の 形式の も 
のは 後から 發 生した もので あらぅ。 普通に 今樣歌 どい ふ ものは、 此の 四 句の ものを いふので あ 
る。 神 歌に も 此の 兩種が あって、 短歌の 形式の ものを ニ 句の 神 歌 ど いひ、 所謂 今樣 歌の 形式の 
ものを 四 句の 神 歌 VJ いふので ある。 勿論 謠 物の 事で あるから、 間投詞が 挿入せられ たり、 繰 返 
しが あったり、 や、 自由で あつて、 必す しも 兩形 式に 束縛せられ てゐ ない。 これは 近世の 小唄 
類が 大體に 七 七 七 五の 形式で あるが、 實際 には 遙かに g 由で、 隨分 長短 樣々 であった のど考 へ 
合 はすこ VJ が 出 來 る。 そして 今樣 歌は 主 どして 鼓に 合は せて 謠はれ たので、 それを 今 樣を數 へ 
る どい ふ。 拍子を 主 VJ する 打樂 器の みの 伴奏で 謠 はれる どい ふこ どは、 其の 旋律が 餘程 自由で 
あった こ VJ を 示す もので、 其の 事は ロ傳 集の 中に、 當 時の 遊女 達の 謠 樣を說 明せられ たの ど 思 
合は せても 推量す る こどが 出來 る。 併し これ も 今樣の 流行が や、 衰運に 向っ て、 謠樣が 固定す 
る 蒙 こなる ど、 型に 陝 まつた、 確定した 旋律が 固守せられ る樣 になる ので ある。 九十 首の 朗詠 
抄の 奥に 載せられて ある 淵醉 の今樣 には 立派に 博士が 付けられて ある。 それを 見る ど 非常に 長 
く 節を 延 いた、 到底 俗曲 ごは 思 はれない 古典的な ものである 0 

今樣歌の盛衰史はほプ朗詠ビー致する。朗詠ょりはや、後まで謠はれたが、朗詠は兎も角も 
今日 其の 面影を 遺して ゐるが 、これは 却て 跡を 絕 つてし まつた。 そして 其の 最も 華々 しく 行は 
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た。 人々 は淚を 流さん ばかり 哀が り、 まして 幼い 此の 人は、 此の 宿を 立って 行く の も 惜しい ほ 
Vi に、 飽かす 聞 惚れた 。かくて 美 濃の 國の 堺洲 俣を 渡って、 野 上の 宿に 着いた 時、 そこの あそ 
びが 來て夜 一夜 謠っ たが、 なお 足 柄のを 思 出して 戀し かった ど 見えて ゐ る。 足 柄の 遊女の 今樣 
.歌は 餘程 勝れた 立派な ものであった らしく 思 はれる Q 

これ 等の 遊女の 他に、 神社に ゐる 巫 %,1 殊に 嚴島 神社に ゐる內 侍 どい ふ 神 子 も 今 樣を謠 った。 
かう いふ あそび、 くべっ、 巫な ど の謠 った ものには 定めて 樣 々な ものが あったで あらう。 後 白 
河 天皇 御 親 撰の 今樣 集なる 梁 塵秘抄 及び 今樣の ロ傳を 記させられた 梁塵秘 抄ロ傳 集を 窺 ふ ど、 
今樣 にも 色々 の 名目の あった こどが 知られる ◦梁 塵 秘抄は 不幸に して 唯今では 第一 卷の 一部 ど 
第二 卷ど のみし か 遺っ てゐ ない が、 第一 卷には 長歌、 古柳 ど 唯の 今樣 どい ふの が 收 めら れ 、第 
ニ卷 には 法文 歌 ど 神 歌 ど が 收 めら れて ある ◦更に ロ 傳集卷 第 十には 娑羅 林、 片 下、 早 歌、 大 
曲、 足 柄、 長歌、 物樣 (やうの 歌)、 田 歌、 伊地 古、 舊 川、 舊 古柳 (單に 古柳 ども)、. 黑鳥 子、 さ 
.がり ふぢな. VJ の 名が あり、 又 「. 娑羅 林、 早 歌、 高 砂、 双六な ど 樣の 歌は」、 「足 柄の なかに する 
がの 國」 、「十二 所の 心の 今樣」 、「あまの どうさい ニ 反、 關 神、 瀧 水」、 r 權現 、御幣 等物樣 ，」 な 
ビ、 も 見えて ゐる 。かう いふ 多くの 種類を 總稱 して 雜藝 どい ひ、 又 凡く 今樣 VJ もい ふ。 そして 
枕の 草子 や 紫 式部 日記な Vi の 古くから 見えて ゐ る今樣 を 唯の 今樣 又は 常の 今樣ど いったので あ 


る。 是 等は 內容に よる 分類 も あったら う 。旋律に 基づく 名稱も あったら う。 或は 一首の 今樣の 
名 も あるか も 知れない。 梁 塵 秘抄に よれば、 法文 歌、 神 歌 どい ふのは 內容 による 分類ら しい。 
卽ち 法文 歌 どい ふのは 佛敎關 係の 歌で あり、 神 歌 どい ふのは 神祗關 係の も •のが 多い ので ある 0 
併し 神 歌の 內には 雜 ど いふの が あつて、 

萬 劫 年 經る龜 01 の、 下は 泉の 深ければ、 苔 生す 岩屋に 松 生 ひて、 梢に 鶴 こそ 遊ぶ なれ 
どい ふめで たいの や 

我が 子は 十餘に 成りぬ らん、 巫して こそ 步くな れ 、田 子の 浦に沙 ふむ ど いかに 海人び ど 

集 ふらん、 まさし どて、 問 ひみ 問は すみな ぶる らん、 いどを しや 
な ど ど いふ 世態を 謠つ たの も あるから、 內容が 神祇 關 係の ものが 主 どなつ てゐる ど ど もに、 一種 
の 特有な 旋律が あって、 其の 節の ものを 皆 神 歌 どいった ので あらう。 足 柄の 中の 駿 河の 國 、十 
ニ所の心の今樣どいふのはー首の今樣又はー類の數首の今_を指したものか。十ニ所の心どい 
ふのは 熊 野 十二 所權 現の こどを 謠 った 神 歌であった かも 知れない Q 關 神、 瀧 水 どい ふの も 神 歌 
らしく、 殊に 瀧 水 ど いふのは 平家物語な ざ に 見えて ゐ る、 山 法師 達が 「鳴る は 瀧の 水、 日は 照 
る ごも、 絕え すた. うたり」 VJ 謠 つて 亂 舞した どい ふ もので あらう ◦これは 梁 塵 秘抄の 神 歌の 部 
にも 見えて ゐ る。 又 高 砂、 双六な ど 樣の歌 vj いひ、 權 限、 御幣 等物樣 ど あるから、 是 等は 物樣 
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典った そこ ばくの 謠 物を 廣く 含めて いった もので あらう。 

かう いふ 新興の 謠物 はいふまで もな く 宮廷な Vr から 芽 生へ たもので はなく、 草深い 田舍 か、 
文は ごみ< した 市の 巷から 生れ 出た ものに 相違ない。 源氏物語 にも 枕の 草子に も、 其の 頃の 
俗謠が 見えて ゐ る。 又狹衣 物語には 琵琶に 合は せて 「いたち 笛吹 猿 かな づ …… 」 ど謠 ったこ ど 
.が 見えて ゐ るので、 かう いふ 俗謠な どを®^ VJ して 生れた もので あらう 。殊に 鼬 笛吹きの 唄は 
後白河 天皇 御 撰の 梁 塵 秘抄の 今 樣の內 にも あるので、 其の 頃の 俗謠や 琵琶の 唄が、 又今樣 どし 
ても謠 は. れた こどが 知られる ◦しかも かう いふ 俗謠や 子女の 唄を 守 立て S 一流の 謠 物にまで 育 
てあげる には、 歌謠を 職業 ど する もの S 手を 俟た なければ ならない。 其の 頃の 物に 歌 女、 遊女、 
倡 女、 遊子、 歌謠 女な ど どい ふ 名が 屢 見えて ゐ る。 彼女 等は 今樣 歌を 謠ひ 、果は 貴顯の 枕席に 
も 侍した ので. ある。 源經 信の 日記には 屢刑部 卿、 近 江 守 ごい ふ 者 ど 歌 女を 帶 同して 會 合して ゐ 
.る こ VJ が 見えて ゐる ◦ニ 中歷 には 昔からの 聞え た 遊女の 名を 載せて 「主 水、 乙 阿古、 宮城、 小 
鳥、白女、小乙、阿古、觀童、小觀童、如意、香爐、仲駒、喜々、藥師、鳴渡」ど見えてゐる 
が、 此の 內白女 どい ふの が、 字 多 天皇の 御 寵眷を 辱く した こどが、 大鏡や 大和 物語な どに 見 
■え、 觀 童、 小觀 童の 姉妹が 御堂 關白道 長に 愛せられ、 香爐 どい ふの が、 小 野宮實 資ど大 ニ條關 
白敎通 どから 競 爭 して 聘 せられた こどが 古事 談に見 えて ゐる 。かくて 遊女 達の 中には 貴 顯の子 


女を 儲けた もの も ある。 かぅ いふ 風に 歌謠ひ の 遊女 達が 貴 顯紳揹 の 人々 に 近づく 間に、 其の 謠 
つてゐる今 # を宮廷までも持込ん |: のである〇 

此の 遊女の 江 ロ どか神崎どかの水驛に居るもをあそびどいひ、足柄、靑墓、赤坂な £' の海道 
筋に居るものを傀儡(くビっ)どいふ〇あそびは舟に乘り、身には錦繡を纏ひ、風流の大傘を 
隳し 、鼓で 今様歌を 數へな がら、 旅客の 舟に 近づいて 行く。 く ' S' っは 夫は 狩 獵を業 どし、 或は 
木 \ を 舞は せ、 刀 玉な ざ の 散樂を 爲し 、妻は 今 樣を謠 って、 旅人を 慰める ので ある。 これ 等の 
‘卜あもい)っ、も、或は遠く或は近く、所々に分れてゐるのだから、其の謠ふ今樣は或は通じ 
る ものが あり、 或は 所に ょって 特殊な ものが あったら ぅ ◦营原 孝標の 女の 更級 日記に 所々 の 遊 
女の こ VJ が 見えて ゐる ◦父が 常 陸の 守の 任は て、、 都に 歸る さ、 足 柄 山の 麓に 差し か、 った 時 
茂 り 合つ た 木 下 ■、殊に 月 もな き 闇の 夜、 子供心に 恐る^^、 そこの 庵を 假の 宿り どした どこ 
ろに、 折から 闇の 中から 所の 遊女が 三人 出て 來て 、庵の 前に 唐傘を さ S せ. てゐ る。 燈 火を ど ぼ 
して 見た VJ ころが、 一人は 五十 ばかり、 それに 二十 ばかりの ど 十四 五の どが 居り 色白く 髮 
長く、 額に g ょく か、 り、 卑しげ でな く、 如何にも 尤 らしい 樣子 をして ゐる 。殊に 聲は 他に 似る 
ものもなく、空に澄み上るやぅで、非常にめでたく謠った。人々は感心して、西國のあそびに 
まこれ 程のは ゐな いどい つた どころ、 すぐさま 「難 波 わたりに く t ぶれば」 どし ふ 歌を 謠つ 
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が 船に 乗り お ほせた に、 年を取っ た 大藏の 卿が それに まじっ て、 さすがに 忍びやかに、 聲を添 
へて 謠 っ/の ^' を 力し かった VJ 記して 居り 其の 前の 年の 秋の 中頃 過から、 上達部殿上人など 
が 宿直が ちで. 橋の 上 や 對の簀 子な Vi にうた、 寢な ど をし っ 琴、 笛な どに たど^^しい 若 
人たち は どね り あらそ ひや 今 # 歌 どもを 謠 ふの も、 所に つけて おもしろい ど 見えて いる。 又 
枕の草子-の歌はどいふ條に、 「杉た てる 門、 神樂歌 もを かし、 今樣 はなが くて くせ づきた る、 
ふぞくょ くうた ひたる」 ど あつて、 此の頃から 今樣歌 どい ふ ものが 物に 見え 始めて ゐる 。やは 
■5 朗詠な Vj 、ほゾ同じ頃から世に廣まったものであらう0其の頃の日記には、藤原資房の |^ 
(春 記〕 後朱雀 天皇の 長 曆四年 十一月、 五節の 淵 酔の 記事 中に 「盃 酌算 無く、 詠歌の 興 有り、 
文今樣 歌の 戯 有り、 重 尹の 卿 其の 譴 有りて 今樣 歌を 發す 、満座 願を 解く」 ど 見えて ゐる のが 其 
の 早い もので あらう が、 これょり 前の 日記の 同じ 記事に、 雜藝 、雜 歌な. ど S あるの も 亦 今樣歌 
のこ どで あらう。 此の 春 記に 今 樣の戯 どい ひ、 又 重 尹 卿が これを 謠 ったので、 満座 願を 解いた 
どあるから、まだ世上に流行し始めて、所謂俗曲の範圍から出ないもので、淵醉ごはいひなが 
ら 宮廷の 宴會 では 頤を 解く ほ 、どおかしかったのであらう〇此の俗曲を若い殿上人などが、 
忍びやかに 謠 ふのを 紫 式部 も 淸少納 言 も 興味を もって 眺めて ゐた ので あらう 〇 それを 年を ど 
つた 大藏 の ® が 若いものにまじって、忍びやかに謠つたのは、さぞおかしいこどであつたの 


だら う。 惠心 僧都が 金峯 山に 登って 歌 占を 問うた 時に、 其の 巫が 四 句の 今様を 謠った VJ いふ 話 
が古事談にも十訓抄にも見え、吉野吉水院樂書に「今樣ノ殊ニヽノャ /> コトハ後朱雀院ノ御トキ 
ョ”ノ 也」 ど ある。 この 兩 書は 後の 傳說を 記した もので、 餘り 憑み にならない ものでは あるが、 
惠心 僧都が 巫から 今樣 歌を 聞いても、 紫 式部 日記 や 枕の 草子 ど 思 ひ 合は せて、 別段に 無理な こ 
どで もな く、 殊に 吉 水院樂 書の いふ 所は 前の 春 記の 記事 ど 照し 合は せて、 尤ど諾 かれる 0 
今様歌 どい ふのは 新しい 樣 式の 歌 謠ど いふ 意味で ある ◦何に 對 して 新しい 樣式 なのか どい へ 
ば、 其の 頃 や S 古典的に 固定し さう になっ てゐた 風俗、 神樂歌 及び 催 馬樂な どに 對 して ' S' あら 
う。 催 馬樂は 平安時代の 末まで、 酒宴の 席な ど では、 ども かく も謠 はれて ゐた ので、 此の頃は 
ま |: 相當に生命のあるものだったのである0此の他にも唱歌どいって謠はれてゐた和歌があっ 
.た0枕草子にいふ杉立てる門どいふのは古今和歌集に見えてゐる「我庵は三輪の^本戀しくば 
訪ひ來 ませ 杉 立てる 門」 ど いふ 歌で、 當時 やはり 謠 はれて ゐ たので ある。 其の 謠 物の 和歌を 讀 
人知ら す ど して、 古今 集には 採集した もので あらう。 今樣歌 はかう いふ 當 時の 謠 物に 對 して、 
新しい 樣 式の 謠 物であった ので ある。 淸少納 言が 「今 樣はな がくて くせ づきた る」 どいった の 
は、 今様歌には 色々 あるが、 其の 長くて 曲づ いたのが を かし どい ふ 意味で、 新しい 樣式 どいっ 
て も、 或る 一種の 樣 式の 俗謠を いふので はなく、 古い 傳統を 有っ 謠物 に對 して、 其の 頃 新しく 
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曉梁 王の 苑に 入れば、 雪 群 山に 満て り、 夜庾 公が 樓に 登れば、 月 千里に 明な り、 

九夏 三 伏の 暑 月、 竹錯 午の 風を 含み、 玄冬 素 雪の 寒 朝、 松 君子の 德を彰 はす、 

一 聲の .鳳 管は、 秋 秦嶺の 雲を 驚かす、 數 拍の霓 裳は、 曉糇 山の 月を 送る、 

新豐の 酒の 色は II 鵡否の 中に 淸冷た り、 長樂の 歌の 聲 は、 鳳皇 管の 象に 幽 咽す、 

泰山は 土壌を 讓らす "故に 能く 其の 高き こごを 成す、 河 海は 細流を 厭は す、 故に 能く 其の 
深き こ VJ を哎 す、 


德は是 北辰、 椿 葉の 影再改 る、 尊は 猶 南面、 松 花の 色 十 歐" 

十方佛 土の 中には、 西方を 以て 望 ど 爲 す、 九 品 蓮臺の 間には、 下品 ど 雖も起 ぬべ し、 
春過ぎ夏闌けて、袁司徒が家の雪は應に路に達すべし、£|^には南暮にはヒ、鄭大尉が溪の 
風 人に 知られたり、  . 

w> 一 しん ►れいげつく わんむ S ょく ゝ 1んざいせんし§うらくぴ あう 

まづこれだけである。 

朗 謙 ごい ふ ものは 元來 其の 時々 折に 合 ふやうな 適宜の 詩文を 朗吟した もので あったから、 そ 
れ 特殊な 調子 や 旋律 どい. ふ ものは なく、 V れにで も 融通す る やうな、 恰も 今日の 詩吟の 樣 
な 不確定な 旋律を 持って ゐ たので あらう 。それ も 朗詠には 七 言の 對 句の ものが 多い が、 四 六の 


駢 S の もの も あり、 隨分 長い 句 も 短い 句 も あるから、 ー樣の 旋律では 謠ひ きれないので、 今日 
の詩吟ょうもー層遙ヵに不確定なものであったらうど思はれる。そして枕の草子や紫式部日記 
の 記事に ょっても 知られる やうに、 別段に 何等の 伴奏の 樂器も 無かった ので あるが、 中世に な 
れば 、箏 、琵琶、 笙 、蓽篥 、橫 笛な ど の 何れ かを 用 ひ、 現在では 皆 同時に 用 ひられて ゐ る。 こ 
れは 管絃に 交へ て 朗詠せられ たから、 自然に かうな ったので あらう。 かくて 旋律 も 各 首 それぞ 
れ 特定の ものが 出來る やうに なった ◦朗詠 要抄 、朗詠 要 集 及び 文 安の 奥 書が ある 五節 淵 酔の 
朗詠を 集めた 朗詠 秘抄 などには 皆 節博士が 付けられて ある ◦かく 特定の 旋律が 定る やうに なっ 
たこ どは、 朗詠の 數が少 くな った 大きな 理由で あらう。 調子は 何れに も 合は され、 旋律 も大# 
に 朗吟 風で あるが、 今日 謠 はれて ゐる ものは 神 樂や催 馬樂の やうに、 非常に 聲を 長く 延 いて ゐ 
る 0 . 

一一 一 今 樣 

紫式部の日記の前に擧げた上東門院法成寺行啓のくだりに、若やかな公達の今樣歌を謠ふの 


て ある。 平安朝の 頃の ものに、 唱歌— るのは 多く 催馬樂 、神樂 歌を 謠 つたので ある が、 和歌 
も 亦 催 馬樂な S 旋律で 謠 はれ SI る。 驚 物語 S 紫の 卷に 、驚が 御供の 聲 ある 人し 
て 其の 和歌を 謠は せた 事が 見え、 宇津 保 物語 祭の 使の 卷 、左 大將が 右 大將を 訪ねる くだり 
丨右 大將は 1 樂 Q 震の 曲で 和歌を 謠 つて 左 大將を 待ち 掛け、 左大將 
— —If る。 これ Asi い 1— つ f で f っ。 古い;^ 
て も 唱歌の 事— て 音ので、 裏が— れた こどには P ない。 If の 1 す 
しも 囊 ばかりで もない のは、 1 はれて 當 Is つた f で f ぅ。 それを 朗詠ど 
同じ やぅ に 四— には、 多少の 無理が 念 て、 1?§ い れ 
た 力— れな いが、 大# に 朗詠 ど 並べて、 謠物 £ての 和歌を 集めた もの 益 はれる。 

ほ、 i 吾 天 層の ころ か—‘ はれ 始められ たど 思 はれ—、 謹 どして は 何分に も卽 
興 的な S な 形態の もの だか &、 其の 生命は 餘り 永くな く、 平安時代が 末に S ど、 やがて こ- 
れ. 4 勢に  傾き、  中世に 入 f 共に、  全く 古典的な もの— つてし まつた。  始めの 頃は 面白い 

V」 固 足して 其の 數も 非常に 少く なり、 謠 はれる 場合 も、 正月 ど 五節 どの 淵醉 に、 殿上人 等に 
ょつ て 震 令 月 I 德 f か、 或は 東岸 西岸、 或は 新豐 酒色 等め でたい もの 數 種に 退ら れ、 


稀には 1 金屋 、羅綺 之爲重 衣、 醫之昭 王、 春 夜 欲 明、 少於樂 天、 九月 二十 七日 等の 句が 謠 
ょれた こどが 記 錄に見 えて ゐ る。 其の 內 でも 佳辰 ど德是 どが 壓倒 的に 多い ので ある ◦淵 醉の他 
では 響の 席で、 管絃に 交へ て 用 ひられ？、 それに も謠 はれる 範圍が 極めて 制限 せられて ゐ 
.る。 11 の 正應五 年の 奧 書の ある ■要 集には 六十 七首收 めて ある が、 其の 頃 先、 っ これ 仁 
けょ 謠 ふこ どが 出來 たので あらぅ。 室町 時代には あらゆる 古典 藝 能は 一様に 凋落の 一路を 迎つ 
たので、 謠 はれる 朗詠 も愈少 くな り、 江 戶 時代には 纔に十 首、 明治 初年には. 更に 六 首に 減じ ' 
'今は 多少 復興せられ て 十五 首謠 ふこ どが 出來る VJ いふ こどで ある。 今 それを 左に 示す ど 

東岸 西岸の 柳、 遲速 同じから す、 南 枝 北 枝の 梅、 開落已 にこ どなり、 

松 根に 倚って 腰を 摩れば、 千年の 翠手 に満 てり 梅花を 折って 頭に 揷めば 二月の 雪ず ー 

落っ、  • ! 

花 上苑に 明な り、 輕軒 九陌の 塵に 馳せ 、猿 空 山に 叫ぶ、 刴月 千巖の 路に璧 く 

池齡 しくして は 水 三 伏の 夏な し、 松 高く しては、 風 一 聲の秋 あり、 
f s? a( 逢へ り、 SI 依々 S— ベ— に、 五夜將 に 明けな 含す、 f 凉風颯 々の 

聲に 驚く、 

驻へす 紅葉 靑 苔の 地、 又是 凉風暮 雨の 天、 


り も 十 年、 y くも以 nt 村上天皇の崩御の又の年卽ち安和ニ年の正月、小野宮實賴の第の大饗 

に、 此の 1QS 右 大量 霉爲 S 會 して、 朗詠の 篇令 月を 誦し、 f 樂の席 田 

を謠 つて 先帝を 忍 ひ 奉つ たどい ふこ どが 大鏡や 文机談 S 三) に 見えて 居つ て、 此の 佳辰.^ 
月 どい ふ— は 後世 も f 霊 S はれ fQ で、 しか 4 本の 七 首の 內 には 數 へられな いも 
ので ある ◦詩文の 講頌 などに 事を 發 した ご 思 はれる 朗詠を、 殊更に 一人 二人の 仕業に かこつけ 
てし まふ 事は ょろしくない ので あらぅ ど 思 ふ 0 

.四條 大納言 公任は 當時 f に 朗吟せ A SS 詠を 撰して 和漢 朗詠 集 上下 ニ卷を 著した。 
これは其の女を御堂關白道長の息男敎通に嫁せしめて、其の婿引出どして贈つたものど、_ 0 
これには 朗詠 五 P 八十 四 句、 他に 和歌が 二百 十六 首收 めら れて 音。 それを 四季 雜に部 立して、 
上卷に 四季の 部下 卷に雜 の 部を 輯 めて ある。 朗詠には 裏 天を 始め、 唐人の 詩文の 秀句 ど 我 
が國の 名家の 作 f 採？ ある が、 それょりも 朗詠 ど 和歌 S 收—れ て 音から、 和漢 朗詠 
集 どいつ f ので あ I。 此の 後藤 I? 新撰 I 集— して、 其の後を 襲ぅた が、 これに 
は 朗詠 五 百 四十 句、 和歌 二百 三 首を 收 めて ある ◦本朝 蠢目錄 に據？ 、此の 他に もな ほ f 
朗詠 ニ卷 及び ネ漢 拾遺 朗詠 ニ卷 ど いふ ものが あつたら しいが、 今は 傳はら ない。 和漢 朗詠 集 ど 
® 撰 朗詠 集 どを合せて、朗詠の數は約ー千ー百餘もあるが、古書の上で、踡に朗詠せられてゐ 


た 確証の あ fs 極めて 僅で、 S 吉 此の 兩書 には 和歌を 收 めて t が、 和歌の 朗詠 どい 
ふ ものは 無 かつ S で t。 それ 故 此の 書は 實 際に 朗吟す る 朗詠 どは 關係 のない 一種の 秀句 集 
である 美へ 又— らうが、 朗詠 ど 朗詠 ¥ は不卽 不離© 關 係に* つて、 やはり 當時 朗吟せ 
られ て— 朗詠の 句を 主已 て、 同じく 朗詠に 足るべき 秀句を も 併せて 收め f ので あら う。 
前に 揭 げた 源氏物語 や 紫 式部 日記に 憂て ゐる ものは 此の 兩集 の內 には 憂す 又 後に 锡倉時 
代に 出來た 朗詠 要抄 S いふ ものに もこれ に 見えない 句が あるから、 朗詠せられ たもの 力 悉く 收 
めら れてゐ る わけで もな く、 又 これに 見えて ゐる もの も 皆 朗詠せられ たど も考 へられないで あ 
V う。 當時 千載 佳句 VJ か 本朝 秀句 ど S 幼馨の 料 t て、 詩文の 秀句を 輯めた 息が 多く 行 
はれた ので、 惓かに それ 等の 影響を 受けて、 朗詠に 足る 秀句を 多く 收め たらう が、 枕の 草子 や 
狹 衣に 見えて t 朗詠は 大抵 此の 書の 內に 見えて S ので、 やは" 世吉行 はれ 
主 5 つて ゐ るので あらう。 十訓抄 (卷 一) に白樂 天の 「楚 思抄茫 どして 雲水 冷 じ、 商 聲淸脆 
VJ して 管 絞 秋な り」 W いふ 句は 震 聞きに くい どい ふ 人が あつたが、 秀句た 力ら どい ふので 
朗詠 集に 撰 じ 入れられた ビあ る。 これは 勿論 一つの 說 話で ■糙 な說 どはいへ なし 力 も 夫れ なし 
が、 かう いふ 事 も 恐らく あつたか ども 思 はれる。 

和歌は 朗詠 どはい はれな かつた が、 唱歌 どいつて、 朗詠 ど 同じ やうに 酒席？ で謠 はれた の 

ニ 朗詠  一 五 


ニ郎  •詠.  一二 

に満 てり、 夜庾 公の 樓に 登れば、 月 千里に 明？」 どい ふ賦の 句で t。 淸少納 言は かう いふ 
時に 合う SQ 句— する こどに 非常に sf 、 枕 S 子 Qf  VJ ころに、 S 類の 話 
を 多く 記して ゐ る。 それは かう いふ 機智を 悦ぶ 淸少納 言の 性格に も 依る こどで あらう が、 其 
.の 頃- <1 日の 詩吟の やうに 詩賦や 文章の 一節な どを 朗吟す る こどが いたく 流行して ゐ たので 
J る そ， w 故 象 式 弃も其 の 日記に 其の 事を 記し、 源氏物語な どの 作物 語に も當 時の めでたき 風 
俗どして反々に此の事を書き載せてゐるのである。宇津保物語(樓の上の下)にも「こ ^ のい 
づ るかぎ り、 むかしの 詩 .ft じ 5 りしな S、 すべ 551 れす こそ 侍りし か」 ど 
C 6 猡衣 (ーノ 下) にも 「蟬黃 葉に ないて 漢宮 秋な り ど 忍びやかに うちす し 給 ふ御聲 、めづ 
らしげ なき 事 なれ VJ」 など 見えて ゐる ◦これを 其の 頃 朗詠 どいつた ので ある ◦此の 朗詠は 當時 

の 日記 g に、 皇李 SS、 親王の i 始 、雲 SS、 作文の！  S 蠢 、殊に 王 
flllf れ TS こ 系 見えて いる。 其の 擎は 言の 詩吟よりは 幾分 
議風 QSQ 濃い もので 倉。 併し 其の 管は、 令 日 Qsfif 儒 着 文を 朗吟 

する こごから 生れた もので f う。 醫の 文杌談 (卷 三) に 「又 朗詠の 曲は を こり 儒家に 出べ 
し、 其 ゆへは 博士 詩を 講 する 時の せう の聲 どい ふよ— を これり」 どい ひ、 緩 小路 敦 有の 郵曲 
ネ承头 <弟丨 も 「朗詠は 詩の 詠聲 より 興る」 ども ある 0せうの聲どいふのは頌の事で、作文の皮 


講の聲 をい ふので ある。 宇津 保 物語 (國讓 の 下) にも 「日 くれて、 文っ くりは て、、 よませ 給 
ひて、 おもしろき 句は 皆す し 給 ふ」 な VI、 も 見え、 小 野 宮實資 の 日記 小 右 記に よる ど、 長德三 
年 重陽の 作、 文の 御會 に、 參議輔 正を して 御製を 讀 ましめ、 數度 朗詠した ど 見えて いる ◦又 宇津 
保 物語 (祭の 使) に藤榮 どい ふ' 儒生が 「おのれが っくれる ふみ" 聲の かぎり ふりたて  >誦 する 
こ1 ^ 、こますくをふりたつるにおどらす」どもあつて 詩文を 講頌 する 聲 更に 廣く 一般に そ 
れを 朗吟す る こどが、 唐 あこがれの 甚しか つた 其の 頃の 人々 に悅 ばれて、 遂に 風を なし、 果て 
は 酒宴にまで も 持 込まれた ので ある。 恰も_ 中世に 唐山の風を慕ぅた祿僧なビが誦しナらぅご 
思 はれる 詩文の 句が、 其の 頃の 小歌 類を 集めた 閑吟 集に 見えて ゐ るのから 類推して 見ても、 此 
の事の起りが察せられる。それを郵曲相承次第などにはー條左大臣雅信が七首の朗詠を撰して 
詠吟した のから 始り 、それを 根本の 七 首ど號 くどい ひ、 更に それを 廣 益して 九十 首 どした ども 
いふ。 其の 九十 首 VJ いふのは、 文机談 (卷三)には知足院殿卽ち藤原忠實の撰 |: ども見えてゐ 
る〇かぅいふ風に種々の藝能の起源をーニの天才の仕業に歸してしまふこどは、每度の事だけ 
n vl も、 それは いっも 必 す 正しくない ので ある。 雅信が 左大 昆 の 第三 度 目の 辭 表の 內の 秀句を 
見て 詠吟した ものが、 其の 七 首の 內の 秘曲 どい ふ ものである どい はれて ゐるが 、雅 信が 始めて 
左大臣に なった のは 圓融 天皇の 天 元元 年で、 第三 度の 上表は 何時の 事 か 明では ない が、 これよ 

ニ朗  詠 1 三 
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る ◦酒宴の 席では、 白拍子 や 曲舞、 又は 猿樂の 能の 一節を 舞ったり、 或は 大黑 舞、 地藏 舞な ど 
どいって、 大黑 や地藏 に假裝 して、 當意卽 妙に 大黑 、地藏 の 功徳を 數 へて 踊る 舞 も ぁった ◦此 
の大黑 舞は 近世では 門附け の 乞食 藝にま で 成 下った。 又 酒宴の 席で、 一同が 順に 立って 舞 ふの 
を巡の舞どいった。踊は何時の時代にも必すぁるものだけれ.ビも、此の時代にも神祭やお盆 
に、 田 植や雨 乞に、 輪を 作ったり 道行な どで 踊った が、 風流 どい ふ 造 物を 中心に して 踊った の 
で、 踊の 事を 風流 ど もい った。 又囉物 どもい った。 大規模な ものは 大踊 ど いって、 一一、 三百 人 
がー 重に も ニ 重に も 三重に も 輪を 作って 踊った。 驻言の 風流 どい ふの も 此の 名 殘を傳 へた もの 
であり、 後の 歌 舞妓に も 風流の 面影を 傳 へた。 

今こ、に上代か、ら中世に及ぶ歌舞の沿革をー瞥したが、更に中世の朗詠、今樣、白拍子、曲 
舞、 早 歌、 小歌、 舞、 風流に ついて、 改めて 說 明を 加へ る こど、 しよう。 


1 一朗  詠 

源氏物語の 須磨 の卷に 、頭の 中將が 須 磨の 源氏の 配所に 訪ねて 來て 其の 歸る さに、 源氏 ど 諸 


共に、 白樂 天の r 醉の悲 みの 泪灑ぐ 春の 盃の 裏」 どい ふ 詩の 句を 誦した ど 兄え てゐ る。 又 紫 式 
部 日記には 寬弘六 年に 上 東 門院の 法 成 寺へ 行啓の 時、 舟の 中の 御遊に、 中宮 大夫齊 信が 文集の 新 
. 樂府の 句 「徐福 文 成， 誕誕 多し」 ど 打 誦した ども 見えて ゐる ◦枕の 草子の ありがたき 物の 條にも 
左 衞門 の陣を通る數多の殿上人か 「なにがし 一 聲の秋 」 ど誦ん じて 行っ^' ど 叙して あるが こ 
れは 有名な 朗詠の 句 「池 冷し くして は 水 三 伏の 夏 無し、 松 高く しては 風 ー聲の 秋 有り」 どい ふ 
ので ある ◦はしたなき 物の 條に は關白 道隆の 忌日の 經 供養 果て、 後、 酒飮み かは して、 頭の 中將 
齊信が 「月 ど' 秋 ど 期して 身 いづく にか」 どい ふ 事を 打 出した ど 記して 淸少納ー|ーーロは言を極めて 
稱譽 してゐ る。 これ も 「金 谷 花に 酔し 地、 花 春 毎に 匂ぅて 主 歸らす 、南樓 月に 嘲し 人、 月 秋 ど 
期して 身 何ん か 去りし」 どい ふ营三 品 文 時の 願文の 句で ある。 女房 達が 皇 后宮の 御 許に 侍して 
ゐた どころ へ、 殿上人 達が 來て 簾の 下へ 吳 竹の 枝を 差 入れた ので、 淸少納 言は 取敢 へす 「おい 
此 君に こそ」 VJ いった。 殿上人 達は 此の 機智に 賞で、、 これを 人々 に觸れ て來る どいって 去っ 
.て 一了 ったが、 再び 「此君 VJ 稱 す」 VJ いふ 詩を 誦して 集って 來た 。(はしたなき 物の 條) これは 「晉 
の 騎兵 參軍 王子 猷栽為 て此 君ど稱 す、 唐の 太子の 賓客 白樂 天、 愛して 吾 友ど爲 す」 どい ふので 
ある。 雲の 淺ぅ 降つ た夕暮 に、 何 どなく 少納 言の どころ へ 尋ねて 來た 人が、 歸る さに 「雲 何の 
山に みて る」 ど 打 誦して 行った。 (犬 夫は の條) これは 白樂 天の 「曉梁 王の 苑に 入れば、 雪 群 山 

ニ 朗詠  一一 


神武 天皇が 大倭御 平定の 時に、 久米 氏の ものが 謠 って 舞った VJ 傳 へられる 久米歌 どい ふ もの 
■は、 日本書紀の 出來た 頃には 雅樂 寮で 敎 習せられ てゐた W いふ。 後世 儀式の 時に 久米舞 ど 共に 
舞 はれた 吉士舞 どい ふ もの も、 同じ やうな ものであった VJ 思 はれる ◦古く 盆 踊の やうに、 熱狂 
した 男女の 一群が、 野 司な ざで 亂 舞した 嬙歌 どい ふ ものが、 又 歌 垣 どもい はれ、 奈良時代に な 
る ど、 難 波 曲、 倭 部 曲、 淺茅 原曲、 廣瀨 曲、 八 裳 刺 曲な ど どい ふ 形式の 固定した 歌 謠を謠 って 
，優美に 舞った VJ いふ。 儀式の 時に 舞 はれた 東 遊、 倭 舞、 筑紫 舞、 諸縣 舞、 小 墾田 舞な. ど ど いふ 
の も、 も は 地方の 土俗 的な 舞踊で あったので あらう。 又 儀式に 舞 はれる 田 舞 VJ いふの も 田園 
の 風俗 舞踊から 起った もので あらう。 其の 他殊 舞、 楣節 舞、 鳥 名 子 舞、 五節な どの 古典 舞踊が 
あって、 同じく 雅樂 寮で 敎 習せられ てゐ た。 

奈良時代の 末から 平安時代の 初に 謠 はれて いた 俚謠が 、時が 經っ に從 って、 堂上の 酒宴な ど 
にも 謠 はれる やうに なった。 其の 間 神 宴で 謠 はれ、 本 方 ど 末 方 ごが 掛 合で 謠 ふやう になっ てゐ 
るのを 神樂歌 どい ひ、 唐樂の 調子に 合は せて 謠 はれる のを 催馬樂 どい ふ。 此の 他 地方の 土俗 的 
な 俚謠も 次第に 中央に 行 はれ 出して、 これを 風俗 歌 どいった。 是 等を 大歌 VJ いって、 大歌 所で 
敎 習せられ た 0 

大歌の 形式は 貞觀 から 延 喜の 頃までの 間に 固定した やうで ある ◦それに 少し 後れて 延喜 から 


寬弘の 頃までの 間に 新しい 謠物が 登場して 來た ◦其の 頃の 儒生が 詩文の 佳句を 朗吟した 朗詠が 
漸く宴席などでも謠はれ出した。其の頃和歌も同樣に謠はれて唱歌どい'はれてゐた〇俗謠も亦 
海道筋の歌女や堂上酒宴の席の廷臣などに謠はれるやぅになった。これを大歌や唱歌等に對し 
て今樣 VJ いったので ある。 朗詠 ど今樣 どは 此の 時代、 卽ち 中世まで 行 はれた。 朗詠は 鎌倉時代 
には 稍 古典 化した が、 今樣は 其の 初期に 最も 盛 行した。 夙く から 和歌 や 俗 謠を謠 ひながら 舞を- 
舞っ たが、 平安時代の 末には 其の 稍 形式 化した ものを 謠ひな がら 舞 ふ 白拍子 どい ふ ものが、 廣 
く 行 はれて、 殊に 舞 女が 男装して 舞った 白拍子が 最も 悅ばれ て、 中世の 末まで、 長く 行は てゐ 
た。 此の 白拍子から 更に 瞄舞 VJ いふ ものが 生れ、 それが 戰國の 頃に 廣く 流行し、 近世の 始めに 
幸 若 氏の 曲舞が 幕府に 用 ひられて、 幸 若の 舞 どい はれる やぅに なった。 白拍子の 舞は 初は 短い 
歌詞を 謠 ってゐ たが、 それが 次第に 長い もの どなり 又 後には 其の 長い 歌詞 ^' 舞 力ら 離れて 
坐った ま S で 謠 はれた。 其の 中から 又 早 歌 どい ふ謠 物が 生れて 出た。 

朗詠 や 今樣が 古典 化して、 それに 替 って、 若々 しい 命の 漲った 俗謠が 謠 はれる やぅに な， っ 
た。 それを 小歌 どいった。 小歌には 禪僧な どが 詩句を 朗吟した もの や、 早 歌や謠 曲の 一節を 謠 
った ものな VI、 バラ ィ H テに 富んで ゐた ◦反 對に又 猿樂の 能の 謠 曲は 小歌 ど 曲舞 どの 節が 土毫 
になって ゐる どい ふ 事で ある。 此の 小歌は 近世まで 続いて、 隆達や 弄齋の 小歌 どなっ たので あ 


いふ ものは 其の 手 振が 最も 重要な 問題で なければ ならない 。其の 節 どか 手 振 どかい ふ ものは、 
今 も 述べた ど ほり 其の 姿が 消へ て傳は って ゐな いの だから、 今日からは 追求が 出來な いので 
ある。 昔で も 極めて 不完全では あるが、 博士 ごか 胡摩點 どかいった； 種の 音符が あって、 多少 
の手懸になるものはあったのだが、さぅいふもの、傳はってゐるのは九牛のー毛であつて、 
一般の 謠 物の 節 どい ふ ものは、 殆ど 今日からは 尋ねる 事の 出來な いもので ある。 况んや 踊の 手 
振な どは尋ねやぅもない。其の上に今日の浪花節では人によってそれ^^節が違ふやぅに、俚 
諮から 發 達した 今 sf 、 人に より 所に よ？ 違っ S が あった I。 梁塵秘抄のロ傳集に 
よれは、 鏡 山の 舍丸 SSQ かね 等の 歌 女から、 それ^ 別々 Q 節 S ばれた Q で、 卽ち當 
時 同じ 今樣 にも 多くの 流派が あったので あるが、 これは 大きな 問題では あるが、 往古の 節を 知 
る#ヵ無いのたから 此の 問題 も 明に する 事は 出來な い。 なほ 又 文學や 美術の 如く、 形の 遺る 
ものは、 其の 樣式 sf それ 程甚 しくは ない が、 藝 能な V. の挪の 遺らない ものは、 不斷に 劇 
しく 其の 姿を 變へて 行く、 名人の 節 や 手 振は 其の 人が 世を 去れば、 それで お 仕舞で、 次から 次 
へど 新しい 節 や 手 振が 生れて 來 る。 此の 研究は 歷 史的な 研究で ある 以 J: は、 かぅ いふ 變遷の 跡 
を 逐ふ事 こそ、 日 S 必要な 事で なければ ならない が、 それ も 亦出來 ない ので ある 0 かぅ いふ わ 
けで 總 じて 藝 能の 歴史的 研究には 何 重に も 大きな 制限を 受けて ゐ るので ある 0こてま央して 


中世の 藝 能に 限る 事では ない が、 近世に なれば 多くの 史料が 遺されて いるから、 不十分では あ 
つても なお 幾分 か 追求の 步を 進める こどが 出來る ◦上代は 極端に 史料が 不足して いるから、 そ 
れ だ けに 私共は 多き を需 めない。 其の 點で 中世は 實に 中途半端で ある ◦併し これは どうも 止む 
を得ない。私共の研究は不満足だらけだけれざも、それでもー往満足して、知り得る事仁けは 
知り、明に出來る事だけは明にするのにカめなければならない。 

古事記の 上 卷に八 千 矛 神が 高 志 國の沼 河 比 賣を婚 せられる 時、 沼 河比賣 どの 贈答の 歌 等 五 首 
を 載せて、 ■これを 神 語 ごいって ゐる 。又 下 卷雄略 天皇の 條 に、 三重 采 女の 歌ど大 后" 天皇が それ 
に 和せられ た 御 歌 VJ を 載せて、 それを 天 語 歌 どいって ゐ る。 是 等は 恐らく 往時 語部 達の 謠 って 
ゐた 歌で あらう 。又 上卷に 高 比賣が 其の 兄 阿 治 志 貴 高 日子 根 神の 御名を 顯 はさん どして 謠 はれ 
た 御 歌を 載せて 夷 振 どいって ゐる 。これは 古事記の 出來た 頃、 其の 名で 謠はれ てゐ たもので あ 
らう。 此の 何 振 ごい ふのは 後の 何 節 どい ふの ど 同じく、 此の 他に も 宮人 振、 天 田 振な ざ どい ふ 
のが あった。 是 等の 歌 謠は主 どして 和 琴の 伴奏で 謠 はれた ので、 稍 後の世まで も謠 はれて ゐた 
らしく、 琴 歌譜に も 何 振 ど いふの が 多く 見えて ゐる ◦又 古事記には 讀 歌、 志良宜 歌、 志 都 歌、 
宇岐 歌な. ビビい ふの が 見え、 又 古鄕を 傲んで は國 思び の 歌、 天皇の 大葬の 時の 御, の 歌 新酒 
を 醸す 時の 酒樂の 歌な どが 謠 はれて ゐた。 

一序說  七 


一 序説  '四 

まれた 文化の 谷底の やうな 此の 中世 期に 於ても、 歌舞の 歷史に 於いては 必中し も ひざく 淋しい 
もので も ^ 力つ たので ある。 

凡そ 藝 術の 歴史 ごい ふ ものは、 其の 作品が Vi れ 程の 藝 術的價 値が あり、 それが 藝 術の 發展の 
上に ど うい ふ 意味を 有つ かどい ふ 事を 明に する のでなければ ならない 。それには 個々 の 勝れた 
作品を 對象 どして 研究す る 必要が ある。 柿 本人 麻 呂の. ど の 長歌で ある w か、 紫 式部の. 'ビ の 物語で 
ある どか、 或は 定 朝の 阿 彌陀佛 像 や 雪 舟の 長卷な ど、 個々 の 作品が 取上げられ るので、 長歌 ど 
か 物語 どか、 又は 佛像 彫刻 や 長卷な ど どい ふ ものが 問題 ごせられ るので はない 。今 「長歌 どは 
何ぞ や」 「物語 ごは 何ぞ や」 w いふ 事 だけを 說 明して 文 學史だ どいつたり、 佛像 彫刻 や 長卷を 
說明したのみで美術史 |: どいつても誰も對手にはしてくれないであらう0然るに藝能の歷史で 
はさう は 行かない ので ある。 何 節、 何 踊が 問題になる のみで、 其の 名人 や 或は 名人の 藝が 問題 
になり 得ない ので ある。 郢 曲の 綾小路 資賢や 藤原敦 家、 白拍子の 磯禪 師や靜 御前な ど、 名人の 
名も傳 へられて ゐるけ れ ど も、 其の 藝がど ういう ので あるか どい ふ 事は 全く 知る 事が 出來な 
い。 結局. | 朗詠 どは 何ぞ や」 「今 樣 VJ は何ぞ や」 乃至 「白拍子 ど は何ぞ や」 どい ふ 事を 明に する 
ので 満足し なければ ならない 〇 藝 能の 閭 でも、 猿 樂の能 や 田樂の 能の やうに、 劇的な 要素が 發 
達して 來る ど、 漸く 素人 藝から 離れて、 名人. 藝どな つて 來 る。 そこで 猿樂の 觀阿彌 、世 阿 ® ど 


か 田 樂の增 阿 彌な VI、 名人の 名 も 多く 傳 へられる が" さて 其の 名人の 藝がど うい ふ もので あっ 
たか どい ふ 事は、 抽象的な 言葉で 語傳 へられて ゐるば かりで、 具體 的に 其の 藝の性 質、 特徴を 
明に する 事は 出來 ない ので ある。 

なぜ 昔の 名人の 藝を 今日から 明に する 事が 出來 ない ので あらう 力 ◦それは それ 等の 演技が 一 亥 
々に 消えて 行って、 跡には 何も 遺さない からで ある。 舞 臺に 於け る 絢爛 華麗な 幻影 も、 仕手が 
揚幕 に隱れ てし まへ ば それき りで、 幾ら 面白く 感じても、 それを 人に 話して 判らせる 事は 出來 
ない ◦况ん や 後世に 書傳 へる 事は なほ 更出來 ない ◦文學 や 美術は、 世を 隔て、 所を 異にして 
も、 其の 作品に 接し さへ すれば、 それを 自由に 十分 鑑賞す る 事が 出來 るが、 藝能 どい はれる 諸 
藝 術は それが 出來 ない ので ある。 藝 術の 歴史の 直接の 史料は 其の 作品で あるが、 藝 能の 作品は 
演技の 瞬間に 消えて 行く から、 史料を 遺さない ので ある。 これからは ト ー キやぃ コード で 史料 
.を 遺す 事 も出來 ょうが、 昔は 不幸に もさう いふ ものは 無かった。 故に 藝 能の 歴史は 大きな 制限 
.を 受ける ので ある。 結局は 「朗詠 どは 何ぞ や」 「今 樣 どは 何 ぞ や」 乃至 「舞 どは 何ぞ や」 「能 ど 
は何ぞや」ごいふ樣式說明に終る |:' けで満足しなければならないのである。 

然らば 其の 樣式が 十分に 說 明出來 るか どい へば、 それ も 非常に 困難な ので ある。 朗詠 どか 今 
樣 どかい ふ 歌謠で は 其の 節卽ち 旋律、 拍子な どが 中心 問題で なければ ならない ◦踊 どか 舞 どか 


一序說  一 j 
った かどい ふ 事は、 少しで も 我が 國の 文藝の 興廢に 通じて ゐる 人々 の、 誰でも 十分に 承知して ゐ 
る 事で ある。 併し 同じく 文藝 VJ いっても 色々 あつて、 歌舞な ざの 所謂 藝能 どい はれて ゐる もの 
は、 かぅ いふ 詩歌、 小說 どは 少しく 趣を 異にして いる。 此の 時代の 人は、 いくら 世間が 物忽. ?: 
から ごいっても、 歌も謠 へば、 舞 も 舞った。 城攻の 徒然には 白拍子を 喚んで 酒宴を 催し、 城が 
落ちる ごいって は、 酒を 飮交. はして 亂 舞した どい ふ 話は、 太平 記な どに もょ く 見えて ゐる 。况 
んや 戰爭な Vj どい ふ 事は、 そんなに 澤山 あったので はない。 靜な 月日の 方が やはり 多かった の 
である 0いくら物忽な時代だからどいっても、延べっ幕無しに騷いでゐたのではない。田植や 
收穫の 祝、 祭 禮の催 物な VJ、 歌舞の 世界 も相當 に廣 かった ので ある 0 
詩の匿厘周南の ^ 腊の ^ のパ序にー詩は志の之く所なりゝ心に在るを志ご爲しゝ言に發する 
を 詩ど爲 す、 情 中に 動きて 言に 形は る、 言 ひて 足らす、. 故に 嗟歎す、 嗟歎して 足らす、 故に 永 
歌す 永歌して足らす 手の 舞り 足の 蹈 むを 知らざる なり」 ど ある。 これは 歌舞の 發生を 說明 
した もので、 大昔から 此の 道理は 善く 知盡 されて ゐ たので ある 0 卽ち 人々 の感淸 の 激した 時 
は 血液は 高潮し 、ん臟ゲ大きなカ强い鼓動を起して、熱した感情を手足の尖端にまで迸、り出 
させる ◦かくて 人々 は 大聲に 詠歌し、 恍惚 どして 手の 舞 ひ 足の 蹈 むを 知らざる に 至る。 かくの 
如くに して 歌舞は 發 生す るので ある ◦故に 歌舞 ご いふ ものは、 藝 術の 諸 形式の 內で 最も 先行 的 


な も のど いへ る。 但し 此の やうな 感情の 激動に 伴う 恍惚 的な 叫聲や 手足の 律動の みでは、 また 
藝 & どしての 歌舞 vj いふ 事は 出來 ない。 凡そ ざの やうな 藝術で も必す 他の 鑑賞を 要求す る 鑑 
賞を 豫想 しない 藝術 どい fQi い。 歌？ i 於いて 秦 はり 雲に 値する も QS ければ な 
らな 、。併し 此の 點に 於いても 歌舞 どい ふ ものは、 他の 諸藝術 ど餘程 趣を 異にして L る 歌舞 
では 自ら 歌 ひ、 自 k 舞？、 自ら 鑑賞す る。 例へ ば 盆 踊では 夏の 夕に 鎮守の森な. 5 、凉 S 
がら 見物す るのは、 決して 面白くない 事は ない が、 而も 其の 眞の 興味は 踊 子に なって 踊の 輪の 中 
に 吸 込まれて 行く のでなければ 理會 出來な いので ある。 田 植歌や 臼 挽歌な どは 誰に 聞かせょう 
ビす るので はなく、 自然に ロを 衝 いて 出る ので ある 0 これは 學 校で 行 はれて ゐる 自由 書 や 學藝會 
な ざの 如く、 人に 見せる 藝術 ではなく、 自ら 樂 しむ ものである 。謂は ^ 藝 術の 芽 生で ある。 私 
共の 藝能 1 は—讓 SI_?Qf 、 名人 f f るけ f . 
なほ 多く 是 等の 芽 生の 分際を 問題 專 る。 假 令田植 歌— 挽歌？— £ かなく f 
少く f 何 節 vj 名の 付く 歌謠 や、 何？ 多少 形式の 固定し £ 踊は 取扱 ふので ある。 從 って 中 
世の 物忽な 時代で も、 何 節 W か 何 踊 どかい ふやうな ものは 隨分澤 山 あった ので ある。 而も 是等 
の 歌舞 も、 大衆の 好 尙に迎 へられて、 廣く 鑑賞せられ ている 間に # 第に 向上 霊して 遂丨 
能樂の やうな 名人 藝まで 生れて 來 るので ある。 されば 華やかな 平安時代 ど 江戶 時代 どの 間に 挾 
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一 序 說 

# 

中世ごいへば、大體に源賴朝が出現してから、德川家康が覇を稱へるまでの閭、約四召餘 # 
の 年代を 斥す 事 5 つて ゐる 。此の 時代は 誰でもす ぐに 毎日 矢 叫に 夜が 曙け て、 劍戟の 響に 日 
が 暮れた もの、 やうに 考へ がちで ある ◦それ 程で も 無い けれ f、 かな 4 忽な 日々 が 永く® 
い S には疆 はない。 一般に 文藝は 世間が 靜 にな— ければ 立派な ものは 出來 上— い。 湖 
月を 眺めて 想を 練つ たどい ふ小說 や、 桐 火桶を 抱へ て 苦吟した どい う 詩歌な ざは、 かう いふそう 
ぞうしい 時代には f はない。 小說や 詩歌 どい ふやうな 物は、 議の 下、 淨 几— つて、 菌觀 
味するのでなければ、本當に鑑賞する事は出來ないのである〇鑑賞どいふ事を豫 ^ しなし文_ 
どい ふ ものは 無い ので あるから、 世間に 鑑賞の 意慾が 盛んにならなければ 華々 しい 文藝の 世界 
が開けて來ないのである。土ー揆の騷や野伏の鬨聲の間には、さういふ事は望まれない。仁か 
ら やはり 此の 時代には 立派な 文藝は 出來 なかつ た。 當 代の 文藝の 歷史が 如何に 淋しい もので あ 
ー序說 
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…… 燈爐 …… 疱瘡 惡神 送の 囉物 …… 勸進 風流を どり …… 吾妻 踊 …… 奈良踏 …… 竹 枝 躍、 花 笠 
躍 …… 戰國 武將と 風流 …… 寬永 十二 年の 踊御覽 …… 其の後の 風流 
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だが、 書物の 量 張る 事を 恐れて 割愛した。 

私を 說 伏せて 且つ 舊藁を 選 擇した .0、 纒めた 6、 始終 盡 力して くれたのは 奥 野 高廣、 
村 田 正 志、 藤井貞 文の 三 博士で ある。 文 學士山 本 武夫 君は 原稿の 一部分の 淸 書を 引受けて 
くれた。 三 博士は それば かぅ ではなく、 出版の 事まで 奔走して、 藝蔸 社長の 近 藤 銀 男 君と 
隔意な く 談合して、 遂に これが 日の目を 見得る 事と なつた。 書名の 事から 體 裁の 事まで 
三 博士と 近 藤 君との 世話になつ た。 又 出版 上の 煩雜な 事務は 文學士 林陸朗 君が 處理 してく 
れた 。私は 始から 終まで 何事 もせす、 唯 手を 拱いて 書物の 出來 上る のを 眺めて ゐた 。此の 
書物が かう いふ 姿に なつて 生れ 出る のに" 折 ロ 君の 力が 大きに 活い てゐ るので、 同 ^ こぞ 
文を 賴 ん だが、 面倒な 事を ィャな 顔 もせす に 引受けて くれた。 私は 著書と いふ ものに 乏し 
SO A 刍い顏 をして 人中に 出せる 程の ものでは ない、 が、 それでも 自分の 書いた ものが 書物 
となつ て 世に出る となれば、 流石に 嬉し さの 抑 へられない ものが ある。 これを こ、 ま. で 漕 
着けて くれた 前記 諸君の 厚意は いつまでも 忘れ 得ない ものである。 

昭和 二十 六 年 十一月 
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れば ならない 事に なって、 又學 問の 振 出から 發足 する 事に なった ので、 もはや 脇の 仕事は 
出 來ない 。書 懸けた 上代の 歌 謠史も 其の ま、 筐底に 仕舞 込んで しまった。 此の 書物は 人に 
r まれて 役所に勤めてゐる時から着手したものであるか、中途に時勢の荒浪に卷込ま 
れ 、信 州 伊那 谷に 疎開した ぅして、 遂に 其の 仕事 も 中止して、 上代 歌 謠史と 仲良く 筐 底に 
睡ら せて ゐた 。ところが 其の後 私の 若い 友人 達が、 切 r 學校に 論文を 提出す る やうに、 ロ 
を 酸く して 說立 てるので ある。 それには 折 ロ 信 夫君が 後から 指揮 督勵 して ゐ るので ある 0 
何も 仕事ら しい 仕事を してゐ ない 私は" 最初は 躊躇して なかなか 踏切れ なかっ たので ある 
が>  遂に ロ說 落されて、 睡 つてゐ る 此の 舊藁を 醒まさ せる 事に した。 

此の 書は 最初は 中世の 藝能 全般にっ いて 說く っも. 〇 であった ので ある。 ところが 前に も 
述べた やうな 事情で 中止した 爲に 、中世の 藝 能で 最も 重要な 位置に ゐる 猿樂や 田樂の 能に 
は說及ぼす事が出來なかった。これは甚だ心殘6の事である。又平家琵琶にっいては寺尺 
多く 材料を 集めた ので あるが、 これに？^ 手、 が 著 けられな かった。 そこで 中世の 藝能史 とし 
ては 不完全な 毛ので、 致 方 無く 姑息では あるが、 日本 藝能史 の內の 中世 歌舞 篇 として 世に 
出す 事に した。 かう い う 研究では 今まで 多くの 學者が 立派な 成績を 遺して 置かれた。. 小 中 


村淸矩 博士を 始めと して、 殊に 高 野 辰 之 博士の 尊敬すべき 多くの 業績が ある。 又 幸 若 舞曲 
について は 使 野 堅 氏の 事業を 忘れる 事は 岀來 ない。 併し 史料の 蒐集 や 取扱に ついては 私 
は 多年 年季を 納れ て來 た。 其の 點で かう いふ 舞臺に も 私の 出るべき 幕が なほ 殘され てゐる 
やうに思ふのである。最初私に此の書物を書かせた人にも、恐らくさういふ心積6があつ 
た ので あらう。 さて 歷 史的な 硏 究とい へば、 多くは 史料を 羅列して、 無味な 考證を 試み 勝 
であるが、 それは 讀者を a どく 迷惑が らせ る。 私は なるべく さう いう 事を 避けたい と考 
へ、 無駄な 說 明を 省いて、 出 來るだ け 小 じん ま 6 と纒め t げた s と 思つ たが さて 筆を 執 
つて 見る と、 •長い間の 習慣は 爭い 難い もので、 やはり 考證臭 いものと なつて しまつた。 

別記と して 添へ た 「藝 繼考」 は 私 S 藁の 內 から 選んで、 參考論 文と して 皆して 纒 
めて くれた ものである。 五篇 とも 皆 悉く 私の 京都 在住 中に 書いた もので、 今から 大率 三十 
年 以前の も Q である。 今度 此の 書に 副へ て 出す 事 S つて、 流石に どうも 堪へら S いも 
のが—。 私で も S つ 專も吳 下の 阿 蒙では ない。 それ かとい つて S ながら やはり 棄て 
切れない。 實は書 直したい の だが、 それは 出來な い 事 だから、 若干 手を 加へ ただけ で 忍ん 
f ffl す 事に した。 かう いう 舊藁 ならば、 此の 他に なほ 四五篇 添へ て 置きたい もの も あるの 


岩 橋 君の 學は 、永久に 生きる であらぅ。 私の 如きは、 君の 過ぎた 後に、 いつまでも 低 
回 して 歎 ,| ^ ^りヵへすこ#^であらぅ。 

- 昭和 二十 六 年 十一月 


私 ag: を 專門 にと いって、 特に 力を入れて 調べた ものを 持 合は せて ゐない の だが、 唯一 
人の 妹が、 大阪の 少し 名の ある 能 樂師に 嫁入った ので、 それからは 多少 藝 能の 歴史に 興味 
を 持っ やうに なった。 それは 今から 四十 五 年 ばかり 前の 事であって、 それから 今日まで、 
何くれと藝能史料の書拔をする.やうになった。殊に京都に居った七年半、東京で勤めてゐ 
た 二十 三年の 間は、 さう いふ 仕事には 誠に 都合の 善い 境遇に 在った ので、 塵の やうな 書拔 
も 積 ^ ば 山と なった。 停年で 退官して からは、 少しは 閑になる ものと 思って、 其の 書拔を 
活かして、 系統の ある 藝能 の歷史 を纒め ょうと 思 ひ、 先づ 上代の 歌謠の 問題から 手を 著け 
始めて、 漸く 三百 五六 十 枚 ばか 6 も 書 上げた。 併し 豫想 に反して、 其の後は 少しの 暇とい 
ふものも得られない。役所にゐる時は、退ければー往は自分の身になれるのだが、學校に 
勤める と、 敎室に ゐ る 時 も、 書齋に 引 込んでも、 常に 講義の 事が 頭から 離れない。 其の上 
に、 學校の 都合で、 今まで 多く 取組んで 來た 事とは 全く 違った、 新しい 方面を 受 持たな け 


序 ニ 

を_せられてゐた。かぅ言ふ能を持つた人の間には、頑冥な者の多いのを通例とする 
爲に 、君 も 一往 頑な.、 學者を 以て 通って 來てゐ たのでは なから ぅか。 

情に 拘る 所な きが 如く、 人の 爲 r 聊か も 心を 使 ふ 事な く 見える 岩 橋 君？^、 決して 世態 
r 空目して 來た譯 ではな かつた ので ある。 

岩 橋 君の 學的 素質の 上に、 私は 又、 その 古文書 學 を引證 する ことが 出來る ◦あれほど 
煩瑣で、 たやすく 學た 6 得ない もの V、 部分々々 をき-り 棄て 、、極めて 淡白 明瞭な 學 
たらしめ る ことを 得た の も 君で ある。 

人の 知ぅ 又 知らぬ 間に、 君は あらゆる 方面に 足を 蹈み 入れ、 あらゆる 方面に いちは や 
く 見き 6 をつ けて 出て 來た 。恰も 古 * ^ 見 わける 事の 如く、 正しく 淨き 7^0. ばか 6 
を、 自分の 學 として 採 6、 自餘は 悉く 關せざ る もの、 如き 貌 をして 過ぎる ので ある。 
そこにー本の太い道が、自ら通ってゐる。其故に君の史學は、見えた通6、極めて單 
純 無垢な 學 .の. 外貌を 持つ ので ある。 之を し 毛、 其 生れ だち ょりす る 一本調子の なすと 


する のでは、 話に ならな s。 

而も 岩 橋 君の 史學に は、 座され ぬ 一っの 光 6 が ある。 私は 之を 藝術 質と 言は うとす 
る。 藝術 的な 天禀 なくして は、 この 單一 化は 望まれな かった と 思 ふからで ある。 

私は 又、 自分の 專門 とする 所に 近き 故を 以て、 君の 藝能史 硏究を 論 f. る ことが 出來 る。 
久米儕 •田 舞を 語 6、 蹈歌を 述べ、 田樂を 考へ 、小唄 •今樣 を 論じて、 聊か も搖 ぎを 
烕ぜ しめない。 無用な 粉飾を ふぅ 棄て 、文章は そっけな いまで 簡淨な ものである。 あ 
れま での 材料を 腹に 持って、 どうして かう 消化し きった 表現が 出來 るので あらう。 君 
のこの業蹟は、ーっ/、すべて、私が難澀を重ねて、而も中道に彳んでゐる所である。 
平々 坦 々として、 些も 人を 構 a っけぬ 敍述の 間に、 五十 年の 友垣 我等 も、 完全に 無視 
せられて しまつて ゐ る。 

併しながら 白々 と 光る 君の 眼光は、 更に 新なる 友情と、 感謝に 似た ものを 烕じ 5 せょ 
うとして ゐる 。此が 君の 學の 持っ 精氣 である。 
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竹馬の友と s ふ 語は 懷しい が、 其を すら 蹈み 越えて、 相爭 a 相 親しんだ 五十 年の 交誼 
である。  # 

學問 に自覺 らしい ものを 持っ やうに なって、 氣が っいて 見る と、 岩 橋 君は 旣に 、國史 
學界 7> v 酸 然た るー權 威で あ. 0、相當うるさいと言はれる者たちをも、こはがらぜるだ 
けの 地の 力を 持って、 うち聳 る 風格を 備へて 見えた。 舊來の 史學の 牙城を 守 6 とほす 
人の やうに 見えた 君は、 その 爲其學 間まで も、 考證派 の 典型と 見られる ことが、 柱々 
.に して あった ほどで ある。 5 う 言 ふ 曾ての 君に 對 する 世俗の 見解 r っいて、 一言して 
置く のは、 舊 知の 者と して 痛 威す る 責任で も ある。 

う 3 ,、ー生の太 4- を盡してし ^ った私などは 玉 も ^ も 一っに、 一切の 鑑識 ^ ^ れ 
てゐる 間に、 岩 橋 君は 新しい 古筆家と して、 とぅ わけ 宸翰に おいて、 狂 ひの ない 眼力 
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